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はじめに 
 
このたびは、CS/CJシリーズ用 FL-netユニットをお買い上げいただきまして、ありが
とうございます。 
CS/CJシリーズ用 FL-netユニットは、弊社の高度な制御技術と豊富な経験を元に開発
された、FL-net接続用のユニットです。 
機能・性能などを十分ご理解いただき、システム構成にご活用ください。 
 

プログラマブルコントローラ」の表記について 

本マニュアルでは、「プログラマブルコントローラ」の略称をパソコンと区別するた
め、「PLC」とします。ただし、従来からの機能名またはソフトのメニュー名として
「PC」を使用している場合は、限定的に「PC」を使用している場合があります。 
なお、パソコンは略称を用いず、「パソコン」と表示します。 
 

対象となる読者の方々 

本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で 
・FA機器の導入を担当される方 
・FAシステムを設計される方 
・FA機器を設置、接続される方 
・FA現場を管理される方 
 

お願い 

本マニュアルは、FL-netユニットを使用する上で、必要な情報を記載しています。お
使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。また、お読み
になった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使いください。 
 

ご承諾事項 

｢当社商品｣について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご
承諾事項記載の条件を適用いたします。 

● 定義 

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。 
・｢当社商品｣：｢当社｣の FAシステム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・
機構部品 
・｢カタログ等｣：｢当社商品｣に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品総
合カタログ、その他のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュアル等であって電磁
的方法で提供されるものも含みます。 
・｢利用条件等｣：｢カタログ等｣に記載の、｢当社商品｣の利用条件、定格、性能、動作
環境、取り扱い方法、利用上の注意、禁止事項その他 
・｢お客様用途｣：｢当社商品｣のお客様におけるご利用方法であって、お客様が製造す
る部品、電子基板、機器、設備またはシステム等への｢当社商品｣の組み込み又は利
用を含みます。 

・｢適合性等｣：｢お客様用途｣での｢当社商品｣の(a)適合性、(b)動作、(c)第三者の知的財
産の非侵害、(d)法令の遵守および(e)各種規格の遵守 
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● 記載事項のご注意 

「カタログ等｣の記載内容については次の点をご理解ください。 

・定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、各定
格値および性能値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではありません。 

・参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作することを
保証するものではありません。 

・利用事例はご参考ですので、｢当社｣は｢適合性等｣について保証いたしかねます。 

・｢当社｣は、改善や当社都合等により、｢当社商品｣の生産を中止し、または｢当社商品｣
の仕様を変更することがあります。 

● ご利用にあたってのご注意 

ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。 

・定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。 

・お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否をご判
断ください。 

｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。 

・｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・設
置されていることをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。 

・｢当社商品｣をご使用の際には、(ⅰ)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご
利用、冗長設計などの安全設計、(ⅱ)｢当社商品｣が故障しても、｢お客様用途｣の危険
を最小にする安全設計、(ⅲ)利用者に危険を知らせるための、安全対策のシステム全
体としての構築、(ⅳ)｢当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、の各事項を実
施してください。 

・｢当社｣は DDoS攻撃（分散型 DoS攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的な
有害プログラム、不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフト
ウェア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワー
ク、データベースが感染したとしても、そのことにより直接または間接的に生じた
損失、損害その他の費用について一切責任を負わないものとします。 

お客様ご自身にて、①アンチウイルス保護、②データ入出力、③紛失データの復元、
④「当社商品」またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュータウイ
ルス感染防止、⑤「当社商品」に対する不正アクセス防止についての十分な措置を
講じてください。 

・｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまし
て、次に掲げる用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商品｣をこれらの用
途に使用される際には、｢当社｣は｢当社商品｣に対して一切保証をいたしません。た
だし、次に掲げる用途であっても「当社」の意図した特別な商品用途の場合や特別
の合意がある場合は除きます。 

(a) 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設
備、鉄道設備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に
危険が及びうる用途） 

(b) 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24時間連
続運転システム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など） 

(c) 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設
備、電磁的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など） 

(d) ｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途 

・上記の(a)から(d)に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自動車（二輪車
含む。以下同じ）向けではありません。自動車に搭載する用途には利用しないで下
さい。自動車搭載用商品については当社営業担当者にご相談ください。 
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● 保証条件 

｢当社商品｣の保証条件は次のとおりです。 

・保証期間 ご購入後１年間といたします。 

（ただし｢カタログ等｣に別途記載がある場合を除きます。） 

・保証内容 故障した｢当社商品｣について、以下のいずれかを｢当社｣の任意の判断で
実施します。 

(a) 当社保守サービス拠点における故障した｢当社商品｣の無償修理 

（ただし、電子・機構部品については、修理対応は行いません。） 

(b) 故障した｢当社商品｣と同数の代替品の無償提供 

・保証対象外 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。 

(a) ｢当社商品｣本来の使い方以外のご利用 

(b) ｢利用条件等｣から外れたご利用 

(c) 本ご承諾事項｢ご利用にあたってのご注意｣に反するご利用 

(d) ｢当社｣以外による改造、修理による場合 

(e) ｢当社｣以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合 

(f) ｢当社｣からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因 

(g) 上記のほか｢当社｣または｢当社商品｣以外の原因（天災等の不可抗力を含む） 

● 責任の制限 

本ご承諾事項に記載の保証が、｢当社商品｣に関する保証のすべてです。 

｢当社商品｣に関連して生じた損害について、｢当社｣および｢当社商品｣の販売店は責任
を負いません。 

● 輸出管理 

｢当社商品｣または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全保障貿易
管理に関する日本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客様が法令・規則
に違反する場合には、｢当社商品｣または技術資料をご提供できない場合があります。 
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CS/CJシリーズ FL-netユニットの 

「ユニットバージョン」について 
 

■ユニットバージョンとは 
CS/CJシリーズ FL-netユニットでは、バージョンアップ等によるユニットの搭載機
能の差異を管理するため、「ユニットバージョン」という考え方を導入しています。 
 

1）製品での表記 

FL-netユニットは、ユニットバージョンによる管理の対象製品として、製品の銘板上
に以下のように「ユニットバージョン」が記載されています。  

ユニットバージョン

Ver.1.0を示します。

CS1W-FLN22 

FL-net UNIT 

Lot No. 040301  0000  Ver.1.0 

OMRON Corporation MADE IN JAPAN 

製品の銘板 

（例） 
CSシリーズ FL-netユニット  

形 CS1W-FLN22 

 
FL-netユニットのユニットバージョン表記は、1.0からスタートしています。 
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2）サポートソフトによる確認方法 

CX-Programmer Ver.5.0以降では、[ユニット生産情報]にて、ユニットバージョンを確
認することができます。 

1 I/Oテーブルウィンドウで、FL-netユニットを右クリックして、[ユニット生産情
報]を選択します。 

2 以下の［ユニット生産情報］ダイアログボックスが表示されます。 

ユニットバージョンが表示されます。�

  
例）［ユニット生産情報］ダイアログボックスに 
 ユニット Ver.：1.0と表示されます。 
オンライン接続している FL-netユニットのユニットバージョンを確認してください。 
 

3）ユニットバージョンラベルによる識別 

ユニットバージョンラベルが製品に添付されています。 
ユニット前面から過去の FL-netユニットと区別をしたい場合、ユニット前面に貼って
ご使用ください。 
 

■ユニットバージョンについての表記 
本マニュアルでは、ユニットバージョンについて、以下のように記載しています。  

製品の銘板 本マニュアルでの記載方法 特記事項 

Lot No.の右に｢Ver.1.0｣
以降 

CS/CJシリーズ FL-netユニット ユ
ニット Ver.1.0以降 

本マニュアル内でユニットバージ
ョンを特に明記していない場合
は、全てのユニットバージョンを対
象に説明しています。 
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関連マニュアル 
 
FL-netユニットの関連マニュアルは、下表のように構成されています。併せてご覧く
ださい。  

Man.No. 形式 マニュアル名称 用途 内容 

SBCD-334 
（本書） 

形 CS1W-FLN22 
形 CJ1W-FLN22 

FL-netユニット 
ユーザーズマニュアル

FL-netユニットを
使用するとき 

FL-netユニットに関して記述してい
ます。 
FINS通信サービス機能を使用する場
合：CS/CJシリーズ CPUユニット宛
の FINSコマンドの詳細については、
通信コマンドリファレンスマニュア
ル（SBCA-304）を参照してください。

SBCD-329 
 

形 CS1W-ETN21 
形 CJ1W-ETN21 

Ethernetユニット 
ユーザーズマニュアル
基本ネットワーク構築
編 

Ethernetユニットを
使用するとき 

Ethernetユニットに関して記述してい
ます。 
基本設定、FINS通信について記述し
ています。 

SBCA-346 形 CXONE-AL□□D-V4/ 
LT□□□-V4 

CX-One Ver.4.□ 
セットアップマニュア
ル 

CX-Oneからソフト
ウェアをインスト
ールするとき 

FA統合ツールパッケージ CX-Oneの
概要、CX-Oneのインストール方法に
ついて説明しています。 

SBCA-337 形 CXONE-AL□□D-V4 CX-Programmer 
（Ver.9.□） 
オペレーションマニュ
アル 

SBCA-338 形 CXONE-AL□□D-V4 CX-Programmer 
（Ver.9.□） 
オペレーションマニュ
アル ファンクション
ブロック編/ストラク
チャードテキスト編 

Windowsパソコン
用プログラミング
ツール
CX-Programmerの
操作方法について
知りたいとき 

CX-Programmerの操作方法について
説明しています。 
プログラミング時に、ユーザーズマニ
ュアル セットアップ編（CSシリー
ズ：SBCA-301、CJシリーズ：
SBCA-312）、ユーザーズマニュアル 
プログラミング編（SBCA-313）、 
コマンドリファレンスマニュアル
（SBCA-351）と併せて使用してくだ
さい。 

SBCA-347 形 CXONE-AL□□D-V4 CX-Integrator 
CS/CJ/CP/NSJ/NJシリ
ーズ用ネットワークコ
ンフィグレーションツ
ール 
オペレーションマニュ
アル 

ネットワーク設定/
モニタを行いたい
とき 

CX-Integratorの操作方法について説
明しています 

SBCA-301 形 CS1G/H-CPU□□H CSシリーズ 
ユーザーズマニュアル 
セットアップ編 

CSシリーズの概要
／設計／取付／保
守などの基本的な
仕様について知り
たいとき 

CSシリーズの PLC本体に関して、以
下の内容を説明しています。 
・概要／特長を知りたい 
・システム構成を設計したい 
・取付／配線をしたい 
・I/Oメモリの割付を知りたい 
・トラブル時の対処方法を知りたい
ユーザーズマニュアル プログラミ
ング編（SBCA-313）と併せて使用し
てください。 

SBCA-312 形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 CJ1M-CPU□□ 

CJシリーズ 
ユーザーズマニュアル 
セットアップ編 

CJシリーズの概要
／設計／取付／保
守などの基本的な
仕様について知り
たいとき 

CJシリーズの PLC本体に関して、以
下の内容を説明しています。 
・概要／特長を知りたい 
・システム構成を設計したい 
・取付／配線をしたい 
・I/Oメモリの割付を知りたい 
・トラブル時の対処方法を知りたい
ユーザーズマニュアル プログラミ
ング編（SBCA-313）と併せて使用し
てください。 
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Man.No. 形式 マニュアル名称 用途 内容 

SBCA-313 形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 NSJ□-□□□□(B)-G5D 
形NSJ□-□□□□(B)-M3D 

CS/CJ/NSJシリーズ
ユーザーズマニュア
ル プログラミング
編 

CS/CJ/NSJシリーズ
の各種機能について
知りたいとき 

CS/CJ/NSJシリーズの PLC本体に関
して、以下の内容を説明しています。
・プログラミングをしたい 
・タスク機能を知りたい 
・ファイルメモリ機能を知りたい 
・各種の機能を知りたい 
ユーザーズマニュアル セットアッ
プ編（CSシリーズ：SBCA-301、CJ
シリーズ：SBCA-312）と併せて使用
してください。 

SBCA-351 形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2M-CPU□□ 
形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 NSJ□-□□□□(B)-G5D 
形NSJ□-□□□□(B)-M3D 

CS/CJ/NSJシリーズ
コマンドリファレン
スマニュアル 

命令語の詳細につい
て知りたいとき 

各命令語の詳細説明をしています。
プログラミング時に、ユーザーズマ
ニュアル セットアップ編（CSシリ
ーズ：SBCA-301、CJシリーズ：
SBCA-312）、ユーザーズマニュアル 
プログラミング編（SBCA-313）と併
せて使用してください。 

SBCA-304 形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CS1W-SCU□□-V1 
形 CS1W-SCB□□-V1 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2M-CPU□□ 
形 CJ1W-SCU□□-V1 
形 CP1H-X□□□□-□ 
形 CP1H-XA□□□□-□ 
形 CP1L-M/L□□□-□ 
形 CP1E-E□□D□-□ 
形 CP1E-N□□D□-□ 

CS/CJ/CP/NSJシリ
ーズ 
通信コマンドリファ
レンスマニュアル 

CS/CJ/CPシリーズ 
CPUユニット、NSJ
シリーズ宛て通信コ
マンドの詳細につい
て知ありたいとき 

1) Cモードコマンドおよび 
2) FINSコマンドの詳細について説
明しています。 

CPUユニット宛ての通信コマンド
（Cモードコマンドまたは FINSコ
マンド）の詳細を知りたいときに、
参照してください。 
 
注：本マニュアルに記載している通
信コマンドは、CPUユニット宛
ての通信コマンドです。その通
信経路は、問いません（CPUユ
ニットのシリアル通信ポート、
シリアルコミュニケーションボ
ード／ユニットの通信ポート、
通信ユニット経由などが可能で
す）。 
また、高機能 I/Oユニットまた
は CPU高機能ユニット宛てコ
マンドに関しては、各ユニット
のユーザーズマニュアルを参照
してください。 
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安全上のご注意 
 

安全に使用していただくための表示と意味について 
本マニュアルでは、FL-netユニットを安全に使用していただくために、注意事項を次
のような表示と図記号で示しています。ここで示した注意事項は、安全に関する重大
な内容を記載しています。必ず守ってください。 
表示と意味は次のとおりです。 
 

警告�

注意�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の場
合には重傷や死亡に至る恐れがあります。ま
た、同様に重大な物的損害をもたらす恐れが
あります。�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あ
るいは物的損害を受ける恐れがあります。�

 

 
安全上の要点 

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 

 
使用上の注意 

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または
回避すべきことを示します。 

 

お願い  

 本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。 
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図記号の説明 
 

 

記号は、禁止を意味しています。 
具体的な内容は、 の中と文章で示します。 
左図の場合は、「分解禁止」を表します。 
 

 

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「感電注意」を表します。 
 

 

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。 
 

 

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 
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通電中は、ユニットを分解したり内部に触れたりしないでくださ

い。 

感電の恐れがあります。 

 

通電中は、端子に触れないでください。 

感電の恐れがあります。 

 
信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者

側でフェールセーフ対策を施してください。 

 

 
安全のために、インターロック回路、リミット回路などを、必ず

PLCの外部回路に組み込んでください。 

 

プログラマブルコントローラ（PLC）の故障や外部要因による異

常が発生した場合も、システム全体が安全側に働くように、PLC

の外部で安全対策を施してください。異常動作により、重大な事

故につながる恐れがあります。 

（1）非常停止回路、インターロック回路、リミット回路など、安

全保護に関する回路は、必ず PLC外部の制御回路で構成し

てください。 

（2）PLCは、自己診断機能で異常を検出したときや、運転停止

故障診断（FALS）命令を実行したとき、運転を停止して全

出力を OFFにします。ただし、PLCの自己診断機能では検

出できない、入出力制御部や I/Oメモリなどの異常時は、意

図しない出力をすることがあります。 

これらのいずれのときでも、システムが安全側に動作するよ

う、PLC外部で対策を施してください。 

（3）出力リレーの溶着や焼損、出力トランジスタの破壊などによ

って、PLCの出力が ONまたは OFFになったままになるこ

とがあります。このとき、システムが安全側に動作するよ

う、PLC外部で対策を施してください。 

（4）PLCの DC24V出力（サービス電源）が過負荷の状態または

短絡されると、電圧が降下し、出力は OFFとなることがあ

ります。このとき、システムが安全側に動作するよう、PLC

外部で対策を施してください。 
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サイクルタイムが延びても影響がないことを確認してから、オン

ラインエディットをしてください。 

入力信号を読み取れないことがあります。 

 

他ノードへ、プログラム・PLCシステム設定・I/Oテーブル・I/O

メモリを転送するときや変更するときは、変更先ノードの安全を

確認してから行ってください。装置や機械が想定外の動作をする

恐れがあります。 
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安全上の要点 
 

・本マニュアルで指定した電源電圧で使用してください。 
・電源事情が悪い場所では、定格の電圧（や周波数）の電源を供給できるようにして
ご使用ください。 
・外部配線の短絡に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してください。 
・強い高周波ノイズを発生する機器から離して取り付けてください｡ 
・据え付け工事の際には、必ず D種接地（第 3種接地）をしてください。 
・次のことを行うときは、PLC本体やスレーブの電源、通信用の電源を OFFにしてく
ださい。 
・I/Oユニットや CPUユニット、メモリカセット、マスタユニットの着脱 
・装置の組み立て 
・ディップスイッチやロータリスイッチの設定 
・ケーブルの接続、配線 
・コネクタを取り付けたり、取り外したりするとき 

・本製品を、分解して修理、改造しないでください。 
・製品を落下させたり、異常な振動・衝撃を与えないでください。 
・PLCのベース取り付けねじ、ケーブルの取り付けねじは、マニュアルで指定した規
定トルクで締めてください。 
・配線の際は、ワイヤくず混入防止のためユニット上面の防塵ラベルを貼ったまま配
線してください。 
・配線後は、放熱のため防塵ラベルを外してご使用ください。 
・配線は、圧着端子を付けてください。撚り合わせただけの電線を直接、端子台に接
続しないでください。 
・配線、スイッチなどの設定を十分に確認してから通電してください。 
・本マニュアルに示すとおり、正しく配線してください。 
・端子台/コネクタを十分に確認してから装着してください。 
・端子台、通信ケーブルコネクタなどロック機構のあるものは、必ずロックしている
ことを確認してから使用してください。 
・ユニットを輸送するときは、専用の梱包箱を使用してください。また、輸送中に過
度な振動や衝撃が加わらないように注意してください。 
・作成したユーザプログラムや設定したパラメータは、十分な動作確認を行った後、
本運転に移行してください。 
・運転再開に必要なデータメモリや保持リレーの内容、プログラム、パラメータおよ
びデータを交換した CPUユニット、高機能 I/Oユニットに転送してから運転を再開
してください。 
・通信ケーブルの配線時には、以下の注意を守ってください。 
・通信ケーブルは、動力線、高圧線から離してください。 
・通信ケーブルを折り曲げないでください。 
・通信ケーブルを過度に引っ張らないでください。 
・通信ケーブルに重いものを乗せないでください。 
・通信ケーブルは、必ずダクト内に配線してください。 

・接地された金属に触るなどして人体の静電気を放電させてから、ユニットに触れて
ください。 
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・次の操作は、設備に影響がないことを確認した上で行ってください。 
・CPUユニットの動作モード切り替え（電源投入時の動作モード設定を含む） 
・接点の強制セット／リセット 
・現在値や設定値の変更 

・ルーチングテーブルを周辺ツールから PLC本体に転送すると、CPU高機能ユニット
にリセットがかかります。これは、設定したルーチングテーブルを読み込んで有効
にするためです。リセットがかかっても設備に影響がないことを確認してから、転
送を実行してください。 
・不適切なデータリンクテーブルが設定されていると設備が予期しない動作をするこ
とがあります。また、適切なデータリンクテーブルが設定されている場合でも、設
備に影響がないことを確認してからデータリンクを起動してください。 
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使用上の注意 
 
●本マニュアルに示すとおり、正しく設置してください。 
●次のような環境には設置しないでください。 
・日光が直接当たる場所 
・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所 
・温度の変化が急激で結露するような場所 
・腐食性ガス、可燃性ガスのある場所 
・ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所 
・水、油、薬品などの飛沫がかかる場所 
・本体に直接振動や衝撃が伝わる場所 
●次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。 
・静電気などによるノイズが発生する場所 
・強い電界や磁界が生じる場所 
・放射能を被曝する恐れのある場所 
・電源線が近くを通る場所 
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EC指令への適合について 
 

［対応指令］ 

・EMC指令 
・低電圧指令 
 

［対応の考え方］ 

EMC指令： 
オムロンの商品は各種機械、製造装置に組み込まれ使用される電気機器であるため、
組み込んだ機械・装置がより容易に EMC規格に適合できるように、商品自身の関
連する EMC規格 注 の適合を図っています。 
しかし、お客様の機械・装置は様々であり、かつ EMCの性能は EC指令適合商品
を組み込んだ機器・制御盤の構成、配線状態、配置状態などにより変化しますので、
お客様の使用状態での適合性は確認できません。したがって、機械・装置全体での
最終的な EMC適合性の確認は、お客様自身で実施していただくようにお願いいた
します。 
 
注：EMC（Elector-Magnetic Compatibility：電磁環境両立性）関連規格のうち、 

EMS（Electro-Magnetic Susceptibility：電磁感受性）および、 
EMI（Electro-Magnetic Interference：電磁妨害）に関しては、FL-netユニットの形式によ
って以下のようになっています。  

FL-netユニット形式 EMS EMI 

形 CS1W-FLN22 
形 CJ1W-FLN22 

EN61000-6-2 EN61000-6-4 

なお、EN61000-6-4 Radiated emissionは 10m法によります。 
 
低電圧指令： 
電源電圧 50VAC～100VACおよび 75VDC～1500VDCで動作する機器に対し、必要
な安全性が確保されていることを求めています。 
適用規格は EN61131-2となります。 
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マニュアル改訂履歴 
 

マニュアル改訂記号は、裏表紙の左下に記載されているMan.No.の後尾に付記されて
います。 

 

 SBCD-334F Man. No.
 

 
改訂記号 改訂日 改訂ページ・内容 

－ 2004年 9月 初版 

B 2005年 11月 FL-net設定ツールを CX -FLnetとして、FA統合ツールパッケージ
CX-Oneへの統合、それにともなう改訂 

C 2007年 8月 説明追加、誤り修正による改訂 

D 2010年 10月 CX-Flnet設定ツール 動作環境の変更による改訂 

E 2016年 7月 ロータリスイッチの位置変更、誤り修正による改訂 

F 2018年 12月 ご承諾事項の更新に伴う改訂 
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CX-FLnetのご案内 
 
FL-net設定ツールは、CX-FLnetとして、FA統合ツールパッケージ CX-Oneからイン
ストール可能となりました（CX-One Ver.1.1以降）。  

従来 今回 項目 

FL-net設定ツール Ver.1.6 CX-FLnet 

入手方法 オムロン Industrial Webサイトから
ダウンロード 

CX-One Ver.1.1以降（形 CXONE-AL□□
D-V4）に同梱 

CX-Programmerなどの CX-Serverを使
用したオムロン製周辺ツールと同時に
オンライン接続すること 

不可 可能 

起動方法 スタートメニューからの起動のみ スタートメニューから以外に、CX-One
からインストールした CX-Programmer
の I/Oテーブルウィンドウから、FL-net
ユニットを右クリックして、［専用ツー
ル起動］を選択することで起動可能。 
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1-1 特長 
 

■ FL-netとは 
FL-netは通産省の外郭団体である（財）製造科学技術センターにおいて、FAオープン
推進協議会（JOP）が標準化を行ったオープン FAネットワークです。現在は、日本電
機工業会規格（JEM 1479）として制定され、広く普及活動されています。 
下図に示すように、多数の異なるメーカによるプログラマブルコントローラ（PLC）
や数値制御装置（CNC）などの各種 FAコントローラやパソコンを相互接続し、制御・
監視を実現することができます。 
 
 Server 

EWS

WAN 

上位 LAN Ethernet（TCP/IP,UDP） 

FL-net （Ethernet 制御ネットワーク） 

PLC パネコン CNC RC

DeviceNet など 

センサー 
アクチュエータ 

PLC PLC

OMRON 

FL-net 設定ツール CX-FLnet 

コンピュータ 

コントローラ 

機器 

パソコン パソコン パソコン 

 
 

● FL-netの位置付け 
FL-netユニットの仕様は、日本電機工業会規格（JEM 1479：2002）に適合するよう実
装しています。これ以前の規格（JEM 1479：2000）による通信装置とは接続すること
ができません。 
最新の FL-netの仕様については、社団法人 日本電機工業会のホームページ 
（http://www.jema-net.or.jp）を参照してください。 
 
オムロン（株）が製造販売している FL-netユニットと適合規格の関係を以下に示しま
す。  

ユニット名称 形式 適合規格 備考 
FL-netユニット 
（100BASE-TXタイプ） 

形 CS1W-FLN22＊2 
形 CJ1W-FLN22＊2 

JEM1479：2002

FL-netユニット 
（10BASE-5タイプ） 

形 CS1W-FLN02＊2 JEM1479：2002

FL-netユニット 
（10BASE-Tタイプ） 

形 CS1W-FLN12＊2 JEM1479：2002

 
FL-net Ver.2.0仕様 
（OPCN-2） 

FL-netユニット 形 CS1W-FLN01＊1 JEM1479：2000 JEM1479：2000仕様の通信装置
は、JEMAの指導のもと、2002
年 4月以降の製造販売が原則禁
止となります。  

*1： FL-netユニット（形 CS1W-FLN01）を、FL-netユニット（形 CS1W-FLN02/12、形
CS1W-FLN22、形 CJ1W-FLN22）によるネットワークへ接続させることはできません。 

*2： FL-netユニット（形 CS1W-FLN02/12、形 CS1W-FLN22、形 CJ1W-FLN22）を、FL-net
ユニット（形 CS1W-FLN01）によるネットワークへ接続させることはできません。 
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■ FL-netの特徴 

● FL-netのシステムの考え方 
FL-netは、生産システムにおけるプログラマブルコントローラ、ロボットコントロー
ラ、数値制御装置などの、コントローラ間のリアルタイム通信を目的としています。 
FL-netは Ethernetの UDP/IPプロトコル上に、一斉同報を用いたトークンパッシング機
構を構築し、その上で、サイクリック通信と、メッセージ通信を実現しています。 
 
FL-netには次のような特徴があります。 

・ オープン化 

・ マルチベンダの実現 

・ 多くの異なるメーカのプログラマブルコントローラ（PLC）や数値制御装置（CNC）
などのコントローラやパソコンなどを相互接続し、制御・監視を実現することが可能  
アプリケーション層  コントローラ・インタフェース 

 サービス機能 
 
サイクリック伝

送 メッセージ伝送 FAリンクプロトコル層
 トークン機能 

トランスポート層  UDP 
ネットワーク層  IP 
データリンク層  
物理層  

Ethernet 
（IEEE802.3準拠） 

 

● 広く普及した標準規格に準拠 
特に OA機器で標準となっている Ethernetをベースに、これも標準の UDP/IPを使って
効率のよい通信を実現しています。Ethernetを採用しているため、 

・ 低価格 
普及した通信デバイスにより構成できるため、低価格を実現しています。 

・ ネットワーク機器が広く普及 
トランシーバやハブ、ケーブル、パソコン用 LANカードなど Ethernet用として広く普
及したネットワーク用機器が使用できます。 

・ 将来の高速化 
将来 100Mbps→1Gbpsと伝送速度の向上が期待できます。 

・ 光通信化 
また、これも Ethernet用に普及している光リピータ等を使用することにより、必要な
部分を光ファイバ化することで、500m以上の長距離伝送や、耐ノイズ性の向上、屋外
配線時の雷サージ対策を実施することができます。 

FL-net 
プロトコル
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● FAコントローラ間に必要な機能をサポート 

ユーザの要求仕様がスタートとなっているため、FAに必要な各種の特徴を有していま
す。 

・ 大規模ネットワーク 

最大 254台の機器（ノード）が接続できます。（物理層にて） 

・ 用途に応じた 2種類の通信機能 

サイクリック通信により各ノードが同一のデータを常に共有できるコモンメモリ機 
能と、必要な時に必要な情報だけをやり取りするメッセージ通信機能の両方をサポー 
トしています。 

・ 大容量コモンメモリ 

コモンメモリは 8Kビット＋8Kワードと大容量です。 

・ 高速応答 

50ms/32ノード（2Kビット＋2Kワード時）の高速応答が実現できます。マスタレス方
式による高い信頼性を実現。マスタが存在しないことから、各ノードの参加・離脱が
他のノードの通信に影響を与えることなしに自由にできるため、どのノードも自由に
電源の ON/OFFやメンテナンスが可能です。 
 

● 汎用の Ethernetと FL-netの相違点 

1. FL-netは FA分野用のネットワークであるため、汎用の Ethernet機器がすべて使
用できるわけではありません。耐ノイズ性や耐環境性で使用に適さない機器があり
ます。 

2. FL-netは制御用途のリアルタイム通信として応答性能が要求されているため、
FL-net対応のコントローラや制御機器のみを接続することができます。 

3. FL-netは UDP/IP通信の一斉同報機能を使用したサイクリック通信方式のため、
下記の制限事項があります。 
・他の汎用 Ethernetとの接続ができません。 
・TCP/IP通信機能をサポートしていません。 
・スイッチングハブを使用しても効果がありません。 
・ルータ等を使用した場合には、機能できない場合があります。 
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■ FL-netのよくある質問 
質 問 回 答 

1 Ethernetとは？ 

Ethernetは、ケーブルのタイプを定義する仕様であり、ローカルエリアネットワーク（LAN）
で使用されます。Ethernetは、10Mbps～100Mbpsの通信速度で、コンピュータ間のデータ転
送を行えます。 
現在、事務所等の OAで最も多く使用されている Ethernetは、10Mbpsツイストペアケーブル
（UTP）です。Ethernetは、多くのマルチベンダから出されているソフトウェアプロトコルを
使用して、通信する事ができます。 

2 FL-netとは？ 
FL-netは、プログラマブルコントローラ（PLC）や数値制御装置（CNC）などの FAコント
ローラを接続し、コントローラ間の制御データを高速に相互交換するネットワークです。 
ケーブル等は、Ethernetと同じものを使用します。 

3 
FL-netと Ethernetの
違いは？ 

Ethernetは、上位のコンピュータ、パソコン等とコントローラを接続し、生産指示、実績収
集など情報・制御用途のために使用します。一方、FL-netは、コントローラ間の接続に使用
し、高速な制御データ交換のために使用します。 
一台のコントローラで、上位用の Ethernetとコントローラ間用の FL-netの両方を実装した場
合には、ケーブルを間違って接続しない様に充分注意してください。 

4 
どうやったら FL-net
ユニットを使用する
事が出来ますか？ 

FL-netユニットは、プログラマブルコントローラ（PLC）や数値制御装置（CNC）などの FA
コントローラに実装し、通常の PLCの“CPUリンクユニット”と同じように、局番号（ノー
ド番号）とコモンメモリ（リンクレジスタとも呼ばれる）のリンク割付設定を行うだけで、
コントローラ間のデータ送受信をサイクリックに行います。この場合 PLC等に特別な通信プ
ログラムは不要です。またパソコン等からの PLC等のメモリや通信パラメータ等の読出、書
込みなどにも PLC等に特別な通信プログラムは不要です。 
ただし、コントローラ間相互で、メッセージ伝送を使用したデータ送受信を行う場合には、
個々のコントローラにプログラムが必要となります。 

5 

プロトコルとは？ま
た FL-netは、何とい
うプロトコルをサポ
ートしていますか？ 

プロトコルとは、通信をするうえで必要なルールです。 
FL-netがサポートしているプロトコルは、UDP/IPとその上位層に位置する FL-net専用の“FA
リンクプロトコル”を使用しています。 

6 
FL-netに通常のパソ
コンを接続できます
か？ 

プログラマブルコントローラ（PLC）や数値制御装置（CNC）などの FAコントローラに実
装する FL-netユニットは、ボード内にプロセッサーを持ったインテリユニットになっていま
す。パソコンの Ethernetカードは、ダムボードと呼ばれるノンインテリ方式なので、パソコ
ンの性能や使い方によりますが、一般的にはインテリ型の FL-netボードを推奨します。 

7 トポロジとは？ 

ネットワーキングトポロジとは、ネットワーク配線形態の事を示します。大きくスター型（ツ
リー型）、バス型、リング型の 3つがありますが、これらは、物理的な配線形態というより
も論理的な配線形態といったほうが、分かりやすいでしょう。FL-netで使用する 10BASE-T
は、スター型トポロジです。10BASE-5は、バス型トポロジです。 

8 

ネットワークケーブ
ルの種類とそのケー
ブル長、及び接続台
数は？ 

最も一般的に使用される Ethernetケーブルの標準及び、特性・制限の一部を記載します。備
考：（ ）の数値はリピータ使用した場合です。 
10BASE-T：ツイストペアケーブル（UTP）、1セグメント当たりの最大伝送距離 100m（500m）、
1セグメント当たりの最大接続数は 254台。 
10BASE-5：Thick同軸ケーブル（イエローケーブル）、1セグメント当たりの最大伝送距離
は 500m（2500m）、1セグメント当たりの最大接続数は 100台（254台）。 
10BASE-FL：光ファイバケーブル、1セグメント当たりの最大伝送距離は 2000m、1セグメン
ト当たりの最大接続数は、254台。 

9 

FL-netを使用するシ
ステムに特別な
Ethernetの仕様が必
要ですか？ 

いいえ。FL-netシステムを構築するのに Ethernet（正式には、IEEE802.3規格準拠）を使用し
ます。特別な仕様は、必要ありません。 

10 
どうやってFL-netと
接続出来ますか？ 

異なるタイプの Ethernetメディアは、リピータ、メディア変換アダプタなどを使って、Ethernet
ケーブルの相互接続を行う事が出来ます。またこれらの製品は、多くのベンダから販売され
ています。 

11 

FL-netシステムを構
築する上でどのケー
ブルを使うべきです
か？ 

一般的な使用方法は、次のようになります。 
基幹配線は、10BASE-5（Thick同軸ケーブル：イエローケーブル） 
制御盤内及び事務所等は、10BASE-T（ツイストペアケーブル：UTPカテゴリ 5） 
高圧電源やノイズが多い場所等には、10 BASE -FL（光ファイバケーブル） 
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質 問 回 答 

12 
FL-netの IPアドレ
スは、どのように設
定しますか？ 

FL-netの IPアドレスは、ネットワークアドレス：192.168.250。 
ホスト番号（ノード番号）：1～254が標準になっています。ただしノード番号：250～254は、
保守ツール用に予約されています。 

13 

FL-net対応機器の
適合性・相互接続性
はどのようになっ
ていますか？ 

FL-netでは、認証機関があり、適合性試験及び相互接続性試験を行っております。 
本試験に合格した機器には、認証書が発行されますので、安心して FL-net対応機器が使用で
きます。 

 

■ オムロン製 FL-netユニット（100BASE-TXタイプ）の特徴 

● 100Mビット/sの高速通信 
100Mビット/s高速通信が可能です。100Mビット/sの伝送速度は自動認識します。従
来の 10Mビット/sも選択可能です。 

● データリンクデータのデータ並び設定が可能 
ノード毎にデータリンクデータ（ワードデータ）の上位/下位バイトを入れ替えて送受
信することができます。相手側機器の仕様に合わせたデータリンクが可能になります。 

● FINSメッセージ通信 
オムロンの標準通信サービスである FINSメッセージ通信をサポートしているため、ラ
ダープログラムから SEND/RECV/CMND命令を使用して、他のオムロン製 PLCにアク
セスすることが可能です。 
FINSのゲートウェイ機能により、同じ FL-netネットワーク上のオムロン製 PLCだけ
でなく、Ethernetや Controller Linkなどの他のネットワーク上のオムロン製 PLCにも
アクセスできます。 

● Controller Linkともネットワーク接続が可能 
情報系ネットワークのEthernetや制御系ネットワークのController Linkと相互接続する
ことが可能です（FINS通信サービス機能を使用）。 
これにより、FL-net上のオムロン製 PLCから、Ethernet上や Controller Link上の PLC
を監視できます。逆に、Ethernet上や Controller Link上の PLCから、FL-net上のオムロ
ン製 PLCとの間で、データの送受信ができます。 

● 豊富なトラブル対処機能 
迅速にトラブルに対処できる豊富な機能が用意されています。 
・電源投入時の自己診断機能 
・PINGコマンドによる相手ノードとの接続確認 
・ノード間テストによる相手ノードとの接続確認 
・異常発生時の異常情報を記録する異常履歴機能 
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1-2 システム構成 
 

■ システム構成 

 

● 10BASE-Tの場合 
 

センサ アクチュエータリモート 
ターミナル 

最大 50m 

CSシリーズ 
PLC 

FL-net(Ver.2.00)（10Mビット/s） 
最大 500m/セグメント 
同軸ケーブル 10BASE-5 

ツイストペアケーブル 10BASE-Tも可 
ノード間：2.5mの整数倍 

ターミネータ 

トランシーバ 

CSシリーズ用 
FL-net(Ver.2.00)ユニ
ット 
10BASE-5タイプ 
（形 CS1W-FLN02） 

ターミネータ

CSシリーズ用 DeviceNet
ユニット 

他社製 
FL-net(Ver.2.00)ノード
10BASE-Tタイプ 

CS/CJ シリーズ用 FL-net
ユニット 
（形 CS1W-FLN22 
または形 CJ1W-FLN22） 

CS 
シリーズ 
PLC 

接地

トランシーバ
ケーブル 最大

100m

ハブ

DeviceNet 

他社製
FL-net(Ver.2.00)ノード 
10BASE-Tタイプ 

 
 

● 100BASE-TXの場合 
 

センサ アクチュエータリモート
ターミナル 

最大 100m

CSシリーズ 
PLC 

CSシリーズ用 
FL-netユニット 
100BASE-TXタイプ 
（形 CS1W-FLN22） 

CSシリーズ用 DeviceNet
ユニット 

他社製 
FL-netノード 
100BASE-TXタイプ 

CSシリーズ用
FL-netユニット 
100BASE-TXタイプ 
（形 CS1W-FLN22） 

CS
シリーズ 
PLC 

ツイストペア
ケーブル ハブ

DeviceNet 

CJシリーズ用
FL-netユニット 
100BASE-TXタイプ 
（形 CJ1W-FLN22） 

ハブ

ハブ 

最大 100m 最大 100m

 

 

お願い 

 

10Mビット/sと 100Mビット/sのノードの混在は避けてください。10Mビット/sの機

器が含まれる場合は、全てのノードを 10Mビット/sで接続してください。 
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1-3 関連周辺ツール 
 
FL-netユニットを FL-net上のノードとして機能させるため、必要に応じて CS/CJシリ
ーズ CPUユニット内の CPU高機能ユニットシステム設定エリアに、基本設定を行い
ます。設定は、オムロン製 FL-net設定ツール CX-FLnetを使用して行います。 
 
 

CS/CJシリーズ 
CPUユニット 

FL-net 
ユニット 

CPU高機能ユニット
システム設定画面

Windowsパソコン
FL-net設定ツール CX-FLnet 

 
 
システム設定項目には、次の設定項目があります。  

項目 デフォルト値 参照ページ 
FAリンク割付テーブル格納方式 PLC内蔵方式 P.4-5、P.11-13 
FAリンク起動方式 自動加入方式 P.4-5、P.11-13 
メッセージ手順確認 確認あり P.4-5、P.11-13 
ブロードキャスト形式 ***.***.***.255 P.4-5、P.11-13 
IPアドレス設定方式 192.168.250.ノード番号 P.4-5、P.11-13 
サブネットマスク 255.255.255.0 P.4-5、P.11-13 
通信速度 10Mビット/s P.4-5、P.11-13 
自ノード設定領域 なし P.5-7、P.11-15 
他ノード設定領域 なし P.5-8、P.11-16 

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
画
面 

データ並び設定 入れ替えなし（順方向指定） P.5-17、P.11-18 

 
ただし、CS/CJシリーズ CPUユニット内にあらかじめ格納されている値（デフォルト
値）で動作させるときは、FL-net設定ツール CX-FLnetによる設定は不要です。 
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1-4 仕様 
 

■ CSシリーズ FL-netユニット 
項目 仕様 
形式 形 CS1W-FLN22 
タイプ 100BASE-TX（10BASE-Tとして使用可能） 
適用 PLC CSシリーズ 
ユニット種類 CSシリーズ CPU高機能ユニット 
装着可能位置 CPU装置または増設装置 
装着可能台数 最大 4台（増設装置も含む） 
媒体アクセス方式 CSMA/CD 
変調方式 ベースバンド 
伝送路形式 スター型 
伝送速度 100Mビット/s（100BASE-TX） 10Mビット/s（10BASE-T） 
伝送媒体 ツイストペアケーブル（非シールド：UTP）

カテゴリ 5、5e 
ツイストペアケーブル（シールド付：STP）
カテゴリ 5、5eで 100Ωのもの 

ツイストペアケーブル（非シールド：UTP）
カテゴリ 3、4、5、5e 
ツイストペアケーブル（シールド付：STP）
カテゴリ 3、4、5、5eで 100Ωのもの 

伝送距離 100m（ハブとノード間の距離） 

伝 
送 
仕 
様 

リピータハブのカ
スケード接続数 

2段 4段 

消費電流 DC5V 380mA以下 
耐振動 JIS 0040に準拠 

10～57Hz：振幅 0.075mm、57～150Hz：加速度 9.8m/s2 
X/Y/Z 各方向 80分（掃引時間 8分×掃引回数 10回=合計 80分） 

耐衝撃 JIS 0041に準拠 
147m/s2 X/Y/Z各方向 3回 

使用周囲温度 0～+55℃ 
使用周囲湿度 10～90%（結露のないこと） 
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと 
保存周囲温度 -20～+75℃ 
質量 200g以下 

外形寸法 35（W）×130（H）×101（D）mm 
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■ CJシリーズ FL-netユニット 
項目 仕様 
形式 形 CJ1W-FLN22 
タイプ 100BASE-TX（10BASE-Tとして使用可能） 
適用 PLC CJシリーズ 
ユニット種類 CJシリーズ CPU高機能ユニット 
装着可能位置 CPU装置または増設装置 
装着可能台数 最大 4台（増設装置も含む） 
媒体アクセス方式 CSMA/CD 
変調方式 ベースバンド 
伝送路形式 スター型 
伝送速度 100Mビット/s（100BASE-TX） 10Mビット/s（10BASE-T） 
伝送媒体 ツイストペアケーブル（非シールド：UTP）

カテゴリ 5、5e 
ツイストペアケーブル（シールド付：STP） 
カテゴリ 5、5eで 100Ωのもの 

ツイストペアケーブル（非シールド：UTP）
カテゴリ 3、4、5、5e 
ツイストペアケーブル（シールド付：STP）
カテゴリ 3、4、5、5eで 100Ωのもの 

伝送距離 100m（ハブとノード間の距離） 

伝 
送 
仕 
様 

カスケード接続数 2段 4段 
消費電流 DC5V 370mA以下 
耐振動 JIS 0040に準拠 

10～57Hz：振幅 0.075mm、57～150Hz：加速度 9.8m/s2 
X/Y/Z 各方向 80分（掃引時間 8分×掃引回数 10回=合計 80分） 

耐衝撃 JIS 0041に準拠 
147m/s2 X/Y/Z各方向 3回 

使用周囲温度 0～+55℃ 
使用周囲湿度 10～90%（結露のないこと） 
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと 
保存周囲温度 -20～+75℃ 
質量 100g以下 

外形寸法 31（W）×90（H）×65（D）mm 
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■ 外形寸法 

● 形 CS1W-FLN22 

10135

13
0

（単位mm）�

NODE
NO. 1

×160

0

×161

UNIT
NO.

100BASE-TX
10BASE-T

0

FLN22
RUN
HER

TX
RX

100M
PER
LNK
MSG
TS

 
 
 

● 形 CJ1W-FLN22 

6531

UNIT
 No.

FLN22

90
2.

7
2.

7

100BASE-TX
10BASE-T

NODE
 No.
x161

x160

（単位mm）

012
3456789ABCDEF

012
3456789ABCDEF
012

3456789ABCDEF

RUN HER TX RX

PER LNK MSG TS100M

31

UNIT
 No.

FLN22

90
2.

7
2.

7

100BASE-TX
10BASE-T

NODE
 No.
x160x161

012
3456789ABCDEF

012
3456789ABCDEF 012

3456789ABCDEF

RUN HER TX RX

PER LNK MSG TS100M

2016年10月以降製造分
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■ 従来機種（CS1W-FLN02/12）との違いについて 
形式 CS1W-FLN22 

CJ1W-FLN22 
CS1W-FLN02/12 

タイプ 100BASE-TX 
（10BASE-Tとして使用可能） 

10BASE-5（CS1W-FLN02） 
10BASE-T（CS1W-FLN12） 

スイッチ
/LED 

｢100M｣ LED有り 
100Mビット/sで通信中を示します。 

｢100M｣ LEDなし 
 

 IPアドレス設定ロータリ SWなし 
IPアドレス設定は､FL-net設定ツール
CX-FLnetで行います。設定方法は以下の 2
つから選択可能です。 
（1）192.168.250+ノード番号 
（2）システム設定エリア 

ユニット裏面に IPアドレス設定ロータリ SW有
り。設定方法は以下の 4つから選択可能です。 
（1）192.168.250+ノード番号 
（2）ユニット裏面ロータリ SW 
（3）ユニット裏面ロータリ SW+ノード番号 
（4）システム設定エリア 

データリ
ンク機能 

総容量 8704CH 
（領域 1:512CH、領域 2:8192CH） 
ただし、任意の 1ノードの設定領域の領域 1
と領域 2の合計が、7677CHを超える場合、
当該ノードのデータは CPUユニットの 2ス
キャンに分けてリフレッシュします。分割
の箇所は、領域 1と領域 2を合わせたエリア
の先頭から 7678CH目です。 

総容量 8704CH 
（領域 1:512CH、領域 2:8192CH） 
だたし、以下の条件を超えるリンクテーブルは設
定できない。 
自ノード設定領域の CH数（領域 1+領域 2）≦
7677CH 
自ノード設定領域の CH数（領域 1+領域 2）+他
ノード設定領域中で領域 1と領域 2を足して最大
サイズになるノード CH数≦7677CH 

 PLC内のデータリンクエリアと FL-netとの
データ交換時に、CHデータ（WORDデー
タ）の上位バイト/下位バイトの入替の設定
がノード毎可能です。 

データ並びの設定は不可。以下に固定。 

MSB LSB 

 

コモンメモリ 

D15 D0 

 

PLCメモリエリア 

  
簡易バッ
クアップ
機能 

簡易バックアップ機能対応 非対応 

対応ツー
ル 

FL-net設定ツール CX-FLnet、または FL-net
設定ツール Ver.1.60以降 
（Ver.1.51以前のツールでは、
CS1W-FLN22、CJW-FLN22の新機能の設定
が行なえません。） 

FL-net設定ツール Ver1.51以降 
（Ver.1.60以降のツールでも、CS1W-FLN02/12の
設定は行なえます。） 

 

■ FL-net設定ツールの違いについて 
バージョン CX-FLnet，Ver.1.60 Ver.1.51 
新規設定機能 通信速度設定 

データリンクデータデータ並び指定 
なし（左記の項目は設定不可） 

PLCとの接続
方法 

FL-netネットワーク経由で他ノードの設
定/モニタが可能 

自ノードの設定/モニタのみが可能 

設定ファイル 日本語版と英語版で保存した設定ファイ
ルを相互に読み込み可能。 

日本語版と英語版で保存した設定ファイルの互
換性なし 
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1-5 ユニット使用時の留意点 
 
FL-netユニット使用するためには、次のような事項に特に注意する必要があります。 
 

● 設置時のお願い 
FL-netユニットを設置するときは、次の点に注意してください。 
・トランシーバケーブルは、ノイズ耐性の高い IEEE802.3規格に準拠した製品を使用
してください。 
・トランシーバは、消費電流が 1ポート当たり 0.4A以下のものを使用してください。 
・トランシーバケーブルの着脱は、PLCの電源が OFFの状態で行ってください。 
・FL-netユニットの消費電流は、CSシリーズ用ユニットは最大時 380mA、CJシリー
ズ用ユニットは最大時 370mAです。PLCに装着するユニットの消費電流の合計が、
電源ユニットの出力容量を超えないように注意してください。 
・ネットワークの同軸ケーブルとトランシーバケーブルは、動力線から十分離れた位
置に敷設してください。ノイズ源になる機器や設備が近くにあるときは、ケーブル
を金属製ダクトに通すなどのノイズ対策を十分に施してください（詳細は、付録を
参照してください）。 

 

● Ethernet規格と IEEE802.3規格について 
FL-netユニットは、Ethernet（V2.0）規格に基づいて設計されています。 
一般に Ethernetという場合、Ethernet規格と、これを基に国際標準化された IEEE802.3
規格があり、これらの規格は厳密には異なります。 
フレームフォーマットは、それぞれの規格で異なるので、通信を行うことはできませ
ん。しかし、ネットワークを構成する機器の規格はほとんど同じなので、FL-netユニ
ットでは IEEE802.3規格の機器を使用することができます。特に、トランシーバケー
ブルは、ノイズ耐性の高い IEEE802.3規格のものを使用してください。 
 

● 本マニュアルの用語 
本書の中では、Ethernet規格の用語を使用しています。各用語に相当する IEEE802.3規
格の用語は、下表のとおりです。  

Ethernet規格 IEEE802.3規格 
トランシーバ MAU 
トランシーバケーブル AUI 
Ethernetアドレス MACアドレス 
Ethernet 10BASE-5/10BASE-T 
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2-1 FL-netについて 
 

■ FL-netのコンセプト 
FL-netは、Ethernetをベースとした FAコントロール・ネットワークです。 
FL-netは、サイクリック伝送機能及びメッセージ伝送機能を持っています。 
FL-netの基本的な考え方は次の通りです。 
 
①Ethernetを FAコントローラ間の通信媒体にしています。 
②Ethernet上で普及している UDP/IPを使用し、基本的なデータ送達手段を実現してい
ます。 
③上記の基本的なデータ送達手段を使用しつつ、ネットワーク内各ノードの通信媒体
アクセスを管理／制御（衝突回避）して、一定時間内の伝送を保証します。 

 
FL-netの対象は、生産システムにおけるプログラマブル・コントローラ（PLC）、ロ
ボット・コントローラ（RC）、数値制御装置（CNC）等の制御装置や制御用パソコン
間におけるデータ交換を行うための FAコントロール・ネットワークです。 
 Server 

EWS

WAN 

上位 LAN Ethernet（TCP/IP,UDP） 

FL-net （Ethernet ベース制御ネットワーク） 

PLC パネコン CNC RC 

DeviceNet など 

センサー 
アクチュエータ 

PLC PLC 

OMRON 

FL-net 設定ツール CX-FLnet 

コンピュータ 

コントローラ 

機器 

パソコン パソコン パソコン 

 
 

● FL-netのプロトコル 
FL-netは、以下のように 6つのプロトコル層から構成しています。  
アプリケーション層  コントローラ・インタフェース 

 サービス機能 

 
サイクリック伝送

メッセージ伝送 FAリンクプロトコル層
 トークン機能 

トランスポート層  UDP 

ネットワーク層  IP 

データリンク層  
物理層  

Ethernet 

（IEEE802.3 準拠） 

 

参 考 
 

トランスポート層、ネットワーク層では、UDP/IPを使用します。データリンク層、物
理層では、Ethernetを使用します。 

 

FL-net 
プロトコル
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● FL-net伝送方式の特徴 
FL-netの「FAリンクプロトコル層」の特徴は、次に示す通りです。 
 
①マスターレス･トークン方式による送出管理を行い衝突を回避しています。 
②トークンを一定時間で周廻させることによって、リフレッシュ・サイクル時間が規
定可能です。 
③定められたトークンをサイクリック・データと共に送信しています。 
④立ち上がり時一番若いノードよりトークンを送信しています。 
⑤一定時間トークンが送信されない場合、次ノードがトークンを送信します。 
⑥マスターレス・トークン方式によって、1部のノードが故障してもネットワークが
停止することはありません。 
⑦転モード（RUN/STOP/ハード異常（ALARM）などの情報の管理テーブルを用意し
他ノードの動作状態を参照できます。 

 

● FL-netの IPアドレス 
FL-netの各ノードの IPアドレスは、クラス Cを使用して、個別に設定する必要があり
ます。 
IPアドレスとは、IP（インターネットプロトコル）による伝送を行う場合に、特定の
ノード（ステーション）を指し示す「アドレス」です。このため、IPアドレスは重複
しないように設定／管理する必要があります。FL-netではクラス Cの IPアドレスを使
用します。 
FL-netの IPアドレスのデフォルト値は 192.168.250.***を使用し、***部分はノード番
号になります。  

ネットワークアドレス 
ホスト番号 
（ノード番号） FL-netの 

IPアドレス 
192.168.250 

n 
（n：1~254） 

 

● 接続台数とノード番号 
最大接続台数は 254台です。ノード番号は「1～254」を使用します。  
ノード番号 用 途 

1～249 通常の FL-net機器用 
250～254 FL-netメンテナンス用 
255 FL-netの内部で使用 *1､*2 
0 FL-netの内部で使用 *1  

*1：ユーザーは使用できません。 
*2：グローバル･アドレスのブロード･キャスト伝送に使用しています。 
 

 

192. 

168. 

250. 

1 

192. 

168. 

250. 

2 

192. 

168. 

250. 

248 

192. 

168. 

250. 

249 

192. 

168. 

250. 

250 

192. 

168. 

250. 

254 

ノード番号：1～249まで使用できます。 ノード番号：250～254 
（メンテナンス用） 

 ノード番号 

ネットワーク 
アドレス 

FL-net 
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● データ通信の種類 
FL-netのデータ通信は、「サイクリック伝送」と「メッセージ伝送」をサポートして
います。 

 

 

 

 
 

  

 
 

 

サイクリック伝送＋メッセージ伝送 サイクリック伝送 

メッセージデータサイクリックデータ＋トークン

 
 

● 転送周期 
サイクリック通信は、ほぼ一定周期でコモンメモリをリフレッシュします。単発のメ
ッセージ通信により、コモンメモリのリフレッシュ時間がリフレッシュ・サイクル許
容時間を超えないように、メッセージ通信の送信をコントロールしています。 
各ノードは、自ノード宛てのトークン受信から次の自ノード宛てのトークン受信まで
にネットワークに流れるメッセージ通信のフレームを常時監視しています。この 1周
期の間にネットワークに 1つもメッセージ通信のフレームが流れないとき、この 1周
期時間の 120％の値をリフレッシュ・サイクル許容時間とします。 
このようにリフレッシュ・サイクル許容時間は、ネットワークに加入しているノード
数によって動的に決定されます。 
 

● データ領域とメモリ  
 

FL-net通信ユニット 

コモンメモリ領域１ 

メッセージ伝送 

バッファ領域 

コモンメモリ領域２ 

CPUユニット 

FL-net管理テーブル領域 

FL-netパラメータ領域 

サイクリック伝送 
 

 

 

物理メモリ 

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
送 

FL-net 
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■ 通信管理テーブル 
ノードの状態管理は、自ノード管理テーブル、参加ノード管理テーブル、ネットワー
ク管理テーブルの 3つの管理テーブルで行っています。 
 

● 自ノード管理テーブル 
自ノード管理テーブルは、自ノードの設定について管理します。  

名称 バイト長 内容・データ範囲 
ノード番号 （1バイト） 1～249 
コモンメモリにおける 
領域 1・データ先頭アドレス 

（2バイト） ワード・アドレス（0～0x1ff） 

コモンメモリにおける 
領域 1・データサイズ 

（1バイト） サイズ（0～0x2000） 

コモンメモリにおける 
領域 2・データ先頭アドレス 

（2バイト） ワード・アドレス（0～0x1fff） 

コモンメモリにおける 
領域 2・データサイズ 

（2バイト） サイズ（0～0x2000） 

上位層の状態 （2バイト） RUN/STOP /ALARM/WARNING/NORMAL
トークン監視時間 （1バイト） 1ms単位 
最小許容フレーム間隔 （1バイト） 100μs単位 
ベンダ名 （10バイト） ベンダの名称 
メーカ型式 （10バイト） メーカの型式、デバイスの名称 
ノード名（設備名） （10バイト） ユーザ設定によるノードの名称 
プロトコル・バージョン （1バイト） 0x80固定 
FAリンクの状態 （1バイト） 参加／離脱など 
自ノードの状態 （1バイト） ﾉｰﾄﾞ番号重複検知など 
＊：0x0012abは、16進数（0012AB Hex）を示します。 
 

● 参加ノード管理テーブル 
参加ノード管理テーブルは、ネットワークに加入しているノードに関する情報を管理
します。  

名称 バイト長 内容・データ範囲 
ノード番号 （1バイト） 1～254 
上位層の状態 （2バイト） RUN/STOP /ALARM/WARNING/NORMAL
コモンメモリにおける 
領域 1・データ先頭アドレス 

（2バイト） ワード・アドレス（0～0x1ff） 

コモンメモリにおける 
領域 1・データサイズ 

（2バイト） サイズ（0～0x200） 

コモンメモリにおける 
領域 2・データ先頭アドレス 

（2バイト） ワード・アドレス（0～0x1fff）  

コモンメモリにおける 
領域 2・データサイズ 

（2バイト） サイズ（0～0x2000）  

リフレッシュ・サイクル許容時間 （2バイト） 1ms単位 
トークン監視時間 （1バイト） 1ms単位 
最小許容フレーム間隔 （1バイト） 100μs単位 
リンクの状態 （1バイト） 参加／離脱情報など 
＊：0x0012abは、16進数（0012AB Hex）を示します。 
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● ネットワーク管理テーブル 
ネットワーク管理テーブルは、ネットワークに共通する情報を管理します。  

名称 バイト長 内容・データ範囲 
トークン保持ノード番号 （1バイト） 現在トークンを保持しているノード 
最小許容フレーム間隔 （1バイト） 100μs単位 
リフレッシュ・サイクル許容時間 （2バイト） 1ms単位 
リフレッシュ・サイクル 
測定時間（現在値） 

（2バイト） 1ms単位 

リフレッシュ・サイクル 
測定時間（最大値） 

（2バイト） 1ms単位 

リフレッシュ・サイクル 
測定時間（最小値） 

（2バイト） 1ms単位 
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2-2 サイクリック伝送機能 
 
サイクリック伝送は、周期的なデータの伝送を行います。 
各ノードは、コモンメモリ（共通メモリ）を介して、データを共有できます。 
 

 トークン 

ノノーードド１１  ノノーードド３３  ……  ノノーードドｎｎ  

コモン
メモリ

データ

ノード１ 

ノード 2 

ノード 3 

ノード 4 

… 

ノード n 

ノード１ 

ノード 2 

ノード 3 

ノード 4 

… 

ノード n 

ノード１ 

ノード 2 

ノード 3 

ノード 4 

… 

ノード n 

ノード１ 

ノード 2 

ノード 3 

ノード 4 

… 

ノード n 

ノード 
１ 

ノード
2 

ノード
3 

ノード
･･･

ノード 
n 

FL-net 

ノノーードド１１  
ノード１ 

ノード 2 

ノード 3 

ノード 4 

… 

ノード n  
 

参 考 
 

サイクリック伝送機能では、オムロン製 PLCや他社製 PLCとの間でデータ通信がで
きます。 

 

● 伝送データ量 
ネットワーク全体で 0.5Kワード + 8Kワード＝8.5Kワードの領域を持っています。 
1ノードあたりの最大利用可能な送信データ量は、8.5Kワードです。 
ただし、1ワードは、2バイトです。 

 

 
 

領域１ 

 

 

領域２ 

215 20

コモンメモリ 

領域 

0.5 Kワード 

8 Kワード 
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2-3 メッセージ伝送機能 
 
メッセージ伝送は、非周期的なデータの伝送を行います。 
 

 

 

1 2 3 4 5 6 

ノード 1→3へメッセージ伝送 ノード 6→4へメッセージ伝送 

FL-net 

 
 

参 考 
 

・メッセージ伝送機能では、オムロン製 PLCや他社製 PLCとの間でメッセージ通信
ができます。 

・オムロン製 PLC間では、SEND/RECV/CMND命令を使用します。 
・オムロン製 PLC-他社製 PLC間は、CMND命令を使用します。 
 

● 伝送データ量 
1メッセージ・フレームの最大データ量は、1,024バイトです（ヘッダ部分は含みませ
ん）。 
 

   

 メッセージ・フレーム 

1,024バイト 
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2-4 FINS通信サービス 
 

CPUユニットのユーザプログラム上のSEND/RECV/CMND命令を実行することによっ
て、FL-net上の他のオムロン製 PLCに対して、データ送信/受信または任意の FINSコ
マンドを発行することができます。これにより、PLC間での I/Oメモリの読み書き、
モード変更、ファイルメモリ操作などの各種制御が可能です。 
FINSのゲートウェイ機能により、同じ FL-netネットワーク上のオムロン製 PLCだけ
でなく、SYSMAC LINKや Controller Linkなどの他のネットワー上の PLCにもアクセ
スできます。 
 

 

FL-netユニット

ユーザプログラム 
SEND/RECV命令 

または 
CMND命令 

Ethernet 

FL-net

FL-netユニット FL-netユニット 

Ethernet 
ユニット 

CSシリーズ 
CPUユニット 

UDP IP FINS 

UDPIP FL-net FINS UDPIP FL-net FINS

ユーザプログラム 
FinsGateway API 

など 

 
 
FINS通信サービスにより、CX-Programmerなどの PLC設定ツールを遠隔地の PLCに
対し、リモート接続で使用することができます。 
 

 

FL-netユニット

Ethernet 

FL-net

FL-netユニット 

Ethernetユニット 

CSシリーズ 
CPUユニット 

UDP IP FINS 

UDPIP FL-net FINS

CX-Programmer

 
 

参 考 
 

・FINS通信サービスは、オムロン製 PLCの間でメッセージ通信ができます。 
・他社製 PLCとは通信できません 
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● メッセージ・データ長 
FL-netユニットでは、FINS通信メッセージを、FL-netのメッセージ伝送機能を使用し
て実現しています。 
FINS通信メッセージのデータ長は 1,024バイト（FINSヘッダ～テキストまで）です。 
 

 FL-netメッセージ・フレーム 

1,024バイト 

FINSヘッダ 

10バイト

テキスト コマンド 

2バイト 1,012バイト 

FINSヘッダ 

10バイト

テキスト コマンド 

2バイト 1,010バイト 

終了 

2バイト

FINSコマンド 

FINSレスポンス 
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3-1 作業の前に 
 

■ FL-netユニット使用上のご注意 
FL-netユニットをご使用になるためには、次のような事項に特に注意してください。 
 

● 設置時のお願い 
FL-netユニットを設置するときは、次の点に注意してください。 
 
・ネットワークの構成ノードは、すべて FL-net（形 CS1W-FLN02/12、形 CS1W-FLN22、
形CJ1W-FLN22）に統一してください。FL-net 形CS1W-FLN01とは接続できません。  

FL-netネットワークのバージョン 接続可能な FL-netユニット 
 

V2.00 
形 CS1W-FLN22 
形 CJ1W-FLN22 
形 CS1W-FLN02 
形 CS1W-FLN12 

V1.00 形 CS1W-FLN01 

 
・トランシーバケーブルは、ノイズ耐性の高い IEEE802.3規格に準拠した製品を使用
してください。 
・トランシーバは、消費電流が 1ポート当たり 0.4A以下のものを使用してください。 
・トランシーバケーブルの着脱は、PLCの電源が OFFの状態で行ってください。 
・FL-netユニットの消費電流は、最大時 400mAです。PLCに装着するユニットの消 
費電流の合計が、電源ユニットの出力容量を超えないように注意してください。 
・ネットワークの同軸ケーブルとトランシーバケーブルは、動力線から十分離れた位
置に敷設してください。ノイズ源になる機器や設備が近くにあるときは、ケーブル
を金属製ダクトに通すなどのノイズ対策を十分に施してください。 

 

● データリンクノード数の制限 
本ユニットを使用してのデータリンク最大ノード数は、PLC内蔵方式の場合に 96ノー
ド、ユニット内蔵方式の場合に 128ノードとなります。 
 

● 1ノードあたりのデータリンク量の制限 
本ユニット 1ノードあたりのデータリンク領域は、領域 1が 512CHまで、 
領域 2が 8192CHまでで、領域 1＋領域 2の合計が 8704CHです。 
 

● データリンクのデータ同時性の制限 
1ノード内のデータの同時性は保証されます。（各ノード間のデータの同時性は、保証
されません。） 
ただし、1ノードあたりの領域 1＋領域 2のデータサイズが 7677CHを超える場合は該
当ノードデータは CPUユニットの 2サイクルにまたがってデータリフレッシュするの
で同時性はありません。分割リフレッシュする箇所は領域 1から数えて 7677CHの部
分です。 
通信パケットが何らかの事由で破棄された場合は、直前のデータを保持します。 
連続 4回のトークン保持タイムアウトを検知した場合は、ステータスエリア内の該当
ノードが離脱後再加入しますが、PLCのデータは、直前の状態を保持します。 
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同一ノードから受信する領域 1と領域 2のデータは、PLCの同一サイクルにおいて、
同時か、または領域 2が先にリフレッシュされます。 
領域 1と領域 2のデータの同時性が必要な場合は、領域 1のデータが更新されたこと
をトリガとして領域 2のデータを参照するようにしてください。 
 

● メッセージ送信に関する制限 
他社製 FL-netユニットとメッセージの送受信を行う場合には、メッセージ手順確認を、
「確認なし」に設定してください。 
 

■ FL-netユニットの装着台数 
・FL-netユニットは 1台の PLCに 4台まで装着できます。 
・FL-netユニットの消費電流は、形 CS1W-FLN22は 380mA以下、形 CJ1W-FLN22は

370mA以下です。 
同じCPUベースユニットまたは増設ベースユニットに装着されているユニットの合
計消費電流が、電源ユニットの出力容量の上限を超えないように注意してください。 

 

● 他ノード割り付け情報を PLC内に格納した場合の占有サイズ 
占有サイズ＝32＋10×他ノード設定数（最大 96ノード） 
最大占有サイズ： 992バイト  （1ユニットあたり） 
 

● 他ノード割り付け情報をユニット内に格納した場合の占有サイズ 
占有サイズ＝32（他ノード設定数最大 128ノード） 
最大占有サイズ：32バイト（1ユニットあたり） 
 
他ノード割り付け情報をユニット内に格納した場合、CPUユニットのシステム設定エ
リアの占有サイズは他ノード設定数にかかわらず、1ユニットあたり 32バイトになり
ます。 
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3-2 立ち上げ手順の概要 
 
項目 作業 参照 

①ハードウェアスイッチの
設定 

高機能ユニットとして動作するために、ユニ
ークな番号を設定します。 

3-4 ハードウェアの設定 

②ベースユニットへの取り
付け 

ユニットをベースユニットに装着します。 3-5 PLC本体への取り付け 

③ネットワークへの接続 Ethernetツイストペアケーブルを使って、ネ
ットワークに接続します。 

3-7 ネットワークへの接続 

④CPUユニット電源 ON CSシリーズ本体の電源を投入します。 － 
⑤I/Oテーブルの作成 CX-Programmerを用い、FL-netユニットを

CPUユニットに登録します。 
3-8 I/Oテーブルの作成 

⑥ルーチングテーブルの 
 作成 

複数の CPU高機能ユニットを装着した状態
で、メッセージの送受信を行う場合は、必ず
設定してください。 

3-9 ルーチングテーブルの作成 

⑦システム設定 FL-net設定ツール CX-FLnetを用いて、FL-net
ユニットの動作パラメータを設定します。 

第 11章 CX-FLnetの操作 

⑧電源再立ち上げ システム設定データを読み込むために、ユニ
ットを再立ち上げ（電源の再投入）します。

－ 
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3-3 各部の名称と機能 
 
ここでは、FL-netユニットの各部の名称と設定内容、LEDの表示について説明します。
設定についての詳細は、それぞれの解説のページを参照してください。 
 

■ 各部の名称 

● 形 CS1W-FLN22（100BASE-TXタイプ）  

NODE�
NO. 1

×160
0

×161

UNIT�
NO.

100BASE-TX�
10BASE-T

0

FLN22
RUN�
HER�
TX�
RX�
�

100M�
PER�
LNK�
MSG�
TS�
�

LED表示部�
　ユニットの状態を表示します。�

ユニット番号設定スイッチ�
　FL-netユニットのユニット番号を、�
　1桁の16進数で設定します。�

ノードアドレス設定スイッチ�
　FL-netユニットのFINSノードアドレスを、�
　2桁の16進数で設定します。�

Ethernet接続コネクタ�
　Ethernetのツイストペアケーブルを�
　接続します。�

 
 
 

● 形 CJ1W-FLN22（100BASE-TXタイプ）  

UNIT
 No.

FLN22

100BASE-TX
10BASE-T

NODE
 No.
x16 1

x160

012
3456789ABCDEF

012
3456789ABCDEF

012
3456789ABCDEF

RUN HER TX RX

PER LNK MSG TS100M

UNIT
 No.

FLN22

100BASE-TX
10BASE-T

NODE
 No.
x16 0x161

012
3456789ABCDEF

012
3456789ABCDEF 012

3456789ABCDEF

RUN HER TX RX

PER LNK MSG TS100M

LED表示部
　ユニットの状態を表示します。

ユニット番号設定スイッチ
　FL-netユニットのユニット番号を、
　1桁の16進数で設定します。

ノードアドレス設定スイッチ
　FL-netユニットのFINSノードアドレスを、
　2桁の16進数で設定します。

Ethernet接続コネクタ
　Ethernetのツイストペアケーブルを
　接続します。

DINレール取り付けピン
　ユニットをDINレールに取り付ける
　ときに使用します。

 

スライダ
　ユニット同士を取り付けます。

スライダ
　ユニット同士を取り付けます。2016年10月以降製造分
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Ethernetに接続されるすべての通信機器には、固有の Ethernetアドレスが割り当てられ
ています。FL-netユニットでは、Ethernetアドレスはユニットの右側面に 12桁の 16進
数で記載されています。 
 

FL-net UNIT
CS1W-FLN22

OMRON Corporation MADE IN JAPAN
Lot No.

□□□□□□□□□□□□�
Ethernet Address

Ethernetアドレス（12桁）� 
 

参 考 
 

Ethernetアドレスは、FINSコマンドの「コントローラ情報の読み出し」でも確認でき
ます。 
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■  LED表示部の機能 
点灯状態により、下表のように FL-netユニットの状態を表します。  

形 CS1W-FLN22 
（100BASE-TXタイプ） 

形 CJ1W-FLN22 
（100BASE-TXタイプ） 

FLN22
RUN
HER

TX
RX

100M
PER
LNK
MSG
TS

FLN22
RUN HER TX RX

PER LNK MSG TS100M

 
 
表示 名称 色 表示 動作状態 

● ・ユニット初期完了前 
・ユニットハード故障 RUN 運転中 緑
・システム動作中 

● ・ユニット正常 

・ ユニットハード異常、F-ROM異常、EEP-ROM異常、
ノードアドレス設定異常（ノードアドレスが FF） HER ユニット異常 赤

・IPアドレス設定異常 
・ノードアドレス設定異常（ノードアドレスが 0） 

● ・PLC本体正常 

・CPUユニットの異常 
・PLC本体 I/F異常 
・I/Oテーブル未設定 
・ルーチングテーブル設定異常 
・システム設定データ異常 
・ユニット番号の設定異常（2重設定） 
・メモリカードからの内部パラメータ読み出し失敗など 

PER 
PLC本体 
異常 

赤

・データリンクエリア割付異常 

● ・送信待機 
TX 送信中 黄

・送信中 

● ・受信待機 
RX 受信中 黄

・受信中 

● ・FAリンク・ネットワークに接続していない 
LNK 

FAリンク 
サービス中 

黄
・FAリンク・ネットワークに接続中 

● ・ メッセージ送受信（CX-Programmerなどのリモートア
クセスを含む）をしていない状態 

MSG 
メッセージ 
送受信中 

黄
・ メッセージ送受信中（CX-Programmerなどのリモート
アクセスを含む） 

● ・10Mビット/sで通信中 
100M 

100Mビット
/s通信中 

緑
・100Mビット/sで通信中 

● ・ノード間テスト停止 
TS 

ノード間 
テスト実行中

黄
・ノード間テスト実行中 

：点灯  ●：消灯  ：点滅 
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3-4 ハードウェアの設定 
 
ここでは、FL-netユニットの各スイッチの設定方法について説明します。 
 

● ユニット番号の設定 

同一 CPUユニットに装着されている他の CPU高機能ユニットのユニット番号と重な
らないように、ユニット番号を設定してください。 
小型のドライバを使用して、ロータリスイッチを傷つけないように設定してください。 
工場出荷時には、0に設定されています。  

UNIT�
 No.012

3456789ABCDEF
UNIT�
NO. 0 設定範囲�

0～F

CSシリーズ�CJシリーズ�  
 

お願い 

 

・電源 OFF状態で設定してください。 
・初めて設定した場合や、設定を変更した場合は、PLC本体の I/Oテーブル作成を行っ
てください。 

 

・ ユニット番号と CPU高機能ユニット用割付エリア 

CS/CJシリーズ PLCでは、設定したユニット番号によって、自動的にリレーエリアと
DMエリアに、専用のエリアが割り付けられます。 
FL-netユニットは、この割付エリアを介して CPUユニットからの制御内容を受け取っ
たり、ユニットや通信の状態を通知したりします。 
FL-netユニットを使用するためのユーザプログラムを作成する上で、CPU高機能ユニ
ット用割付エリアのチャネル番号は重要ですので、十分に考慮してユニット番号を設
定してください。 
ここでは、ユニット番号と CPU高機能ユニット用割付エリアの対応のみを示します。
各エリアの機能については、「第 4章 システム設定・割付エリア」を参照してくだ
さい。 
 
ユニット番号によって、CPU高機能ユニット用割付エリアは、以下のようになります。 
 
リレーエリア 

ユニット番号 
（10進数） 

割り付けチャネル（CH） ユニット番号
（10進数）

割り付けチャネル（CH） 

0（0） 1500 ～ 1524 8（8） 1700 ～ 1724 
1（1） 1525 ～ 1549 9（9） 1725 ～ 1749 
2（2） 1550 ～ 1574 A（10） 1750 ～ 1774 
3（3） 1575 ～ 1599 B（11） 1775 ～ 1799 
4（4） 1600 ～ 1624 C（12） 1800 ～ 1824 
5（5） 1625 ～ 1649 D（13） 1825 ～ 1849 
6（6） 1650 ～ 1674 E（14） 1850 ～ 1874 
7（7） 1675 ～ 1699 F（15） 1875 ～ 1899 
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DMエリア 

ユニット番号 
（10進数） 

割り付けチャネル（CH） ユニット番号
（10進数）

割り付けチャネル（CH） 

0（0） D30000 ～ D30099 8（8） D30800 ～ D30899 
1（1） D30100 ～ D30199 9（9） D30900 ～ D30999 
2（2） D30200 ～ D30299 A（10） D31000 ～ D31099 
3（3） D30300 ～ D30399 B（11） D31100 ～ D31199 
4（4） D30400 ～ D30499 C（12） D31200 ～ D31299 
5（5） D30500 ～ D30599 D（13） D31300 ～ D31399 
6（6） D30600 ～ D30699 E（14） D31400 ～ D31499 
7（7） D30700 ～ D30799 F（15） D31500 ～ D31599 

 

● ノードアドレスの設定 

FL-netユニットの IPアドレスの最下位に位置する「ノードアドレス」を設定します。
ノードアドレスは、同一 FL-netネットワークに接続されている他の FL-netユニットの
ノードアドレスと重ならないように、ノードアドレス設定スイッチに 16進数で設定し
ます。他の FL-netユニットと重複しなければ、01～F9（10進数 1～249）の範囲内で
設定できます。 

NODE
 No.
x16 1

x16 0

0 2
3456789ABCDE

012
3456789ABCDEF

x161

012
3456789ABCDEF

1F
NODE
 No.
x16 0

0 2
3456789ABCDE

1F

NODE
NO. 1

×160
0

×161
設定範囲

01～F9（10進数1～249）

CSシリーズ CJシリーズ

2016年10月以降製造分

 
 
左のロータリスイッチで上位桁を、右のロータリスイッチで下位桁を設定します。 
工場出荷時には、01に設定されています。 
 

お願い 

 

電源 OFF状態で設定してください。 

 

・ ノードアドレスと IPアドレスの関係 

当社 FL-netユニットは、2種の IPアドレス設定方式を用意しております。 
設定方法の選択は、PLC内に割り当てられた高機能システム設定エリアで指定します。 
設定の方法は、「4-2  CPU高機能ユニットシステム設定」を参照ください。 
それぞれの特徴をご理解の上ご使用ください。 
FL-netの IPアドレスに関しては、「付-3  ネットワークシステムの定義の●FL-netの
IPアドレス」を参照ください。  

IPアドレス設定方式 ノード番号 特徴 

192.168.250 + ノード番号 ユニット前面のロータリースイッチ
（ノードアドレス設定スイッチ） 

FL-net規格でデフォルトとしているネット
ワークアドレスです。 
ノードアドレスは、ユニット前面のロータ
リースイッチで決定します。 

システム設定エリア IPアドレスの 4番目のブロック（IP
アドレス下位 8ビット） 
「4-2項 CPU高機能ユニットシス
テム設定」の「FL-net設定ツール
CX-FLnet･CPU高機能ユニットシス
テム設定エリア画面」⑦の 4番目の
ブロック 

FL-net設定ツールCX-FLnetにてシステム設
定データを書き込む時に、IPアドレスを指
定できます。 
IPアドレスの変更には FL-net設定ツール
CX-FLnetが必要です。 
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お願い 
 

・いずれの設定方式を選択した場合でも、IPアドレス等の設定を変更した場合は、
FL-netユニットのリセットを実施してださい。 

・従来の FL-netユニット（形 CS1W-FLN02/12）でユニット裏面のロータリスイッチ
を使用して IPアドレスを設定していた場合は、FL-net設定ツール CX-FLnetを使用
して、IPアドレスを上記のいずれかの方法で設定し直してください。 

 

参 考 
 

サブネットマスクを設定する場合は、設定ツールにより、CPU高機能ユニットシステ
ム設定エリアに設定します。詳細は、「第 11章 CX-FLnetの操作」を参照してくださ
い。 
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3-5 PLC本体への取り付け 
 

■ CSシリーズ PLCへの装着 
FL-netユニットは、CSシリーズ CPU装置と CSシリーズ増設装置の全スロットに装着
できます。 
ただし、ベースユニットによって、装着できるスロットが異なります。 
1台の PLCに装着できる FL-netユニットの最大数は 4台です。また、他の CPU高機能
ユニット（Controller Linkユニットなど）と混在して装着するときは、CPU高機能ユニ
ットの最大台数 16台を超えないように注意してください。 
 

お願い 
 

PLCのベース取り付けねじは 0.9N・mのトルクで、ユニットの固定ねじは、0.4N・m
のトルクで締めてください。 

 
CPUベースユニット�
形CS1W-BC023/033/053/083/103

C�
P�
U

P�
S

�

2/3/5/8/10スロット（2スロットCPUベースでは増設ベース不可）�

CSシリーズCPU装置�
左図の2/3/5/8/10スロットの�
任意の位置に装着可能�

CSシリーズ用増設ベースユニット�
形CS1W-BI033/053/083/103

P�
S

�

3/5/8/10スロット�

CSシリーズ用増設装置�
左図の3/5/8/10スロットの�
任意の位置に装着可能�

C200Hシリーズ用I/O増設ベースユニット�

P�
S

� C200HシリーズI/O増設装置�
全スロット装着不可�

左図の装着可能な�
スロットのうち、�
4台まで装着可能�

CPU：CPUユニット　　PS：電源ユニット� 
 

参 考 
 

FL-netユニット形 CS1W-FLN22の消費電流は、最大時 380mAです。 
同じ CPUベースユニット、または増設ベースユニットに装着されているユニットの合
計消費電流が、電源ユニットの出力容量の上限を超えないように注意してください。
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■ CJシリーズ PLCへの接続 
CJシリーズ FL-netユニットは、CJシリーズ CPU装置と CJシリーズ 増設装置に接
続できます。 
以下のいずれかの位置にユニット上部および下部のスライダで固定してください。 
1台の PLCに接続できる FL-netユニットの最大数は 4台です。 
なお、他の CPU高機能ユニット（Controller Linkユニットなど）と混在して装着する
ときは、CPU高機能ユニットの最大台数 16台を超えないように注意してください。 

CPU装置� 最大10ユニット� エンドカバー�

C�
P�
U

P�
S

I�
C

増設装置�

P�
S
I�
I

このうち合計�
4ユニットまで装着可能�

……�

……�

最大10ユニット�
エンドカバー�

増設装置�

P�
S
I�
I ……�

最大10ユニット�
エンドカバー�

増設装置�

P�
S
I�
I ……�

最大10ユニット�

（注）PS ：電源ユニット�
　　　CPU：CPUユニット�
　　　IC ：I/Oコントロールユニット�
　　　II ：I/Oインタフェースユニット�

エンドカバー�

 
 

参 考 
 

FL-netユニット形 CJ1W-FLN22の消費電流は、最大時 370mAです。 
同じ CPU装置、または増設装置に接続されているユニットの合計消費電流が、電源ユ
ニットの出力容量の上限を超えないように注意してください。 
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3-6 ネットワークの布設について 
 

■ ネットワーク布設時の基本的注意事項 
・Ethernet布設工事を行うときは、十分な安全対策と規格に従った布設が必要です。

Ethernet布設には「JIS X5252」、布設工事には「電気設備技術基準」を参照してく
ださい。 
・布設工事は、安全対策、規格に詳しい専門業者に依頼されることをお勧めします。 
・Ethernetネットワーク機器は、ノイズを発生する機器の近くに布設しないでくださ 
い。もしノイズの多い環境に布設する場合は、各ネットワーク構成機器を金属ケー
スに収納したり、部分的に光ケーブルを使用するなどのノイズ対策を実施してくだ
さい 

 

■ ネットワーク構成機器の推奨品 
Ethernetユニットを使用する場合のネットワーク構成機器には、以下の製品を推奨しま
す。   
構成機器 メーカー 形式 お問い合わせ先 

電話番号 
10BASE-T ハブ 
アライドテレシス MR820TLX 

（10BASE-5バックボーンポート付、9ポ
ートハブ） 
注：OA環境向け 

アライドテレシス 
0120-86-0442 

100BASE-TX 
F-LINK-E 0.5mm×4P フジクラ 
仕様： 
STPケーブル（シール付きドツイストペ
ア線） 
カテゴリ 5、5e 
注：ただしインピーダンスが 100Ωに限
る。 

CTP-LAN5 0.5mm×4P フジクラ 
仕様： 
UTPケーブル（非シールドツイストペア
線） 
カテゴリ 5、5e 

販売代理店： 
鐘通（株）静岡営業所 
054-253-7111 

10BASE-T 
F-LINK-E 0.5mm×4P フジクラ 
仕様： 
STPケーブル（シール付きドツイストペ
ア線） 
カテゴリ 3、4、5、5e 
注：ただしインピーダンスが 100Ωに限
る。 

CTP-LAN5 0.5mm×4P 

ツイスト
ペアケー
ブル 

フジクラ 
仕様： 
UTPケーブル（非シールドツイストペア
線） 
カテゴリ 3、4、5、5e 

販売代理店： 
鐘通（株）静岡営業所 
054-253-7111 
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構成機器 メーカー 形式 お問い合わせ先 

電話番号 
STPプラグ 
パンドウイットコ
ーポレーション日
本支社 

MPS588 パンドウィトコーポレ
ーション日本支社大阪
営業所 
06-6338-1394 

UTPプラグ 

コネクタ 
（モジュ
ラープラ
グ） 

パンドウイットコ
ーポレーション日
本支社 

MP588-C パンドウィトコーポレ
ーション日本支社大阪
営業所 
06-6338-1394 

ブーツ 
通信興業 

MKブーツ（IV）LV 通信興業株式会社 第
二営業部第二営業課 
03－3542－2781 

 

■ 注意事項 

● ツイストペアケーブル布設時の注意点 

・ 基本事項 
・ハブおよび Ethernetユニットに接続するときは、ロックするまで確実にコネクタに
差し込んでください。 
・ツイストペアケーブル布設後、必ずケーブルテスタで確認してください。 
 

・ 耐環境 
・非シールドツイストペアケーブル（UTP）は、シールドされていません。また、ハ
ブの多くは、OA環境での使用を想定/考慮して設計された製品です。したがって、
ノイズ環境では、シールド付きツイストペアケーブル（STP）と FA環境むけのハブ
でシステムを構築してください。 
・ツイストペアケーブルは、高圧電線と区別して、施設、配線してください。 
・ノイズを発生させる機器の近くには、布設しないでください。 
・高温多湿の環境に布設しないでください。 
・粉塵、オイルミストなどのない場所で使用してください。 
高圧線と区別して布設、配線してください。 

 

● ハブ設置時の注意点 

・ 耐環境 
・ノイズを発生させる機器の近くには、設置しないでください。 
・粉塵、オイルミストなどが発生する環境に設置しないでください。 
・高温多湿の環境に布設しないでください。 
 

● ハブの接続方法 
ハブのポート数が足りない場合、複数のハブを接続してポート数を増やす必要があり
ます。接続方法には、カスケード接続とスタック接続の 2種類があります。 
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・ カスケード接続（多段接続） 
・ツイストペアケーブルによるハブ間接続は、 

MDIポートとMDI-Xポートをストレートケーブルで接続します。 
MDIポート、MDI-Xポート同士は、クロスケーブルで接続します。 
注：クロスケーブルとストレートケーブルは、外観で区別することが難しく、誤って使用し
た場合、通信不良の原因となります。基本的にストレートケーブルで使用することをお
奨めします。  

・カスケードできる最大段数は、100BASE-TXでは 2段までです。 

ハブ� ：クロスケーブル�

MDIポート�

ハブ� ハブ� ハブ�

：ストレートケーブル�MDI-X（クロス）�
ポート�

 
 

・ スタック接続 
・専用ケーブルまたは専用ラックにより接続します。 
・カスケード接続での段数制限を受けません（複数台スタックしても 1台のハブとし
てみなされます）。ただし、スタックできる台数は製品によって異なります。 

ハブ�

スタッカブルハブ×4
スタック�
ケーブル�

スタッカブルハブ×2
スタック�
ケーブル�

 
 

■ リレー接点出力ユニット使用時のノイズ対策 
FL-netユニットとリレー接点出力ユニットを同じベースユニットに取り付けたり、1
つの PLC本体に同時に接続すると、リレー接点出力ユニットのリレーが発するノイズ
で、通信エラーが発生することがあります。設置時に、次の対策をとってください。 
 

● ユニットの取付け位置を離す 
FL-netユニットとリレー接点出力ユニットを離れたスロットに取り付けてください
（CJシリーズでは、できるだけ離して FL-netユニットを接続してください）。  
リレー接点出力ユニット� FL-netユニット�

リレー出力�  
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● ケーブルを離して配線する 
ツイストペアケーブルと、リレー接点出力ユニットの配線を分離すると効果がありま
す。 

リレー接点出力�
ユニット�

FL-netユニット�

ハブへ�

リレー出力�
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3-7 ネットワークへの接続 
 

■ Ethernet接続コネクタ 

Ethernetのツイストペアケーブルを接続するコネクタです。 
・電気的特性 ：IEEE802.3規格に準拠 
・コネクタ機構 ：RJ45の 8ピン・モジュラ・コネクタ（ISO 8877準拠）  

ピン番号 信号名称 略称 信号方向 

1 送信データ＋ TD＋ 出力 
2 送信データ－ TD－ 出力 
3 受信データ＋ RD＋ 入力 
4 未使用 － － 
5 未使用 － － 
6 受信データ－ RD－ 入力 
7 未使用 － － 
8 未使用 － － 

 

コネクタフード 保安用接地 FG － 

 

■ ケーブルの接続方法 

お願い 

 

・ツイストペアケーブルの接続や脱着は、PLC本体の電源が OFFの状態で行ってくだ
さい。 

・ツイストペアケーブルの曲げ半径を確保するため、余裕を持ったスペースを取ってく
ださい。 
使用する通信ケーブルやコネクタにより必要なスペースが異なりますので、各メーカ
または購入元にお問い合わせください。  

  

約80mm

 
 
 



3-7 ネットワークへの接続 

3-18 

3 
立
ち
上
げ
手
順 

1 ツイストペアケーブルを布設します。 

2 ハブにツイストペアケーブルを接続します。 
 

布設作業は、専門業者にご依頼ください。 
 

3 ツイストペアケーブルを FL-netユニットのコネクタに取り付けます。 
ハブおよび Ethernetに接続する際は、ロックするまで確実にコネクタを差し込ん
でください。 
例：形 CS1W-FLN22の場合 

RJ45形式のモジュラコネクタ�

FL-netユニット�
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3-8 I/Oテーブルの作成 
 
ハードウェアの設定・接続が完了したら、PLC本体の電源を ONにし、I/Oテーブルを
作成します。 

■ I/Oテーブルとは 
I/Oテーブルとは、PLC本体に装着されているユニットを識別したり、入出力の割り付
けを行うためのテーブルです。 
CSシリーズ PLCでは、ユニットの構成に変更があったら、必ず I/Oテーブルを作成し
て、ユニットを CPUユニットに登録する必要があります。 
 

■ PLC本体用周辺ツールの接続 
I/Oテーブルは、PLC本体に接続された周辺ツール（プログラミングコンソール、
CX-Programmerなど）によって作成します。 

● 使用できる周辺ツール 
CSシリーズ PLCでは、次の周辺ツールを使用することができます。 

・ プログラミングコンソール  
プログラミング 
コンソール本体 

キーシート（必要） 接続ケーブル（必要） 

形 C200H-PRO27 形 CS1W-CN224（ケーブル長 2.0m） 
形 CS1W-CN624（ケーブル長 6.0m） 

形 CQM1-PRO01 
形 CS1W-KS001 

形 CS1W-CN114（ケーブル長 0.1m） 

 

・ CX-Programmer、CX-Integrator 
ここでは、プログラミングコンソールによる操作を中心に説明します。 
CX-Programmerの接続方法、操作方法などについては CX-Programmerの取扱説明書を、
CX-Integratorの接続方法、操作方法などについては CX-Integratorの取扱説明書を参照
してください。 
 

● 周辺ツールの接続方法 

・ プログラミングコンソールの接続 
プログラミングコンソールに、CSシリーズ用のキーシートを装着し、CPUユニットの
ペリフェラルポートに接続します（RS-232Cポートには接続できません）。 
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■ I/Oテーブルの作成方法 
オンライン接続されている PLCに、I/Oテーブルを自動作成させる場合を例に、I/Oテ
ーブルの作成方法を示します。 
ここでは、プログラミングコンソールを使用した場合の、I/Oテーブルの作成方法を示
します。プログラミングコンソールの使用方法の詳細や、CX-Programmerによる I/O
テーブルの作成方法についての詳細は、それぞれの取扱説明書を参照してください。 
 
以下の手順で I/Oテーブルを作成します。  

初期画面�

ＦＵＮ�シフト�
ＣＨ�
＊間接�

000000I/Oﾃｰﾌﾞﾙ?

変更�

000000I/Oﾃｰﾌﾞﾙ�
ｻｸｾｲ        ????

９� ７� １�

000000ｺｳｷﾉｳCPU ?�
  0:ｸﾘｱ  1:ﾎｼﾞ�

３� 書込�

０�

000000I/Oﾃｰﾌﾞﾙ�
ｻｸｾｲOK

１�または�

パスワード�

（CPU高機能ユニットシステム設定の保持/クリア）�
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3-9 ルーチングテーブルの作成 
 
FINS通信サービスを使用する場合は、あらかじめルーチングテーブルを作成する必要
があります。 
 
ルーチングテーブルは、以下の場合に必要となります。 
・FL-netネットワーク上で FINS通信サービスを使用する場合（FL-netネットワークを
経由して、FA用ネットワーク間で通信を行うだけの場合も含む） 
・PLCに複数の通信ユニットが装着されていて、CMND命令で FAリンクプロトコル
メッセージ（「ワードブロックの書込み」「ワードブロックの読出し」など）を実
行する場合 
上記のいずれにも該当しない場合は、ルーチングテーブルは不要です。次の手順に進
んでください。 
 
ルーチングテーブルの作成は、FINS通信サービスを送受信するノードだけでなく、ネ
ットワークを中継するノードでも必要です。 
 

■ ルーチングテーブルとは 
ルーチングテーブルとは、FINS通信サービス使用時に、FINSメッセージの通信経路
を求めるためのテーブルです。 
ルーチングテーブルは、自ネットワークテーブルと中継ネットワークテーブルの 2種
類のテーブルで構成されます。 
 

● 自ネットワークテーブル 
各ノード（PLCや FAコンピュータ）に装着されている通信ユニット・ボードのユニ
ット番号とネットワークアドレスの対応表です。 

自ネットワークテーブル�
自ネットワーク�
アドレス� ユニット番号�

1 04

2 05

3 06

4 07

ユニット番号07
ユニット番号06
ユニット番号05
ユニット番号04

ネットワークアドレス4
ネットワークアドレス3
ネットワークアドレス2
ネットワークアドレス1

［例］�

※ユニット番号は、FL-netユニット前面のロータリスイッチによって設定した番号（0～F：1～15）です。�
※ネットワークアドレスは、通信ユニット・ボードが接続されているネットワークのアドレス（1～127）です。�
　ルーチングテーブルの自ネットワークテーブルを作成するときに設定します。�  
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● 中継ネットワークテーブル 
自ノードには接続されていないネットワークにデータを送信するために、まずどのノ
ードにデータを送信すればいいのかが示されているテーブルです。最終的な送信先の
ネットワークアドレスと、そこに至る経路の最初の中継点のネットワークアドレス・
ノードアドレスの対応表になっています。 
ネットワーク間通信を行う場合は、中継点をたどっていくことで、最終ネットワーク
まで到達することができます。 

 

自ノードの PLC①（ネットワークアドレス 1、ノードアドレス 1）から、PLC④（ネッ
トワークアドレス3、ノードアドレス2）へのルーチングテーブル例を以下に示します。 

ネットワークアドレス 1 ネットワーク�
アドレス 2

ネットワーク�
アドレス 3

自ノード PLC①�
ノード�
アドレス1

ノード�
アドレス2

中継ノード�
PLC②�

ノード�
アドレス3

ノード�
アドレス1

中継ノード�
PLC③�

宛先ノード�
PLC④�ノード�

アドレス1�
ユニット�
番号1

最終ネットワーク�

相手�
ノード�
アドレス2

ノード�
アドレス2�
ユニット番号0

PLC①の�
中継ネットワークテーブル�

最　終�
ネットワーク�

中　継�
ネットワーク�

中　継�
ノード�

3

ネットワークアドレス3
に行くには、まずはネッ
トワークアドレス1のノー
ドアドレス3へ�

2 1 3

3 1 

PLC③の�
自ネットワークテーブル�

自ネットワーク�
アドレス� ユニット番号�

1

2 0

3

PLC②の�
中継ネットワークテーブル�

最　終�
ネットワーク�

中　継�
ネットワーク�

中　継�
ノード�

ネットワークアドレス3
に行くには、ネットワー
クアドレス2のノードア
ドレス2へ�

（「自ネットワークテー
ブル」を基にネットワー
クアドレス3に行くには、
自CPU装置のユニット
番号1を通すことがわ
かる）�

3 2 2

（同一ネットワー
クのため、ネッ
トワークアドレ
ス3のノードアド
レス2へ）�

 
 

参 考 

 

上記の例は、PLC①から PLC④への一方向にメッセージが到達するためのルーチング
テーブルを示しています。双方向でメッセージ通信を行うためには、PLC④から PLC
①へのルーチングテーブルも同様に必要です。 

 

■ PLC本体用周辺ツールの接続・操作 
ルーチングテーブルは、PLC本体に接続された CX-Integratorによって作成します（プ
ログラミングコンソールでは作成できません）。 
CX-Integratorの接続方法、操作方法などについては、CX-Integratorの取扱説明書を参
照してください。 

 

お願い 

 

ルーチングテーブルを CX-Integratorから PLCに転送すると、CPU高機能ユニットに
リセットがかかります。これは設定したルーチングテーブルを読み込んで有効にするた

めです。リセットがかかっても設備に支障ないことを確認したうえで転送を行ってくだ

さい。 
 

参 考 

 

・複数ノードのルーチングテーブルを一括して PLCに転送する場合は、通信ユニット
が 1台のみ装着されている PLCに CX-Integratorを接続してください。複数台の通信
ユニットが装着されている PLCからは、他のノードにルーチングテーブルを転送す
ることができません。 

・複数ノードへのルーチングテーブルの一括転送は、CX-Integratorが接続されている
PLCと同じネットワーク内でのみ行えます。 
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■ ルーチングテーブルの設定例 

例 1 複数のユニットが装着された PLCの自ネットワークテーブル 
1台の PLCに複数の CPU高機能ユニットが装着されている場合の、自ネットワークテ
ーブルの設定例を示します。  

［自ネットワークテーブル］�
自�

ネットワーク�
高機能�

ユニットNo.

A�
B

a�
b

No.

1�
2

Ｐ�
Ｓ�

Ｃ�
Ｐ�
Ｕ�

Ｃ�
Ｌ�
Ｋ�

F�
L�
N

↑�
ユ�
ニ�
ッ�
ト�
番�
号�
a

↑�
ユ�
ニ�
ッ�
ト�
番�
号�
b

FL-netネットワーク�
（ネットワークアドレスA）�

Controller Linkネットワーク�
（ネットワークアドレスB）�

PS ：電源ユニット�
CPU：CPUユニット�
FLN：FL-netユニット�
CLK：Controller Linkユニット�

 
 

例 2 3つのネットワークの接続例 
3つの異なったネットワークの相互接続をするための中継ネットワークテーブルの設
定例を示します。  

PLC①�

ノードアドレスa�
�

PLC②�

ノードアドレスc�
�

ノードアドレスb�
�

PLC③�

ノードアドレスd�
�

PLC④�

ノードアドレスf�
�

PLC⑤�

ノードアドレスg�
�

ノードアドレスe�
�

C

［中継ネットワークテーブル］�

No. 最　終�
ネットワーク�

中　継�
ネットワーク�ノード�

1�
2

B�
C

A�
A

b�
b

1 C B e

1�
2

A�
C

B�
B

c�
e

1�
2

A�
B

C�
C

f�
f

1 A B c

A

B

ー
�

ア�
ド�
レ�
ス�

ネ�
ッ�
ト�
ワ�
　�
ク�

ー
�

ア�
ド�
レ�
ス�

ネ�
ッ�
ト�
ワ�
　�
ク�

ー
�

ア�
ド�
レ�
ス�

ネ�
ッ�
ト�
ワ�
　�
ク�

 
 
たとえば、PLC③のテーブルでは、ネットワーク Aを最終ネットワークとしたときは、
中継ネットワークは B、中継ノードは cになり、Cを最終ネットワークとしたときは、
中継ネットワークは B、中継ノードは eになることがわかります。 
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例 3 
下図のネットワーク構成を例に、すべてのノードのルーチングテーブルを示します。 

PLC�
①�

E
T
N

ユニット番号3�
ノードアドレス4

ユニット番号4�
ノードアドレス5C

L
K

E
T
N

�F�
L�
N

F�
L�
N

F�
L�
N

F�
L�
N

F�
L�
N

F�
L�
N �ユニット番号2�

ノードアドレス3

C C
ネットワークアドレス20 ネットワークアドレス30

L
K

L
K

ユニット番号0�
ノードアドレス1

ユニット番号1�
ノードアドレス2

ユニット番号5�
ノードアドレス5

ユニット番号6�
ノードアドレス10

ユニット番号5�
ノードアドレス6

ネットワークアドレス10

ユニット番号7�
ノードアドレス15

PLC�
③�

PLC�
②�

PLC�
④�

PLC�
⑤�

PLC�
⑥�

PLC�
⑦�

 
 

最　終�
ネットワーク�

�
�

中　継�
�ネットワーク� ノード�No.

［自ネットワークテーブル］�

・PLC①のルーチングテーブル�

［中継ネットワークテーブル］�
自�

ネットワーク�
�
�

高機能�
ユニットNo.�
�
�

1
2
3

No.

1
2
3

010 05 020 010 004
030 010 005

最　終�
ネットワーク�

�
�

中　継�
�ネットワーク� ノード�No.

［自ネットワークテーブル］�
・PLC②のルーチングテーブル�

［中継ネットワークテーブル］�
自�

ネットワーク�
�
�

高機能�
ユニットNo.�
�
�

1
2
3

No.

1
2
3

010 03 030 010 005

最　終�
ネットワーク�

�
�

中　継�
�ネットワーク� ノード�No.

［自ネットワークテーブル］�

・PLC③のルーチングテーブル�

［中継ネットワークテーブル］�
自�

ネットワーク�
�
�

高機能�
ユニットNo.�
�
�

1
2
3

No.

1
2
3

010 04 020 010 004

最　終�
ネットワーク�

�
�

中　継�
�ネットワーク� ノード�No.

［自ネットワークテーブル］� ［中継ネットワークテーブル］�
自�

ネットワーク�
�
�

高機能�
ユニットNo.�
�
�

1
2
3

No.

1
2
3

020 00 010 020 003
030 020 003

最　終�
ネットワーク�

�
�

中　継�
�ネットワーク� ノード�No.

［自ネットワークテーブル］�
・PLC⑤のルーチングテーブル �

［中継ネットワークテーブル］�
自�

ネットワーク�
�
�

高機能�
ユニットNo.�
�
�

1
2
3

No.

1
2
3

020 01 010 020 003
030 020 003

最　終�
ネットワーク�

�
�

中　継�
�ネットワーク� ノード�No.

［自ネットワークテーブル］�

・PLC⑥のルーチングテーブル�

［中継ネットワークテーブル］�
自�

ネットワーク�
�
�

高機能�
ユニットNo.�
�
�

1
2
3

No.

1
2
3

030 05 010 030 015
020 030 015

最　終�
ネットワーク�

�
�

中　継�
�ネットワーク� ノード�No.

［自ネットワークテーブル］�

・PLC⑦のルーチングテーブル�

［中継ネットワークテーブル］�
自�

ネットワーク�
�
�

高機能�
ユニットNo.�
�
�

1
2
3

No.

1
2
3

030 06 010 030 015
020 030 015

020 02

030 07

・PLC④のルーチングテーブル �
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3-10 システム設定 
 
FL-netユニットでは、基本的な動作の設定や、特定の機能の設定を、CPU高機能ユニ
ットシステム設定で行います。 
CPU高機能ユニットシステム設定での設定が必要な状況を、以下に示します。必要に
応じて設定を行ってください。設定方法についての詳細は、「4-2 CPU高機能ユニッ
トシステム設定」を参照してください。 
 

■ 設定が必要な場合 
設定項目 設定が必要な場合 参照 

FAリンク割付テーブル
格納方式 

テーブルに割付けるノード数が 96ノードを超える場合。 P4-5、P.11-13

FAリンク起動方式 電源 ON後の通信参加を、ラダープログラムで制御したい
とき。 

P.4-5、P.11-13

メッセージ手順確認 他社製の FL-netノードとメッセージ通信を行うとき。 P.4-5、P.11-13
ブロードキャスト形式 何等かの理由でブロードキャストアドレスを変更したいと

き。 
P.4-5、P.11-13

IPアドレス設定方式 何等かの理由でデフォルトの IPアドレス設定方式以外の範
囲で設定したいとき。 

P.4-5、P.11-13

サブネットマスク 何等かの理由でサブネットマスクを変更したいとき。 P.4-5、P.11-13
通信速度 通信速度を 100Mビット/sに変更したいとき P.4-5、P.11-13
自ノード設定領域 データリンク機能を実行したいとき。 P.5-7、P.11-15
他ノード設定領域 データリンク機能を実行したいとき。 P.5-8、P.11-16
最小許容フレーム間隔 通信速度を 100Mビット/sで使用する場合 P.11-19 

 

■ FL-net設定ツール CX-FLnet（オムロン製 FL-netユニット専用）の接続・操作 
CPU高機能ユニットシステム設定は、PLC本体に接続された FL-net設定ツール
CX-FLnet（オムロン製 FL-netユニット専用）によって設定します。 
プログラミングコンソールや CX-Programmerでは設定できません。 
 

■ CPU高機能ユニットシステム設定の設定項目 
CPU高機能ユニットシステム設定には、以下の項目があります。  

項目 デフォルト 
FAリンク割付テーブル格納方式 PLC内蔵方式 
FAリンク起動方式 自動加入方式 
メッセージ手順確認 確認あり 
ブロードキャスト形式 ***.***.***.255 
IPアドレス設定方式 192.168.250.ノード番号 
サブネットマスク 255.255.255.0 
通信速度 10Mビット/s 
自ノード設定領域 なし 
他ノード設定領域 なし 
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3-11 通信の確認 
 
FL-netユニットは、Ethernetで多くのホストコンピュータで標準的にサポートされてい
る PINGコマンドの機能を持っています。 
また、周辺ツールによるリレー操作だけで FINS通信サービスのノード間テストを実行
する機能も持っています。 
設定・接続が完了したら、必要に応じて PINGコマンドまたはノード間テストにより、
相手ノードと正常に通信できることを確認してください。 
 
PINGコマンドやノード間テストを利用したネットワークの確認動作は、PLCの動作モ
ードにかかわらず実行できますが、ネットワークのトラフィックが高くなったり、
FL-netユニット内の処理が増えたりするため、動作に影響することが考えられます。 
テスト対象ノードをプログラムモードで実行するかあるいは、メッセージサービスが
実行されていない環境でのテストを推奨いたします。 
 

■ PINGコマンドとノード間テスト 
PINGコマンドとノード間テストの相違点を以下に示します。  

項目 PINGコマンド ノード間テスト 
主な用途 Ethernetのノードとしての通信確認 FL-netのノードとしての確認 
テスト相手 FL-netユニットや、PINGコマンドをサポ

ートする Ethernet機器 
FL-netユニットや、FL-netをサポート
する機器 

ネットワーク種別 同一 Ethernetネットワーク内（セグメン
ト間を含む） 

FL-netネットワーク内 

使用アドレス体系 IPアドレス ノードアドレス 
FL-netユニットか
らの送信 

本ユニットからは送信できません。 PLC本体用周辺ツールから、必要なパ
ラメータを CPU高機能ユニット用割付
リレーエリアに設定し、起動スイッチ
の接点を操作 

FL-netユニットで
の受信 

PINGコマンドを受信すると、自動的に返
信 

ノード間テストのメッセージを受信す
ると、自動的に返信 
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■ PINGコマンドについて 
PINGコマンドは、相手ノードに対してエコーバックを要求するパケットを送出し、そ
の応答パケットを受信することで、相手ノードと正常に通信できることを確認するた
めの機能です。 
Ethernet上のパソコンから PINGコマンドを使用することで、Ethernetのノードとして
互いに正常に通信できることが確認できます。必要に応じて、PINGコマンドにより、
通信の確認を行ってください。 
 

■ ノード間テストについて 
ノード間テストは、指定したノードとの間でデータの折返し通信を行い、返信内容に
よりネットワークをチェックする機能です。 
FL-netのノードとして互いに通信できることが確認できます。必要に応じて、ノード
間テストによる、メッセージの送達確認を実施してください。 
 

参 考 
 

FL-netユニットでは、特定の接点を操作することで、簡単にノード間テストを実行で
きます。詳細は、「9-3 ノード間テスト」を参照してください。 
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システム設定・割付エリア 
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4-1 エリアの構成 
 
FL-netユニットは、以下の 4つのエリアを使用して設定や状態の読み出しを行います。 
・CPU高機能ユニットシステム設定エリア： 

FL-netのノードとしての初期設定値を格納 
・FL-netユニット内システム設定エリア： 

FL-netのデータリンク機能をユニット内蔵方式で使用する場合にデータリンクテー
ブルを格納 
・割付リレーエリア： 
各機能のソフトスイッチやステータス情報を格納 
・割付 DMエリア： 
各機能のソフトスイッチやステータス情報を格納  

 CPUユニット 

CPU高機能ユニットシステム設定エリア 
（FL-net設定ツール CX-FLnetにより設定） 

 
 
〜 

 

 15     0 

 
 

〜 

 
 

CPU高機能ユニット用 
割付リレーエリア 
n＝1500CH＋25×ユニット番号 

n 
n＋1 

 
n＋24 

 15     0 

 
 

〜 

 
 

CPU高機能ユニット用 
割付 DMエリア 
m＝D30000CH＋100×ユニット番号 

m 
m＋1 

 
m＋99 

 15     0 

 
 

〜 

 
 

 15     0 

 
 

〜 

 
 

 
 
〜 

 

 
 
〜 

 

FL-netユニット内システム設定エリア 
（FL-net設定ツール CX-FLnetにより設定） 

FL-netユニット 

電源 ON または
ユニットリスタ
ート時転送 

I/Oリフレッシュ 

I/Oリフレッシュ 
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割付リレーエリアと割付 DMエリアは、ユニット番号により、次のように割り付けら
れます。1ユニットに割り付けられるチャネル数は、リレーエリアが 25CH、DMエリ
アが 100CHです。 
 
リレーエリア 
ユニット番号 
（10進数） 

割り付けチャネル（CH） ユニット番号
（10進数）

割り付けチャネル（CH）

0（0） 1500 ～ 1524 8（8） 1700 ～ 1724 
1（1） 1525 ～ 1549 9（9） 1725 ～ 1749 
2（2） 1550 ～ 1574 A（10） 1750 ～ 1774 
3（3） 1575 ～ 1599 B（11） 1775 ～ 1799 
4（4） 1600 ～ 1624 C（12） 1800 ～ 1824 
5（5） 1625 ～ 1649 D（13） 1825 ～ 1849 
6（6） 1650 ～ 1674 E（14） 1850 ～ 1874 
7（7） 1675 ～ 1699 F（15） 1875 ～ 1899 

 
DMエリア 
ユニット番号 
（10進数） 

割り付けチャネル（CH） ユニット番号
（10進数）

割り付けチャネル（CH）

0（0） D30000 ～ D30099 8（8） D30800 ～ D30899 
1（1） D30100 ～ D30199 9（9） D30900 ～ D30999 
2（2） D30200 ～ D30299 A（10） D31000 ～ D31099 
3（3） D30300 ～ D30399 B（11） D31100 ～ D31199 
4（4） D30400 ～ D30499 C（12） D31200 ～ D31299 
5（5） D30500 ～ D30599 D（13） D31300 ～ D31399 
6（6） D30600 ～ D30699 E（14） D31400 ～ D31499 
7（7） D30700 ～ D30799 F（15） D31500 ～ D31599 
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4-2 CPU高機能ユニットシステム設定 
 
本ユニットを FL-netネットワーク上のノードとして動作させるために、CPUユニット
の（パラメータエリアの）CPU高機能ユニットシステム設定エリアに、必要な設定を
行ってください。 
次の項目のうち、一つ以上に該当する場合は、システムパラメータの設定が必要とな
ります。 
・データリンク機能を使用する。 
データリンクテーブルの格納先は、「CPU高機能ユニットシステム設定エリア（PLC
内蔵方式）」か「FL-netユニット内システム設定エリア（ユニット内蔵方式）」の
どちらかに格納する（デフォルト：PLC内蔵方式）。 
・起動方式を変更する（デフォルト：自動加入方式）。 
・メッセージ手順確認を変更する（デフォルト：確認あり）。 
・ブロードキャスト形式を変更する（デフォルト：***.***.***.255）。 
・IPアドレスを設定する（デフォルト：192.168.250+ノード No.）。 
・サブネットマスクを変更する（デフォルト：255.255.255.0）。 
・通信速度を 100Mビット/sに変更する。（デフォルト：10Mビット/s） 
 
新規に設定したパラメータは、ユニットのリスタートあるいは CPUユニットの電源再
投入により有効になります。 
 
設定は、オムロン製 FL-net設定ツール CX-FLnetの「CPU高機能ユニットシステム設
定エリア」によって行います。 
 

参 考 
 

本 CPU高機能ユニットシステム設定エリアは、CPUユニットの I/Oメモリ上ではな
く、CPUユニットのパラメータエリア上にあります。そのため、命令による書き込み
や、I/Oメモリ編集による書き込みはできません。オムロン製 FL-net設定ツール
CX-FLnetの操作によってのみ設定可能です。 
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■ FL-net設定ツール CX-FLnet の CPU高機能ユニットシステム設定エリア画面 

 
 

参 考 
 

FL-net設定ツール CX-FLnetの操作方法は、「11章 CX-FLnetの操作」を参照してく
ださい。 

 
項目 内容 

FAリンク割付テーブル格納方式 
（デフォルト値 PLC内蔵方式） 

FAリンク割付テーブルを格納する方式（PLC内蔵方式・ユニッ
ト内蔵方式）を選択します。 
通常はデフォルト値を選択してください。 

FAリンク起動方式 
（デフォルト値 自動加入方式） 

FAリンク起動を起動する方式（自動加入方式・手動加入方式）
を選択します。 
通常はデフォルト値を選択してください。 

メッセージ手順確認 
（デフォルト値 確認あり） 

メッセージ使用時の手順（確認あり・確認なし）を選択します。
オムロン製 FL-netユニットのみのネットワークでは「確認あり」
を選択してください。 
他社製ユニットが接続されるネットワークでは、「確認なし」に
設定してください。 

ブロードキャスト形式 
（デフォルト値 ***.***.***.255）

ブロードキャスト形式の形式（***.***.***.255，255.255.255.255）
を選択します。 
通常はデフォルト値を選択してください。 

IPアドレス設定方式 
（デフォルト値 192.168.250＋ノ
ード番号） 

IPアドレスの設定方式（192.168.250＋ノード番号，ユニット裏面
ロータリーSW，ユニット裏面ロータリー SW＋ノード番号，シ
ステム設定エリア）を選択します。 
通常はデフォルト値を選択してください。 
形 CS1W-FLN22、形 CJ1W-FLN22の場合は、「192.168.250＋ノ
ード番号」または「システム設定エリア」のいづれかの設定を選
択してください。 

サブネットマスク 
（デフォルト値 255.255.255.0） 

サブネットマスク（ユーザ任意値）を設定します。 
通常はデフォルト値を選択してください。 
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項目 内容 

IPアドレス 
（デフォルト値 なし） 

IPアドレス（ユーザ任意値）を設定します。 
IPアドレス設定方式が「システム設定エリア」以外の場合は
設定の必要がありません。 

FAリンク構成ノード数 
（デフォルト値 なし） 

FAリンクを構成するノード数（ユーザ任意値）が表示されま
す。 
設定することはできません。 

通信速度 
（デフォルト値 10M固定） 

FL-netユニットの通信速度を設定します。100Mビット/sで使
用する場合は「自動認識」に設定してください。 
接続しているハブによって、通信速度を自動判別します。 

 

参 考 
 

・ネットワークに接続されたノード間でトークンを巡回させるには、「IPアドレス」
の上位 3桁、「サブネットマスク」、「ブロードキャスト形式」を、他の接続ノー
ドと一致させてください。 

・IPアドレス設定方式において、形 CS1W-FLN22/形 CJ1W-FLN22に対して「ユニッ
ト裏面ロータリスイッチ」または「ユニット裏面ロータリスイッチ＋ノード番号」
を選択した場合は、設定エラー（HER LED点灯）になります。「192.168.250＋ノ
ード番号（デフォルト）」または「システム設定エリア」のいずれかを選択してく
ださい。 

・通信速度設定は、形 CS1W-FLN22/形 CJ1W-FLN22でのみ有効です。 
形CS1W-FLN02/12に対しての設定は行えません。常に 10Mビット/sで動作します。
・メインメニュー「オプション」‐「表示切替」で「16進表示」にチェックすると、
「IPアドレス」、「サブネットマスク」が 16進数で表示され、16進数で入力する
ことができます。 

・通信設定がネットワーク経由接続で、FAリンク割付テーブル格納方式が PLC内蔵
方式の場合、他ノード領域に登録できる最大ノード数は 50ノードになります。 
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4-3 割付リレーエリア 
 
ユニットごとのエリアの先頭チャネルから、下図のオフセット位置に各情報を格納し
ます。 
先頭チャネル nは、次の式で算出できます。 
先頭チャネル n＝1500＋（25×ユニット番号）  

オフセ
ット 

ビット 
15 

 
8

 
7 

 
0

 
データの方向 

n ユニットコントロールスイッチ CPUユニット⇔FL-netユニット 
n+1 ノード間テスト宛先アドレス 
n+2 ノード間テストレスポンス監視時間 

CPUユニット→FL-netユニット 

n+3 ノード間テストステータス ノード間テスト実行回数 
n+4 ノード間テスト 

タイムアウトエラー回数 
ノード間テスト 

レスポンスエラー回数 
n+5 ノード間テスト 

送信エラー回数 
ノード間テスト 
データ不一致回数 

FL-netユニット→CPUユニット 

n+6 ユニット・ステータス 
n+7 ネットワーク・ステータス 
n+8 リフレッシュサイクル時間 
n+9 
n+10 
n+11 
n+12 
n+13 
n+14 
n+15 
n+16 
n+17 
n+18 
n+19 
n+20 
n+21 
n+22 
n+23 
n+24 

 
 
 
 
 
 

ノード接続情報 
（256ノード分） 

FL-netユニット→CPUユニット 

 

■ ユニットコントロールスイッチ（CPUユニット→ユニット） 
接点の ON/OFF操作で、ユニットの動作を開始します。 

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

n － － － － － － － － － － － － － －    

 
 
  
ビット 名称 状態 操作する側 ユニット動作 

ON ユーザ OFF→ONの変化でネットワークへの接
続実行 

0 FAリンク接続開始ス
イッチ 

OFF ユーザ ON→OFFの変化でネットワークからの
離脱実行 

ON ユーザ ON中はノード間テスト実行 1 ノード間テスト起動ス
イッチ OFF ユーザ 

ユニット 
ノード間テスト停止 
テスト完了（255回実施） 

2～15 （未使用：システム予約領域ですので使用しないでください） 

FAリンク接続開始スイッチ

ノード間テスト起動スイッチ
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■ ノード間テスト宛先アドレス（CPUユニット→ユニット） 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

n+1 相手先ノードアドレス  

 （0000～00F9 Hex）  

ノード間テストの相手ノードのノードアドレスを 16進数で設定します。 
 

■ ノード間テストレスポンス監視時間（CPUユニット→ユニット） 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

n+2 レスポンス監視時間  

 （0000～FFFF Hex）  

ノード間テストでレスポンスを待つ時間を、次の範囲の 10ms単位の 16進数で設定し
ます。 

0000 Hex ：2秒 
0001～FFFF ：0.01～655.35秒 
 

■ ノード間テストステータス （CPUユニット→ユニット）  
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

n+3           

 
 
 
 
 
 
ノード間テストの結果を反映します（ノード間テスト起動時に、いったんすべて OFF
に戻ります）。 
ⅰ）エラーコード 
ビット 13～15には、該当するエラーのコード（番号）が格納されます。  

ビット 
15 14 13 

意味 

0 0 0 正常終了 
1 1 1 メモリ不足エラー：通信用のデータ領域不足による異常終了 

 
ⅱ）タイムアウト 
レスポンス監視時間内にレスポンスが返ってこない場合に ONします。 

ⅲ）レスポンスエラー 
レスポンスフレームが異常である場合に ONします。 

ⅳ）送信エラー 
送信起動のタイムアウトまたは、何らかの理由により送信が正常終了しなかった場
合に ONします。 

ⅴ）データ不一致 
送信データと受信データが異なっている場合または、データ長が不一致であった場
合に ONします。 

ⅵ）送信パラメータエラー 
宛先アドレスの設定が不正であった場合に ONします。 

 

ⅰ）エラーコード 
ⅲ）レスポンスエラー

ⅳ）送信エラー 
ⅴ）データ不一致エラー

ⅱ）タイムアウト

ⅵ）送信パラメータエラー 
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■ ノード間テスト実行回数（ユニット→CPUユニット） 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

n+3  テスト実行回数  

         （00～FF Hex）   
ノード間テストは、割付リレーエリアの「ユニットコントロールスイッチ」の「ノー
ド間テスト起動スイッチ」が ONの間、繰り返し実行されます。 
このチャネルには、ノード間テストが実際に実行された回数が、次のように 16進数で
格納されます。 

00～FF Hex：0～255回 
回数が FF Hexになると、ノード間テストを自動終了します。 
 

■ ノード間テストタイムアウトエラー回数 （ユニット→CPUユニット）  
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

n+4 タイムアウトエラー回数   

 （00～FF Hex）    
このチャネルには、ノード間テストで発生したタイムアウトエラーの回数が、次のよ
うに 16進数で格納されます。 

00～FF Hex：0～255回 
回数が FF Hexに達した場合は、それ以上カウントされません。また、ノード間テスト
の再起動が行われるまで、カウント値は保持されます。 
 

■ ノード間テストレスポンスエラー回数（ユニット→CPUユニット） 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

n+4  レスポンスエラー回数  

  （00～FF Hex）   
このチャネルには、ノード間テストで発生したレスポンスエラーの回数が、次のよう
に 16進数で格納されます。 

00～FF Hex：0～255回 
回数が FF Hexに達した場合は、それ以上カウントされません。また、ノード間テスト
の再起動が行われるまで、カウント値は保持されます。 
 

■ ノード間テスト送信エラー回数（ユニット→CPUユニット） 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

n+5 送信エラー回数   

 （00～FF Hex）    
このチャネルには、ノード間テストで発生した送信エラーの回数が、次のように 16進
数で格納されます。 

00～FF Hex：0～255回 
回数が FF Hexに達した場合は、それ以上カウントされません。また、ノード間テスト
の再起動が行われるまで、カウント値は保持されます。 
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■ ノード間テストデータ不一致回数（ユニット→CPUユニット） 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

n+5  レスポンスエラー回数  

  （00～FF Hex）  

このチャネルには、ノード間テストで発生したデータ不一致エラーの回数が、次のよ
うに 16進数で格納されます。 

00～FF Hex：0～255回 
回数が FF Hexに達した場合は、それ以上カウントされません。また、ノード間テスト
の再起動が行われるまで、カウント値は保持されます。 
 

■ ユニットステータス（ユニット→CPUユニット） 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

n+6 － －  － － － － － － －   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ビット 名称 状態 ユニット動作 

ON 動作中 FAリンクに加入中のとき ON 0 FAリンク動作中 
OFF 停止中 FAリンクに未加入のとき、ノード番号多重化のと

き OFF 
ON あり 透過型メッセージの正常受信が完了したとき ON 1 読み出し可能受信

メッセージあり OFF なり 透過型メッセージの読み出しを行うなどして透過
型メッセージが受信バッファからなくなったとき
OFF 

2～7 （未使用：システム予約領域ですので使用しないでください） 
ON 異常 FAリンク（コモンメモリ）割付異常発生のとき ON

自ノード設定領域のコモンメモリ割付に誤りがあ
ります。FL-net設定ツール CX-FLnetで設定を見直
してください。 

8 FAリンク（コモン
メモリ） 
エリア割付異常 

OFF 正常 FAリンク（コモンメモリ）割付正常のとき OFF 
ON 異常 データリンク（PLC）エリア割付が異常なとき ON

自ノード設定領域、他ノード設定領域の PLC上の
エリア割付に誤りがあります。FL-net設定ツール
CX-FLnetで設定を見直してください。 

9 データリンク
（PLC） 
エリア割付異常 

OFF 正常 データリンク（PLC）エリア割付が正常なとき OFF
ON 異常 自ノードがトークン保持中にトークン監視タイム

アウトが発生したとき ON 
システム高負荷による処理の遅延の可能性があり
ます。システム構成を見直すか、FL-net設定ツール
CX-FLnetで「トークン監視タイムアウト時間」を
延ばしてください。 

10 トークン監視タイ
ムアウト 
異常 

OFF 正常 自ノードがトークン保持中にトークン監視タイム
アウトが発生ていないとき OFF 

読出し可能受信メ
ッセージあり 

FAリンク（コモンメモリ）エリア割付異常

EEP-ROM異常 

FAリンク動作中

データリンク（PLC）エリア割付異常 

トークン監視タイムアウト異常 

IPアドレス設定異常 
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ビット 名称 状態 ユニット動作 

ON 異常 IPアドレス設定が不正なとき ON 
以下のような IPアドレスは設定できません。 
・ホスト ID部の全てが 0または 1 
・ネット ID部の全てが 0または 1 
・サブネット ID部の全てが 1 
・127（7FHex）で始まるアドレス 

12 IPアドレス設定
異常 

OFF 正常 IPアドレス設定が正常なとき OFF 
13 未使用 － システム予約領域ですので使用しないでください。 

ON 異常 EEP-ROMが異常のとき、もしくは EEP-ROMに対する
書込みが高頻度で書き込み不可な場合 ON 

15 EEP-ROM異常 

OFF 正常 EEP-ROMが正常のとき OFF 

 

■ ネットワークステータス（ユニット→CPUユニット） 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

n+7     －    － － － － － － － －  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
ビット 名称 状態 ユニット動作 

0～7 （未使用：システム予約領域ですので使用しないでください） 
ON 異常 ノード番号多重化を検知したとき ON 8 ノード番号多重化

検知 OFF 正常 ノード番号多重化を検知していないとき OFF 
ON 待機中 受信フレームが検知できないとき ON 

他ノードからのフレームを一切受信できない
ことを示します。 

9 フレーム待機 

OFF 待機解除 受信フレームが検知できたとき OFF 
ON 異常 FL-net（Ver.1.00）ネットワークへ加入しようと

したとき ON 
10 FL-netバージョン不

整合検知 
（通信無効検知フ
ラグ） 

OFF 正常 FL-netネットワーク（Ver.2.00）へ加入してい
るとき、もしくは加入前のとき OFF 

11 （未使用：システム予約領域ですので使用しないでください） 
ON 停止 FL-netユニットとPLCとの間で異常が発生した

とき ON 
PLC本体で運転停止異常、運転継続異常が発
生。 
ルーチングテーブルの設定に誤りがあります。

12 上位層動作信号エ
ラー 
（PLC動作停止） 

OFF 動作中 FL-netユニットとPLCとの間が正常なときOFF

フレーム待機中

上位層動作信号エラー（PLC動作停止）

コモンメモリデータ有効通知 

ノード番号多重化検知 

コモンメモリ設定完了 

コモンメモリ多重化 

FL-netバージョン不整合検知（通信無効検知フラグ）
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ビット 名称 状態 ユニット動作 

ON 有効 コモンメモリのデータが有効となったとき ON
各ノードからのデータを PLCへリフレッシュ
開始したことを示します。 

13 コモンメモリデータ 
有効通知 

OFF 無効 コモンメモリのデータが無効のとき OFF 
ON 完了 コモンメモリ設定が完了したとき ON 14 コモンメモリ設定完了
OFF 未完了 コモンメモリ設定が異常なとき ON 

FL-net設定ツール CX-FLnetで設定を見直して
ください。 

ON 異常 自ノードと他ノードとのコモンメモリアドレ
スが重複したき ON 
ネットワーク上に既に加入している他ノード
とコモンメモリの設定が重複しています。
FL-net設定ツール CX-FLnetで設定を見直して
ください。 

15 コモンメモリ多重化 

OFF 正常 自ノードと他ノードとのコモンメモリアドレ
スが重複していないとき OFF 

 

■ リフレッシュサイクル時間 （ユニット→CPUユニット） 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

n+8 リフレッシュサイクル時間現在値  

 （0000～FFFF Hex）   
トークンフレーム送信間隔（トークン送出～トークン受信までの実測時間）を計測し、
1ms単位の 16進数で表示します。 

0000～FFFF Hex：0～65535ms 
 

■ ノード情報 （ユニット→CPUユニット） 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

n+9 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1   

n+10 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16  

   

n+23 239 238 237 236 235 234 233 232 231 230 229 228 227 226 225 224  

n+24 255 254 253 252 251 250 249 248 247 246 245 244 243 242 241 240  
 

*：ノード 250～255は、メンテナンス用に FL-net Ver.2.00仕様で予約されています。 
 
・データリンクテーブル設定のうち、他ノード領域設定（FL-net設定ツール CX-FLnet
による）で登録したノードと自ノード分の加入／離脱状態を表します。 
・データリンクテーブルに登録しているノードがネットワークに正常加入し、そのノ
ードから受信したデータリンクデータが PLC本体へ更新できる状況となったとき、
該当ビット位置を ON（1）にします。 
・加入したノードからの通信が、3回の通信サイクル連続で途絶えた場合、これを離
脱とし、該当ビット位置を OFF（0）にします。 

・自ノードが離脱した場合、自ノードの該当ビット位置を OFF（0）とし、その時点で
加入している自ノードを含む全ての該当ビット位置を OFF（0）とします。 

・データリンクテーブルに登録のないノードについては、常時 OFF（0）のままとなり
ます。 

・該当ノードが未接続時、または、エリア割付異常時は、OFF（0）の状態のままとな
ります。 
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4-4 割付 DMエリア 
 
割付 DMエリアには、FL-netユニットが接続されたネットワークの状態および、接続
ノードの情報を表します。電源 ONや FL-netユニットのリスタートで、すべてのエリ
ア情報を「0」にクリアします。 
ユニットごとのエリアの先頭チャネルから、下図のオフセット位置に各情報を格納し
ます。 
先頭チャネル mは、次の式で算出できます。 
先頭チャネル m＝D30000＋（100×ユニット番号）  

オフセ
ット 

ビット 
15 

 
8

 
7 

 
0

 
データの方向 

m  
 
： 
 

ノードステータス 

m+63  
m+64 サイクリック伝送受信エラー回数 
m+65  
m+66 メッセージ伝送再送オーバ回数 
m+67  
m+68 メッセージ伝送受信エラー回数 
m+69  
m+70 ACKエラー回数 
m+71  
m+72 自己離脱回数 
m+73  
m+74 スキップによる離脱回数 
m+75  
m+76 通算送信エラー回数 
m+77  
m+78 通算受信エラー回数 
m+79  

 

（未使用） 

m+80 
 
： 
 

m+99  

FL-netユニット→CPUユニット
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■ ノードステータス（ユニット→CPUユニット） 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

m ノード 3 ノード 2 ノード 1 （0固定）  

m+1 ノード 7 ノード 6 ノード 5 ノード 4  

   

m+62 ノード 251 ノード 250 ノード 249 ノード 248  

m+63 ノード 255 ノード 254 ノード 253 ノード 252  
 

*：ノード 250～255は、メンテナンス用に FL-net（Ver.2.00）仕様で予約されています。 
 
ネットワーク接続の他ノード状態を表します。  

ビット位置 意味 
D15 D11 D7 D3 （ⅰ）（上位層）運転状態 [1:運転中   0:停止中  ] 
D14 D10 D6 D2 （ⅱ）（上位層）異常  [1:異常有り 0:異常なし] 
D13 D9 D5 D1 （ⅲ）ネットワーク加入中 [1:加入     0:未加入  ] 
D12 D8 D4 D0 （ⅳ）エリア割付け異常 [1:異常     0:異常なし] 

 

（ⅰ）（上位層）運転状態 
ノードの装着されたアプリケーションの動作状態（運転中／停止中）を表します。 
 

（ⅱ）（上位層）異常 
ノードの装着されたアプリケーションの異常状態（異常あり／異常なし）を表しま す。
PLCごとに運転停止異常、運転継続異常が発生しているときに ONします。 
また、ルーチングテーブルの設定に誤りがあるときに ONします。 

（ⅲ）ネットワーク加入中 
ネットワークの加入状態を表します。 
未加入状態での運転状態、異常状態の情報は無効です（加入→離脱に変化したときの
「上位層の状態」は保持されます）。 

（ⅳ）エリア割付け異常 
ネットワークのデータが正常に PLCエリアに反映されない設定であることを表します。 
 

■ サイクリック伝送受信エラー回数 （ユニット→CPUユニット） 
サイクリック伝送受信中において、通信フレーム中のパラメータ（CBN値・TBN値・
BSIZE値）で不整合が発生した回数（$0～$FFFFFFFF）を表します。 
この異常はネットワークの構成により発生する場合があります。頻発する場合は
FL-net設定ツール CX-FLnetで「最小許容フレーム間隔」を大きくするか、ハブのカス
ケード接続台数を少なくしてください。  

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

m+64 サイクリック伝送受信エラー回数 H（$0000～$FFFF）  

m+65 サイクリック伝送受信エラー回数 L（$0000～$FFFF）  
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■ メッセージ伝送再送オーバ回数 （ユニット→CPUユニット） 
メッセージ送信中において、3回以上の再送が発生した回数（$0～$FFFFFFFF）を表
します。この異常は、ネットワークの構成や回線の負荷により発生する場合がありま
す。  

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

m+66 メッセージ伝送再送オーバ回数 H （$0000～$FFFF）  

m+67 メッセージ伝送再送オーバ回数 L （$0000～$FFFF）  

 

■ メッセージ伝送受信エラー回数（ユニット→CPUユニット） 
メッセージ受信中において、通番異常・送信元ノード番号不正・トランザクションコ
ード不正・通番バージョン不正が発生した回数（$0～$FFFFFFFF）を表します。  

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

m+68 メッセージ伝送受信エラー回数 H（$0000～$FFFF）  

m+69 メッセージ伝送受信エラー回数 L（$0000～$FFFF）  

 

■ ACKエラー回数（ユニット→CPUユニット） 
メッセージ受信中において、ACKエラーが発生した回数（$0～$FFFFFFFF）を表しま
す。この異常は、ネットワークの構成や回線の負荷により発生する場合があります。  

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

m+70 ACKエラー回数 H（$0000～$FFFF）  

m+71 ACKエラー回数 L（$0000～$FFFF）  

 

■ 自己離脱回数（ユニット→CPUユニット） 
通信動作中において、自己離脱が発生した回数（$0～$FFFFFFFF）を表します。自己
離脱は、トークン保持タイムアウトが 4回以上発生することにより、発生します。こ
の異常は、ネットワークの構成や回線の負荷・設定により発生する場合があります。  

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

m+72 自己離脱回数 H（$0000～$FFFF）  

m+73 自己離脱回数 L（$0000～$FFFF）  

 

■ スキップによる離脱回数 （ユニット→CPUユニット） 
通信動作中において、自ノードのスキップによる離脱が発生した回数（$0～
$FFFFFFFF）を表します。  

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

m+74 スキップによる離脱回数 H（$0000～$FFFF）  

m+75 スキップによる離脱回数 L（$0000～$FFFF）  

 

■ 通算送信エラー回数（ユニット→CPUユニット） 
パケット送信中において、16回以上のコリジョンが発生した回数（$0～$FFFFFFFF） 
を表します。この異常は、ネットワークの構成や回線の負荷により、正常時にも発生
する場合があります。  

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

m+76 通算送信エラー回数 H（$0000～$FFFF）  

m+77 通算送信エラー回数 L（$0000～$FFFF）  
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■ 通算受信エラー回数（ユニット→CPUユニット） 
パケット受信中において、オーバーフローエラー・CRCエラー・アライメントエラー・
ショートパケットエラーが発生した回数（$0～$FFFFFFFF）を表します。 
この異常は、ネットワークの構成により発生する場合があります。頻発する場合は
FL-net設定ツール CX-FLnetで「最小許容フレーム間隔」を大きく設定してください。  

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

m+78 通算受信エラー回数 H（$0000～$FFFF）  

m+79 通算受信エラー回数 L（$0000～$FFFF）  

 

お願い 
 

通信速度を 100Mビット/sに設定して使用する場合は、「最小許容フレーム間隔」を
調整してください。設定値はノード数やデータリンク CH数、ハブの性能によって異な
ります。設定値の目安は以下のとおりです。  

総データリンク CH数 最小許容フレーム間隔
0～2000CH 0.8ms 
2000～4000CH 1.0ms 
4000～6000CH 1.2ms 
6000～8000CH 1.5ms  

最小許容フレーム間隔は FL-net設定ツールの「ユニットエリア設定」にて行います。
最小許容フレーム間隔が短すぎる場合、「通算受信エラー回数」がカウントアップし

ます。 
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データリンク機能 
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5-1 データリンク機能とは 
 
データリンク機能とは、FL-netのサイクリック伝送機能を使用し、1つのネットワー
ク上のノード間（PLC-PLC間、または PLC-FAコンピュータ間）で、あらかじめ定め
られたエリアを自動的にデータ交換する機能です。形 CS1W-FLN22/形 CJ1W-FLN22
を使用して CS/CJシリーズ PLC間や、他社の FL-netノード間ともデータ交換が可能で
す。 
 

■ FL-netのサイクリック伝送機能のしくみ 

● サイクリック伝送とは 
サイクリック伝送とは、ノード間に発生する周期的なデータ交換をサポートする機能
です。 
①コモンメモリの機能を実現します。 
②ノードがトークンを保持するときに、サイクリックデータを送信します。 
③ネットワークに参加するノードでサイクリック伝送を行わないノードもあります。 
④トークンを保持したノードは、送信すべきサイクリック・データをすべて送信しま
す。  
 

ﾉｰﾄﾞ#1 ﾉｰﾄﾞ#2 ﾉｰﾄﾞ#N 

トークン 

時間 

ﾉｰﾄﾞ#1 ﾉｰﾄﾞ#2 ﾉｰﾄﾞ#N 

トークン 

ﾉｰﾄﾞ#3

ﾉｰﾄﾞ#3

ﾉｰﾄﾞ#1 ﾉｰﾄﾞ#2 ﾉｰﾄﾞ#N 

トークン 

ﾉｰﾄﾞ#N-1

ﾉｰﾄﾞ#1 ﾉｰﾄﾞ#2 ﾉｰﾄﾞ#N 

トークン 

ﾉｰﾄﾞ#N-1
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ⅰ）トークン：トークンは、基本的にネットワークに 1つだけが存在します。もしも、
ネットワークに 2つ以上のトークンが存在した場合、ノードは宛先ノード番号が
小さい方を優先し、他方を破棄します。 

ⅱ）トークンフレーム：トークンを含むフレーム（トークン・フレーム）には、トー
クンの宛先ノード番号とトークン送出ノード番号があります。各ノードは、受信
したトークン・フレームのトークンの宛先ノード番号と一致した場合にトークン
保持ノードになります。 

ⅲ）トークンの順序：トークンのローテーションの順番は、ノード番号によって決ま
ります。各ノードは参加ノード管理テーブルに登録されているノードの中の昇順
でトークンのローテーションを行います。最大ノード番号のノードは、最小ノー
ド番号のノードにトークンを渡します。 

 

● コモンメモリとは 
コモンメモリの考え方は次のとおりです。 
①サイクリック伝送をおこなうノード間で、共通のメモリとして扱うことのできる機
能を提供します。 
②1つのノードについて 2種類の領域（領域 1、領域 2）を割り付けられます。 
③1つのノードが送信する領域が 1フレームによる伝送サイズ、すなわち 1024バイト
を超えるとき、複数のフレームに分割してデータを伝送します。 
④③の分割されたデータのフレームを受信するとき、コモンメモリは 1つのノードか
らくるすべてのフレームの受信完了まで、コモンメモリを更新しません。すなわち
ノード単位の同時性を保証します。 
⑤1ノードの通信部が用意するコモンメモリのための容量は、8kビット＋8kワード＝

8.5kワードの固定サイズです。 
⑥コモンメモリの内、1ノードの送信領域として領域 1、領域 2とも最大領域の範囲内
で任意に設定することができます。 
⑦一定周期で各ノードは、データをブロードキャストすることで、ネットワーク全体
で同じデータを共有します。FL-net上の各ノードは互いに重複しない送信領域を分
担して受け持ち、データの交換を行います。コモンメモリの動作において、あるノ
ードに割り当てられた送信領域は、他ノードにとっては受信領域となります。  
ﾉｰﾄﾞ=01 のｺﾓﾝﾒﾓﾘ ﾉｰﾄﾞ=02 ﾉｰﾄﾞ=03 ﾉｰﾄﾞ=04 

（送信） （受信） （受信） （受信） 

（送信） （受信） （受信） 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

（受信） （受信） （受信） （送信） 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

（受信） （受信） （送信） （受信） 

（受信） 
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コモンメモリを受信領域のみとして使用することも可能です。  
 ﾉｰﾄﾞ=01 のｺﾓﾝﾒﾓﾘ ﾉｰﾄﾞ=02 

（受信） 

（送信） 
・ 
・ 

ﾉｰﾄﾞ=05 

（受信） 
・ 
・ 

（送信） （受信） 

（受信） 

 
 

● 領域 1と領域 2 
コモンメモリは、領域 1と領域 2という 2つのデータ領域から構成されます。 
領域のアクセスは、ワード・アドレスで行います。 
領域 1は 0.5kワード、領域 2は 8kワードから成り立っています。 
送信領域の設定は、領域の先頭アドレスとサイズによって行います。 

 

215 20

領域１ 領域２ 

先頭アドレス 

サイズ 

215 20 

先頭アドレス 

サイズ 

0 0

0x1ff 

0x1fff 

送信エリア 送信エリア 
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● データの同時性保証 
サイクリック伝送では、送信するデータ量によってフレームを複数に分割します。次
の手順でノード単位のコモンメモリの同時性を保証します。 
 

● 送出タイミング 
上位層からのデータ送信要求時、自ノードのサイクリック・データをバッファにコピ
ーし、送信準備を行い順次送信します。送信ノードがもっているデータサイズが 1フ
レーム（1024バイト）で送信できるサイズより大きいとき、バッファのデータを複数
のフレームに分割して送信します。 
 

● 受信時のリフレッシュ・タイミング 
受信ノードは、1つのノードからのサイクリック・データをすべて受信完了した時点
で、上位層と同期をとりながら対応するコモンメモリ内の領域を更新します。 
サイクリック・データが複数のフレームに分割して送信されてくるときも、領域の更
新は、1つのノードから送信されるフレームをすべて受信終了した時点で行います。
ノードから分割されて送られてくるフレームがすべて揃わなかったときは、そのノー
ドからのデータはすべて廃棄します。  

送信エリア

送信バッファ

サイクリック・データ

サイクリック・データ

サイクリック・データ

受信バッファ

受信エリア

一括コピー

一括コピー

送信側ノード

受信側ノード

ネットワーク
回線上

コモン
メモリ

コモン
メモリ
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■ データリンク仕様 
サイクリック伝送を行うノード間で使用する共通のメモリをコモンメモリと呼びます。 
本ユニット内には、8704 CHのコモンメモリ（領域 1＋領域 2）を持っています。  

項 目 仕 様 
ノード数 最大 128ノード 
データブロック数 最大 2領域（領域 1、2）/ノード 
データリンク総容量 最大 8704CH 

・領域 1（ビット領域）：512CH 
・領域 2（ワード領域）：8192CH 

割り付け可能エリア CIO（入出力リレーなど）：0～6143CH 
内部補助リレー：WR0～511CH 
保持リレー：HR0～511CH 
・データメモリ：DM0～32767CH 
・拡張データメモリ：バンク 0～12 EM0～32767CH 

データ交換単位 CH単位（FL-net表記ではWORD単位） 
1CHがワードブロック 1WORDに対応 
 MSB LSB  
CH構成 D15 D0  

データの並び 

    

 

お願い 
 

・同一ノードから受信する領域 1と領域 2のデータは、PLCの同一サイクルにおいて、
同時か、または領域 2が先にリフレッシュされます。 
領域 1と領域 2のデータの同時性が必要な場合は、領域 1のデータが更新されたこ
とをトリガとして領域 2のデータを参照するようにしてください。 

・不適切なデータリンクテーブルが設定されていると設備が予期しない動作をするこ
とがあります。また、適切なデータリンクテーブルが設定さている場合でも、設備
に影響がないことを確認してからデータリンクを起動してください。 

 

参 考 
 

1ノードの領域 1と領域 2の合計が 7677CHを超える場合は CPUユニットの 2サイク
ルに分けてリフレッシュします。 
1ノードの設定領域が 7677CHを超えるノードが含まれている場合は、そのノードのデ
ータは CPUユニットの 2サイクルに分けてリフレッシュします。（当該ノードの領域
1の先頭から 7678CH目で分割リフレッシュします。）  

それぞれのノードが7677CH未満の場合 

7677CH以下 

1サイクル目でリフレッシュ 

2サイクル目でリフレッシュ

7678CH以上のノードが含まれる場合 

7677CH 

1サイクル目でリフレッシュ 

2サイクル目でリフレッシュ 

7678CH以上

全てのノードのデータの同時性は保証されます。 7678CH目で分割リフレッシュ 
（CPU 2サイクルにまたがります。） 

1ノードの設定領域が7677CHを超える場合のデータリフレッシュ 

#1 

#2 

#3 

#4 

#1

#2
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5-2 データリンクテーブルの設定 
 

■ データリンクの設定方法 
データリンクの設定方法を、FL-net設定ツール CX-FLnetの表示画面で説明します。 
 

参 考 
 

・データリンクテーブルの設定は、オムロン製 FL-netユニット専用の、FL-net設定ツ
ール CX-FLnetを使用します。 

・FL-net設定ツール CX-FLnetで設定したデータリンクテーブルを有効にするには、
PLC本体に供給している電源を OFF→ONするか、FL-netユニットをリスタートす
る必要があります。 

 

● 自ノード設定領域 
自ノード設定領域を設定することで、PLCの任意エリアのデータを自ノードの送信デ
ータとすることができるようになります。  

 
 

項目 内容 
領域 1（領域 2）エリア種別 
（デフォルト値 
領域 1 CIO、領域 2 DM） 

自ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域 2）が格納
される PLC上のエリア（CIO・WR・HR・DM・EM0～EMC）
を設定します。 

領域 1（領域 2）先頭チャネル 
（デフォルト値 0） 

自ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域 2）が格納
される PLC上のエリアの先頭チャネルを設定します。 

領域 1（領域 2）サイズ 
（デフォルト値 0） 

サイクリックデータの領域 1（領域 2）が格納される PLC
上のエリアのサイズを設定します。 
この値は同時に、コモンメモリの自ノード割付サイズも示
しています。 

領域 1（領域 2）コモンメモリ割付先
頭アドレス（デフォルト値 0） 

領域 1（領域 2）を割り付けるコモンメモリ上の割付先頭ア
ドレスを設定します。 

 

参 考 
 

メインメニュー「オプション」‐「表示切替」で「16進表示」にチェックすると、各
チャネル、サイズ、アドレスが 16進数で表示され、16進数で入力することができます。
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● 他ノード設定領域 
他ノード設定領域を設定することで、他ノードのコモンメモリを、自 PLCのエリア内
に読み込むことができるようになります。  

 
 

項目 内容 
領域 1（領域 2）エリア種別
（デフォルト値 
領域 1 CIO、領域 2 DM） 

他ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域 2）が格納される
PLC上のエリア（CIO・WR・HR・DM・EM0～EMC）を設定しま
す。 

領域 1（領域 2）先頭チャネ
ル（デフォルト値 0） 

他ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域 2）が格納される
PLC上のエリアの先頭チャネルを設定します。 

割付エリアテーブル 他ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域 2）が格納される
PLC上のエリアのオフセット・サイズおよび割り付けられるノー
ド番号を設定します。 

 
他ノード設定領域では、メインメニューの以下の機能が使用できます。  

メニュー 内容 
「編集」―「オールクリア」 割付エリアテーブルを全てクリアします。 
「編集」―「1行コピー」 カーソル位置の行の内容をコピーし、新しい行として追加します。
「編集」―「削除」 カーソル位置の行の内容を削除します。カーソル位置以降に設定

がある場合は、前詰めに移動されます。 
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お願い 
 

・割付エリアテーブル領域に自ノードを割り付けないでください。自ノードの領域に
該当するエリアについては、「ノード番号」に 0を入力し、「サイズ」に自ノード
設定領域のサイズを入力してください。 

・領域 1（領域 2）のみに設定がある場合は、領域 2（領域 1）のオフセットおよびサ
イズに 0を設定してください。 

・メインメニュー「オプション」‐「表示切替」で「16進表示」にチェックすると、
各チャネル、ノード番号、オフセット、サイズが 16進数で表示され、16進数で入力
することができます。 

・通信設定がネットワーク経由接続で、FAリンク割付テーブル格納方式が PLC内蔵
方式の場合、他ノード領域に登録できる最大ノード数は 50ノードになります。 

 

参 考 
 

・オフセット機能とは、あるノードが送信したデータの「先頭のどこ（何チャネル目）
から何チャネル分を受信する」といった指定をすることです。 
先頭から「何チャネル目」までを「オフセット」と呼びます。 
オフセット機能により、あるノードの送信データすべてを受信しないで済むことを
利用し、データリンクのメモリエリアを無駄なく有効に使用することができます。

・メインメニュー「オプション」‐「表示切替」で「16進表示」にチェックすると、
各チャネル、サイズ、アドレスが 16進数で表示され、16進数で入力することができ
ます。 
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■ 設定例 
ここでは、FL-net設定ツール CX-FLnetによるデータリンクテーブルの設定例と、それ
によって作成されるコモンメモリエリアと、各ノードのデータリンクエリアを示しま
す。 
 

● データリンクテーブル設定例 1 
すべてのノードでコモンメモリと等価な割付を行う場合 
 

・ コモンメモリエリアとデータリンクエリアの構成  
 
 
 
 
 
 
・コモンメモリ     ・データリンクエリア（網掛け部は自ノード設定領域） 

 領域１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 領域 2 

 
ノード 1

 
ノード 2

#1 
CIO0000

#2 
CIO0010

#3 
CIO0020

#4 
CIO0030

CIO0049

#1 

#2 

#3 

#4 

 
ノード 3 

#1 

#2 

#3 

#4 

 
ノード 4

#1 
 

#2 
 

#3 
 

#4 
 

 

ノード 1 
0 

ノード 2 
10 

ノード 3 
20 

ノード 4 
30 

49 

#1 
D00000

#2 
D00200

#3 
D00300

#4 
D00400

D00599

#1 

#2 

#3 

#4 

#1 

#2 

#3 

#4 

#1 
 

#2 
 

#3 
 

#4 
 

 

ノード 1 
0 

ノード 2 
200 

ノード 3 
300 

ノード 4 
400 

599  
 

・ 自ノード設定領域の設定  
・ノード 1  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 0 CIO 0 10 
2 0 DM 0 200 

 

・ノード 2  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 10 CIO 10 10 
2 200 DM 200 100 

 

・ノード 3  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 20 CIO 20 10 
2 300 DM 300 100 

 

・ノード 4  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 30 CIO 30 20 
2 400 DM 400 200 
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・ 他ノード設定領域の設定 
 

・ノード 1  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 10 
2 DM 200  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

2 0 10 0 100 
3 0 10 0 100 
4 0 20 0 200 

 

・ノード 2  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 0 
2 DM 0  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

1 0 10 0 200 
0（*） 0 10 0 100 

3 0 10 0 100 
4 0 20 0 200 

 

・ノード 3  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 0 
2 DM 0  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

1 0 10 0 200 
2 0 10 0 100 

0（*） 0 10 0 100 
4 0 20 0 200 

 

・ノード 4  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 0 
2 DM 0  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

1 0 10 0 200 
2 0 10 0 100 
3 0 10 0 100  

＊：他ノード設定領域の連続エリア中に自ノード設定領域がある場合は、ード番号「0」と
して設定します。 
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● データリンクテーブル設定例 2 
割付がノードごとに異なる場合 
 

・ コモンメモリエリアとデータリンクエリアの構成 
 
 
 
 
 
 
・コモンメモリ     ・データリンクエリア（網掛け部は自ノード設定領域） 

 領域１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 領域 2 

 
ノード 1

 
ノード 2

#1 
CIO0000

#2 
CIO0010

#3 
CIO0030

CIO0049

#1 
CIO0010

#2 
CIO0020

CIO0039

 
ノード 3 

#2 
CIO1000

#3 
CIO1020

CIO1039

 
ノード 4

#1 
CIO1005 

#3 
CIO1015 

#2 
CIO1035 

CIO1054 

ノード 1 
0 

ノード 2 
10 

ノード 3 
30 

50 

#1 
D00000

#2 
D00010

#3 
D00030

D00049

#1 
D00020

#2 
D00030

D00049

#2 
D00000

#3 
D00020

D00039

#1 
E1_00000 

#3 
E1_00010 

#2 
E1_00030 

E1_00049 

ノード 1 
0 

ノード 2 
10 

ノード 3 
30 

50 

 
 

・ 自ノード設定領域の設定 
 

・ノード 1  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 0 CIO 0 10 
2 0 DM 0 10 

 

・ノード 2  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 10 CIO 20 20 
2 10 DM 30 20 

 

・ノード 3  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 30 CIO 1020 20 
2 30 DM 20 20 

 

・ノード 4  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 0 CIO（*） 0 0 
2 0 CIO（*） 0 0  

＊：データの書込み（送信）が必要ないときは、未設定のままとします。 
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・ 他ノード設定領域の設定 
 

・ノード 1  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 10 
2 DM 10  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

2 0 20 0 20 
3 0 20 0 20 

 

・ノード 2  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 10 
2 DM 20  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

1 0 10 0 10 
 

・ノード 3  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 1000 
2 DM 0  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

2 0 20 0 20 
 

・ノード 4  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 1005 
2 E1 0  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

1 0 10 0 10 
3 0 20 0 20 
2 0 20 0 20 

 
 



5-2 データリンクテーブルの設定 

5-14 

5 
デ
ー
タ
リ
ン
ク
機
能 

● データリンクテーブル設定例 3 
同一ネットワーク内で 2グループ以上のデータリンクを行う場合 
データリンクテーブルの設定により、擬似的に複数グループのデータリンクを作るこ
とができます。 
下図のように、グループ内のノードのみについて送受信チャネルを設定すれば、複数
のデータリンクグループの設定と同じことができます。 
 

・ コモンメモリエリアとデータリンクエリアの構成 
 
 
 
 
 
 
・コモンメモリ     ・データリンクエリア（網掛け部は自ノード設定領域） 

 領域１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 領域 2 

 
ノード 1

 
ノード 2

#1 
CIO0000

#2 
CIO0010

CIO0029

#1 
CIO0000

#2 
CIO0010

CIO0029

 
ノード 3 

#3 
D01000

#4 
D01020

D01039

 
ノード 4

#3 
D01000

#4 

D01039

 

グループ 1 

ノード 1 
0

ノード 2 
10

ノード 3 
30

ノード 4 
50

69

 

グループ 2 

D01020

#1 
D00000

#2 
D00100

D00299

#1 
D01000

#2 
D01100

D01299

#3 
E0_00000

#4 
E0_00300

E0_00599

#3 
E1_00000

#4 

E1_00599

ノード 1 
0

ノード 2 
100

ノード 3 
300

ノード 4 
600

899

E1_00300

 
 

・ 自ノード設定領域の設定 
 

・ノード 1  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 0 CIO 0 10 
2 0 DM 0 100 

 

・ノード 2  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 10 CIO 10 20 
2 100 DM 1100 200 

 

・ノード 3  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 30 DM 1000 20 
2 300 EM0 0 300 

 

・ノード 4  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 50 DM 1020 20 
2 600 EM1 300 300 
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・ 他ノード設定領域の設定 
 

・ノード 1  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 10 
2 DM 100  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

2 0 20 0 200 
 

・ノード 2  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 0 
2 DM 1000  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

1 0 10 0 100 
 

・ノード 3  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 DM 1020 
2 EM0 300  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

4 0 20 0 300 
 

・ノード 4  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 DM 1000 
2 EM1 0  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

3 0 20 0 300 
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● データリンクテーブル設定例 4 
自ノード設定領域と他ノード設定領域を異なるエリアにマップする場合（ノード 1） 
送信データの一部のみを受け取る場合（オフセット指定を使用する：ノード 2～4） 

 

・ コモンメモリエリアとデータリンクエリアの構成 
 
 
 
 
 
 
・コモンメモリ     ・データリンクエリア（網掛け部は自ノード設定領域） 

 領域 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ノード 1

 
ノード 2

 
ノード 3

#1B 
D00000

#3 
D01000

D01999

 
ノード 4 

#1A 
D00000 

#4 

D01999 

ノード 1 
0 

ノード 2 

1000 

ノード 3 

2000 

ノード 4 
5000 

5999 

D01000 

3000 

4000 

#1C 
D00000

#2 

D01999

D01000

#1A 

 

 

#1B 

 

 

#1C 

D00000 

D01000 

D02000 

D02999 

#2 

#3 

#4 
E0_02000 

E0_02999 

E0_00000 

E0_01000 

 
 

・ 自ノード設定領域の設定 
 

・ノード 1  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 0 CIO（*） 0 0 
2 0 DM 0 3000 

 

・ノード 2  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 0 CIO（*） 0 0 
2 3000 DM 1000 1000 

 

・ノード 3  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 0 CIO（*） 0 0 
2 4000 DM 1000 1000 

 

・ノード 4  
領域 コモンメモリ割付先頭アドレス エリア種別 先頭チャネル サイズ 

1 0 CIO（*） 0 0 
2 5000 DM 1000 1000  

*：データの書込み（送信）が必要ないときは、未設定のままとします。 
 

・ 他ノード設定領域の設定 
 

・ノード 1  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 0 
2 EM0 0  

領域 1 領域 2 ノード
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

2 0 0 0 1000 
3 0 0 0 1000 
4 0 0 0 1000 
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・ノード 2  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 0 
2 DM 0  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

1 0 0 2000 1000 
 

・ノード 3  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 0 
2 DM 0  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

1 0 0 1000 1000 
 

・ノード 4  
領域 エリア種別 先頭チャネル

1 CIO 0 
2 DM 0  

領域 1 領域 2 ノード 
番号 オフセット サイズ オフセット サイズ 

1 0 0 0 1000 

 

■ データリンクの高度な設定 
本ユニットは、接続する機器に合わせて、データリンクデータのデータ並び（ワード
データの上位バイト/下位バイトの並び）を変更することができます。これによりラダ
ープログラムやユーザアプリケーションによるデータの入替処理は不要になります。  

設定項目 設定内容 動作 
自ノード設定領
域の設定 

順方向 
（デフォルト） 

既存の FL-netユニット（形 CS1W-FLN02/12）と同じデー
タ並びで送信します。 

 逆方向 自ノード設定領域のデータを上位バイトと下位バイトを
入れ替えて送信します。 
CS/CJシリーズ CPUユニットのデータリンクエリアの上
位バイト/下位バイトデータを入れ替えてコモンメモリに
反映します。 

他ノード設定領
域の設定 

順方向 
（デフォルト） 

既存の FL-netユニット（形 CS1W-FLN02/12）と同じデー
タ並びで受信します。 

 逆方向 他ノード設定領域のデータを上位バイトと下位バイトを
入れ替えて送信します。 
コモンメモリの上位バイト/下位バイトデータを入れ替え
て、CS/CJシリーズ CPUユニットのデータリンクエリア
に反映します。 
他ノード設定領域については、ノード毎にデータ並びを設
定することができます。 
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お願い 
 

・デフォルトの状態では、自ノード設定領域、他ノード設定領域ともに順方向指定で
す。これは既存の FL-netユニット（形 CS1W-FLN02/12）と同じデータ並びです。
通常はデフォルト設定のまま使用してください。 
データ並びを変更する場合は、送信側ノードと受信側ノードのデータ並びを十分に
考慮して設定を変更してください。 

・データリンクデータ並びの設定は、FL-net設定ツール CX-FLnet、または FL-net設
定ツール Ver.1.60以降で設定することができます。 
・データリンクデータ並び設定は、形 CS1W-FLN22、形 CJ1W-FLN22でのみ有効で
す。既存の FL-netユニット（形 CS1W-FLN02/12）に対する設定は無効です。（常
に順方向指定として動作します。） 

 

● 自ノード設定領域の設定 

 

・逆方向指定 

・順方向指定 
CPU ユニット 

データリンクメモリ 

ABCD 

１２３４ 

・ 

・ 

FL-net 

コモンメモリ 

ABCD 

１２３４ 

・ 

・ 

CPU ユニット 

データリンクメモリ 

ABCD 

１２３４ 

・ 

・ 

FL-net 

コモンメモリ 

CDAB 

３４12 

・ 

・ 

既存の FL-netユニット（形 CS1W-FLN02/12）
と同じデータ並びです。 

上位バイトと下位バイトを入れ替えてコモンメ

モリに反映（送信）します。 

D15 D0 MSB LSB 

D15 D0 MSB LSB 

 

● 他ノード設定領域の設定 

 

・逆方向指定 

・順方向指定 
CPU ユニット 

データリンクメモリ 

ABCD 

１２３４ 

・ 

・ 

FL-net 

コモンメモリ 

ABCD 

１２３４ 

・ 

・ 

CPU ユニット 

データリンクメモリ 

CDAB 

３４１２ 

・ 

・ 

FL-net 

コモンメモリ 

ABCD 

１２３４ 

・ 

・ 

既存の FL-netユニット（形 CS1W-FLN02/12）
と同じデータ並びです。 

上位バイトと下位バイトを入れ替えてPLCのメ
モリに反映（受信）します。 

MSB LSB D15 D0 

MSB LSB D15 D0 
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● FL-net設定ツール CX-FLnetによる設定方法 
以下の構成を例に設定方法を示します。 
ノード 1において、ノード 2から受信したデータリンクデータのデータ並びを入れ替
える設定を行ないます。 
ノード 1の他ノード設定領域の設定で、データの入替え（逆方向）を指定します。 
この場合、ノード 3におけるノード 2からの受信データは従来と同じ（順方向）リフ
レッシュになります。 

ノード 1 ノード 2 ノード 3

#1 

#2 

#3 

#1 

#2 

#3 

#1 

#2 

#3 

送信データ

“ABCD”

受信データ 

“CDAB” 

 
 

1 FL-net設定ツール CX-FLnetでデータリンクテーブルを作成します。 

 
 

2 「OK」ボタンを押してメインメニューに戻ります。メインメニューから［オプシ
ョン］ | ［拡張設定］を選択します。 
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3 「システム設定」ボタンを押して、データリンクテーブルの編集画面を開くと、「拡
張設定」タブが新たに増えます。 

 
 

4 「他ノード設定」のノード番号 2の「受信データ並び」を「逆方向」に設定します。 

 
 

5 「送信」ボタンを押して、FL-netユニット（CS/CJシリーズ CPUユニット）に転
送します。設定を有効にするには、FL-netユニットをリスタート、または CS/CJ
シリーズ CPUユニットの電源を再投入してください。 



 

第6章 
メッセージ伝送機能 
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6-1 メッセージ伝送機能とは 
 
メッセージ伝送とは、ノード間に発生する非同期的なデータ交換をサポートする機能
です。 
メッセージ伝送の基本機能は、以下のとおりとなります。 
 
①ノードがトークンを受けたとき、サイクリック・データを送信する前に最大 1フレ
ームだけ送信できます。 
②1回の送信で送信できるデータ量は、最大 1024バイトです。 
③サイクリック伝送のリフレッシュサイクル許容時間を超えないためのアルゴリズム
を持ちます。 
④指定された相手ノードだけに送信する 1：1伝送と､すべてのノードに送信する 1: N
伝送（一斉同報）の機能を持ちます。 
⑤1:1メッセージ伝送において、相手先がデータを正しく受信したか確認する送達確認
の機能を持ちます。 
1:Nメッセージ伝送（一斉同報）においては、送信先ノードからの応答はありませ
ん。 

 

要求 

応答

受信 受信 受信

要求 

1:1メッセージ転送 

1:Nメッセージ転送 
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● サポートメッセージ一覧 
1:1送信 1:N送信 

 メッセージ クライアン
ト機能 

サーバ機
能 

クライアン
ト機能 

サーバ機能

 バイトブロック読み出し × × × × 

 バイトブロック書き込み × × × × 

 ワードブロック読み出し ○（注 1） ○ × × 

 ワードブロック書き込み ○（注 1） ○ × × 

 ネットワークパラメータ読み出し × ○ × × 

 ネットワークパラメータ書き込み × × × × 

 運転・停止指令 × × × × 

 プロファイル読み出し × ○ × × 

 通信ログデータの読み出し × ○ × × 

 通信ログデータのクリア × ○ × ○ 

 メッセージ折り返し △ ○ × × 

 透過型メッセージ ○（注 1） ○（注 1） ○（注 1） ○（注 1）

 ベンダ固有メッセージ（FINSメッセージ） ○（注 1） ○ ○（注 1） ○  
○：実装している。 
×：実装していない。 
△：「ノード間テスト」機能として実装していますので、データ内容を任意に変更することはで
きません（「9-3 ノード間テスト」を参照してください）。 

 
（注 1）FL-netユニットのラダープログラムから発行できるメッセージと使用方法の 

 一覧を示します。  
メッセージ 使用方法 

参照 
ページ

同一ネットワークの他ノードへ発行する 

RECV命令 ＊1 P.7-6 

ワードブロックデータリード（ノード番号指定なし）【FINS：2903】＊2 P.7-33 

 
 

ワードブロックデータリード（ノード番号指定あり）【FINS：2923】＊2 P.7-38 

他ネットワーク FL-netの他ノードへ発行する 

ワードブロッ
ク読み出し 

 ワードブロックデータリード（ノード番号指定あり）【FINS：2923】＊2 P.7-38 

同一ネットワークの他ノードへ発行する  

SEND命令 ＊1 P.7-5 

ワードブロックデータライト（ノード番号指定なし）【FINS：2904】＊2 P.7-37 

 
 

ワードブロックデータライト（ノード番号指定あり）【FINS：2924】＊2 P.7-43 

他ネットワーク FL-netの他ノードへ発行する 

ワードブロッ
ク書き込み 

 ワードブロックデータライト（ノード番号指定あり）【FINS：2924】＊2 P.7-43 

任意フレーム送信【FINS：2901】＊2 P.7-24 透過型メッセ
ージ 

受信フレームの読出【FINS：2902】＊2 P.7-29 

ベンダ固有メ
ッセージ 
（FINSメッセ
ージ） 

SEND/RECV/CMND命令（FINS通信サービス機能） ＊1 第 7章

 
＊1：オムロン製 PLC間専用のメッセージ通信。 
＊2：オムロン製 PLC間、もしくはオムロン製 PLC－他社製ノードとのメッセージ通信。 
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■ サポートメッセージ詳細 

● ワードブロック読み出し 
相手ノードが持つ仮想アドレス空間（32ビットアドレス空間）に対して、ワード単位
（1アドレス 16ビット単位）で読み出すメッセージ機能です。 
内部のアドレスマップは、ご使用の FL-netユニットにより異なりますのでご注意くだ
さい。 
本ユニットの仮想アドレス空間は、「7-4 CS/CJシリーズのメモリエリアと仮想アドレ
ス空間の関係」を参照してください。 
 

要求メッセージ  
  

応答メッセージ 

 
 
 
 
 

0    
   

AAAA   
   

0xffffffff    
  AAAA 
   
   
   
   

仮想アドレス空間
（コモンメモリ） 

 物理メモリ 
（PLC内のエリア） 

＊：” 0xffffffff ”は、16進数（FFFFFFFF Hex）を表します。 
 

16ビット 
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● ワードブロック書き込み 
相手ノードが持つ仮想アドレス空間（32ビットアドレス空間）に対して、ワード単位
（1アドレス 16ビット単位）で書き込む機能です。 
内部のアドレスマップは、ご使用の FL-netユニットにより異なりますのでご注意くだ
さい。 
 

        要求メッセージ 
 

     応答メッセージ 
 
 
 
 
 

  0

AAAA 

0xffffffff
 AAAA 

仮想アドレス空間      物理メモリ 

（コモンメモリ）    （PLC 内のエリア）  
＊：” 0xffffffff ”は、16進数（FFFFFFFF Hex）を表します。 
 
 

16 ビット 
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● ネットワークパラメータ読み出し 
相手ノードのネットワークパラメータ情報を読み出す機能です。 
以下の情報を読み出します。 
 
ネットワークパラメータ情報 
・ノード名（設備名） 
・ベンダ名 
・メーカ型式 
・領域 1の先頭アドレス 
・領域 1のサイズ 
・領域 2の先頭アドレス 
・領域 2のサイズ 
・トークン監視タイムアウト時間 
・最小許容フレーム間隔 
・FL-netの状態 
・プロトコル・バージョン 
・リンクの状態 
・リフレッシュサイクル許容時間 RCT設定値 
・リフレッシュサイクル測定値（現在値） 
・リフレッシュサイクル測定値（最大値） 
・リフレッシュサイクル測定値（最小値） 

 
要求メッセージ 

 
応答メッセージ 

・ノード名（設備名） 
・ベンダ名 
・メーカ型式 
・領域 1の先頭アドレス 
・領域 1のサイズ 
・領域 2の先頭アドレス 
・領域 2のサイズ 
・トークン監視タイムアウト時間 
・最小許容フレーム間隔 
・FL-netの状態 
・プロトコル・バージョン 
・リンクの状態 
・リフレッシュサイクル許容時間 RCT設定値 
・リフレッシュサイクル測定値（現在値） 
・リフレッシュサイクル測定値（最大値） 
・リフレッシュサイクル測定値（最小値） 

ネットワークパラメータ情報 
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● プロファイル読み出し 
相手ノードの情報であるデバイスプロファイルのシステムパラメータを読み出す機能
です。システムパラメータには、以下のパラメータ情報があります。 
・共通パラメータ（必須） 
・デバイス固有パラメータ（任意） 
 

要求メッセージ 
 

応答メッセージ 
 
 
 
 

 
共通パラメータ 

 
 

デバイス固有パラメータ 
 

システムパラメータ  
＊：システムパラメータのデバイス・プロファイル詳細は、「第 9章 通信テスト機能」を参照
してください。 

 

● 通信ログデータの読み出し 
相手ノードのログ情報を読み出す機能です。 
 

要求メッセージ 
 

応答メッセージ 
 
 
 
 
 

 
通信ログデータ 
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● 通信ログデータのクリア 
相手ノードのログ情報をクリアする機能です。 
 

要求メッセージ 
 

応答メッセージ 
 
 
 
 
 
 

 
通信ログデータ 

 

 

● メッセージ折り返し 
受信したメッセージを折り返す機能です。 
折り返しは、FL-netユニット内で自動的に行います。 
 

要求メッセージ 
 

応答メッセージ 
 
 
 
 
 
 

参 考 
 

本ユニットではノード間テストを使用しております。（「9-3 ノード間テスト」を参照
してください。） 

 
 

クリア 
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● 透過型メッセージ伝送 
FL-net上位層に透過型のサービスを提供する機能です。 
本サービスは、受信メッセージを FL-net上位層へ通知します。 
通知を受けた FL-net上位層は、ユーザインタフェースレベルへそのまま通知します。 
ユーザインタフェースレベルへ通知された場合、対応する応答を作成し応答を返す必
要があります。 
 
要求メッセージ 

 
応答メッセージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

参 考 
 

本ユニットにて透過型メッ

い（「P.7-24 任意フレーム

 
 

● ベンダ固有メッセージ（
FL-netでは、ベンダ固有
ムロン製の FL-netユニッ
利用して実装しています
FINSメッセージサービス
ください。 
 
   FINSコマンド・メッセー

 
FINSレスポンス・メッセー

 
 
 
 
 

）

ユーザーインター

フェース（CMND

命令） 

応答メッセージ作

成（ラダープログラ

ム） 
FL-net 上位層 

（FL-net 

ユニット内メモリ
6-9 

機
能 

セージ機能を用いる場合は、CMND命令を使用してくださ
送信」「P.7-29 受信フレームの読出」を参照してください）。

FINSメッセージ） 
で独自のメッセージサービスを実装することができます。オ
トでは、FINSメッセージサービスをベンダ固有メッセージを
。 
の詳細は、「第 7章 FINS通信サービス機能」を参照して

ジ 

ジ 
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第7章 
FINS通信サービス機能 
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7-1 FINS通信サービスの概要 
 
FINS通信サービス機能によって､サーバ側 PLCでユーザプログラムを作成しなくても、
クライアント側からサーバ側 PLCのメモリ読み出し/書き込みなどの制御を行うこと
ができます。 
FL-netユニットでは、FL-netのメッセージ伝送機能を使用して FINS通信サービスを行
います（P.6-9参照）。 
 

■ FL-net（Ver.2.00）ネットワークでの通信 
FL-net（Ver.2.00）上での FINS通信サービスのデータは、FL-net（Ver.2.00）のメッセー
ジとして送受信されます。 

 
Ethernetヘッダ 
 

 

IPヘッダ 
 

 

UDPヘッダ 
 

 
  FL-net（Ver.2.00）メッセージ 

FL-net（Ver.2.00）ヘッダ  
FINSフレーム 
 

 

FCS  

 
 

FL-netユニット 

オムロン製 PLC 

FL-net(Ver.2.00)メッセージ（FINSコマンド） 

FL-net(Ver.2.00)メッセージ（FINSレスポンス） 

FL-netユニット 

オムロン製 PLC 

Ethernet 

 
 

参 考 
 

FINS通信サービス機能は、相手ノードへのメッセージ到達を保証していません。ノイ
ズ等により、通信途中でメッセージが消失することがあります。FINS通信サービス機
能を使用する場合、通常はこのような状況を回避するために、命令を発行するノード

側で再送処理を行います。SEND/RECV/CMND命令では、再送回数を指定することで、
自動的に再送処理を行いますので、必ず 0以外の再送回数を指定してください。 
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■ FINS通信サービス機能とは 
FINS通信サービス機能とは、オムロン製 FA用ネットワーク上のノード間で、必要に
応じて、データ送受信や、モード変更などの制御を行う機能です。次のような特長が
あります。 
・ユーザプログラム上で通信命令を実行し、送受信を行います。 
・通信手順や、ネットワークの種別を意識することなく、エリアの読み書きや、モー
ドの変更、ユニットなどの詳細な情報の読み出しなどを行えます。 

・FINSコマンドをサポートしているユニット・ボードは、自動的にレスポンスを返信
するので、受信側ではプログラムは不要です。 

・FINS通信サービス機能は、おもにオムロン製の PLC用 CPU高機能ユニットや、CPU
ユニット、FAコンピュータ用サポートボードの間で使用されます。ただし、ヘッダ
などを正しく設定すれば、通常の Ethernet通信機器などからも、FINS通信サービス
機能を使用することもできます。 

 
PLC側からは FINS通信サービス機能は、次の 2種類の命令で使用できます。 
・SEND/RECV命令 
データ送受信（エリアの読み書き）専用の命令 
・CMND命令 

FINSコマンド発行用の命令 
サポートされている FINSコマンドは、ユニット・ボードの種類によって異なります。
FL-netユニット宛の FINSコマンドについては「7-5 コマンド／レスポンスリファレ
ンス」を、CS/CJシリーズ CPUユニット宛の FINSコマンドについては「CS/CJシ
リーズ 通信コマンドリファレンスマニュアル」（SBCA-304□）を参照してくださ
い。 

 
通信元・通信先の機器ごとの、FINS通信サービス機能の使われ方を、以下に示します。  

自ノード→相手ノード SEND/RECV命令 CMND命令（FINSコマンド） 
PLC→PLC 

PLC

SEND

PLC

ユーザプログラム�

CPUユニット� CPUユニット�

・PLCが SEND/RECV命令を実行した場合、レ
スポンスを受け取るためのプログラムは不要
です。 

・PLCが SEND/RECV命令を受信した場合、命
令を処理するプログラムは不要です。 

PLC

CMND

PLC

ユーザプログラム�

CPUユニット�
FL-netユニット�

CPUユニット宛の場合�

CPUユニット�

 
・PLCが CMND命令を実行した場合、レスポンス
を受け取るためのプログラムは不要です。 
・PLCが CMND命令を受信した場合、命令を処理
するプログラムは不要です。 
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7-2 PLCからのコマンド発行 
 
PLC本体から FINSコマンドを発行するときは、プログラム中で SEND、RECV、CMND
の 3つの命令のいずれかを使用します。 

SEND命令 ：自ノードの I/Oメモリのデータを、他ノードに書き込みます。 
RECV命令 ：他ノードの I/Oメモリのデータを、自ノードに読み出します。 
CMND命令 ：FINSコマンドを発行し、他ノードとの I/Oメモリデータの送受信や、

他ノードの情報の読み出し、制御などを行います。 
 

■ 通信仕様 
SEND、RECV、CMND命令による PLCからの通信は、以下の仕様で行われます。  

項目 仕様 
送信方向 1：1…SEND/RECV/CMND命令 

1：N…SEND/CMND命令（一斉同報送信時） 
同一階層の FL-net（Ver.2.00）ノード宛 

SEND命令 ・最大 512CH（1024バイト）  
RECV命令 ・最大 512CH（1024バイト） 

 

CMND命令 ・最大 1014バイト（FINSコマンドコード以降） 
                    ＊一斉同報送信時を含む 

他階層（２～３階層先）のノード宛 
SEND命令 ・最大 503CH（1006バイト）  
RECV命令 ・最大 505CH（1010バイト） 

データ長 

 

CMND命令
 

・最大 1014バイト（FINSコマンドコード以降） 
                    ＊一斉同報を含む 

データの内容 各命令を実行した場合、以下のデータが送受信されます。 
SEND命令 ：データ送信要求のコマンドを送信し、レスポンスデータを受信し
      ます。 
RECV命令 ：データ受信要求のコマンドを送信し、レスポンスデータを受信し
      ます。 
CMND命令 ：任意のコマンドを送信し、レスポンスを受信します。 

通信ポート No. ポート 0～7を指定します。 
PLC本体には、通信ポートが 8個あります。FL-netユニットに対する通信命令
の実行は 1つの通信ポートを使用してください。 

レスポンス監視時間 デフォルトは 2秒です（0設定時）。0.1～6553.5秒の範囲で、0.1秒単位で設
定できます。 

再送回数 0～15回を設定できます。 

 

参 考 
 

SYSMAC LINKユニット、SYSMAC BUS/2ユニットと通信を行う場合は、データ長が
最大 512バイトに制限されます。 

 

お願い 
 

・一斉同報送信時は、レスポンス不要で発行してください。 
・SEND/RECV命令は一斉同報は行えません。 
・FL-net ユニットでは、複数の通信ポートを使用して同時に複数の通信命令
（SEND/RECV/CMND命令）を実行するとエラー終了（エラーコード 0x2605：サー
ビス実行中）することがあります。FL-net に対する通信命令の実行は、1 つの通信
ポートを使用して 1コマンドずつ行ってください。 
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■ PLCの送受信データエリア 
SEND/RECV命令を使用して送受信できる I/Oメモリのデータエリアは、次のようにな
っています。  

送受信データエリア エリア範囲 
入出力リレー 0000～6143 
内部補助リレーWR W000～W511 
保持リレー H000～H511 
特殊補助リレー A000～A959 *1 
タイマ TIM0000～4095 
カウンタ CNT0000～4095 
データメモリ D00000～D32767 
EM E00000～E32767 *2  

*1：特殊補助リレーA000～A447への書き込みは行われません。 
*2：EMは、最大 13バンクまで使用できます。EMの有無、バンク数については、ご使用の PLC

本体機種のユーザーズマニュアルを参照してください。 
 

■ SEND/RECV/CMND命令の使用方法 
SEND/RECV/CMND命令を PLCのプログラム中で使用するときは、次のように設定し
ます。 

● SEND命令 
自ノードの Dから nチャネル分のデータを、アドレス Nのノードの D以降に送信しま
す。  

送信�
チャネル数�
 n

S→�
15 0

n
D→�
15 0

自ノード� 相手（送信先）ノードアドレスN

…
�

…
�

相手（送信先）�
ノードアドレスN�
　00～FEHex：0～254

（@）SEND(90)

S �
D �
C

S：自ノード送信開始チャネル�

D：相手ノード受信開始チャネル�

C：コントロールデータ（下記）先頭チャネル�

C+1 0 0

FL-net（Ver.2.00）以外のネットワークでは、ノード
アドレスの範囲が異なります。�

C

送信チャネル数n�
　0001～03DE Hex：1～512チャネル�

15 11 8 7 0

相手（送信先）ネットワークアドレス�
　00Hex�
　01～7F Hex

：自ネットワーク�
：1～127

C+2

15 11 8 7 0

相手（送信先）号機アドレス�
　00Hex�
　10～1F Hex�
　E1 Hex�
　FE Hex

：CPUユニット�
：ユニット番号 0～15�
：INNERボード�
：ネットワークに接続�
されているユニット�

15 0

C+3 0 0

再送回数　0～F Hex：0～15回�
通信ポートNo.：0～7、F

レスポンス要／不要�
　0：要 �
　1：不要　　�

C+4

15 10 8 7 3 0

レスポンス監視時間�
　0000Hex�
　0001～FFFF Hex�
�

：2秒�
：0.1～6553.5秒（0.1秒単位）�
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お願い 
 

メッセージサービス機能は、相手ノードへのメッセージ到達は保証していません。ノ

イズ等により、通信途中でメッセージが消失することがあります。メッセージサービ

ス機能を使用する場合、通常はこのような状況を回避するために、命令を発行するノ

ード側で再送処理を行います。SEND/RECV/CMND 命令では、再送回数を指定するこ
とで、自動的に再送処理を行いますので、必ず 0以外の再送回数を指定してください。
 

● RECV命令 
ノードアドレスMの Sから mチャネル分のデータを、自ノードの D以降に受信しま
す。  

D→�

m

15 0

自ノード�

送信�
チャネル�
数m

15 0

相手（送信元）ノードアドレスM

S→�

…
�

…
�

相手（送信元）�
ノードアドレスM�
　00～EEHex：0～254�
�

S：相手ノード送信開始チャネル�

D：自ノード受信開始チャネル�

C：自ノードコントロールデータ（下記）�
　   先頭チャネル�

C+1 0 0

FL-net（Ver.2.00）以外のネットワークでは、
ノードアドレスの範囲が異なります。�

C+3 0 0

再送回数　0～F Hex：0～15回�
通信ポートNo.：0～7、F

レスポンス要／不要�
　0：要 �
　1：不要　　�

C+4

C

受信チャネル数m�
　0001～03DE：1～512チャネル�

15 11 8 7 0

相手（送信元）ネットワークアドレス�
　00Hex�
　01～7F Hex

：自ネットワーク�
：1～127

C+2

15 11 8 7 0

相手（送信元）号機アドレス�
　00Hex�
　10～1F Hex�
　E1 Hex�
　FE Hex

：CPUユニット�
：ユニット番号 0～15�
：INNERボード�
：ネットワークに接続�
されているユニット�

15 10 8 7 3 0

レスポンス監視時間�
　0000Hex�
　0001～FFFF Hex�
�

：2秒�
：0.1～6553.5秒（0.1秒単位）�

15 0

（@）RECV(98)

S �
D �
C

 
 

お願い 
 

メッセージサービス機能は、相手ノードへのメッセージ到達は保証していません。ノ

イズ等により、通信途中でメッセージが消失することがあります。メッセージサービ

ス機能を使用する場合、通常はこのような状況を回避するために、命令を発行するノ

ード側で再送処理を行います。SEND/RECV/CMND 命令では、再送回数を指定するこ
とで、自動的に再送処理を行いますので、必ず 0以外の再送回数を指定してください。
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● CMND命令 
自ノードの Sから nバイトのコマンドデータを、アドレス Nのノードへ発行します。 
mバイトのレスポンスデータを自ノードの D以降へ格納します。  

コマンド�
データ�
 nバイト�

レスポンス�
データ�
 mバイト�

S
15 0

自ノード� 相手（送信先）ノードアドレスN

（S-1）�
+－�
n�
2

D

（D-1）�
+－�
m�
2

コマンド�

レスポンス�

解釈�

実行�

…
�

…
�

…
�

(@)CMND(490)
S �
D �
C

S：コマンド格納先頭チャネル�

D：レスポンス格納先頭チャネル�

C：コントロールデータ（下記）�
　   先頭チャネル�

相手（送信先）�
ノードアドレスN�
　00～FEHex：0～254

C+1

C

コマンドデータバイト数n�
　0000～07C6 Hex：0～1014バイト�

15 0

レスポンスデータバイト数m�
　0000～07C6 Hex：0～1014バイト�

15 0

C+3

15 8 7 0

相手（送信先）号機アドレス�
　00Hex�
　10～1F Hex�
　E1 Hex�
　FE Hex

C+2 0 0

15 11 8 7 0

相手（送信先）ネットワークアドレス�
　00Hex�
　01～7F Hex

：自ネットワーク�
：1～127

：CPUユニット�
：ユニット番号 0～15�
：INNERボード�
：ネットワークに接続
されているユニット�

C+4 0 0

再送回数　0～F Hex：0～15回�
通信ポートNo.：0～7、F

レスポンス要／不要�
　0：要 �
　1：不要　　�

C+5

15 10 8 7 3 0

15 10 8 7 3 0

レスポンス監視時間�
　0000Hex�
　0001～FFFF Hex

：2秒�
：0.1～6553.5秒（0.1秒単位）�

・相手ノードアドレスをFF（Hex）とすることにより、�
ネットワーク上の全ノードに同一データを送信できま
す。（「一斉同報データを送信」）�
・FL-net（Ver.2.00）以外のネットワークでは、�
ノードアドレスの範囲が異なります。�  

 

お願い 
 

メッセージサービス機能は、相手ノードへのメッセージ到達は保証していません。ノ

イズ等により、通信途中でメッセージが消失することがあります。メッセージサービ

ス機能を使用する場合、通常はこのような状況を回避するために、命令を発行するノ

ード側で再送処理を行います。SEND/RECV/CMND 命令では、再送回数を指定するこ
とで、自動的に再送処理を行いますので、必ず 0以外の再送回数を指定してください。
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・ PLC本体（CS/CJシリーズ CPUユニット）宛コマンド 
CS/CJシリーズ CPUユニットで処理できる、FINSコマンドの一覧を以下に示します。
詳細は、「CS/CJシリーズ 通信コマンドリファレンスマニュアル」（SBCA-304□）
を参照してください。 
また、FL-netユニットで処理できる FINSコマンドについては、「7-5 コマンド／レス
ポンスリファレンス」を参照してください。  

コマンド種類 コマンドコード
読み出し 0101 
書き込み 0102 
一括書き込み 0103 
複合読み出し 0104 

変数エリア（リレー、DM、EM、タ
イマ/カウンタ、強制 ON/OFF）に対
する 

転送 0105 
読み出し 0201 
書き込み 0202 

パラメータ（システム設定、登録 I/O
テーブル、ルーチングテーブルな
ど）に対する 一括クリア 0203 

読み出し 0306 
書き込み 0307 

プログラムエリア（ユーザメモリエ
リア）に対する 

クリア 0308 
実行開始（運転/モニタモード） 0401 PLC本体モード 
実行停止（プログラムモード） 0402 
コントローラ情報読み出し 0501 PLC機種情報 
接続情報読み出し 0502 
コントローラステータス読み出し 0601 PLCステータス情報 
サイクルタイム読み出し 0620 
時計情報読み出し 0701 PLC本体内蔵時計 
時計情報書き込み 0702 
メッセージ読み出し 
メッセージ解除 

メッセージ 

FAL/FALSメッセージ読み出し 
0920 

獲得 0C01 
強制獲得 0C02 

アクセス権 

解放 0C03 
異常解除 2101 
異常履歴の読み出し 2102 

異常情報 

異常履歴のクリア 2103 
ファイル名読み出し 2201 
1ファイル読み出し 2202 
1ファイル書き込み 2203 
フォーマット 2204 
1ファイル削除 2205 
1ファイルコピー 2207 
ファイル名変更 2208 
I/Oメモリとの間でデータ転送/照合 220A 
パラメータエリアとの間でデータ転送/照合 220B 
プログラムエリアとの間でデータ転送/照合 220C 

ファイルメモリ 

サブディレクトリの作成/削除 2215 
実行 2301 強制セット/リセット 
全点解除 2302 
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■ プログラムの記述方法 
SEND/RECV/CMND命令は、一般に次のように「ネットワーク通信命令実行可フラグ」、
「ネットワーク通信実行エラーフラグ」を入力条件としてプログラムを組みます。 
CS/CJシリーズ CPUユニットには、通信ポート（CPUユニットの通信ポート）が 8ポ
ートあります。しかし、1つのポートでは、1度に 1命令しか実行できないため、ポー
トを重複使用しないように、プログラムを作成する必要があります。以下にプログラ
ム例を示します。 
 

参 考 
 

CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D（CPU単独システム用）で LOT No.020601（2002年 6月
1日製造）以降の CPUユニットをご使用の場合は空いている通信ポートを自動的に検
出して使用することができます。詳細は各 CPUユニットのコマンドリファレンスマニ
ュアル「ネットワーク通信用命令」の「通信ポートの自動割付機能」を参照してくだ

さい。  

実行条件�
ネットワーク通信�
命令実行可フラグ�

KEEP A�
保持命令�

通信命令起動から完了まで、AがON
リセットB

A
@MOVや@XFER
でオペラン
ド、コント
ロールデー
タ作成�

通信命令�
@SEND�
@RECV�
@CMND

オペランド、コントロールデータを�
あるエリアに作成�

通信命令を実行�

A 立ち上がり微分�
�DIFU B リセット入力作成�

（通信命令実行終了後、リセットBをON）�
ネットワーク通信�
実行エラーフラグ�

実行条件� A KEEP C�
保持命令�

リセットD

送信異常フラグ表示の場合�
（再送処理をしてもよい）�

上記の通信命令が完了していない間は、�
別の通信命令が起動しないように排他�
制御をする�

同時に実行しないように排他制御�

以下同様�

A

C

ネットワーク通信�
命令実行可フラグ�

相手先加入�
中ビット�

自局加入�
中ビット�

ネットワーク通信�
命令実行可フラグ�
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● 通信フラグ 
SEND/RECV/CMND命令の実行状態は、通信フラグ（ネットワーク通信命令実行可フ
ラグ、ネットワーク通信実行エラーフラグ）に、常に反映されます。CS/CJシリーズ
CPUユニットの通信フラグは、特殊補助リレーに次のように割り当てられています。  

アドレス 
フラグ名称 

チャネル ビット 
内容 

ネットワーク通信命令
実行可フラグ 

A202CH

7  6  5  4  3  2  1  0

7  6  5  4  3  2  1  0

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

 

OFF：実行不可（実行中）
ON：実行可（非実行中） 

ネットワーク通信実行
エラーフラグ 

A219CH

7  6  5  4  3  2  1  0

7  6  5  4  3  2  1  0

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

　�
ポ�
　�
ト�

↑�
ー
�

 

0：正常終了 
1：異常終了 

 

参 考 
 

CS/CJシリーズ PLCでは、PMCR（プロトコルマクロ）命令を実行する場合も、通信
ポート 0～7を使用します。したがって、これらのフラグは、SEND/RECV/CMND/PMCR
の 4 つの命令で共用されます。PMCR 命令実行中に同一の通信ポート No.を使用して
SEND/RECV/CMND命令を実行することはできませんので、ご注意ください。 
 

● 通信命令終了コード 
SEND/RECV/CMND命令実行終了時の状態が、通信命令終了コードとして、下記のチ
ャネルに 1チャネル（2バイト）のデータとして反映されます（命令実行中は 0000に
なっています）。記録された状態は、次の命令実行時まで保持されます。  
チャネル 内容 

A203CH 通信ポート 0の通信命令終了コード 
A204CH 通信ポート 1の通信命令終了コード 
A205CH 通信ポート 2の通信命令終了コード 
A206CH 通信ポート 3の通信命令終了コード 
A207CH 通信ポート 4の通信命令終了コード 
A208CH 通信ポート 5の通信命令終了コード 
A209CH 通信ポート 6の通信命令終了コード 
A210CH 通信ポート 7の通信命令終了コード 

 
通信命令終了コードの意味は、FINSコマンド/レスポンスの終了コードと同じです。
ただし、CMND命令を使用した場合は、FINSコマンドが異常終了しても、通信命令終
了コードに反映されないことがあります。次ページの「CMND命令使用時のネットワ
ーク通信実行エラーフラグと通信命令終了コード」を参照してください。 
通信命令終了コードのビット 08～15が終了コードの 1バイト目に、ビット 00～07が
2バイト目に対応します。詳細は、「終了コードによる異常の推定原因と処置」
（P.10-14）を参照してください。 
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・ CMND命令使用時のネットワーク通信実行エラーフラグと通信命令終了コード 
CMND命令使用時に発生したエラーが、ネットワーク通信実行エラーフラグと、通信
命令終了コードに記録されるのは、次のいずれかの場合だけです。 
 
・レスポンスタイムアウトエラーが発生したとき。 
・送信データバイト数がユニットの最大値を超えているとき（FL-netユニットでは、

FINSコマンドコード以降で、1014バイトを超えているとき）。 
・設定した受信データバイト数よりも、実際のレスポンスのデータバイト数が大きか
ったとき（このときはレスポンスは格納されません）。 

 
上記以外のエラーは、レスポンス格納先頭チャネルより格納されているレスポンス中
の終了コードに記録されます。ネットワーク通信実行エラーフラグと通信命令終了コ
ードには記録されないので、注意してください。 
 

● 通信フラグの変化のタイミング 
・ネットワーク通信命令実行可フラグは、送受信実行中は 0（OFF）、実行終了（正常
でも異常でも）後は 1（ON）になります。 
・ネットワーク通信実行エラーフラグは、次の送受信実行まで、状態を保持します。 
・ネットワーク通信実行エラーフラグは、異常終了であっても、次の通信命令実行で

0（OFF）となります。 
 
例 

ネットワーク通信命令�
実行可フラグ�

通信命令�
（SEND/RECV/CMND）�

ネットワーク通信�
実行エラーフラグ�

通信命令終了コード�

命令１�
実行中�

命令２�
実行中�

命令３�
実行中�

1�
0

1�
0

前の�
終了� 0000 0000 00000000（正常終了）�

0202�
（号機アドレス指定のエラー）�

0000（正常終了）�
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■ プログラム例 
 
 
・ポート 7のネットワーク通信命令実行可フラグがONで、RECV
命令が実行されていないときに、実行条件 000000が ONにな
ると、送信実行プログラムを起動します。 

 
 
・120000は SEND命令起動から完了までの間 ONします。 
 
・コントロールデータ生成 

チャネル 内容 意味 
D00000 00 0A 送信チャネル数＝10CH 
D00001 00 02 送信先ネットワークアドレス＝2 
D00002 04 00 送信先ノードアドレス＝4 

送信先号機アドレス＝0 
D00003 07 05 レスポンス要 

使用通信ポート No.＝7 
再送回数＝5回 

D00004 00 64 レスポンス監視時間＝10秒 
 
 
 
 
・送信データ生成 

0000CHより 10CH分のデータを D00010以降に格納します。 
 
 
 
・自ノードの D00010より 10CH分のデータをネットワークアド
レス 2、ノードアドレス 4、号機アドレス 0（PLC 本体）の
D00020以降に送信します。 

 
 
・リセット入力作成 
 
 
・送信異常表示 
 

（次のページに続く）�

実行条件�
0000�
00

1200�
01

1200�
00

A202�
07
注� 1200�

02 KEEP�
1200�
00

1200�
00

A219�
07

1210�
00

1200�
00

A202�
07

@MOV(21)

@MOV(21)

@MOV(21)

@XFER(70)

@SEND(90)

＃ 000A

D00000

＃ 0002

D00001

＃ 0400

D00002

@MOV(21)

＃ 0705

D00003

@MOV(21)

＃ 0064

D00004

＃ 000A

 0000

D00010

D00010

DIFU(13)

 120001

D00020

D00000

R

S

注�
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・ポート 7のネットワーク通信命令実行可フラグがONで、SEND
命令が実行されていないときに、実行条件 000001が ONにな
ると、受信実行プログラムを起動します。 

 
 
 
・120002は RECV命令起動から完了までの間 ONします。 
 
・コントロールデータ生成 

チャネル 内容 意味 
D00005 00 10 送信チャネル数＝16CH 
D00006 00 03 送信先ネットワークアドレス＝3 
D00007 20 00 送信先ノードアドレス＝32 

送信先号機アドレス＝0 
D00008 07 05 レスポンス要 

使用通信ポート No.＝7 
再送回数＝5回 

D00009 00 00 レスポンス監視時間＝デフォルト
 
 
 
 
・ネットワークアドレス 3、ノードアドレス 32、号機アドレス 0
（PLC本体）の A100CHより 16CH分のデータを、自ノード
の 2000CH以降に受信します。 

 
 
 
・リセット入力作成 
 
・受信異常表示 
 
 
・受信データ処理 
受信処理終了異常がない場合は、受信した 2000CHより 16CH
分のデータを D00040以降に格納します。 

 
 
 

注：ネットワーク通信命令実行可フラグ A202CHのビット 0～7は、PMCR（プロトコルマクロ）
命令の実行中でも、使用ポートに対応するビットが OFFとなります。 

（前のページより）�

実行条件�
0000�
01

1200�
03

1200�
02

A202�
07

1200�
00 KEEP�

1200�
02

1200�
02

A219�
07

1210�
01

1200�
02

A202�
07

@MOV(21)

@MOV(21)

@MOV(21)

@RECV(98)

＃ 0010

D00005

＃ 0003

D00006

＃ 2000

D00007

@MOV(21)

＃ 0705

D00008

@MOV(21)

＃ 0000

D00009

 A100

DIFU(13)

 120003

 2000

D00005

@XFER(70)

＃ 0016

 2000

D00040

R

S

1200�
02

1200�
03

A219�
07

注�

注�



7-3 コマンドコードと終了コード 

7-14 

7 
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
通
信
サ
ー
ビ
ス
機
能 

7-3 コマンドコードと終了コード 
 

■ コマンドコード一覧 
FL-netユニットがサポートする（自動的にレスポンスを返信する）FINSコマンド（FL-net
ユニット宛 FINSコマンド）を以下に示します。 

 
MRC SRC 機能名称 

05 01 コントローラ情報の読出し 
06 01 コントローラステータスの読出し 
08 01 エコーバックテスト 
21 02 異常履歴の読出し 

01 任意フレーム送信 
02 受信フレームの読出し 
03 ワードブロックデータリード（ノード番号指定なし）＊ 
04 ワードブロックデータライト（ノード番号指定なし）＊ 
23 ワードブロックデータリード（ノード番号指定あり） 

29 

24 ワードブロックデータライト（ノード番号指定あり）  
＊ワードブロックデータリード／ライト（ノード番号指定なし）は、形 CS1W-FLN01で作成し
たアプリケーションの互換性を維持するために搭載しています。新規にアプリケーションを作
成する場合は、ワードブロックデータリード／ライト（ノード番号指定あり）を使用してくだ
さい。 

 

■ 終了コード一覧 
終了コードとは、コマンドの実行結果を表す 2バイトのコードです。レスポンスのコ
マンドコードに続いて返信されます。 
終了コードは、初めの 1バイトが実行結果のおおまかな区分を表すMRES（メインレ
スポンスコード）で、次の 1バイトがさらに詳しい結果を表す SRES（サブレスポンス
コード）です。 
実行結果とMRES（メインレスポンスコード）の対応は、次表のようになっています。  

MRC

MRC：メインリクエストコード�
SRC：サブリクエストコード�
MRES：メインレスポンスコード�
SRES：サブレスポンスコード�

SRC MRES SRES

コマンドコード� 終了コード�

 
 
SRES（サブレスポンスコード）までを含めた終了コードの詳細と、各々の場合の処置
については、第 10章の「終了コードによる異常の推定原因と処置」（P.10-14）を参照
してください。 
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● 実行結果とMRES（メインレスポンスコード）  
MRES 実行結果 

00 正常終了 
01 自ノード異常 
02 相手ノード異常 
03 ユニット異常（コントローラ異常） 
04 サービス未サポート 
05 ルーチングエラー 
10 コマンドフォーマットエラー 
11 パラメータエラー 
22 状態エラー 
23 動作環境エラー 
25 ユニット異常 
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7-4 CS/CJシリーズのメモリエリアと仮想アドレス空間の関係 
 
FL-net（Ver.2.00）では、メッセージで読出し／書き込みを行うメモリエリアに、仮想
アドレス空間を割り付けています。 
各社の FL-net（Ver.2.00）ノードは、それぞれのメモリエリアに仮想アドレス空間を、
4バイトの 16進数で仮想アドレス空間の範囲に割り付けているので、このアドレスを
指定すれば、異機種間でメモリエリアの読出し／書き込みが行えます。 
 
オムロン製 PLC（CPUユニット）の仮想アドレス空間の割り付けを、以下に示します。 
他社製 FL-net（Ver.2.00）ノードの仮想アドレス空間割り付けは、それぞれのマニュア
ルを参照してください。 
 

● オムロン製 PLC（CS/CJシリーズ CPUユニット）の仮想アドレス空間 
エリア名称 R/W種別 対応アドレス 

データメモリ D00000～32767 R/W 00020000～00027FFF 
タイマ T000～4095 R/W 00090000～00090FFF 
カウンタ C000～4095 R/W 000A0000～000A0FFF 

バンク 0 E0_00000～32767 R/W 00200000～00207FFF 
バンク 1 E1_00000～32767 R/W 00210000～00217FFF 
バンク 2 E2_00000～32767 R/W 00220000～00227FFF 
バンク 3 E3_00000～32767 R/W 00230000～00237FFF 
バンク 4 E4_00000～32767 R/W 00240000～00247FFF 
バンク 5 E5_00000～32767 R/W 00250000～00257FFF 
バンク 6 E6_00000～32767 R/W 00260000～00267FFF 
バンク 7 E7_00000～32767 R/W 00270000～00277FFF 
バンク 8 E8_00000～32767 R/W 00280000～00287FFF 
バンク 9 E9_00000～32767 R/W 00290000～00297FFF 
バンク A EA_00000～32767 R/W 002A0000～002A7FFF 
バンク B EB_00000～32767 R/W 002B0000～002B7FFF 

拡張データメモリ 

バンク C EC_00000～32767 R/W 002C0000～002C7FFF 
入出力リレー 0000～6143 R/W 00300000～003017FF 
Wリレー W000～511 R/W 00310000～003101FF 
保持リレー HW000～511 R/W 00320000～003201FF 

AW000～447 R 00330000～003303BF 
特殊補助リレー 

A W448～959 RW 003301C0～003303BF 
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7-5 コマンド／レスポンスリファレンス 
 
FL-netユニット宛の FINSコマンドとレスポンスの詳細についてコマンド別に説明し
ます。 
 

■ リファレンスページの読み方 
リファレンスページは、次のように構成されています。 
 

・ コマンド名 
コマンドの名称とコマンドコードです。 

・ 機能 
コマンドの機能の概要を説明しています。 

・ コマンドフォーマット 
コマンドのフォーマットです。１つの枠が１バイトを表します。 

・ レスポンスフォーマット 
レスポンスのフォーマットです。１つの枠が１バイトを表します。 

・ パラメータ詳細 
パラメータの内容、設定範囲などについて説明しています。 

・ ポイント 
このコマンドを使用する際の注意点です。 

・ レスポンスの終了コード 
このコマンドに対するレスポンスの終了コードです。 
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コントローラ情報の読み出し        05 01 
コントローラ情報を読み出します。 
 

● コマンドフォーマット 
  

05 01 
  

コマンド 

コード 

 

● レスポンスフォーマット 
                   

05 01   20 バイト 20 バイト 4 バイト 4バイト   6 バイト 
                   

コマンド 

コード 

終了コード 形式 バージョン IP アドレス サブネット 

マスク 

モード設定 Ethernet 

アドレス 

 

● パラメータ詳細 

［形式・バージョン］（レスポンス） 
それぞれ 20バイト以内の ASCIIコード（20文字以内の ASCII文字）で、FL-netユニ
ットの形式、バージョンが返信されます。20バイトに満たない部分は、スペース
（20Hex）で満たされます。 
（例）形式   ：CS1W-FLN22、CJ1W-FLN22 
   バージョン：V1.00 

［IPアドレス、サブネットマスク］（レスポンス） 
FL-netユニットの IPアドレスとサブネットマスクが、それぞれ４バイトで返信されま
す。 

［モード設定］（レスポンス） 
システム設定領域に設定されたモード設定が返信されます。  

 1バイト目 ２バイト目 

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

     － －       － －   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ）システム種別 
ビット 12～15では、ユニットの種別を表します。  

ビット 
15 14 13 12

意味 

0 0 0 1 FL-netユニット 
その他 パラメータ異常 

 

ⅵ）ブロードキャスト形式 

ⅳ）FAリンク起動方式 

ⅴ）メッセージ手順確認 

ⅲ）FAリンク割付テーブル格納方式
ⅰ）システム種別 ⅱ）IPアドレ

ス設定 

ⅶ）データ送信 順方向/逆方指定

ⅷ）通信速度 
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ⅱ）IPアドレス設定 
IPアドレスの設定方式の設定内容を示します。  
ビット 

7 6 
意味 

0 0 ユニット背面の自 IPアドレス設定スイッチの設定で動作 
1 0 ユニット背面の自 IP アドレス設定スイッチと、ユニット前面のノードアドレス

設定スイッチの設定で動作 
0 1 FL-net 設定ツール CX-FLnet による CPU 高機能ユニットシステム設定エリアの

設定で動作 
1 1 デフォルト（192.168.250.ノードアドレス設定スイッチ設定）で動作 

 
ⅲ）FAリンク割付テーブル格納方式 
データリンク（FAリンク割付）テーブル格納先の設定内容を示します。  
ビット

0 
意味 

0 PLC内蔵方式 
データリンク（FAリンク割付）テーブルを CPUユニットのシステム高機能ユニット設
定エリアへ格納する。 

1 ユニット内蔵方式 
データリンク（FA リンク割付）テーブルを FL-net（Ver.2.00）FL-net ユニット内の
EEP-ROMへ格納する。 

 
ⅳ）FAリンク起動方式 

PLC電源投入時の通信動作（自動加入・手動加入）の設定内容を示します。  
ビット

1 
意味 

0 自動加入方式 
PLCの電源投入だけで通信動作する。 

1 手動加入方式 
PLC の電源投入だけで通信動作しない。本設定では、電源投入後に「FA リンク接続開
始スイッチ（P.4-7 「ユニットコントロール」を参照）」を ON（1）することで動作す
る。 

 
ⅴ）メッセージ手順確認 
メッセージ手順（確認あり・確認なし）の設定内容を示します。  
ビット

4 
意味 

0 確認あり 
オムロン製 FL-netユニット間のみでメッセージを行う場合に選択します。 

1 確認なし 
他社製製 FL-net（Ver.2.00）ノードが接続される場合は、確認なしを選択します。 

 
ⅵ）ブロードキャスト形式 
ブロードキャスト形式の設定内容を示します。  
ビット

5 
意味 

0 ***.***.***.255 
1 255.255.255.255 
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ⅶ）データ送信 順方向/逆方向指定  
ビット

8 
意味 

0 
順方向 
従来の FL-netユニット（形 CS1W-FLN02/12）と同じです。 

1 
逆方向 
データリンクデータ送信時にチャネルデータの上位/下位バイトとを入れ替えます。 

 
ⅷ）通信速度 
通信速度を設定します。  
ビット

9 
意味 

0 
10Mビット/s固定 
10Mビット/sで動作します。 

1 
自動検出 
ハブとの間で通信速度を自動検出します。ハブにより 100Mビット/sで動作します。 

 

［Ethernetアドレス］（レスポンス） 
FL-netユニットの Ethernetアドレスが返信されます。 
＊：このアドレスは、FL-netユニット側面に記載されています。 
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コントローラステータスの読み出し        06 01 
コントローラステータスを読み出します。 

● コマンドフォーマット 
  

06 01 

  

コマンド 

コード 

 

● レスポンスフォーマット 
                 

06 01    10 バイト 10 バイト 10 バイト   
                 

コマンド 

コード 

終了コード  ノード名 ベンダ名 メーカ 

形式 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

● パラメータ詳細 
「付-4 FL-netのネットワーク管理」を参照してください。 

              

         
              

  上位層 

の状態 

領域 1 格

納アドレ

ス 

領域 1 格

納サイズ 

領域２格

納アドレ

ス 

領域２格

納サイズ 

  

ノード番号 自ノードの状態

FAリンクの状態

トークン監視タイムアウト時間 

最小許容フレーム間隔

プロトコルバージョン
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エコーバックテスト          08 01 
FINSのエコーバックテストを行います。 

● コマンドフォーマット 
         

08 01 1～1020 バイト 
         

コマンド 

コード 

テストデータ 

 

● レスポンスフォーマット 
           

08 01   1～1020 バイト 
           

コマンド 

コード 

終了コード テストデータ 

 

● パラメータ詳細 

［テストデータ］（コマンド、レスポンス） 
コマンドでは、指定ノードに送信するデータを指定します。1～1020バイトを指定で
きます。 
レスポンスでは、コマンドで送信されたテストデータがそのまま返信されてきます。 
コマンドで送信したデータと、レスポンスで送信されてきたテストデータが異なると
きは、何らかの異常が考えられます。 
 

● ポイント 
・このコマンドは、「ベンダ固有メッセージ（要求／トランザクションコード：65016）」
を使用し、FINSコマンド（0801）メッセージを、そのまま相手ノードへ送信します。 
・このコマンドの受信先は、オムロン製 FL-netユニットに限ります。 
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異常履歴の読み出し          21 02 
異常履歴を読み出します。 

● コマンドフォーマット 
      

21 02     
      

コマンド 

コード 

読出開始 

レコード No. 

読出 

レコード数

 

● レスポンスフォーマット 
               

21 02         10 バイト  10 バイト 
               

コマンド 

コード 

終了コード レコード 

最大数 

格納数 読出 

レコード数

 異常履歴 

レコード 

 

 

● パラメータ詳細 

［読出開始レコード No.］（コマンド） 
読出しを開始するレコード No.を指定します。レコード No.の先頭（最も古いレコー
ド）を 0000として、0000～003F（10進数 0～63）の範囲で指定します。 
［読出レコード数］（コマンド、レスポンス） 
コマンドでは、読み出すレコードの数を指定します。数値の範囲は 0001～0040（10進
数 1～64）です。レスポンスでは、実際に読み出されたレコード数が返信されます。 

［レコード最大数］（レスポンス） 
異常履歴を格納できる最大数です。異常履歴は、PLC本体、CPU高機能ユニットなど
の種類によって異なるので注意が必要です。FL-netユニットでは 40（10進数 64）レ
コードに固定です。 

［格納数］（レスポンス） 
コマンド実行の時点で格納されている異常履歴レコードの数が 16進数で返信されま
す。 
［異常履歴レコード］（レスポンス） 
「読出開始レコード No.」から順番に、「読出レコード数」分の異常履歴が返信され
てきます。「異常履歴レコード」の総バイト数は、「読出レコード数」×10バイトで
す。 
１レコードの異常履歴データは 10バイトで、次のように構成されています。  
1 バイト目    10 バイト目

          

          
          

異常コード 詳細情報 分 秒 日 時 年 月 
・異常コード、詳細情報 
そのレコードに記載されている異常の内容です。詳細は「異常コード一覧」
（P.10-7）を参照してください。 

・分、秒、日、時、年、月 
そのレコードに記録されている異常が発生した日時です。 

 

● ポイント 
・「読出レコード数」分の異常履歴がない場合は、コマンド実行時点で格納されてい
るすべてのレコードが返信され、正常終了となります。 
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任意フレーム送信          29 01 
透過型メッセージ（トランザクションコード：00000～59999）フレームを送信します。 

● コマンドフォーマット 
          

29 01 64 バイト 0～1024 バイト 
          

コマンド 

コード 

FAメッセージ 
ヘッダ部 

FAメッセージ 
データ部 

 

● レスポンスフォーマット 
    

29 01   
    

コマンド 

コード 

終了コード 

 

● パラメータ詳細 

［FAメッセージヘッダ部］（コマンド） 
送信する透過型メッセージフレームの FAメッセージヘッダ部です。 

［FAメッセージデータ部］（コマンド） 
送信する透過型メッセージフレームの FAメッセージデータ部です。詳細は次ページ
を参照してください。 
 

● ポイント 
受信側のノードが以前に受信した透過型メッセージを「受信フレーム読出（2902）」
コマンドで読み出していない状態で、当該ノードに対して本コマンドを実行するとエ
ラー終了（終了コード 0x0104：受信先受信バッファオーバーフロー）します。
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透過型メッセージの FAメッセージ・ヘッダ部の設定データ 
以下の FAメッセージ・ヘッダ部の網掛け以外にデータを設定してください。 
網掛け部は FL-netユニットが自動的に設定します。  
オフセット 記号 項目 
+0CH H_TYPE（上位） 上位：0x4641固定 
1 H_TYPE（下位） 

ヘッダタイプ 
下位：0x434E固定 

2 TFL（上位） 上位：0x0000固定 
3 TFL（下位） 

ヘッダとデータを合わせ
たバイト長 下位：バイト長 

4 SNA（上位） 
5 SNA（下位） 

送信元ノード番号 

6 DNA（上位） 上位：0x0001固定 
7 DNA（下位） 

送信先ノード番号 
下位：送信先ノード番号 

8 V_SEQ（上位） 
9 V_SEQ（下位） 

通番バージョン番号 

10 SEQ（上位） 
11 SEQ（下位） 

通番 
0xFFFFFFFFの次は、 
0x00000001に戻る 

12 M_CTL（上位） 
13 M_CTL（下位） 

メッセージ・コントロール 

14 ULS 上位層の状態（RUN/STOP/ALARM/WARNIG/NORMAL）
15 M_SZ 仮想アドレス空間に要求するデータのワード長 
16 M_ADD（上位） 
17 M_ADD（下位） 

仮想アドレス空間のオフセットアドレス 

18 MFT M_RLT 最小許容フレーム間隔/応答メッセージの種別 
19 reserved  
20 TCD トランザクションコード 0x0～0xEA5Fの任意のコード 
21 VER プログラムバージョン 
22 C_AD1 コモンメモリ（領域１）先頭アドレス 
23 C_SZ1 コモンメモリ（領域１）サイズ 
24 C_AD2 コモンメモリ（領域２）先頭アドレス 
25 C_SZ2 コモンメモリ（領域２）サイズ 
26 MODE メッセージモード（オンライン／テスト） 
27 PVER PRI プロトコルバージョン／メッセージプライオリティ 

カレントフラグメントブロック番号（CBN） 0x01固定 
28 CBN TBN 

トータルフラグメントブロック数（TBN） 0x01固定 
29 BSIZE カレントブロック長 （バイト）※TFL値と同値 
30 LKS TW リンクの状態／トークン監視時間 
31 RCT リフレッシュサイクル許容時間 
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■ 使用例 
任意フレーム送信コマンドを使用したプログラム例を示します。 
 

● 構成例 
このマークのところで FINS2901 コマンドを実行し、任意のトランザクションコー

ドを発行する。 

 

CPU 

ユニット

FL-net 

ユニット 

ノードアドレス（番号）：1

ユニット番号：0 

CPU 

ユニット 
FL-net 

ユニット 

ノード番号：2 

任意のトランザクションコードフレーム 

CMND命令

による 

オムロン製 PLC オムロン製 PLC／他社製 PLC 

 
 

● 動作 
・任意フレーム送信コマンドを PLC本体（CPUユニット）の D01000以降に設定しま
す。 
・トランザクションコード（100）と、データ 10バイトをノード番号：2に送信しま
す。 
・送信処理結果は D02000以降に格納します。 
 

● コマンド詳細 

［CMND S D C］  
S D01000 +0 ：2901 Hex  

  +1 ：4641 Hex （固定） 
  +2 ：434E Hex （固定） 
  +3 ：0000 Hex （固定） 
  +4 ：004A Hex ＝64+10＝74バイト 
  ：   
  +7 ：0001 Hex  
  +8 ：0002 Hex 送信先ノード番号 2 
  ：   
  +21 ：0064 Hex トランザクションコード 100 
  ：   
  +29 ：0101 Hex （固定） 
  +30 ：004A Hex ＝64+10＝74バイト 
  ：   
  +32 ：データ（10バイト分） 
  ：   
  +36   
     

D D02000  ：レスポンス格納先頭 CH番号 
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C D00000 +0 ：004C Hex コマンドデータバイト数 

 +1 ：0004 Hex レスポンスデータバイト数（コマンド／終了コード） 
 +2 ：0000 Hex 相手（送信先）ネットワークアドレス 0（自ネットワーク）
 +3 ：0０10 Hex 相手（送信先）ノードアドレス 0（自ノードアドレス） 

   
相手（送信先）号機アドレス 10Hex 
※必ず FL-netユニットの号機アドレス＝ユニット番号＋10 

Hexを指定します。 
 +4 ：0000 Hex レスポンス要、通信ポート No.0、再送回数 0 
 +5 ：0000 Hex レスポンス監視時間（デフォルト 2秒） 

 
● レスポンス詳細 

D02000 +0 ：2901 Hex  
 +1 ：0000 Hex レスポンスコード（正常終了） 

 
● プログラム例 

 
 

・ポート 0のネットワーク通信命令実行可フラグが ON 

で、実行条件 000000が ONになると、任意フレーム

送信を 1度だけ実行します。 

 
・D00000以降にコントロールデータを作成します。 

チャネル 内容 意味 
D00000 00 4C コマンドデータ長＝76バイト 
D00001 00 04 レスポンスデータ長＝4バイト

D00002 00 00 送信先ネットワークアドレス＝
0 

D00003 00 10 送信先ノードアドレス＝0 
送信先号機アドレス＝10 Hex 

D00004 00 02 レスポンス要 
使用通信ポート No.＝0 
再送＝2回 

D00005 00 00 レスポンス監視時間＝2秒 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

@MOV
# 004C 

D00000 

実行条件 
0000 
00

 
A202 

00 

@MOV
# 0004 

D00001 

@MOV
# 0000 

D00002 

@MOV
# 0010 

D00003 

@MOV
# 0002 

D00004 

@MOV
# 0000 

D00005 

（次のページに続く） 
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・D01000以降にコマンドデータ（コマンドコード／FA

メッセージヘッダ部）を作成します。FL-netユニット

で自動生成するパラメータは設定不要です。 

チャネル 内容 意味 
D01000 29 01 コマンドコード 
D01001 46 41 H_TYPE上位＝（固定値） 
D01002 43 4E H_TYPE下位＝（固定値） 
D01003 00 00 TFL上位＝（固定値） 
D01004 00 4A TFL下位＝74バイト 
D01007 00 01 DNA上位＝（固定値） 
D01008 00 02 DNA下位＝2 
D01021 00 64 TCD＝100 
D01029 01 01 CBN／TBN＝（固定値） 
D01030 00 4A BSIZE＝74バイト 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 送信データ生成 

0000CHより 10バイト（5CH）分のデータを D01033

以降（FAメッセージデータ部）に格納します。 

 
・CMND命令を使用し、任意フレーム送信コマンドを 

FL-netユニットへ発行します。 

 
 

・実行条件 000000を OFFします。 

 
 

@MOV（21）
# 2901 

D01000 

実行条件 
0000 
00 

 
A202 

00 

@MOV（21）
# 0000 

D01003 

@MOV（21）
# 004A 

D01004 

@MOV（21）
# 0001 

D01007 

@MOV（21）
# 0002 

D01008 

@MOV（21）
# 004A 

D01030 

（前のページより）

@XFER（70）
# 0005 

0000 

実行条件 
0000 
00 

 
A202 

00 

@CMND
（ ）D01000 

D02000 
D00000 

D01033 

@MOV（21）
# 0064 

D01021 

@MOV（21）
# 0101 

D01029 

DIFU（13） 
000000 

@MOV（21）
#4641 

D01001 

@MOV（21）
#434E 

D01002 
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受信フレームの読出          29 02 
受信した透過型メッセージ（トランザクションコード：00000～59999）フレームを読
み出します。 
高機能ユニット（CIO）エリアのユニットステータス（1500+ユニット番号×25+6CH）
の Bit1:「読み出し可能受信メッセージあり」フラグが ON（1）の時に発行してくださ
い。 
0FF（0）の時に発行するとエラー終了（終了コード 0x0001）します。 
 

● コマンドフォーマット 
  

29 02 
  

コマンド 

コード 

 

● レスポンスフォーマット 
            

29 02   64 バイト 0～1024 バイト 
            

コマンド 

コード 

終了コード 
FAメッセージ
ヘッダ部 

FAメッセージ 
データ部 

 

● パラメータ詳細 

［FAメッセージヘッダ部］（レスポンス） 
送信した透過型メッセージに対するレスポンスの FAメッセージヘッダ部です。 

［FAメッセージデータ部］（レスポンス） 
送信した透過型メッセージに対するレスポンスの FAメッセージデータ部です。 
詳細は次ページを参照してください。 
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■ 透過型メッセージの FAメッセージ・ヘッダ部の設定データ 
ユーザプログラムで受信フレームの読み出しとき、以下の FAメッセージ・ヘッダ部
の網掛け以外のデータを確認してください。 
 
①TFL：FAメッセージ・ヘッダ部と FAメッセージデータ部を合わせたバイト数 
②SNA：送信元ノード番号 
③TCD：トランザクションコード 
 
オフセット 記号 項目 
+0CH H_TYPE（上位） 上位：0x4641固定 
1 H_TYPE（下位） 

ヘッダタイプ 
下位：0x434E固定 

2 TFL（上位） 上位：0x0000固定 
3 TFL（下位） 

ヘッダとデータを合わせた
バイト長 下位：バイト長 

4 SNA（上位） 
5 SNA（下位） 

送信元ノード番号 

6 DNA（上位） 上位：0x0001固定 
7 DNA（下位） 

送信先ノード番号 
下位：送信先ノード番号 

8 V_SEQ（上位） 
9 V_SEQ（下位） 

通番バージョン番号 

10 SEQ（上位） 
11 SEQ（下位） 

通番   
0xFFFFFFFFの次は、 
0x00000001に戻る 

12 M_CTL（上位） 
13 M_CTL（下位） 

メッセージ・コントロール 

14 ULS 上位層の状態（RUN/STOP/ALARM/WARNIG/NORMAL） 
15 M_SZ 仮想アドレス空間に要求するデータのワード長 
16 M_ADD（上位） 
17 M_ADD（下位） 

仮想アドレス空間のオフセットアドレス 

18 MFT M_RLT 最小許容フレーム間隔/応答メッセージの種別 
19 reserved  
20 TCD トランザクションコード 0x0～0xEA5Fの任意のコード 
21 VER プログラムバージョン 
22 C_AD1 コモンメモリ（領域 1）先頭アドレス 
23 C_SZ1 コモンメモリ（領域 1）サイズ 
24 C_AD2 コモンメモリ（領域 2）先頭アドレス 
25 C_SZ2 コモンメモリ（領域 2）サイズ 
26 MODE メッセージモード（オンライン／テスト） 
27 PVER PRI プロトコルバージョン／メッセージプライオリティ 

カレントフラグメントブロック番号（CBN） 0x01固定 
28 CBN TBN 

トータルフラグメントブロック数（TBN） 0x01固定 
29 BSIZE カレントブロック長 （バイト）※TFL値と同値 
30 LKS TW リンクの状態／トークン監視時間 
31 RCT リフレッシュサイクル許容時間 
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■ 使用例 

受信フレームの読み出しコマンドを使用したプログラム例を示します。 
 

● 構成例 
このマークのところで FINS2902 コマンドを実行し、受信した任意のトランザクシ

ョンコードを PLCに読み出す。 

 

CPU 

ユニット

FL-net 

ユニット 

ノードアドレス（番号）：1

ユニット番号：0 

CPU 

ユニット 
FL-net 

ユニット 

ノード番号：2 

任意のトランザクションコードフレーム

CMND命令

による 

オムロン製 PLC オムロン製 PLC／他社製 PLC 

 
 

● 動作 
・受信フレームの読み出しコマンドを PLC本体（CPUユニット）の D01000以降に設
定します。 
・ノード番号：2が送信した、トランザクションコード（100）と、データ 10バイト
を読み出します。 
・読み出し結果は D02002以降に格納します（D02000にはコマンドコード、D02001
には終了コードが格納されます）。 

 

● コマンド詳細 

［ CMND S D C ］  
S D01000 +0 ：2902 Hex  

    
D D02000  ：レスポンス格納先頭 CH番号 

    
C D00000 +0 ：0002 Hex コマンドデータバイト数 

 +1 ：004E Hex レスポンスデータバイト数（コマンド／終了コード） 
 +2 ：0000 Hex 相手（送信先）ネットワークアドレス 0（自ネットワーク）
 +3 ：0010 Hex 相手（送信先）ノードアドレス 0（自ノードアドレス） 

   
相手（送信先）号機アドレス 10Hex 
※必ず FL-netユニットの号機アドレス＝ユニット番号＋10 

Hexを指定します。 
 +4 ：0000 Hex レスポンス要、通信ポート No.0、再送回数 0 
 +5 ：0000 Hex レスポンス監視時間（デフォルト 2秒） 
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● レスポンス詳細 
 D02000 +0 ：2902 Hex  

  +1 ：0000 Hex レスポンスコード（正常終了） 

  ：  （不定） 

  +4 ：0001 Hex （固定） 

  +5 ：004A Hex ＝64+10＝74バイト 

  +6 ：0001 Hex  

  +7 ：0002 Hex 送信元ード番号 2 

  ：  （不定） 

  +22 ：0064 Hex トランザクションコード 100 

  ：  （不定） 

  +34 ：データ（10バイト分） 

  ：   
  +38   

 

● プログラム例 

 
 

・読み出し可能受信メッセージあり 150601が ONのと

きポート 0 のネットワーク通信命令実行可フラグが

ON 
で、実行条件 000000が ONになると、任意フレーム

送信を 1度だけ実行します。 

 
・D00000以降にコントロールデータを作成します。 

チャネル 内容 意味 

D00000 0002 コマンドデータ長＝2バイト 

D00001 00 4E レスポンスデータ長＝78バイト

D00002 00 00 送信先ネットワークアドレス＝0

D00003 00 10 送信先ノードアドレス＝0 

送信先号機アドレス＝10 Hex 

D00004 00 02 レスポンス要 

使用通信ポート No.＝0 

再送＝2回 

D00005 00 00 レスポンス監視時間＝2秒 

 
  
 
 
 
     ・D01000以降にコマンドデータ（コマンドコード）を

作 

成します。 

 
・CMND 命令を使用し、受信フレームの読出しコマン

ドを FL-netユニットへ発行します。 

 

 
・受信データの使用 

D02034（FA メッセージデータ部）より 10 バイト

（5CH）分のデータを 0000CH以降に格納します。 

・実行条件 000000を OFFします。 

@MOV
＃0002

D00000

実行条件 
0000 
00 

 
A202

00

@MOV
＃004E
D00001

@MOV
# 0000

D00002

@MOV
# 0010

D00003

@MOV
# 0002

D00004

@MOV
# 0000

D00005

@MOV
# 2902

D01000

@CMND
D01000
D02000
D00000

読み出し可能受信 
メッセージあり 

1506 
01 

DIFU（13）
000000

実行条件 
0000 
00 

 
A202

00

読み出し可能受信 
メッセージあり 

1506 
01 

@XFER
# 0005

D02034
0000



7-5 コマンド／レスポンスリファレンス 

7-33 

7 
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
通
信
サ
ー
ビ
ス
機
能 

ワードブロックデータリード（ノード番号指定なし）     29 03 
ワードブロックデータリード（ノード番号指定なし）要求メッセージを発行します。 
読み出し先のノード番号には、CMNDコマンドのコントロールデータで指定した相手
ノードアドレスが使用されます。 
この FINSコマンドは、FL-netユニットを装着した CPUユニットから実行できます。
他階層の FINSネットワークを経由した場合は、エラーとなります。 
 

参 考 
 

・このコマンドは、形 CS1W-FLN01で作成したアプリケーションとの互換性を 
 維持するために搭載しています。 
・新規にアプリケーションを作成する場合は、ワードブロックデータリード／ライト
（ノード番号指定あり）を使用してください。 

 

● コマンドフォーマット 
        

29 03       
        

コマンド 

コード 

仮想アドレス空間の

先頭アドレス 
サイズ 

（ワード）

 

● レスポンスフォーマット 
         

29 03   0～1024 バイト（512 ワード）
         

コマンド 

コード 

終了コード 
読み出しデータ 

 

● パラメータ詳細 

［仮想アドレス空間の先頭アドレス］（コマンド） 
読み出し指定先頭アドレスを 16進で指定してください。 
複数のエリアをまたがった指定はできません。 
読み出し先ノードがオムロン製の FL-netユニットの場合、「7-4 CS/CJシリーズのメモ
リエリアと仮想アドレス空間の関係」を参照して指定してください。 
読み出し先ノードが他社製の FL-netノードの場合は、該当ノードのマニュアルを参照
ください。 

［サイズ］（コマンド） 
受信するデータのワード数を指定します。最大で 512ワード（CH）まで指定できます。 
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■ 使用例 
ワードブロックデータリード（ノード番号指定なし）コマンドを使用したプログラム
例を示します。 
 

● 構成例 
このマークのところで FINS2903 コマンドを実行し、ワードブロックリードフレー

ム（トランザクションコード：65005）を発行する。 

 

CPU 

ユニット

FL-net 

ユニット 

ノード番号：1 

CPU 

ユニット 
FL-net 

ユニット 

ノード番号：2 

ワードブロックリードフレーム 

（要求トランザクションコード：65005） 

（応答トランザクションコード：65205） 

CMND命令

による 

オムロン製 PLC オムロン製 PLC／他社製 PLC 

 
 

● 動作 
・ワードブロックデータリード（ノード番号指定なし）コマンドを PLC本体（CPUユ
ニット）のD01000以降に書き込み、レスポンスデータはD02000以降に格納します。 

・ノード番号：2の EM0_00000から 100ワード（CH）のデータを、ノード番号：1の
D02002以降に読み出します（D02000にはコマンドコード、D02001には終了コード
が格納されます）。 

 

● コマンド詳細 

［ CMND S D C ］  
S D01000 +0 ：2903 Hex  

  +1 ：0020 Hex 仮想アドレス空間先頭アドレス（EM0_00000） 
  +2 ：0000 Hex ※他社製の場合 FL-netノードのマニュアルを参照 
  +3 ：0064 Hex 読み出しサイズ（100） 
     

D D02000  ：レスポンス格納先頭 CH番号 
     

C D00000 +0 ：0008 Hex コマンドデータバイト数 
  +1 ：00CC Hex レスポンスデータバイト数（含：コマンド／終了コード）

  +2 ：0000 Hex 相手（送信先）ネットワークアドレス 0 
  +3 ：0200 Hex 相手（送信先）ノードアドレス（番号）2 
    相手（送信先）号機アドレス 00Hex（無視します） 
  +4 ：0000 Hex レスポンス要、通信ポート No.0、再送回数 0 
  +5 ：0000 Hex レスポンス監視時間（デフォルト 2秒） 
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● レスポンス詳細 
D02000 +0 ：2903 Hex  
 +1 ：0000 Hex レスポンスコード（正常終了） 
 +2 ：読み出しデータ（100ワード／CH分） 
    
 ：   
    
 +102   

 

● プログラム例 
 
 

・ポート 0のネットワーク通信命令実行可フラグが ON 

で、実行条件 000000が ONになると、任意フレーム

送信を 1度だけ実行します。 

 
・D00000以降にコントロールデータを作成します。 

チャネル 内容 意味 
D00000 00 08 コマンドデータ長＝8バイト 

D00001 00 C
C 

レスポンスデータ長＝204 バイ
ト 

D00002 00 00 送信先ネットワークアドレス＝
0 

D00003 02 00 送信先ノードアドレス＝2 
送信先号機アドレス＝0 

D00004 00 02 レスポンス要 
使用通信ポート No.＝0 
再送＝2回 

D00005 00 00 レスポンス監視時間＝2秒 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

@MOV
（ ）# 0008 

D00000 

実行条件 
0000 
00

 
A202 

00 

@MOV
（ ）# 00CC 

D00001 

@MOV
（ ）# 0000 

D00002 

@MOV
（ ）# 0200 

D00003 

@MOV
（ ）# 0002 

D00004 

@MOV
（ ）# 0000 

D00005 

（次のページに続く） 
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    ・D01000以降にコマンドデータを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・CMND 命令を使用し、ワードブロックリード（ノード

番号指定なし）コマンドを FL-net ユニットへ発行しま

す。 

 
・読出しデータの使用 

D02002（読出しデータ）より 100CH 分のデータを

0000CH以降に格納します。 

 
・実行条件 000000を OFFします。 

 
 

DIFU（13） 
000000 

@XFER（70）
# 0064 

D02002 
0000 

@MOV（21）
# 2903 

D01000 

@MOV（21）
# 0020 

D01001 

@MOV（21）
# 0000 

D01002 

@MOV（21）
# 0064 

D01003 

@CMND
（ ）D01000 

D02000 
D00000 

実行条件 
0000 
00 

 
A202 

00 

実行条件 
0000 
00 

 
A202 

00 

（前のページより） 
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ワードブロックデータライト（ノード番号指定なし）     29 04 
ワードブロックデータライト要求メッセージを発行します。 
書き込み先のノード番号には、CMNDコマンドのコントロールデータで指定した相手
ノードアドレスが使用されます。 
この FINSコマンドは、FL-netユニットを装着した CPUユニットから実行できます。
他階層の FINSネットワークを経由した場合は、エラーとなります。 
 

参 考 
 

・このコマンドは、形 CS1W-FLN01で作成したアプリケーションとの互換性を維持す
るために搭載しています。 

・新規にアプリケーションを作成する場合は、ワードブロックデータリード／ライト
（ノード番号指定あり）を使用してください。 

 

● コマンドフォーマット 
             

29 04       0～1024 バイト（512 ワード）
             

コマンド 

コード 

仮想アドレス空間の

先頭アドレス 
サイズ 書き込みデータ 

 

● レスポンスフォーマット 
    

29 04   
    

コマンド 

コード 

終了コード 

 

● パラメータ詳細 

［仮想アドレス空間の先頭アドレス］（コマンド） 
書き込み指定先頭アドレスを 16進で指定してください。 
複数のエリアをまたがった指定はできません。 
書き込み先ノードがオムロン製の FL-netユニットの場合、「7-4 CS/CJシリーズのメモ
リエリアと仮想アドレス空間の関係」を参照して指定してください。 
書き込み先ノードが他社製の FL-netノードの場合は、該当ノードのマニュアルを参照
ください。 

［サイズ］（コマンド） 
送信するデータのワード数を指定します。最大で 512ワード（CH）まで指定できます。 
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ワードブロックデータリード（ノード番号指定あり）     29 23 
ワードブロックデータリード要求メッセージを発行します。 
読み出し先のノード番号は、FINSコマンドフォーマットで指定したノード番号が使用
されます。 
CMNDコマンドのコントロールデータ（ネットワークアドレス、ノードアドレス、号
機アドレス）では、この FINSコマンドを実行する FL-netユニットを指定します。 
この FINSコマンドは、FL-netユニットを装着した CPUユニットからの実行や、他階
層の FINSネットワークを経由した場合も実行できます。 
 

● コマンドフォーマット 
          

29 23        
          

コマンド 

コード 

ノード 

番号 

仮想アドレス空間の

先頭アドレス 
サイズ 

（ワード）

 

● レスポンスフォーマット 
         

29 23   0～1024 バイト（512 ワード）
         

コマンド 

コード 

終了コード 
読み出しデータ 

 

● パラメータ詳細 

［ノード番号］（コマンド） 
データを読み出す FL-net（Ver.2.00）ノードのノード番号を 16進数で指定します。 
上位は 00（固定値）を指定します。 
 例：読み出し先のノード番号  ：1 
   FINSコマンドのノード番号 ：0001 

［仮想アドレス空間の先頭アドレス］（コマンド） 
読み出し指定先頭アドレスを 16進で指定してください。 
複数のエリアをまたがった指定はできません。 
読み出し先ノードがオムロン製の FL-netユニットの場合、「7-4 CS/CJシリーズのメモ
リエリアと仮想アドレス空間の関係」を参照して指定してください。 
読み出し先ノードが他社製の FL-netノードの場合は、該当ノードのマニュアルを参照
ください。 

［サイズ］（コマンド） 
受信するデータのワード数を指定します。最大で 512ワード（CH）まで指定できます。 
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■ 使用例 
他階層 FINSネットワークのノードから、ノードワードブロックデータリード（ノード
番号指定あり）コマンドを使用したプログラム例を示します。 
 

● 構成例 
 マークのところでFINS2923コマンドを実行し、ワードブロックリードフレーム（ト

ランザクションコード：65005）を発行する。  
 

CPU 

ユニット

FL-net

ユニット

ネットワーク：2 
ノードアドレス（番号）：1
ユニット番号：1 

CPU 

ユニット 
FL-net

ユニット

ノード番号：2 

 

ワードブロックリードフレーム 
（要求トランザクションコード：65005） 
（応答トランザクションコード：65205） 

CPU 

ユニット 
CLK 

ユニット CMND命令
による 

ネットワーク：1 

ノードアドレス：1 

CLK 

ユニット 

オムロン製 PLC 

オムロン製 PLC オムロン製 PLC／他社製 PLC 

 
 

● 動作 
・ワードブロックデータリード（ノード番号指定あり）コマンドを PLC本体（CPUユ
ニット）のD01000以降に書き込み、レスポンスデータはD02000以降に格納します。 
・他社製 FL-net（Ver.2.00）ノード番号：2の仮想アドレス（00020000 Hex）から 100
ワード（CH）のデータを、FINSネットワークで 2階層隔てたオムロン製 PLCの
D02002以降に読み出します（D02000にはコマンドコード、D02001には終了コード
が格納されます）。 
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● コマンド詳細 

［ CMND S D C ］  
S D01000 +0 ：2923 Hex  

  +1 ：0002 Hex 読出し先ノード番号 
  +2 ：0000 Hex 仮想アドレス空間先頭アドレス 
  +3 ：0000 Hex ※他社製の場合 FL-netノードのマニュアルを参照 
  +4 ：0064 Hex 読み出しサイズ（100） 
     

D D02000  ：レスポンス格納先頭 CH番号 
     

C D00000 +0 ：000A Hex コマンドデータバイト数 
  +1 ：00CC Hex レスポンスデータバイト数（含：コマンド／終了コード） 
  +2 ：0002 Hex 相手（送信先）ネットワークアドレス 2 
  +3 ：0111 Hex 相手（送信先）ノードアドレス（番号）1 

    
相手（送信先）号機アドレス 11Hex 
※必ず FL-netユニットの号機アドレス＝ユニット番号＋10 

Hexを指定します。 
  +4 ：0000 Hex レスポンス要、通信ポート No.0、再送回数 0 
  +5 ：0000 Hex レスポンス監視時間（デフォルト 2秒） 

 
● レスポンス詳細 

 D02000 +0 ：2923 Hex  
  +1 ：0000 Hex レスポンスコード（正常終了） 
  +2 ：読み出しデータ（100ワード／CH分） 
     
  ：   
     
  +102   
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● プログラム例 
 
 

・ポート 0のネットワーク通信命令実行可フラグが ON 

で、実行条件 000000が ONになると、任意フレーム

送信を 1度だけ実行します。 

 
・D00000以降にコントロールデータを作成します。 

チャネル 内容 意味 
D00000 00 0A コマンドデータ長＝10バイト

D00001 00 CC 
レスポンスデータ長＝204 バ
イト 

D00002 00 02 
送信先ネットワークアドレス
＝2 

D00003 01 11 送信先ノードアドレス＝1 
送信先号機アドレス＝11 Hex

D00004 00 02 レスポンス要 
使用通信ポート No.＝0 
再送＝2回 

D00005 00 00 レスポンス監視時間＝2秒 

 
  
 
 
 
 

・D01000以降にコマンドデータを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
・CMND 命令を使用し、ワードブロックリード（ノー

ド番号指定なし）コマンドを FL-net ユニットへ発行

します。 

 
・読出しデータの使用 

D02002（読出しデータ）より 100CH 分のデータを

0000CH以降に格納します。 

 
・実行条件 000000を OFFします。 

 
 

 
 
 
 
 

@MOV（21）
# 000A 

D00000 

実行条件 
0000 
00 

 
A202 

00 

@MOV（21）
# 00CC 
D00001 

@MOV（21）
# 0002 

D00002 

@MOV（21）
# 0111 

D00003 

@MOV（21）
# 0002 

D00004 

@MOV（21）
# 0000 

D00005 

DIFU（13）
000000 

@XFER
（ ）# 0064 

D02002 
0000 

@MOV（21）
# 2923 

D01000 

@MOV（21）
# 0002 

D01002 

@MOV（21）
# 0000 

D01003 

@MOV（21）
# 0064 

D01004 

@CMND
（ ）D01000 

D02000 
D00000 

実行条件 
0000 
00 

 
A202 

00 

@MOV（21）
# 0002 

D01001 

（次のページに続く） 
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    ・D01000以降にコマンドデータを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・CMND 命令を使用し、ワードブロックリード（ノー

ド番号指定なし）コマンドを FL-net ユニットへ発行

します。 

 
・読出しデータの使用 

D02002（読出しデータ）より 100CH 分のデータを

0000CH以降に格納します。 

 
・実行条件 000000を OFFします。 

 

DIFU（13） 
000000 

@XFER（70）
# 0064 

D02002 
0000 

@MOV（21）
# 2903 

D01000 

@MOV（21）
# 0020 

D01001 

@MOV（21）
# 0000 

D01002 

@MOV（21）
# 0064 

D01003 

@CMND
（ ）D01000 

D02000 
D00000 

実行条件 
0000 
00 

 
A202 

00 

実行条件 
0000 
00 

 
A202 

00 

（前のページより） 
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ワードブロックデータライト（ノード番号指定あり）     29 24 
ワードブロックデータライト要求メッセージを発行します。 
書き込み先のノード番号は、FINSコマンドフォーマットで指定したノード番号が使用
されます。 
CMNDコマンドのコントロールデータ（ネットワークアドレス、ノードアドレス、号
機アドレス）では、この FINSコマンドを実行する FL-netユニットを指定します。 
この FINSコマンドは、FL-netユニットを装着した CPUユニットからの実行や、他階
層の FINSネットワークを経由した場合も実行できます。 

● コマンドフォーマット 
               

29 24         0～1024 バイト（512 ワード）
               

コマンド 

コード 

ノード 

番号 

仮想アドレス空間の

先頭アドレス 
サイズ 書き込みデータ 

 

● レスポンスフォーマット 
    

29 24   
    

コマンド 

コード 

終了コード 

 

● パラメータ詳細 

［ノード番号］（コマンド） 
データを書き込む FL-net（Ver.2.00）ノードのノード番号を 16進数で指定します。 
上位は 00（固定値）を指定します。 
 例：読み出し先のノード番号  ：1 
   FINSコマンドのノード番号 ：0001 

［仮想アドレス空間の先頭アドレス］（コマンド） 
書き込み指定先頭アドレスを 16進で指定してください。 
複数のエリアをまたがった指定はできません。 
書き込み先ノードがオムロン製の FL-netユニットの場合、「7-4 CS/CJシリーズのメモ
リエリアと仮想アドレス空間の関係」を参照して指定してください。 
書き込み先ノードが他社製の FL-netノードの場合は、該当ノードのマニュアルを参照
ください。 

［サイズ］（コマンド） 
書き込むデータのワード数を指定します。最大で 512ワード（CH）まで指定できます。 
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8-1 通信のしくみ 
 

■ ネットワーク上の伝送のしかた 
 次のノードへトークンを渡す 

  最小ノード番号のノードへトークンを渡す

ノード 2 ノード 3 ノード N-1 

ノード N ノード 1  
 
FL-netは、トークンパス（パッシング）方式のネットワークです。 
トークンと呼ぶ送信権がネットワーク上を巡回し、そのトークンを入手したノードが
データの送信権を得ます。もし送信したいデータがある場合、データをトークンに付
加して送信します。送信したいデータがない場合、トークンを素通りさせます。 
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8-2 通信サイクルタイム 
 
ここでは通信サイクルタイムの目安として、通信サイクルタイムの計算方法を示しま
す。 

● 通信サイクルタイムの算出方法 
ネットワークを構成する各ノードのトークン保持時間の総和が通信サイクルタイムに
なります。次項に示すトークン保持時間の算出方法から、それぞれのノードのトーク
ン保持時間を計算して合計値を求めてください。 

● トークン保持時間の算出方法 
トークン保持時間とは、自ノード宛のトークンを受信してから次のノードへトークン
を送出するまでの時間です。ネットワークを構成する各ノードのトークン保持時間の
総和が通信サイクルタイムになります。 
 
トークン保持時間（μs） 10Mビット/s時 
 = 自ノードデータリンク送信 CH数 × 5.1 
 + 自ノードデータリンク送信フレーム数 × 最小許容フレーム間隔 ……（※1） 
 + 700 
 
トークン保持時間（μs） 100Mビット/s時 
 = 自ノードデータリンク送信 CH数 × 3.16 
 + 自ノードデータリンク送信フレーム数 × 最小許容フレーム間隔 ………（※1） 
 + 400 
 
100Mビット/s時は最小許容フレーム間隔を 1ms以上に設定してください。サイクル
タイムの試算にも 1ms以上の値を使用してください。設定値の目安は「P.4-16 通算
受信エラー回数」を参照してください。 
 
（※1）自ノードデータリンク送信フレーム数 
 自ノードデータリンク送信 CH数（領域 1と領域 2の合計）が 512CHを超える場合は複数フ
レームに分割されます。 
   自ノードデータリンク送信フレーム数 
   = 自ノードデータリンク送信 CH数 ÷ 512（小数点以下切上げ） 
 小数点以下を切上げます。自ノードデータリンク送信 CH数が 768CHの場合は、768 ÷ 512 = 

1.5 なので 2（フレーム）になります。 
 

参 考 
 

・最小許容フレーム間隔は、ネットワーク内の各ノードの設定値のうち、最も大きな値が
適用されます。 

・メッセージ通信を行う場合は、以下の値を加算したものがトークン保持時間になります。
送信メッセージ CH（ワード）数 × 1.6 + 最小許容フレーム間隔 …10Mビット/s時 
送信メッセージ CH（ワード）数 × 0.16 + 最小許容フレーム間隔 …100Mビット/s時 

・他社製ユニットが混在するネットワークの場合は、保持時間の総和によって通信サイク
ルタイムを求めてください。他社製ユニットについては、各社マニュアルを参照してく
ださい。 

・この通信サイクルの算出式は概算です。実際にはハブの遅延等により値が変わることが
あります。 
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・ トークン保持時間の計算例 
条件は以下のようになっているものとします。 
例 1） 
 伝送速度   10Mビット/s 
 参加ノード数  10ノード 
 データリンク総 CH数 680CH（各ノード 68CH） 
 最小許容フレーム間隔 100μs 
 メッセージ通信  なし 
 
トークン保持時間（μs） 
 = 68 × 5.1 
 + 1 × 100 
 + 700 
 = 1146.8（μs） 
 = 1.2（ms） 
 
参加ノード数が 10ノードなので、通信サイクルタイムは 12ms（1.2×10）になります。 
 
例 2） 
 伝送速度   100Mビット/s 
 参加ノード数  10ノード 
 データリンク総 CH数 6000CH（各ノード 600CH） 
 最小許容フレーム間隔 1ms 
 メッセージ通信  なし 
 
トークン保持時間（μs） 
 = 600 × 3.16 
 + 2 × 1000 
 + 400 
 = 4296（μs） 
 = 4.3（ms） 
 
参加ノード数が 10ノードなので、通信サイクルタイムは 43ms（4.3×10）になります。 
 

参 考 
 

この計算例は、ネットワークを構成する各ノードのデータリンク送信 CH数が全て均一
の場合のものです。各ノードのデータリンク送信 CH数が異なる場合は、それぞれのト
ークン保持時間を求めて合計値（＝通信サイクルタイム）を求めてください。 
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8-3 本体サイクルタイムへの影響時間 
 
FL-netユニットが CPUユニットとデータ交換を行なう時間を以下に示します。CPUユ
ニットのサイクルタイムを概算するときは、この値を加算してください。 
 
データ処理時間の概算式 = 0.3 + データリンク CH数 × 0.0011 （ms） 
   （｢データリンク CH数｣ は当該ノードが送受信するデータリンク CH数です。） 
 

参 考 
 

・上記の概算式は FL-netユニット 1台の場合のものです。 
・メッセージサービスを実行する場合は、イベント実行時間が別途加算されます。 
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8-4 データリンク入出力応答時間 
 
FL-netユニットの入出力応答時間は、あるノードのデータを同一ネットワーク上の別
のノードが認識するまでの遅延時間で表します。 
入出力応答時間は、FL-netユニットと PLCの間で交換するデータ量（自ノード設定領
域と他ノード設定領域の和）によって算出式が異なります。  
 

送信側 PLC A 

サイクルタイム 

通信サイクルタイム 

受信側 PLC B 

サイクルタイム

データセット 

①

②

③ ④

 
 

① データリンクエリア（自ノード設定領域）にデータがセットされてから FL-netユ
ニットが取り込むまで最大 1サイクルタイムかかります。 

② 自ノード設定領域のデータを FL-netの回線に送信するまで（自ノードがトークン
を保持するまで）最大 1通信サイクルタイムとトークン保持時間かかります。 

③ 他ノードから受信したデータリンクデータを PLCのデータリンクエリアに反映す
るまで、最大 1サイクルタイムかかります。（データリンクデータ（自ノード設定
領域と他ノード設定領域の和）が 7677CH以下の場合） 

④ データリンクデータ（自ノード設定領域と他ノード設定領域の和）が 7677CHを超
える場合は、PLCの 2サイクルにまたがってデータリフレッシュするので、最大 2
サイクルタイムかかります。 

 

● 受信側 PLC Bのデータリンクエリア（自ノード設定領域と他ノード設定領域の

和）が 7677CH以下の場合 
データリンク入出力応答時間 = 送信側 PLC Aのサイクルタイム 
   + 通信サイクルタイム 
   + トークン保持時間 
   + 受信側 PLC Bのサイクルタイム 
 

● 受信側 PLC Bのデータリンクエリア（自ノード設定領域と他ノード設定領域の

和）が 7677CHを超える場合 
データリンク入出力応答時間 = 送信側 PLC Aのサイクルタイム 
   + 通信サイクルタイム 
   + トークン保持時間 
   + 受信側 PLC Bのサイクルタイム × 2 
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8-5 メッセージサービス機能伝送遅延時間 
 
ユーザプログラムの SEND/RECV/CMND命令実行時から、命令が完了するまでの最大
伝送遅延時間は、下記の計算式により計算してください。ただし、下記の計算式で求
めた遅延時間は、ネットワーク上での伝送遅延時間を無視できる程度の時間としてい
るため、使用する条件によりさらに長くなることがあります。 
 

● SEND命令の場合 
ユーザプログラムによる
SEND命令実行

 CPU 高機能ユニットサービス間隔(自ノード)

 CPU 高機能ユニットサービス間隔(相手ノード)

 CPU 高機能ユニットサービス処理(相手ノード)

 CPU 高機能ユニットサービス処理(自ノード)

 通信サイクル時間

伝送遅延時間
 

 
伝送遅延時間 ＝ サービス間隔（自ノード） 
＋サービス処理（自ノード） 

  ＋通信サイクル時間 
  ＋トークン保持時間 
  ＋サービス間隔（相手ノード） 
  ＋サービス処理（相手ノード） 
 
・CPU高機能ユニットサービス間隔 

PLC本体の 1スキャンタイムです。 
・CPU高機能ユニットサービス処理について 

PLC本体の周辺処理系：CPU高機能ユニットサービス時間です。FL-netユニットで
は約 1msです。 
・通信サイクル時間 
トークンが一周する時間です。 

 

参 考 
 

・伝送時間は、実際の使用環境によって計算値より長くなることがあります。長くな
る要因としては、ネットワークの負荷率（回線の混み具合）、または FL-netユニッ
ト自身の負荷、FL-netのネットワークパラメータ、システムの構成などがあります。

・CPUデータセット処理時間は、CPUユニットシステム設定エリアの「周辺サービス
時間設定」がデフォルト（4％）の場合の目安です。この設定値が大きいと、処理時
間は短くなります。 
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● RECV命令の場合 
ユーザプログラムによる
SEND命令実行

 CPU 高機能ユニットサービス間隔(自ノード)

 CPU 高機能ユニットサービス間隔(相手ノード)

 CPU 高機能ユニットサービス処理(相手ノード)

 CPU 高機能ユニットサービス処理(自ノード)

 通信サイクル時間

伝送遅延時間

サービス処理(自ノード)

サービス処理(相手ノード)

サービス間隔(自ノード)

 
 

伝送遅延時間 ＝ サービス間隔（自ノード）× 2 
＋サービス処理（自ノード）× 2 
＋通信サイクル時間 × 2 
＋トークン保持時間×２ 
＋サービス間隔（相手ノード）× 2 
＋サービス処理（相手ノード）× 2 

 
・CPU高機能ユニットサービス間隔 

PLC本体の 1スキャンタイムです。 
・CPU高機能ユニットサービス処理について 

PLC本体の周辺処理系：CPU高機能ユニットサービス時間です。 
           FL-netユニットでは約 1msです。 
・通信サイクル時間 
トークンが一周する時間です。 

 

参 考 
 

・伝送時間は、実際の使用環境によって計算値より長くなることがあります。長くな
る要因としては、ネットワークの負荷率（回線の混み具合）、または FL-netユニッ
ト自身の負荷、FL-netのネットワークパラメータ、システムの構成などがあります。

・CPUデータセット処理時間は、CPUユニットシステム設定エリアの「周辺サービス
時間設定」がデフォルト（4％）の場合の目安です。この設定値が大きいと、処理時
間は短くなります。 
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9-1 通信テスト機能とは 
 
FL-netユニットには、他のノードとの間で通信が正常に行えることを調べるため、次
の 2つの通信テスト機能が用意されています。 
 

● PINGコマンドによるエコーバックテスト 
Ethernetで一般的にサポートされている、エコーバックテスト機能です。 
PINGコマンドを実行することで、ノード間が物理的に正常に接続されているか、IP
アドレスなどのEthernetのノードとしての設定が正しいかを確認することができます。 
ノード間テストによるエコーバックテスト 
あらかじめ割付リレーエリアにパラメータを設定し、特定接点を操作することで、指
定ノードとのエコーバックテストを行います。ただし、FL-netの「メッセージ折り返
し」サービスをサポートするノードに対してのみ実行可能です。 
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9-2 PINGコマンド 
 

■ PINGコマンドとは 
相手ノードに対して、エコーバックを要求するパケットを送出し、その応答パケット
を受信することで、相手ノードと正常に通信できることを確認するための機能です。 
PINGコマンドは、ICMPのエコー要求/応答機能を使用しています。エコー応答パケッ
トは、ICMPのプロトコルで自動的に返信されます。通常、PINGコマンドは、ネット
ワーク構築時などに相手ノードとの接続を確認するために使用します。Ethernetユニッ
トは、ICMPのエコー要求/応答の機能を持っています。 
PINGコマンドにより、相手ノードから正常に返信を受けることができれば、物理的な
接続や、Ethernetとしてのノードの設定が正常に行われていることになります。 

FL-netユニット�

Ethernet

ICMP IP

UDPTCP

エコー応答�

エコー要求�

相手ノード�
（ホストコンピュータ�
またはEthernetユニット）�

 
 

■ FL-netユニットでの使用方法 
FL-netユニットは、他ノード（ホストコンピュータ、他の FL-netユニット）から送信
されてきた PINGコマンドによるエコー要求に対して自動的にエコー応答を返信しま
す。FL-netユニットからエコー要求することはできません。 
 

■ ホストコンピュータでの使用方法 
ホストコンピュータから FL-netユニットにたいして PINGコマンドを実行することが
できます。 
UNIXコンピュータでの PINGコマンドの使用方法は次のとおりです。 
 

● 使用方法 
ホストコンピュータのプロンプト（$）が表示されている状態で下記のように入力しま
す。 
 
 $ ping IPアドレス（ホスト名） 
 
送信先は、IPアドレスまたはホスト名で指定します。ただしホスト名で指定するため
には、定義ファイル／etc／hostsにホスト名を定義しておく必要があります。 
 

参 考 
 

PINGコマンドは、ホストコンピュータの機種によってはサポートしていないことがあ
りますのでご注意ください。 
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● 使用例 
この例では、IPアドレス 130.25.36.8のノードへ PINGコマンドを送信します。 
画面例の"$"は、ホストコンピュータのプロンプトを表します。 
 
〈正常実行時の画面例〉 
 
$ ping  130.25.36.8 ←PING コマンドを起動します。 
PING  130.25.36.8: 56  data  bytes 
64  bytes  from  130.25.36.8:  icmp_seq=0.  time=0. ms 
64  bytes  from  130.25.36.8:  icmp_seq=0.  time=0. ms 
 : : : : : 
64  bytes  from  130.25.36.8:  icmp_seq=0.  time=0. ms 
←中断するために[CTRL]＋Cキーを押します。 
---- 130.25.36.8  PING  Statistics ---- 
9 packets  transmitted,  9 packets  received,  0% packets  loss 
round-trip （ms）   min/avg/max  = 0/1/16 
$ 

 
〈異常発生時の画面例〉 
 
$ ping  130.25.36.8 ←PING コマンドを起動します。 
PING  130.25.36.8: 56  data  bytes 
←中断するために[CTRL]＋Cキーを押します。 
---- 130.25.36.8  PING  Statistics ---- 
9 packets  transmitted,  0 packets  received,  100% packets  loss 
$ 

 
ホストコンピュータでの PINGコマンド仕様の詳細については、使用するホストコン
ピュータの OSのコマンドリファレンスを参照してください。 
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9-3 ノード間テスト 
 
ノード間テストは、指定したノードとの間でデータの折り返し通信を行い、返信内容
によりネットワークをチェックする機能です。 
ノード間テストにより、相手ノードから正常に返信を受けることができれば、FL-net
ユニット用の設定が正常に行われていることになります。 
 

■ 実行方法 
ノード間テストの起動局となる PLC本体の CPU高機能ユニットエリア（リレーエリ
ア）に必要なデータを書き込むことにより、テストの実行に必要なパラメータの設定
とテストの起動・停止を行います。これらの操作は PLC本体用周辺ツール（プログラ
ミングコンソール等）から行います。 
 

■ テストの手順 
ノード間テストは、以下の手順で行います。  

スタート�

テストパラメータを設定し
ます�

ノード間テスト起動スイッ
チをONにして、テストを起
動します�

�
テストを�

終了しますか？�
NO

YES

ノード間テスト起動スイッ
チをOFFにして、テストを停
止します�

テストパラメータ設定エリアについては、次の「テ�
ストパラメータの設定」を参照してください。�

ノード間テスト起動スイッチについては、「ノード�
間テストの起動・停止」を参照してください。�

テスト中�

 
 

参 考 
 

・設定したテストパラメータは、設定を終了するとそのまま有効になります。PLC 本
体の再起動やリスタートを行う必要はありません。また、テストを実行中にテスト
パラメータを変更しても、新しいパラメータは反映されません。再度ノード間テス
ト起動スイッチを OFF/ONしてください。 

・テスト実行中は回線負荷が高くなり、性能に影響を及ぼすことがあります。 
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■ テストパラメータの設定 
テストを実行する前に、次のようなパラメータを PLC本体の CPU高機能ユニットエ
リア（リレーエリア）に設定します。この設定は、設定終了と同時に有効となります
ので、PLC本体の電源の再投入やリセットは必要ありません。 
 

● 通信テストパラメータの構成 
アプリケーション設定スイッチは、下記の計算式で算出される先頭チャネルからの各
オフセット位置に格納します。 
 
 先頭チャネル＝1500＋（25×ユニット番号）＋オフセット 
 

● 設定範囲 
各パラメータの設定範囲は、次のとおりです。  
オフセット パラメータ 設定可能範囲 

＋1 相手先ノードアドレス 01～F9 Hex（10進数 1～249） 
＋2 レスポンス監視時間 

（単位 10ms） 
0000 Hex：2秒 
0001～FFFF Hex（10進数 1～65535） 

 

参 考 
 

・FINSネットワーク経路を経由したテストは、実施できません。 
・ノード間テストでは、一斉同報（相手先ノードアドレス＝FFの指定）はできません。
・レスポンス監視時間を過ぎてもレスポンスがない場合は、タイムアウトエラーとな
ります。 

 

■ ノード間テストの起動・停止 
CPU高機能ユニットエリア（リレーエリア）の先頭チャネル（次図）のビット 1が、
テスト起動スイッチとなっています。 
ビット 1を ON/OFFに設定することにより、ノード間テストを起動・停止することが
できます。ノード間テスト起動スイッチのチャネルは下記の計算式で算出されます。  
 格納チャネル＝1500＋（25×ユニット番号） 

 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 ビット 

＋0 － － － － － － － － － － － － － －  －  

 
 
 
 
 
ノード間テストの実行状態は、ユニット前面の TS LEDで確認できます。  

TS LED 実行状態 
点灯 ノード間テスト実行中 
消灯 ノード間テスト停止中 

 

ノード間テスト起動スイッチ
 ０：ノード間テスト停止 
 １：ノード間テスト起動 
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■ 結果確認方法 
ノード間テストの結果は、PLC本体のステータス情報エリアに格納されます。ステー
タス情報エリアには、次のようにテストステータスとテスト実行・エラー回数が格納
されます。 
 

● テストステータス 
テストステータスとして、テストの実行結果（正常/エラー発生）とエラーの内容が記
録されます。 
テストステータスは次式で算出されるチャネルに格納されます。  
 格納チャネル：1500＋（25×ユニット番号）＋3 CH 
 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 ビット 

＋3           

 

 
 
 
 
 

・ エラーコード 
繰返し実行されるテストのうち、最新のテスト結果をコードで格納します。エラーコ
ードが示す意味は、下表のとおりです。  

ビット 
15 14 13 

意味 

0 0 0 正常 
1 1 1 メモリ不足エラー 

 

・ エラー発生フラグ 
発生したエラーの内容に該当するビットが ONになります。これらのフラグの状態は、
ノード間テストの再起動が行われるまで保持されます。 
 

● テスト実行・エラー回数 
テストを起動してから停止するまでに行ったテストの実行回数や、各種のエラーの発
生回数が格納されます。このエリアは下図のように構成されています。 
次式で算出されるユニットごとの先頭チャネルからの相対位置にそれぞれの結果が格
納されます。  
 格納チャネル：1500＋（25×ユニット番号）＋3～5 CH 
 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 ビット 

＋3  テスト実行回数  

＋4 タイムアウトエラー回数 レスポンスエラー回数  

＋5 送信エラー回数 データ不一致回数  

 
 

１：タイムアウトエラー 
１：レスポンスエラー 

１：送信エラー

１：データ不一致エラー 

１：送信パラメータエラー 

エラーコード 
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参 考 
 

・テストステータスエリア、テスト実行・エラー回数エリアの内容は、ノード間テス
トの再起動が行われるまで保持されます。 

・各回数が最大値（FF Hex）になったときは、ノード間テスト実行回数については 0
から再カウントされ、その他のエラー回数については最大値がそのまま保持されま
す。 

 



 

第10章 
異常時の処置とメンテナンス 
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10-1 LED表示による推定原因と処置 
 
ユニットの LED表示によってユニットの異常を知ることができます。 
FL-netユニットの表示部の RUN、HER、PER LEDから推定される、異常と処置の方法
は次のとおりです。  

RUN HER PER 推定原因 処置 

CPUユニットの電源が供給されていないか、また
は電圧が低い。 

電源を供給してください。または、正しい電圧を供給
してください。 

FL-netユニットが不良。 FL-net ユニットを交換してください。 
CPUユニット、またはベースユニットが不良。 CPUユニット、またはベースユニットを交換してくだ

さい。 

● ● ● 

FL-netユニットの固定ネジがゆるんでいる。 固定ネジを規定トルクでしっかり締めてください。

ユニット番号（ロータリスイッチ）の設定が間違
っている。 

ユニット番号を正しく設定してください。 

CPUユニットの I/Oテーブルに登録されていない。I/Oテーブルを作成してください。 
ユニット番号が他のユニットと重複している。 ユニット番号を正しく設定してください。 

● ●  

CPUユニットが不良。 CPUユニットを再起動してください。再発する場合
は、CPUユニットを交換してください。 

高機能ユニットシステム設定、またはルーチング
テーブルの内容に誤りがある。 

異常履歴を読み出し、異常が発生しているデータを設
定し直してください。再発する場合は、CPUユニット
を交換してください。 

CPUユニットのメモリが不良。 PLC本体を再起動してください。再発する場合は、
CPUユニットを交換してください。 

CPUユニットが不良。 PLC本体を再起動してください。再発する場合は、
CPUユニットを交換してください。 

 －  

簡易バックアップ機能使用時にメモリカード内の
ファイルの読み出しに失敗した。 

メモリカードが装着されていること、またメモリカー
ド内に正しくバックアップファイルが存在すること
を確認してください。 

ノードアドレス（ロータリスイッチ）の設定が範
囲外である。 

ノードアドレスを 01～FE Hexの範囲内で正しく設定
してください。 

●  ● 

FL-netユニットが不良。 PLC本体を再起動してください。再発する場合は、
FL-netユニットを交換してください。 

  － （エラーステータス：EEP-ROM異常が ONの場
合） 
EEP-ROM異常が発生。 

PLC本体を再起動してください。再発する場合は、
FL-netユニットを交換してください。 

IPアドレスの設定に誤りがある。 
 

以下のような IPアドレスは設定できません。 
・ホスト ID部の全ビットが 0または 1 
・ネット ID部の全ビットが 0または 1 
・サブネット ID部の全ビットが 1 
・127（7F Hex）で始まる IPアドレス 
IPアドレスを正しく設定し直してください。 

ノード番号多重を検知したため、ネットワークか
ら離脱した。 

ネットワーク中に、同じノード番号（アドレス）のノ
ードが既に存在する可能性があります。この場合は、
重複しないように設定してください。 

  
－ 

FL-net（Ver.1.00）のネットワークに接続したため
離脱した。 

FL-netユニットは、FL-net（Ver.1.00）のノードと混在
できません。ネットワーク中のノード構成を確認し、
FL-netノードのみの構成としてください。 
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RUN HER PER 推定原因 処置 

 － 
 PLC本体のエリアにアクセスできない。 
（データ割付け異常） 

ユニットのシステム設定を再確認してください。 
PLC本体の存在しないエリアや使用不可のエリア
（EMのバンク数やファイルの存在等）・書込み不可
のエリアに対するアクセスがないかを確認してくだ
さい。 
他ノード設定領域に自ノードアドレスが設定されて
いないことを確認してください。 

●：消灯  ：点灯  ：点滅  －：不定 
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10-2 エラーステータス 
 
FL-netユニットは、割付リレーエリアに、ユニットのエラーを次のように反映します。
エラーステータスの内容を調べ、処置を行ってください。 
 

■ ユニットステータス（ユニット→CPUユニット） 

1500＋（25×ユニット番号）＋6 CH 
 

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

  － －  －    － － － － － －    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
発生したエラーの内容に該当するビットが ONになります。  

ビット 名称 処置 

8 FAリンク（コモンメモリ）エリア
割付異常 

FAリンク（データリンク）設定のうち、自ノード設定領域の中で
コモンメモリ）割付が異常なとき ONします。 
FL-net設定ツール CX-FLnetを使用し、FAリンク（コモンメモリ）
割付の設定を見直してください。 

9 データリンク（PLC）エリア割付
異常 

FAリンク（データリンク）設定のうち、自ノード設定領域や他ノ
ード設定領域の中で PLC上のエリア割付が異常なとき ONしま
す。FL-net設定ツール CX-FLnetを使用し、FAリンク（コモンメ
モリ）割付の設定を見直してください。 

10 トークン監視タイムアウト異常 自ノードがトークン保持中にトークン監視タイムアウトが発生し
たとき ONします。システム負荷による処理遅延の可能性があり、
システム構成見直しか、FL-net設定ツール CX-FLnetでトークン監
視タイムアウト時間の設定を延ばしてください。 

12 IPアドレス設定異常 以下のような IPアドレスは設定できません。 
・ホスト ID部の全ビットが 0または 1 
・ネット ID部の全ビットが 0または 1 
・サブネット ID部の全ビットが 1 
・127（7F Hex）で始まる IPアドレス 
IPアドレスを正しく設定し直してください。 

15 EEP-ROM異常 PLC本体を再起動してください。再発する場合は、Ethernetユニッ
トを交換してください。 

 

FAリンク（コモンメモリ）エリア割付異常

EEP-ROM異常

データリンク（PLC）エリア割付異常 

トークン監視タイムアウト異常 

IPアドレス設定異常 

FAリンク動作中 

読出し可能受信メッセージあり
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■ ネットワークステータス（ユニット→CPUユニット） 
1500＋（25×ユニット番号）＋7 CH 
 

 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0  

     －    － － － － － － － －  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビット 名称 処置 
8 ノード番号多重化検知 ノード番号の多重化を検知したとき ONし、いっさいの通信

動作を停止して、HER LEDを点滅します。 
9 フレーム待機中 受信フレームが検知できないとき ONします。他のノードの

電源が ONしていないか、通信経路上にトラブルがありま
す。他ノードや通信経路上をチェックしてください。 

10 FL-netバージョン不整合検知 FL-net（Ver.1.00）ネットワークへ加入しようとしたとき ON
し、いっさいの通信動作を停止して、HER LEDを点滅しま
す。ネットワークを構成しているノードを FL-net（Ver.2.00）
に統一してください。このフラグがいったん ONすると、電
源 OFF→ONかユニットリスタートするまで保持します。 

12 上位層動作信号エラー（PLC動作停止） PLC本体（CPUユニット）で停止異常か継続異常が発生して
います。CX-Programmerを使用して、CPUユニット上の異常
を取り除いてください。 
またはルーチングテーブルの設定に誤りがあります。
CX-Integratorを使用してルーチングテーブルを設定し直して
ください。 

13 コモンメモリデータ有効通知 FL-netユニット内にあるコモンメモリデータが各ノードから
の受信データを受け、PLC本体（CPUユニット）へのリフレ
ッシュ（データ交換）を開始したとき ONします。 

14 コモンメモリ設定完了 FL-netユニットがネットワークに加入した時点でユニット内
に設定されたコモンメモリ割付に異常がなく、データリンク
に参加できる状態をなったとき ONします。 
自ノードが加入し、本フラグが OFFの場合は、自ノードはデ
ータリンクには参加せず、メッセージサービスとトークン巡
回のみ参加します。 

15 コモンメモリ多重化 ネットワーク中に既に加入している他のノードと、後から加
入しようとした自ノードで、コモンメモリの設定が重複して
いるとき ONします。この場合、自ノードはデータリンクに
は参加せず、メッセージサービスとトークン巡回のみ参加し
ます。 

 

フレーム待機中 

上位層動作信号エラー（PLC動作停止）

コモンメモリデータ有効通知 

ノード番号多重化検知 

コモンメモリ設定完了

コモンメモリ多重化

FL-netバージョン不整合検知 
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10-3 異常履歴機能 
 
FL-netユニット動作中に発生した異常の履歴を記録する機能について説明します。 
 

■ 異常履歴機能について 
FL-netユニットが動作中に検知した異常を記録する機能です。記録された結果は、FINS
コマンドにより読み出しができます（P.7-23参照）。 

● 異常履歴実施項目 
以下の異常について履歴が記録されます。 
・ネットワーク動作に関する異常 
・送信・受信動作に関する異常 
・PLC本体に関する異常 

● 異常履歴テーブル 
発生した異常は、異常履歴テーブルに異常 1件につき 1レコード記録されます。最大
64レコードまで記録することができます。異常履歴がテーブルの最大格納数（64レコ
ード）まで記録されたときは、新たに異常履歴が発生すると、一番古いレコードから
順に廃棄され、発生した異常データが新たに格納されます。 
 
異常履歴テーブルには、以下の情報が記録されます。 
・異常コード（P.10-7参照） 
・詳細コード（P.10-7参照） 
・異常発生日時（CPUユニットの時刻情報を使用） 

● 履歴保存エリア 
異常を検知すると、その内容は異常の発生時刻とともに異常履歴としてユニット内部
の RAMに記録されます。また、重要度の高い異常については RAMだけでなく
EEPROMにも記録されます。 
EEPROMに格納される数は、最大 32レコードまでです。 
EEPROMに記録された異常履歴は、ユニットの電源断やリスタートが発生しても保持
されます。FL-netユニット立ち上がり時に、EEPROM内の異常履歴が、RAMにコピ
ーされます。 
FINSコマンドにより異常履歴の内容を読み出す場合は、RAM上の履歴が対象になり
ます。 

● FINSコマンドによる異常履歴の読み出し 
FL-net設定ツール CX-FLnetで FL-netユニットの異常履歴を読み出すことができます。 
また、以下に示す FL-netユニット宛の FINSコマンドにより、異常履歴の読み出しと
クリアを実行することができます。  
コマンドコード 
MRC SRC 

機能名称 

21 02 異常履歴の読み出し 

 
詳細は、「7-5 コマンド/レスポンスリファレンス」の各コマンドの解説を参照してく
ださい。 
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■ 異常コード一覧 

異常コードが示す異常の内容は下表のとおりです。「詳細情報」には、異常内容に関
連する詳細な情報が示されます。  

詳細情報 異常コード 
（Hex） 

異常内容 
1バイト目 2バイト目 

処置 
EEP-
ROM

0001 CPUユニットWDTエラー 00 00 CPUユニットを交換してください。 ○ 

0002 CPUユニットサービス監視
異常 

監視時間（ms） 動作環境を確認してください。 ○ 

0006 その他の CPU異常 ビット 11 : 登録 I/Oテーブルに該当号機なし 
その他のビットはシステム予約 

I/Oテーブルを作成してください。 ○ 

000F CPUユニット初期処理異常 00 00 CPUユニットを交換してください。 ○ 

0010 システム設定エリア容量オ
ーバー 

00 00 CPU高機能ユニットの台数を減らし
てください。 

○ 

0011 イベントタイムアウト CPUユニットを交換してください。 ○ 

0012 CPUユニットメモリ異常 
01: 読み出しエラー 
02: 書き込みエラー 

03: ルーチングテーブル 
04: システム設定エリア 
05: 高機能ユニットエリア
（リレー/DM） 

01（読み出しエラー）の場合 
詳細情報で示されたデータを再登録
してください。 
02（書き込みエラー）の場合 
PLC本体のマニュアルを参照して、メ
モリをクリアしてください。 

○ 

0013 CPUユニットプロテクト中 00 00 CPUユニットのメモリプロテクトを
解除してください。 

○ 

0040 自己離脱 不定 通信ケーブルハブの接続を確認して
ください。FL-net設定ツールCX-FLnet
で「最小許容フレーム間隔」の値を大
きくしてください。 

× 

0103 再送オーバにより送信不可 宛先ノードを確認してください。 × 

0105 ノードアドレス設定異常の
ため送信不可 

IPアドレスを正しく設定してくださ
い。 

× 

0107 相手局がネットワークに加
入していないので送信不可 

宛先ノードの接続を確認してくださ
い。 

× 

0108 号機アドレスに対応するユ
ニットがないため送信不可 

宛先ユニットの号機アドレスを確認
してください。 

× 

010B CPUユニット異常のため送
信不可 

PLC本体のマニュアルを参照して、
PLC本体の異常を解除してください。

× 

010D ルーチングテーブルに宛先
アドレスが未設定のため送
信不可 

ルーチングテーブルに宛先アドレス
を設定してください。 

× 

010E ルーチングテーブル未登録
のため送信不可 

送信元ノード、宛先ノード、中継ノー
ドにルーチングテーブルを設定して
ください。 

× 

010F ルーチングテーブル異常の
ため送信不可 

ルーチングテーブルを正しく設定し
てください。 

× 

0110 中継回数オーバーのため送
信不可 

ネットワークを再構成するか、ルーチ
ングテーブルを見直し、コマンドの使
用範囲を 3階層以内にしてください。

× 

0111 コマンドが最大コマンド長
を超えているため送信不可 

コマンドフォーマットを確認し、コマ
ンドデータを正しく設定してくださ
い。 

× 

0112 ヘッダ異常のため送信不可 コマンドフォーマットを確認し、コマ
ンドデータを正しく設定してくださ
い。 

× 

0117 内部受信バッファフルのた
めパケット廃棄 

負荷が集中しないようにシステムを
見直してください。 

× 

0118 不正パケット廃棄 不正パケットを送信しているノード
がないか確認してください。 

× 

0119 自ノードビジーのため送信
不可 

負荷が集中しないようにシステムを
見直してください。 

× 

0120 予期せぬルーチングエラー ルーチングテーブルを確認してくだ
さい。 

× 

0121 設定テーブル未登録のため
パケット廃棄 

コマンドの場合 
 ビット 15：OFF 
 ビット 14～8：SNA 
 ビット 7～0：SA1 
 
レスポンスの場合 
 ビット 15：ON 
 ビット 14～8：DNA 
 ビット 7～0：DA1 

IPアドレステーブルに宛先ノードを
登録してください。 

× 
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詳細情報 異常コード 

（Hex） 
異常内容 

1バイト目 2バイト目 
処置 

EEP-
ROM

0122 現在のモードではサービス
を実行できないためパケッ
ト廃棄 

アドレス変換方式に IPアドレステー
ブル方式または併用方式を選択して
ください。 

× 

0123 内部送信バッファフルのた
めパケット廃棄 

負荷が集中しないようにシステムを
見直してください。 

× 

0124 最大フレーム長を超えてい
るためルーチング不可 

コマンドの場合 
 ビット 15：OFF 
 ビット 14～8：SNA 
 ビット 7～0：SA1 
 
レスポンスの場合 
 ビット 15：ON 
 ビット 14～8：DNA 
 ビット 7～0：DA1 

FINSメッセージサイズを短くしてく
ださい。 

× 

021A 設定テーブル論理異常 00または 01 01：データリンクテーブル
02：ネットワークパラメータ
03：ルーチングテーブル 
04：システム設定エリア 
05：高機能ユニットエリア
（リレー/DM） 

詳細情報で示されたデータを再登録
してください。 

○ 

0300 パラメータエラーによるパ
ケット廃棄 

コマンドの場合 
 ビット 15：OFF 
 ビット 14～8：SNA 
 ビット 7～0：SA1 
 
レスポンスの場合 
 ビット 15：ON 
 ビット 14～8：DNA 
 ビット 7～0：DA1 

コマンドフォーマットを確認し、コマ
ンドデータを正しく設定してくださ
い。 

× 

0601 高機能ユニット異常 不定 CPUユニットを再起動してくださ
い。再発する場合は、FL-netユニット
を交換してください。 

○ 

0602 高機能ユニットメモリ異常 01：読み出しエラー 
02：書き込みエラー 

06：異常履歴 CPUユニットを再起動してくださ
い。再発する場合は、CPUユニット
を交換してください。 

○ 

 

参 考 

 

・異常履歴エリアでメモリ異常が発生している場合は、EEP-ROMへの異常登録は行わ
れません。 

・CPU高機能ユニットでは、CPUユニットの時間情報を読み出して使用します。 
・CPUユニットから時間情報を読み出すことができなかった場合は、異常履歴の時間
情報がすべて 0になります（CPUユニット立ち上げ時の異常や、ユニット番号異常、
CPU異常、機種異常）。この異常履歴をサポートソフトで読み出すと、「2000年 0
月 0日 0時 0分 0秒」と表示されます。 

・CSシリーズ PLCでは、バッテリを交換したら、電源を ONにして CPUユニット内
蔵時計を設定し直す必要があります。 
内蔵時計の時間設定が行われていない場合、異常履歴の時間情報が正しく記録され
ません。 
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10-4 トラブルシューティング 
 

■ ユニットが正常に立ち上がらないとき 
現象 1：全ての LEDが消灯している。 
原因 1：PLC本体電源が供給されていないか、または電圧が低い。 
 ・電源を供給してください。 

・電圧を上げてください。 
原因 2：FL-netユニットの固定がゆるんでいる。 
 ・固定ネジをしっかり締めてください。 
原因 3：FL-netユニットの内部で異常が発生した。 

 

 ・ユニットリスタートしてください。 
・再発するときは、ユニットを交換してください。 

現象 2：「RUN」LEDが消灯し「PER」LEDが点灯している。 
原因 1：ユニット番号が他のユニットと重複して設定されている。 
 ・ユニット番号を正しく設定し、リスタートを行ってください。 
原因 2：FL-netユニットが I/Oテーブルに登録されていない。 

 

 ・ CX-Programmerもしくはプログラミングコンソールを使用して、I/Oテーブルを作成し直
してください。 

現象 3：「RUN」LEDが消灯し「HER」LEDが点灯している。 
原因 1：ノードアドレスの設定範囲が 01～F9を超えている。 
 ・ノードアドレスを 01～F9の範囲内で設定し、リスタートを行ってください。 
原因 2：FL-netユニットの内部で異常が発生した。 

 

 ・ユニットリスタートしてください。 
・再発するときは、ユニットを交換してください。 

現象 4：「RUN」LEDは点灯するが「PER」LEDが点灯している。 
原因 1：他の CPU高機能ユニットでユニット番号が重複している。 
 ・ユニット番号を正しく設定してください。 
原因 2：CPUユニットで異常が発生している。 
 ・いったん電源を OFFにし、CPUユニットを再起動してください。 

・再発するときは、CPUユニットを交換してください。 
原因 3：ルーチングテーブルの設定が間違えている。 
 ・CX-Integratorを使用して、正しいルーチングテーブルを作成し直してください。 

・ CX-Integratorを使用して、ルーチングテーブルを設定すると、すべての CPU高機能ユニ
ットと INNERボードが、自動的にリスタートしますので、ご注意ください。 

原因 4：システム設定が間違えている。 
 ・ FL-net設定ツール CX-FLnetを使用して、正しいシステム設定を作成し直し、リスタート

を行ってください。 
原因 5：簡易バックアップ機能使用時にメモリカードが装着されていない。またはメモリカード内にバ

ックアップファイルが存在しない。 

 

 ・メモリカードを装着してください。 
・メモリカード内に正しいバックアップファイルが存在することを確認してください。 

現象 5：「RUN」LEDは点灯するが「HER」LEDが点灯している。 
原因 1：FL-netユニット内の EEP-ROMで異常が発生している。  
 ・ユニットリスタートしてください。 

・再発するときは、ユニットを交換してください。 
現象 6：「RUN」LEDは点灯するが「PER」LEDが点滅している。 
原因 1：データリンクテーブルの設定で、設定できない CPUユニットのエリアを設定した。  
 ・ FL-net設定ツール CX-FLnetを使用して、正しいシステム設定を作成し直し、リスタート

を行ってください。 
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現象 7：「RUN」LEDは点灯するが「HER」LEDが点滅している。 
原因 1：IPアドレスの設定に誤りがある。 
 ・FL-net設定ツール CX-FLnetを使用して、正しい IPアドレスを設定し直してください。 

・設定後にリスタートを行ってください。 
原因 2：ノード番号多重を検知したため、ネットワークから離脱した。 
 ・ ネットワーク中に、同じノード番号（アドレス）のノードが既に存在する可能性がありま

す。この場合は、重複しないように設定してください。 
原因 3：FL-net（Ver.1.00）のネットワークに接続したため離脱した。 

 

 ・FL-netユニットは、FL-net（Ver.1.00）のノードと混在できません。 
・ネットワーク中のノード構成を確認し、FL-netノードのみの構成としてください。 

 

■ ネットワークに関する不具合と対策 
現象 1：通信ができない 

原因 1：機器のメイン電源ランプは、点燈していますか？ 
 ・電源、電源ケーブルの抜け、電圧を確認してください。 
原因 2：通信ユニットの電源ランプは点燈していますか？ 
 ・電源、電源ケーブルの抜け、電圧を確認してください。 
原因 3：ハブの電源ランプは点燈していますか？ 

 電
源
系
の
ト
ラ
ブ
ル  ・電源、電源ケーブルの抜け、電圧を確認してください。 

現象 2：通信が全くできないまたは不安定 
原因 1：Pingコマンドに正しく各局が返答していますか？。 
 ・返答を返さない局の電源、ケーブル等をチェックしてください。 
原因 2：コリジョンランプが頻繁に点燈していませんか？ 
 ・ケーブル、コネクタの接触を確認してください。 

・アナライザで異常内容を確認してください。 
原因 3：リピータの段数は 4段以内ですか？ 
 ・4段以内に構成を見直してください。 
原因 4：ハブとノード間の距離（ケーブル長）は 100m以内ですか？ 
 ・ハブとノード間の距離が 100m以内になるように構成を見直してください。 
原因 5：ハブの電源は入っていますか？ 
 ・ハブの電源、電源ケーブルの抜けを確認してください。 
原因 6：通信ケーブルは正しいですか？ 
 ・ 「1-4 仕様」を参照して適切な通信ケーブルを使用してください。100Mビット/s

で通信する場合はカテゴリ 5、5eのケーブルが必要です。 
原因 7：通信ケーブルのコネクタが正しく装着されていますか？ 
 ・通信ケーブルのコネクタ（ツメ）が正しくはまっていることを確認してください。 
原因 8：通信ケーブルの配線（ストレート/クロス）は正しいですか？ 
 ・ 使用しているハブの仕様を確認の上、正しい配線のケーブルを使用してださい。ま

たはハブの設定を確認してください。 
原因 9：ハブの設定は正しいですか？ 
 ・ ハブにカスケードポートがある場合やポート毎の設定がある場合は設定を見直して

ください。詳細はハブの取扱説明書を参照してください。 
原因 10：スイッチングハブのカスケード接続数は多いですか 
 ・ スイッチングハブでは伝送遅延が発生するので、多数のスイッチングハブをカスケ

ード接続する場合は注意が必要です。「最小許容フレーム間隔」の値を大きく設定す
るか、構成を見直してください。 

原因 11：同一ネットワークに FL-net以外の他の Ethernet通信が行なわれていませんか？ 
 ・ FL-netネットワークと他のネットワークを混在させると正しく通信が行われませ

ん。FL-net以下の通信を行わないようにしてください。 
原因 12：ネットワークの負荷が高いですか? 

 

 

伝
送
経
路
の
確
認 

 ・ ネットワークの負荷（データリンク容量、ノード数）が高い場合は、「最小許容フレ
ーム間隔」の値を大きく設定してください。 
「最小許容フレーム間隔」は FL-net設定ツール CX-FLnetで変更することができま
す。変更後は FL-netユニットをリスタート、または PLCの電源を再投入してくださ
い。 
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現象 2：通信が全くできないまたは不安定 

原因 1：ネットワークの IPアドレスは正しく設定していますか？ 
 ・設定した IPアドレスをサポートツールとアナライザで再確認してください。 
原因 2：FL-netユニットの局番は正しく設定していますか？ 
 ・設定した局番をサポートツールやアナライザで再確認してください。 
原因 3：FL-netユニットのパラメータは正しく設定していますか？ 
 ・ 設定した FL-net（Ver.2.00）ユニットのパラメータをサポートツールで再確認してく

ださい。 
原因 4：CD（キャリア検出）ランプは、連続的にまたは断続的に点燈していますか？ 
 ・通信ケーブル、AUIの電源等を再確認してください。 
原因 5：TX（送信）ランプは、連続的にまたは断続的に点燈していますか？ 
 ・FL-netユニットの設定を再確認してください。 
原因 6：LNK（リンク）ランプは、連続的に点燈していますか？ 

 

 

通
信
参
加
局
の
機
器
設
定
確
認 

 ・FL-netユニットのパラメータ設定を再確認してください。 

 

■ SEND/RECV/CMND命令が実行できないとき（FINS通信ができないとき） 
確認 1：終了コードが異常終了していないか？ 
 ・ 「終了コードによる異常の推定原因と処置」、「異常履歴機能（異常コード一覧）」を参照し異常

原因を取り除いてください。 
確認 2：コントロールデータは正しく設定されているか？ 
 ・ FINSアドレス体系である、ネットワークアドレス、ノードアドレス、号機アドレスを正しく設定

してください。 
確認 3：相手ノードと同じ HOST IDを持つ IPアドレスが設定されているか？ 
 ・ IPアドレス設定スイッチ（ユニット背面ロータリスイッチ）か、FL-net設定ツール CX-FLnetを使

用して、正しい IPアドレスを設定しなおしてください。 
・ IPアドレス設定スイッチの場合は、いったん電源を OFFにし、ユニットを取り外して設定し直す
必要があります。 

・ FL-net設定ツール CX-FLnetの場合は、設定後にリスタートを行ってください。 
確認 4：FINSアドレス体系の他ネットワーク中のノードと通信しますか？ 
 ・FINSメッセージの中継経路（ルーチングテーブル）を定義しているか確認してください。 
・CX-Integratorを使用して、正しいルーチングテーブルを作成し直してください。 
・ CX-Integratorを使用して、ルーチングテーブルを設定すると、すべての CPU高機能ユニットと

INNERボードが、自動的にリスタートしますので、ご注意ください。 
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■ パソコンの“Ping”機能による IPアドレスの確認方法 
FL-netネットワーク・アナライザー等の専用ツールを使用しなくても汎用のWindows
パソコン等を使用して、対象となる FL-net機器の接続及び IPアドレス設定の確認が可
能です。以下に、”Ping”機能を使用した操作概要を示します。  

IP接続の場合”Ping”（ピング）コマンドを使って接続が問題ないか確認してください。 

1）Windows の［スタート］→［プログラム］→［ MS-DOSプロンプト］を選択し、 
 ［ MS-DOS ウィンドウ］を表示します。  
Microsoft（R） Windows  
 （C）Copyright Microsoft Corp ××××-××××. 
C:¥WINDOWS>  
2）”Ping”コマンドを入力し、リンクユニットとパソコン間の基本的な通信テストを実行し 
  ます。Pingコマンドは Ping [IPアドレス] または Ping [ホスト名] と入力します。
＜例：IPアドレス＞ Ping 192.168.250. 13 
対象の FL-net機器の設定が正しく行われている場合は以下のメッセージが表示されます。 
Pinging 192.168.250. 13 with 32 bytes of data 
 Reply from 192.168.250. 13: bytes=32 time=2ms TTL=32 
 Reply from 192.168.250. 13: bytes=32 time=1ms TTL=32 
 Reply from 192.168.250. 13: bytes=32 time=1ms TTL=32  
  
C:WINDOWS> 
 
（3） NG（未接続）の場合下記の様な表示（タイムアウト）になります。  

Ping による
IP 接続の確
認 

Pinging 192.168.250. 13 with 32 bytes of data:  
 Request timed out.  
 Request timed out.  
 Request timed out.  
 Request timed out. 
 
C:WINDOWS> 
 

 

■ 故障かな？と思う前に 
故障かな!?と思う前に、一般的な確認項目をチェックしてください。  

No. 内  容 
1 FL-netユニットは、正しく実装されていますか？ 
2 FL-netユニットのスイッチは、正しく設定されていますか？ 
3 FL-netユニットの IPアドレスは、正しく設定されていますか？ 
4 コモンメモリ領域は、正しく設定されていますか？ 
5 FL-netユニットの接続コネクタ等にゆるみが無いですか？ 
6 通信ケーブルは、正しく接続されていますか？ 
7 10BASE-T/100BASE-TXケーブルにクロスケーブルを使用していませんか？ 
8 10BASE-T/100BASE-TXケーブルは、カテゴリ 5仕様のケーブルですか？ 
9 Ethernetの HUBやリピータの電源が入っていますか？ 
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■ FL-net（Ver.2.00）に関する一般的な使用する上でのご注意事項 
FL-netの伝送路の規格については前述の項または、IEEE802.3を参照してください。そ
れ以外に FL-net（Ver.2.00）特有の制限として以下の制限または注意事項があります。  

No. 内  容 
1 FL-net（Ver.2.00）の通信ケーブルに他の Ethernetの通信データを流してはいけません。 
2 FL-net（Ver.2.00）をルータに接続しないようにしてください。 
3 FL-net（Ver.2.00）にスイッチングハブを用いても効果はありません。 

4 
赤外線や無線等のメディアを使用すると通信のリアルタイム性が大幅に低下することがあ
ります。 

5 
パソコンを使用した場合には、パソコン本体の能力や使用する OS及びアプリケーションに
よって通信のリアルタイム性が大幅に変化することがあります。 
IPアドレスは、決められたアドレスを使用してください。 
ネットワークアドレスについては揃える必要があります（標準ネットワークアドレスは、
192.168.250です）。また、IPアドレスのノード番号（局番）については下記の入力範囲が
推奨されています。 
 

ネットワークアドレス ノード番号 ノード番号は、初期設定時には番号の 
重複チェックはできず、通信して初めて 192.168.250 1～249 

6 

ノード番号重複エラーとなりますの充分注意して、設定してください。 
7 アースは確実に接続してください。また、アース線は十分な太さを確保してください。 
8 ノイズ源からは十分に隔離してください。また、電源線などとの並設などは避けてください。

9 
サイクリックデータ通信とメッセージデータ通信を同時に行う時は、データ量などによりリ
アルタイム性が低下することがあります。 

10 サイクリックデータ通信の領域（コモンメモリ領域）は連続して確保する必要はありません

11 
トランシーバに SQEスイッチが装着されている場合は、取扱説明書に従って正しく設定し
てください。 

12 

接続される機器の処理能力によってシステム全体の定時通信性が影響を受けます。最も遅い
機器の通信処理能力（最小許容フレーム間隔）にネットワークに接続される全ての機器が通
信処理速度を合わて通信します。このため 1台の機器接続または追加によりシステム全体の
リアルタイム性が大幅に低下することがあります。 

13 

メッセージデータ通信のヘッダ部は、ビッグエンディアンですがデータ部はリトルエンディ
アンです。ただし、透過型メッセージのデータ部とプロファイルリードでのデータ部である
システムパラメータは、ビッグエンディアンです。（ビッグエンディアンとは、MSBを最
初に送出する方式を指します） 
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■ 終了コードによる異常の推定原因と処置 
SEND/RECV/CMND命令を使用したときの終了コードから異常の原因を推定できます
（SEND/RECV/CMND命令の終了コードの格納場所については、「7-2 PLCからのコ
マンド発行」の「通信命令終了コード」（P.7-10）を参照してください）。 
ここでは、FL-netユニットで発生する終了コードを示します。PLC本体や他の CPU高
機能ユニット、FINSを搭載した FAコンピュータが発生する終了コードについては、
それぞれのマニュアルを参照してください。 
終了コードの特定ビット（6、7、15）が ON（1）になっていることがあります。ビッ
ト 15が ONの場合は、ネットワーク中継時に異常が発生したことを示します。処置方
法は、「ネットワーク中継異常時の処置方法」（P.10-16）を参照してください。ビッ
ト 6または 7が ONの場合は、送信先となっている PLC本体に異常が発生しているこ
とを示します。PLC本体のユーザーズマニュアルを参照の上、送信先となっている PLC
本体の異常を取り除いてください。終了コードの意味は以下のとおりです。  

7ビット� 6 5 4 3 2 1 0

1：本体継続異常発生�1：本体停止異常発生�

1：中継異常発生�

�

1バイト目�
7 6 5 4 3 2 1 0

2バイト目�

メインレスポンスコード（MRES）� サブレスポンスコード（SRES）�

 
 

メインレスポンス
コード 

サブレスポンスコード 

値 内容 値 内容 
チェックポイント 推定原因 処置 

00 正常終了 00 － － － － 

01 
自ノードネット
ワーク未加入 

自 IPアドレス、ノ
ード番号 

ネットワークに加入していない
ため、メッセージ送信ができな
い 

自 IPアドレス、ノード番号の設定を見直して
ください。 

04 
受信バッファオ
ー場フロー（受信
側） 

システム負荷 
受信先ノードの内部バッファに
空き領域がなくなった 

FL-netユニットの負荷が高くなっています。
ユーザアプリケーションを見直してくださ
い。 

01 自ノード異常 

07 
自局がビジーの
ため送信できな
い 

システム負荷 
内部バッファに空き領域がなく
なった 

FL-netユニットの負荷が高くなっています。
ユーザアプリケーションを見直してくださ
い。 

00 
コマンド データ
異常 

コマンドのデータ
部 

命令を実行する相手ノードに
て、命令が異常終了した 

コマンド データ、または、相手ノードの状態
を確認してください。 

01 
相手ノードネッ
トワーク未加入 

システム負荷によ
るネットワーク乱
れ 

送信先ノードは受信先ノードが
ネットワークから離脱したと認
識した 

受信先 FL-netユニットの負荷が高くなってい
ます。ユーザアプリケーションを見直してく
ださい 

FINSコマンド「コ
ントローラステー
タスの読み出し」に
よる伝送状況 

伝送エラーによりメッセージフ
レームが壊れた場合 

再送回数の設定を増やしてください。 

命令のコントロー
ルデータ 

レスポンス監視時間が短い 
レスポンス監視時間のパラメータを長く設定
してください。 

02 
相手ノード異
常 

05 
レスポンスタイ
ムアウト 

異常履歴の読み出
し 

送受信フレームの廃棄、内部受
信バッファフル 

異常履歴を確認の上、正しく処置してくださ
い。 

コマンドコード 
使用したコマンドコードをユニ
ットがサポートしていない 

コマンドコードを確認してください。 
04 
サービス未サ
ポート 

01 
未サポートコマ
ンド FINSヘッダフレー

ム長 
FINSヘッダのフレーム長が 4バ
イト（ショートフレーム） 

FL-netユニットでは、FINSヘッダのショート
フレームをサポートしていません。 
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メインレスポンス 

コード 
サブレスポンスコード 

値 内容 値 内容 
チェックポイント 推定原因 処置 

01 
ルーチングテー
ブル設定エラー 

ルーチングテーブ
ル 

ルーチングテーブルに宛先アド
レスが設定されていない 

ルーチングテーブルに宛先アドレスを設定し
てください。 

02 
ルーチングテー
ブル未登録 

ルーチングテーブ
ル 

ルーチングテーブルがないため
宛先が分からない 

送信元ノード、宛先ノード、中継ノードにル
ーチングテーブルを設定してください。 

03 
ルーチングテー
ブル異常 

ルーチングテーブ
ル 

ルーチングテーブル異常 
ルーチングテーブルを正しく設定してくださ
い。 

05 
ルーチングエラ
ー 

04 
中継回数オーバ
ー 

ネットワーク構成
コマンドを 3階層を越えて使用
した 

ネットワークを再編成するか、ルーチングテ
ーブルを見直しコマンドの使用範囲を 3階層
以内にしてください。 

コマンド長が長い 
01 
コマンド長オー
バー 

コマンドデータ ブロードキャスト時コマンド長
が 1473バイト以上のとき 

02 コマンド長不足 コマンドデータ コマンド長が短い 

コマンドフォーマットを参照の上、コマンド
データを正しく設定してください。 

03 
要素数/データ数
不一致 

コマンドデータ 
指定された要素数と書込データ
数が一致しない 

要素数とデータ数を確認の上、要素数をデー
タ数に合わせてください。 

自ネットワーク、他ノード宛の
データをネットワーク側から受
信した ヘッダパラメー

タエラー 
コマンドデータ 

ブロードキャストアドレス指定
のレスポンスデータを送信しよ
うとした 

コマンドフォーマットを参照の上、コマンド
データを正しく設定してください。 

10 
コマンドフォー
マット 

05 

通番異常 － 
命令を実行する相手ノードに
て、命令が異常終了した 

相手ノードの状態を確認してください。 

コマンドで処理実行範囲の開始
アドレスがアクセス禁止領域に
ある 

処理可能範囲を確認の上、その中に処理実行
範囲を設定してください。 

03 
アドレス範囲外
指定エラー 

コマンドデータ中
の開始アドレス 

ビットアドレスが 0でないとき
結果格納エリアに指定する変数エリアを確認
の上、ビットアドレス指定を 00にしてくださ
い。 

04 
アドレス範囲 
オーバー 

コマンドデータ 
コマンド中で指定されたアドレ
ス範囲が正しくない 

開始アドレス＋要素数が、アクセス禁止領域
を含まないように正しく設定してください。

0B 
レスポンス長 
オーバー 

コマンドデータ 
レスポンスが最大フレーム長を
超える 

レスポンスに対応するコマンドデータで、要
素数などのパラメータを正しく設定してくだ
さい。 

11 
パラメータエラ
ー 

0C 
パラメータエラ
ー 

コマンドデータ中
の各種パラメータ

設定したパラメータに誤りがあ
る 

コマンドデータを確認の上、パラメータを正
しく設定してください。 

26 コマンドエラー 05 サービス実行中 システム負荷 
前回実行のコマンドが終了して
いない 

FL-netユニットの負荷が高くなっています。
ユーザアプリケーションを見直してくださ
い。 

30 
アクセス管理エ
ラー 

00 
EEPROMアクセ
ス異常 

－ EEPROMデバイスの劣化 
PLC本体を再起動してください。再発する場
合は FL-netユニットを交換してください。 
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● ネットワーク中継異常時の処置方法 

・ SEND、RECV命令使用時 
ルーチングテーブルを参考にして命令実行経路を確認し、終了コードと処置内容を参
考にして、中継ノードで発生している異常に対して処置を行ってください。 
 

・ CMND命令使用時 
レスポンス格納先頭チャネルとして指定したチャネル以降に返るデータから、中継異
常の発生した場所を特定できます。  

7ビット� 6 5 4 3 2 1 0

1

1バイト目�

コマンドコード�

7 6 5 4 3 2 1 0
2バイト目�

 先頭CH

7 6 5 4 3 2 1 0

1：本体継続異常発生�
1：本体停止異常発生�中継異常発生�

1
7 6 5 4 3 2 1 0

サブレスポンスコード（SRES）� 先頭＋1CH メインレスポンスコード（MRES）�

7 6 5 4 3 2 1 0

1
7 6 5 4 3 2 1 0

異常発生ノードアドレス� 先頭＋2CH 異常発生ネットワークアドレス�  
 
異常発生ノードを確認後、そのノードに発生している異常に対して処置を行ってくだ
さい。 
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10-5 保守 
 
FL-netユニットは、ネットワークの構成機器です。ユニットが故障した場合、ネット
ワーク全体に影響をおよぼすことがありますので、できるだけ早く修復作業を行って
ください。ネットワーク機能の修復を迅速に行うために、交換用の予備の FL-netユニ
ットを用意されるようお勧めします。 
 

■ 交換時の取扱い 
ユニットを交換するときは、次の点に注意して取扱ってください。 
・必ず電源を切ってから交換してください。 
・不良ユニットを発見し交換するときには、交換用の新しいユニットに異常がないか
確認してください。 
・不良ユニットを修理返却されるときは、異常現象を可能な限り詳細に記入した文書
を現品に添付してください。ご送付は、巻末記載の弊社支店または営業所までお願
いします。 
・接触不良の場合は、きれいな純綿布に工業用アルコールを染込ませたもので接点を
拭いてください。その後、布のくずを取除いてからユニットを装着してください。 

 

■ FL-netユニット交換後の設定 
FL-netユニットを交換した後は、以下の設定を交換前の条件と同一にしてください。 
・ユニット番号 
・ノードアドレス 
・自 IPアドレス 
・システム設定（ユニット内蔵方式の場合に限る） 
 

■ PLC本体交換後の設定 
PLC本体の EEP-ROMには、以下の情報が保存されています。PLC本体の異常で新し
い PLC本体に交換するときは、これらのデータを再設定してください。 
・ルーチングテーブル 
・システム設定パラメータ 
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10-6 点検 
 
FL-netユニットの機能を最良の状態でお使いいただくためには、日常の定期的な点検
が必要です。 
 

■ 点検項目 
FL-netユニットの主要な部分は、半導体で構成されています。電球のように寿命が来
て切れてしまうような性質の部品ではありませんが、環境によっては劣化することも
考えられます。定期的な点検が大切です。 

● 点検期間 
通常 6ヵ月～1年に 1回が標準です。周囲の環境条件に応じて、点検間隔を決定して
ください。 

● 点検項目 
以下の判定基準から外れているときは、基準内に入るように修正してください。  
点検項目 点検内容 判定基準 

周囲および盤内温度は適当か 0～55℃ 
周囲および盤内湿度は適当か 10～90%（結露のないこと） 

環境状態 

ほこりが積もっていないか ほこりのないこと 
FL-netユニットはしっかり固定されているか ゆるみのないこと 
トランシーバケーブルのコネクタは完全に挿入
されているか 

ゆるみのないこと 

トランシーバケーブルに異常がないか 外観に異常がないこと 
ツイストペアケーブルのコネクタは完全に挿入
されているか 

ゆるみのないこと 

取り付け状態 

ツイストペアケーブルに異常がないか 外観に異常がないこと 

 

■ 点検に必要な道具 
以下の道具を使用して点検します。 

● 日常的に必要なもの 
・＋、－ドライバ 
・テスタまたはデジボルメータ 
・工業用アルコールと純綿布 

● 場合に応じて必要なもの 
・シンクロスコープ 
・ペン書きオシロスコープ 
・温度計、湿度計 
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■ 形 CS1W-FLN12から形 CS1W-FLN22への交換手順 
形 CS1W-FLN12から形 CS1W-FLN22への交換手順を以下に示します。 

1 FL-net設定ツール CX-FLnetで、形 CS1W-FLN12の設定を読み出します。必要
に応じてファイルに保存（［ファイル］|［保存］）します。 

 

参 考 
 

「システム設定」で「IPアドレス設定方式」が「ユニット裏面ロータリ SW」、また
は「ユニット裏面ロータリ SW＋ノード No」を選択している場合は、「IPアドレス設
定方式」を変更する必要があります。詳細は、次項「IPアドレス設定方式の変更方法」
を参照してください。 
 

2 交換する形CS1W-FLN12と新しい形CS1W-FLN22のハードウェアスイッチを同
じ値に設定します。 
設定するのは、ユニット前面の以下のロータリスイッチです。 
・ユニット番号設定ロータリスイッチ 
・ノードアドレス設定ロータリスイッチ 

3 PLCの電源を OFFして、形 CS1W-FLN12を取り外して、形 CS1W-FLN22を装
着します。 

4 PLCの電源を ONします。形 CS1W-FLN22の RUN LEDが点灯することを確認
します。 

5 FL-net設定ツール CX-FLnetで読み出したデータを書き込みます。書込は「シス
テム設定」、「ユニットエリア設定」を選択し、それぞれのダイアログボックスで
［書込］ボタンを押してください。 

6 書き込んだ設定を有効にするために、形 CS1W-FLN22をユニットリスタート、ま
たは PLCの電源を再投入してください。形 CS1W-FLN22の RUN LEDが点灯す
ることを確認します。 

 
 



10-6 点検 

10-20 

10 
異
常
時
の
処
置
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス 

■ IPアドレス設定方式の変更方法 
形 CS1W-FLN12で、IPアドレスをユニット裏面のロータリスイッチで設定している場
合は、IPアドレスの設定方式を「デフォルト設定（192.168.250+ノード No）」、また
は「システム設定エリア」のいずれかに変更する必要があります。以下に手順を示し
ます。 

1 FL-net設定ツール CX-FLnetで、形 CS1W-FLN12の設定を読み出します。IPア
ドレス設定方式が「ユニット裏面ロータリ SW＋ノード No.」、または「ユニット
裏面ロータリ SW」であることを確認します。 

 
 

2 PLCの電源を OFFして、形 CS1W-FLN12を取り外し、ユニット裏面の IPアド
レス設定ロータリスイッチの設定値、およびユニット前面のノードアドレス設定ス
イッチの設定値から、当該ノードの IPアドレスを確認します。 

3 新しい IPアドレスの設定方式を以下のいずれかから選択します。 
 ・192.168.250+ノード No 
 ・システム設定エリア 

 「192.168.250+ノード No」は FL-net規格でデフォルトのネットワークアドレス
です。ノード No.はユニット前面のノードアドレス設定ロータリスイッチの値が適
用されます。 

 「システム設定エリア」を選択した場合は、「IPアドレス」に手順 2で確認した 
形CS1W-FLN12の IPアドレスを入力します。（以下の画面の例で192.168.250.10 
を入力しています。 
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4 ［OK］ボタンを押します。 

 残りの設定は、前項の「■形 CS1W-FLN12から形 CS1W-FLN22への交換手順」
を参照して、新しく交換した形 CS1W-FLN22に設定を書き込んでください。 

 各種設定は、FL-netユニットのリスタート、または PLCの電源再投入で有効にな
ります。 

 

お願い 
 

・形 CS1W-FLN22（および形 CJ1W-FLN22）では、IPアドレス設定方式として、「ユ
ニット裏面ロータリ SW＋ノード No.」と「ユニット裏面ロータリ SW」を設定する
ことはできません。設定すると、ユニット前面の HER LED（赤）が点灯します。上
記手順に従って、IPアドレス設定方式を「192.168.250+ノード No」、または「シス
テム設定エリア」のいずれかに設定し直してください。 

・形 CS1W-FLN22から形 CS1W-FLN12にユニット交換する場合は以下の点に留意し
てください。 
形 CS1W-FLN22の以下の新機能については、形 CS1W-FLN12では使用できません。
 ・通信速度 自動認識（100Mビット/s） 
 ・データリンクデータ並び設定 
これらの設定を形 CS1W-FLN12に転送しても、通信速度は 10Mビット/s、データ
リンクデータ並びは“順方向”で動作します。 

・形 CS1W-FLN22同士でユニット交換する場合は、FL-net設定ツール CX-FLnet、ま
たは FL-net設定ツール Ver1.60以降を使用してください。Ver.1.60よりも以前のツ
ールを使用した場合、形 CS1W-FLN22の新機能は設定できません。（通信速度は
10Mビット/s、データリンクデータ並びは“順方向”で動作します。） 
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■ 簡易バックアップ機能を使用してユニットを交換する場合 
CPUユニットが､CS1-H CPUユニット､CJ1-H/CJ1M CPUユニット、または CS1D CPU
ユニットの場合､CPUユニットの簡易バックアップ機能を使用してユニット交換を行
うことができます。 
 

参 考 

 

・簡易バックアップ機能には CPUユニットにメモリカードを装着する必要があります。
・簡易バックアップ機能に対応している FL-netユニットは、形 CS1W-FLN22、形

CJ1W-FLN22です。 
形 CS1W-FLN02/12は簡易バックアップすることができません。形 CS1W-FLN02/12
をユニット交換する場合は､｢■形 CS1W-FLN12から形 CS1W-FLN22への交換手順
（P.10-19）｣を参照してください。 

 

1 PLC本体の電源を ONし、メモリカードを装着します。 

2 CPUユニット前面のディップスイッチ SW7を ONします。 

3 メモリカードへ設定データを書き込むために､メモリカード給電ボタンを 3秒間押
し下げます。 
メモリカードへの書込みが開始されます。書き込み中は、CPUユニット前面の
MCPWR LEDが点灯します。正常書込み後に消灯します。 
この時点で､PLC本体内のメモリカードに CPUユニットのラダープログラム等も
含めた全ての設定データがファイルとして保存されます。 

4 PLC本体の電源を OFFし、対象の FL-netユニットを交換します。 

5 新しい FL-netユニットのユニット前面のロータリスイッチ（高機能ユニット番号、
ノードアドレス）を、交換前のユニットと同一になるように設定します。 

6 メモリカードから設定データを読み込むために、CPUユニット前面のディップス
イッチ SW7が ONであることを確認し、PLC本体の電源を ONします。 
メモリカードからの読み込みが開始されます。読み込み中は､CPUユニット前面の
MCRPWR LEDが点灯します。正常読み込み後に消灯します。 
この時点で、PLC本体内のメモリカードから CPUユニットのラダープログラム等
も含めた全ての設定データがそれぞれのユニットに読み込まれます。 

7 PLC本体の電源を OFFし、CPUユニット前面のディップスイッチ SW7を OFF
します。 

8 PLC本体の電源を ONし、FL-netユニットの LED表示やステータスを確認して
ください。 

 

参 考 

 

簡易バックアップ機能の詳細（手順､ファイル構成､LED表示など）については､CPU
ユニットのユーザーズマニュアル｢CS/CJ/NSJシリーズ ユーザーズマニュアル プロ
グラミング編｣（SBCA-313）の「5－2－6 簡易バックアップ操作｣を参照してくださ
い。 
 



 

第11章 
CX-FLnet の操作 
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11-1 CX-FLnetとは 
 

■ CX-FLnetとは 

CX-FLnetは、Windows 7（32ビット版, 64ビット版），Vista（32ビット版, 64ビット
版），XP（32ビット版）が動作するパーソナルコンピュータ（以下パソコン）にイン
ストールし、オムロン製 FL-netユニットを装着した PLCに接続して、FL-netユニット
の設定を行います。 

CX-FLnetは、以下の FL-netユニットの設定を行うことができます。 

形 CJ1W-FLN22、形 CS1W-FLN22 

形 CS1W-FLN12、形 CS1W-FLN02、形 CS1W-FLN01  
 FL-net（Ethernet制御ネットワーク）

PLC パネコン CNC RCPLC PLC

OMRON CX-FLnetインストール済パソコン 
 

 

■ CX-FLnetの機能一覧 

CX-FLnetには、おもに以下の機能があります。  
機能 内容 

オンライン接続機
能 

以下の 2つの接続方法が可能 

・PLC直接接続： 

設定する FL-netユニットが装着されている各 PLCに、個々にシリアル直
接接続して、設定します。 

・ネットワーク経由接続： 

CX-FLnetを接続した PLC（ゲートウェイ PLC）から、FL-netネットワー
クや他のネットワーク（Ethernetや Controller Link）経由で、FL-netユニ
ットが装着されている各 PLC（ターゲット PLC）に対してオンライン接
続して、設定します。 

システム設定機能 以下のシステム設定が可能 

・CPU高機能ユニットシステム設定エリア 

・データリンク設定 

－自ノード設定領域 

－他ノード設定領域 

－拡張設定（送受信データ並び） 

－ユニット設定（トークン監視タイムアウト時間など） 

ファイル機能 オンライン接続の通信設定内容と、データリンク設定内容を CSV形式で保
存/読み出し可能。 

モニタ機能 ・データリンクステータス 

・FL-netユニットステータス（FAリンク動作中、トランシーバ電源供給中
など、受信メッセージ有無、トークン監視タイムアウト時間設定以上、IP

アドレス設定異常など） 

・通信サイクルタイム 

・メッセージ通番ステータス 

・FL-netユニット異常履歴 

・FL-netネットワーク加入ノードステータス 
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■ 使用できるパソコン 

CX-FLnetは、FA統合ツールパッケージ CX-One版のみです。 
CX-FLnetを含む CX-Oneのシステム要件については、「CX-Oneセットアップマニュ
アル」（No.SBCA-335）を参照してください。 
CX-FLnetをチェックして個別にインストールした場合の、ハードディスク使用容量は、
以下のとおりです。  

CX-One構成周辺ツール 
ハードディスク
使用容量目安 

備考 

CX-FLnet 約 1MB 
チェックボックスを選択して個別インスト
ールした場合です。 

CX-Server、および PLC Tools 約 300MB 必ずインストールされます。 

 

■ インストールが必要なソフト 

CX-FLnetを使用するには、以下のソフトを同一パソコンにインストールすることが必
要です。 
1）CX-FLnet 
2）通信ドライバ：CX-Server（CX-Serverドライバ管理ツール含む） 
 

● CX-FLnetの種類 

CX-FLnetは、FA統合ツールパッケージ CX-One版のみです。 
CX-FLnetを FA統合ツールパッケージ CX-Oneからインストール/アンインストールす
る手順については、「CX-Oneセットアップマニュアル」（No.SBCA-335）を参照して
ください（FA統合ツールパッケージ CX-Oneに同梱されています）。  

Man No. 形式 マニュアル名称 内容 

SBCA-335 形 CXONE-AL□□D-V4 CX-Oneセットアッ
プマニュアル 

FA統合ツールパッケージ CX-One
の概要、CX-Oneのインストール方
法を記載しています。 

 

■ 構成品の確認 

CX-FLnetを含む CX-Oneの構成品については、「CX-Oneセットアップマニュアル」
（No.SBCA-335）を参照してください。  

Man No. 形式 マニュアル名称 内容 

SBCA-335 形 CXONE-AL□□D-V4 CX-Oneセットアッ
プマニュアル 

FA統合ツールパッケージ CX-One
の概要、CX-Oneのインストール方
法を記載しています。 
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■ CX-FLnetの使用手順 
 
CX-FLnetのインストール（CX-Oneをインストールすると一緒にセットアップされます。） 

        ↓ 
通信設定の設定 

           ↓ユニット設定の場合             ↓モニタリングの場合 
システム設定 

【CPU 高機能ユニットシステム設定エリア設
定】の設定 

 モニタ機能選択 

↓  ↓ 
システム設定 

【自ノード設定領域】の設定 
 モニタ画面表示 

↓  ↓ 
システム設定 

【他ノード設定領域】の設定 
 更新ボタンを押して表示を更新 

（必要な場合） 
↓  ↓ 

システム設定 
【拡張設定】（送受信データ並び）の設定 

（必要な場合） 

 表示内容を確認 

↓  ↓ 
ユニットエリア設定 
（必要な場合） 

 各モニタ画面を閉じる 

↓  ↓ 
設定内容の送信  CX-FLnetを終了 

↓   
PLCの電源 OFF→ON、または FL-netユニット
をリスタート 

  

↓   

FL-netユニットの動作開始   

↓   

正常動作することを確認し、設定内容を保存   

↓   

CX-FLnetを終了   

 

参 考 
 

・PLCの電源 OFF→ON、または FL-netユニットのリスタートにより、設定の内容が
有効となります。 

・通信設定については、ご使用の環境にて正しい設定となるように、確認してくださ
い。 
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11-2 ツール機能の使用方法 
 

■ 基本操作 

● 起動 
CX-FLnetの起動には 2つの方法があります。 
 
<スタートメニューから起動する方法> 

1 スタートボタンを押します。 

2 「プログラム」－「OMRON」－「CX-One」－「CX-FLnet」の順でカーソルを
遷移させてメニューを表示させます。 

3 「CX-FLnet」をシングルクリックすると、CX-FLnetが起動します。 
 
<CX-Programmerから起動する方法> 

1 CX-Programmerのプロジェクトワークスペースから、「I/Oテーブル・ユニット
設定」をダブルクリックします。 

2 PLCの I/Oテーブルに、FL-netユニットを追加（登録）します。（オンラインの
場合は、PLCから I/Oテーブルを転送して読み出します。 

3 FL-netユニットを右クリックして、サブメニューから“専用ツールの起動 | 設定
を引き継いで起動”を選択すると、CX-FLnetが起動します。 

 

 
 

お願い 

 

CX-Programmerの I/Oテーブルから設定を引き継いで起動した後に、［ファイル］│
［新規作成］を行うと通信設定の FL-Netユニットのユニット番号はクリア（初期値ユ
ニット番号 0）されます。FL-Netユニットのユニット番号を再設定してください。 
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・ メイン画面 

 
 
メニュー サブメニュー 内容 
ファイル 新規作成 パソコン上のシステム設定がデフォルト値に初期化さ

れます。 
 開く ファイルを選択することにより、以前に設定した内容を

読み込みます。 
 上書き保存 現在開いているファイル名で、設定した内容を保存しま

す。 
 名前を付けて保存 ファイル名を指定して、設定した内容を保存します。 
 旧バージョン設定ファ

イルを開く 
FL-net設定ツール V1.*で保存した設定ファイルを読み
込みます。 

 終了 CX-FLnetを終了します。 
編集 オールクリア 「他ノード設定領域」設定において、パソコン上のデー

タを消去します。 
 1行コピー 「他ノード設定領域」設定において、カーソル位置の行

の内容をコピーし、新しい行として追加します。 
 削除 「他ノード設定領域」設定において、カーソル位置の行

の内容を削除します。カーソル位置以降に設定がある場
合は、前詰めに移動されます。 

表示 ツールバー ツールバーの表示/非表示を切替えます。 
 ステータスバー ステータスバーの表示/非表示を切替えます。 
設定 転送［パソコン→PLC］ システム設定をパソコンから FL-netユニットへ書き込

みます。 
 転送［PLC→パソコン］ システム設定を FL-netユニットからパソコンへ読み出

します。 
 照合 パソコンと FL-netユニットのシステム設定を照合しま

す。 
 通信設定 PLCとの通信設定を設定、変更します。 
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メニュー サブメニュー 内容 
ステータス データリンクステータ

ス 
FL-netネットワークへ加入しているノードのデータリ
ンクステータスを表示します。 

 エラーステータス FL-netユニットのエラーステータスを表示します。 
 通信サイクルタイム FL-netネットワークのリフレッシュサイクル時間を表

示します。 
 メッセージ通番ステー

タス 
メッセージ通番ステータスを表示します。 

 異常履歴 FL-netユニットの異常履歴を表示します。 
 ノードステータス FL-netネットワークへ加入しているノードのステータ

スを表示します。 
オプション 拡張設定 FAリンク割付設定において、「送信データ並び」、「受

信データ並び」の設定変更タブの表示/非表示を切替え
ます。 

 表示切替 データ表示を 10進数で行うか、16進数で行うかを選択
します。 

ヘルプ 目次 ヘルプを表示します。 
 バージョン情報 CX-FLnetのバージョン情報を表示します。 
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■ 通信設定 
パソコンと PLCとの通信手順と、設定対象の FL-netユニットのユニット番号を設定し
ます。 
CX-Programmerの I/Oテーブルから、設定を引き継いで起動した場合は、特に通信設
定を変更する必要はありません。 
通信設定は以下の場合に変更してください。 
（1）CX-Programmerの I/Oテーブルから、設定を引き継がずに起動した場合 
（2）CX-FLnetをスタートメニューから起動した場合。 
（3）システム設定を転送する FL-netを変更（ネットワークアドレス、ノードアドレ
ス、ユニット番号を変更）する場合  

 
 

参 考 

 

ネットワーク種別の「PLC直接接続」と「ネットワーク経由接続」は、通常「PLC直
接接続」を使用してください。パソコンを Cシリーズや CVM1/CVシリーズに接続す
る場合に「ネットワーク経由接続」を使用します。 
 

● PLC直接接続 
パソコンを CS/CJシリーズ PLCのペリフェラルポート（または RS-232Cポート）に接
続する場合に選択します。  

 

    
ノード 1 ノード 2 ノード 3 

CS/CJシリーズ 

CPUユニット 

FL-netネットワーク経由で設定します。 

CX-FLnet 
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詳細の設定を行う手順を、以下に示します。 

1 「通信設定」ダイアログボックスの「ネットワーク種別」で、「PC直結接続」を
選択します。 

 

2 「接続設定変更」ボタンをクリックすると以下のダイアログボックスが表示されま
す。 

 

3 「PLC機種」と「ネットワーク種別」を設定します。FL-netネットワーク上の他
ノードに接続する場合は、「ネットワーク種別」の「設定（E）…」ボタンをクリ
ックし、「FINS送信先アドレス」の「ネットワーク」と「ノード」に接続先のア
ドレスを入力します。 
「OK」ボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じます。 
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4 「通信設定」ダイアログボックスにおいて、「FL-netユニットのユニット番号」
に、接続する FL-netユニットのユニット番号 0～15を入力します。 

 

5 「閉じる」ボタンをクリックすると通信設定は終了です。 
 

● ネットワーク経由接続 
CX-FLnetを Cシリーズ、CV/CVM1シリーズ（ゲートウェイ PLC）に接続して、ネッ
トワーク経由で FL-netユニットが装着されている各 PLC（ターゲット PLC）に対して
オンライン接続して、設定する場合に選択します。 
 

    

 

ノード 1 ノード 2 ノード 3 

ネットワーク経由で設定 

 

例）Ethernet 
CX-FLnet 

 
 
詳細の設定を行う手順を、以下に示します。 

1 「通信設定」ダイアログボックスの「ネットワーク種別」で、「ネットワーク経由
接続」を選択します。 

 

2 「接続設定変更」ボタンをクリックすると以下のダイアログボックスが表示されま
す。CX-FLnetを直接接続している PLC（PLCネームは“Gateway”）の設定を
行います。 
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3 「PLC機種」と「ネットワーク種別」を設定します。例として、Ethernetで接続
する場合、「ネットワーク種別」に“Ethernet”を選択します。「ネットワーク種
別」の「設定（E）…」ボタンをクリックし、Ethernet接続するノードの IPアド
レス等を設定します。 

 

4 「OK」ボタンをクリックすると、続けて以下のダイアログボックスが表示されま
す。ここには実際に設定を行なう FL-netノードの設定を行ないます。 

 

5 「ネットワーク種別」を“Gateway”に変更します。 

 

6 「変更（E）…」ボタンをクリックし、「FINS送信先アドレス」の「ネットワー
ク」と「ノード」に接続先のアドレスを入力します。 
「OK」ボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じます。 
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7 「通信設定」ダイアログボックスにおいて、「FL-netユニットのユニット番号」
に、接続する FL-netユニットのユニット番号 0～15を入力します。 

 

8 「閉じる」ボタンをクリックすると通信設定は終了です。 
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■ システム設定－CPU高機能ユニットシステム設定エリア 
システムによって、いくつかの異なった動作パラメータが選択できますが、ここでは
簡易に動作させる条件で説明します。 

 
 

項目 内容 
FAリンク割付テーブル格納方式 
（デフォルト値 PLC内蔵方式） 

FAリンク割付テーブルを格納する方式（PLC内蔵方式・ユニッ
ト内蔵方式）を選択します。 
通常はデフォルト値を選択してください。 

FAリンク起動方式 
（デフォルト値 自動加入方式） 

FAリンク起動を起動する方式（自動加入方式・手動加入方式）
を選択します。 
通常はデフォルト値を選択してください。 

メッセージ手順確認 
（デフォルト値 確認あり） 

メッセージ使用時の手順（確認あり・確認なし）を選択します。
オムロン FL-netユニットのみのネットワークでは「確認あり」
を選択してください。 
他社製ユニットが接続されるネットワークでは、「確認なし」に
設定してください。 

ブロードキャスト形式 
（デフォルト値 ***.***.***.255） 

ブロードキャスト形式の形式（***.***.***.255，255.255.255.255）
を選択します。 
通常はデフォルト値を選択してください。 

IPアドレス設定方式 
（デフォルト値 192.168.250＋ノード番号）

IPアドレスの設定方式（192.168.250＋ノード番号，ユニット裏
面ロータリーSW，ユニット裏面ロータリー SW＋ノード番号，
システム設定エリア）を選択します。 
通常はデフォルト値を選択してください。 
形 CS1W-FLN22、形 CJ1W-FLN22の場合は、「192.168.250＋ノ
ード番号」または「システム設定エリア」のいづれかの設定を選
択してください。 

サブネットマスク 
（デフォルト値 255.255.255.0） 

サブネットマスク（ユーザ任意値）を設定します。 
通常はデフォルト値を選択してください。 

IPアドレス 
（デフォルト値 なし） 

IPアドレス（ユーザ任意値）を設定します。 
IPアドレス設定方式が「システム設定エリア」以外の場合は設
定の必要がありません。 

FAリンク構成ノード数 
（デフォルト値 なし） 

FAリンクを構成するノード数（ユーザ任意値）が表示されます。
設定することはできません。 
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参 考 
 

・ネットワークに接続されたノード間でトークンを巡回させるには、「IPアドレス」
の上位 3桁、「サブネットマスク」、「ブロードキャスト形式」を他の接続ノード
と一致させてください。 

・IPアドレス設定方式において、形 CS1W-FLN22/形 CJ1W-FLN22に対して「ユニッ
ト裏面ロータリスイッチ」または「ユニット裏面ロータリスイッチ＋ノード番号」
を選択した場合は、設定エラー（HER LED点灯）になります。「192.168.250＋ノ
ード番号（デフォルト）」または「システム設定エリア」のいずれかを選択してく
ださい。 

・通信速度設定は、形 CS1W-FLN22/形 CJ1W-FLN22でのみ有効です。 
 形CS1W-FLN02/12に対しての設定は行えません。常に 10Mビット/sで動作します。
・メインメニュー「オプション」‐「表示切替」で「16進表示」にチェックすると、
「IPアドレス」、「サブネットマスク」が 16進数で表示され、16進数で入力する
ことができます。 

・通信設定がネットワーク経由接続で、FAリンク割付テーブル格納方式が PLC内蔵
方式の場合、他ノード領域に登録できる最大ノード数は 50ノードになります。 
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■ システム設定－自ノード設定領域 
自ノード設定領域を設定することで、PLCの任意エリアのデータを自ノードの送信デ
ータとすることができるようになります。 

 
 

項目 内容 
領域 1（領域 2）エリア種別 
（デフォルト値 
領域 1 CIO、領域 2 DM） 

自ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域 2）が格
納される PLC上のエリア（CIO・WR・HR・DM・EM0～
EMC）を設定します。 

領域 1（領域 2）先頭チャネル 
（デフォルト値 0） 

自ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域 2）が格
納される PLC上のエリアの先頭チャネルを設定します。

領域 1（領域 2）サイズ 
（デフォルト値 0） 

サイクリックデータの領域 1（領域 2）が格納される PLC
上のエリアのサイズを設定します。 
この値は同時に、コモンメモリの自ノード割付サイズも
示しています。 

領域 1（領域 2）コモンメモリ割付先
頭アドレス（デフォルト値 0） 

領域 1（領域 2）を割り付けるコモンメモリ上の割付先頭
アドレスを設定します。 

 

参 考 
 

メインメニュー「オプション」‐「表示切替」で「16進表示」にチェックすると、各
チャネル、サイズ、アドレスが 16進数で表示され、16進数で入力することができます。
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■ システム設定－他ノード設定領域 
他ノード設定領域を設定することで、他ノードのコモンメモリを、自 PLCのエリア内
に読み込むことができるようになります。 

 
 

項目 内容 
領域 1（領域 2）エリア種別（デ
フォルト値 
領域 1 CIO、領域 2 DM） 

他ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域 2）が格納される
PLC上のエリア（CIO・WR・HR・DM・EM0～EMC）を設定しま
す。 

領域 1（領域 2）先頭チャネル
（デフォルト値 0） 

他ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域 2）が格納される
PLC上のエリアの先頭チャネルを設定します。 

割付エリアテーブル 他ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域 2）が格納される
PLC上のエリアのオフセット・サイズ及び割り付けられるノード
番号を設定します。 

 
他ノード設定領域では、メインメニューの以下の機能が使用できます。  

メニュー 内容 
「編集」―「オールクリア」 割付エリアテーブルを全てクリアします。 
「編集」―「1行コピー」 カーソル位置の行の内容をコピーし、新しい行として追加します。
「編集」―「削除」 カーソル位置の行の内容を削除します。カーソル位置以降に設定

がある場合は、前詰めに移動されます。 

 

お願い 
 

・割付エリアテーブル領域に自ノードを割り付けないでください。自ノードの領域に
該当するエリアについては、「ノード番号」に 0を入力し、「サイズ」に自ノード
設定領域のサイズを入力してください。 

・領域 1（領域 2）のみに設定がある場合は、領域 2（領域 1）のオフセットおよびサ
イズに 0を設定してください。 

・メインメニュー「オプション」‐「表示切替」で「16進表示」にチェックすると、
各チャネル、ノード番号、オフセット、サイズが 16進数で表示され、16進数で入力
することができます。 

・通信設定がネットワーク経由接続で、FAリンク割付テーブル格納方式が PLC内蔵
方式の場合、他ノード領域に登録できる最大ノード数は 50ノードになります。 

 



11-2 ツール機能の使用方法 

11-17 

11 

C
X

-FLnet

の
操
作 

 

参 考 
 

・オフセット機能とは、あるノードが送信したデータの「先頭のどこ（何チャネル目）
から何チャネル分を受信する」といった指定をすることです。 
先頭から「何チャネル目」までを「オフセット」と呼びます。 
オフセット機能により、あるノードの送信データすべてを受信しないで済むことを
利用し、データリンクのメモリエリアを無駄なく有効に使用することができます。

・メインメニュー「オプション」‐「表示切替」で「16進表示」にチェックすると、
各チャネル、サイズ、アドレスが 16進数で表示され、16進数で入力することができ
ます。 
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■ システム設定－拡張設定 
本ユニットは、接続する機器に合わせて、データリンクデータのデータ並び（ワード
データの上位バイト/下位バイトの並び）を変更することができます。これによりラダ
ープログラムやユーザアプリケーションによるデータの入替処理は不要になります。
詳細の設定手順については、「■データリンクの高度な設定（P.5-17）」を参照してく
ださい。 

 
 

項目 内容 
自ノード設定 
送信データ並び 

自ノードの送信データの並びを設定します。 
「順方向（FLN02/12と同じ）と「逆方向」から選択します。 

他ノード設定 
送信データ並び 

他ノードの受信データの並びを設定します。 
「順方向（FLN02/12と同じ）と「逆方向」から選択します。 
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■ ユニットエリア設定 
ユニットの情報表示とノード名を設定します。 

 
 

項目 内容 
最小許容フレーム間隔 
（デフォルト値 1（100μs））

現在の最小許容フレーム間隔を設定します。本エリアでの設定値を
有効にするためには、「有効」ラジオボタンを選択した上で送信す
る必要があります。 
通信エラー等が発生する場合は、この値を大きく設定してくださ
い。なお、最大許容フレーム間隔はネットワーク内で最も大きな値
がネットワーク全体で使用されます。現在ネットワークで有効な値
は「モニタ機能」－「ネットワークステータス（FAリンク）」で
確認することができます。通信速度を 100Mビット/sで通信する場
合は、1ms以上に設定してください。 

トークン監視タイムアウト
時間（デフォルト値 50ms） 

各ノード間のトークンパッシングを監視する時間です。通常はデフ
ォルト値を使用してください。 

最小許容フレーム間隔Wait
時間（デフォルト値 0） 

設定された値を①の最小許容フレーム間隔に加算します。ネットワ
ーク全体では使用されず、当該ノードでのみ有効な数値です。 

ノード名 ノード名を設定します。本エリアでの設定値を有効にするために
は、「有効」ラジオボタンを選択した上で送信する必要があります。

 

参 考 
 

メインメニュー「オプション」‐「表示切替」で「16進表示」にチェックすると、ユ
ニットエリア設定（最小許容フレーム間隔、トークン監視タイムアウト時間、最小許

容フレーム感覚Wait時間）が 16進数で表示され、16進数で入力することができます。
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■ モニタ機能－ステータス表示機能について 
FL-net設定ツールでは、様々なネットワーク状態・設定内容をモニタリングすること
ができます。 
 

・ ステータス表示機能の選択 
メインメニュー「ステータス」から表示するステータスを選択します。 

 
 

参 考 
 

各ステータスは、メニューから起動時に FL-netユニットから読出を行います。ステー
タスを更新するためには、各ステータスダイアログボックスの「更新」ボタンをクリ

ックしてください。 
 

● データリンクステータス 
FL-netネットワークへ加入している、他ノードのデータリンクステータスを表示しま
す。 
本ステータスの内容は、リレーエリアに反映される接続ノード情報の内容と同様のも
のです。 
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● エラーステータス 

FL-netユニットのステータスを表示します。 
本ステータスの内容は、リレーエリアに反映されるユニットステータスの内容と同様
のものです。 

 
 

・ FAリンク動作中 

FAリンクが正常に動作している場合に点灯します。 

・ 受信メッセージ 有 

透過型メッセージの受信メッセージがあった場合に点灯します。 

・ P/S供給中 

トランシーバ供給電源が正常に供給されている場合に点灯します。（FLN02/12で
のみ有効） 

・ FAリンクエリア割付異常 

FAリンクエリア割付が不正な場合に点灯します。設定内容を再度確認してくださ
い。 

・ トークン監視時間設定異常 

ネットワーク中のトークンを監視するための時間が不正な場合に点灯します。 
本異常は、ネットワーク構成等の理由により、発生する場合が有り得ます。 
ユニットをリセットすることで回復します。 

・ IPアドレス設定異常 

IPアドレス設定が不正な場合に点灯します。設定内容を再度確認してください。 

・ EEPROM異常 

EEPROMに異常が発生した場合に点灯します。 
異常なネットワーク構成にてユニット内のエラーが頻発する場合にも、発生し得ま
す。 
設定内容を再度確認してください。設定内容を再確認後も、本異常が頻発する場合
には、ユニットを交換してください。 
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● 通信サイクルタイム 

ネットワークのリフレッシュサイクル時間等を表示します。 

 
 

・ トークン保持ノード番号 

「更新」ボタンクリック時にトークンを保持しているノードのノード番号を表示し
ます。 

・ 最小許容フレーム間隔 

指定されたユニットが加入しているネットワークの最小許容フレーム間隔が表示
されます。 

・ リフレッシュサイクル許容時間 

指定されたユニットの、リフレッシュサイクル許容時間が表示されます。 

・ 測定時間 

指定されたユニットの、リフレッシュサイクル時間を実測した現在値・最大値・最
小値を表示します。 
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● メッセージ通番ステータス 
メッセージ通番ステータスを表示します。 

 
 

● 異常履歴 
FL-netユニットから異常履歴を読み出します。 
「クリア」ボタンをクリックすると、FL-netユニット内の異常履歴を消去します。 

 
 
 

 



11-2 ツール機能の使用方法 

11-24 

11 

C
X

-FLnet

の
操
作 

● ノードステータス 
FL-netネットワークへ加入している、他ノードのステータスを表示します。他ノード
割付されていないノードの情報も表示することができます。 

 
・ ノード番号 

ステータスを読み込みたいノードのノード番号を設定します。 

・ 自ノードの状態（自ノード指定時のみ） 
ノード番号にて設定されたノードが自ノードである場合、自ノードの状態を表示し
ます。 
FL-net規格のフラグ名称とは以下のように対応しています。  

FL-net設定ツール FL-net規格のフラグ名 
コモンメモリ設定範囲異常 初期化エラーフラグ 

ノード番号多重 ノード番号重複フラグ 
トークン監視タイムアウト時間エラー トークン監視時間エラーフラグ 
フレーム待ち異常 受信待ち状態フラグ 

・ ノードの状態 
ノードの離脱／加入状況を示します。 

・ FAリンクの状態 
ノード番号にて設定されたノードのネットワークステータスを表示します。 

・ 上位層の状態 
上位層の状態を表します。  

 意味 
RUN CPUユニット運転中（運転/モニタモード） 
STOP CPUユニット運転停止中（プログラムモード） 

 
 意味 

NORMAL CPUユニット正常動作中 
WARNING CPUユニットにて運転継続異常発生中 

ALARM CPUユニットにて運転停止異常発生中 
または、ルーチングテーブル設定異常発生 
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ERR_CODE 意味 

0 正常 
1 CPUユニットサービス停止  

＊：他社製 FL-netノードの ERR_CODEは、それぞれのマニュアルを参照してください。 

・ リフレッシュサイクル許容時間／トークン監視タイムアウト時間／最小許容フレー
ム間隔 
ノード番号にて設定されたノードの、リフレッシュサイクル許容時間・トークン監
視タイムアウト時間・最小許容フレーム間隔を表示します。 

 

● ネットワークステータス 
FL-netネットワークへ加入している、他ノードのステータスを表示します。 
本ステータスの内容は、DMエリアに反映されるノードステータスの内容と同様のも
のです。 

  
・ エリア割付異常 

ネットワークのデータが正常に PLCエリアに反映されない設定であることを通知
します。 
設定内容を再度確認してください。 

・ ネットワーク加入中 
ネットワークの加入状態が格納されます。 
未加入状態での運転状態、異常状態の情報は無効です。（加入→離脱に変化した時
の「上位層の状態」は保持されます。） 

・ 異常（上位層） 
ノードの装着されたアプリケーションの異常状態（異常あり／異常なし）が格納さ
れます。 

・ 運転状態（上位層） 
ノードの装着されたアプリケーションの動作状態（運転中／停止中）が格納されま
す。 
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■ システム設定の転送と照合 
CX-FLnet（パソコン）と PLC（CPUユニット/FL-netユニット）の間で、FL-netユニッ
トのシステム設定（CPU高機能システム設定エリア）を転送、照合します。 
 

● CX-FLnet（パソコン）から PLC（CPUユニット/FL-netユニット）へ FL-netユニ

ットのシステム設定を転送（ダウンロード）する 

1 ［設定］|［転送［パソコン→PLC］］を選びます。 

 

2 確認のためのダイアログボックスが表示されます。 

 

3 ［はい］ボタンをクリックします。転送が開始されます。転送が正常に終了すると
次のように表示されます。 

 

4 ［OK］ボタンをクリックします。 
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● PLC（CPUユニット/FL-netユニット）から CX-FLnet（パソコン）へ FL-netユニ

ットのシステム設定を転送（アップロード）する 

1 ［設定］|［転送［PLC→パソコン］］を選びます。 

 

2 確認のためのダイアログボックスが表示されます。 

 

3 ［はい］ボタンをクリックします。転送が開始されます。転送が正常に終了すると
次のように表示されます。 

 

4 ［OK］ボタンをクリックします。 
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● CX-FLnet（パソコン）と PLC（CPUユニット/FL-netユニット）の間で、FL-net

ユニットのシステム設定を照合する 

1 ［設定］|［照合］を選びます。 

 

2 照合した結果が表示されます。 
一致した場合： 

 

 不一致の場合： 

 

3 ［OK］ボタンをクリックします。照合が不一致の場合は、一致していない設定項
目の一覧が表示されます。 

 

4 ［閉じる］ボタンをクリックします。 
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付-1 ネットワークシステムの定義 
 

● 通信プロトコルの規格 

通信プロトコルとは、あるシステムが別のシステムと通信回線などを介して情報のや
り取りを行うためのルール（通信規約）のことを指します。FL-netで使用している通
信プロトコルは次のような規格に準拠しています。  

FL-netの通信プロトコル 準拠仕様 

FL-net 
FAリンクプロトコル仕様書 
（MSTC FAオープン推進協議会 
 FAコントロールネットワーク専門委員会発行） 

UDP RFC768 

IP,ICMPなど RFC791,792,919,922,950 

ARPなど RFC826,894 

Ethernet IEEE802.3 

 

● 通信プロトコルの階層構造 

通信プロトコルは階層構造でモデル化され、通信処理をいくつかのレベルに分割・整
理して表現、規格化します。FL-netは、以下のように 6つのプロトコル層から構成さ
れています。  

アプリケーション層 
コントローラ・インタフェース 

サービス機能 
サイクリック伝送 

メッセージ伝送 FA リンクプロトコル層 

トークン機能 

トランスポート層 UDP 

ネットワーク層 IP 

データリンク層 

物理層 

Ethernet 

（IEEE802.3 準拠） 

 

● FL-netの物理層について 

伝送速度が 10Mbpsの場合、Ethernetの物理層には 5種類の伝送方式があります。 
10BASE-5、10BASE-2、10BASE-T、10BASE-F、10BROAD-36（ただしほとんど普及し
ていない）また、これ以外に 100MbpsEthernetが存在します。 
これらの中で、FL-netでは 10BASE-5（推奨）および 10BASE-2,10BASE-Tを採用して
います。 
 

FL-net 
プロトコル 
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● FL-netの IPアドレス 

Ethernetにて接続された数多くの通信機器の中から指定された通信機器を識別するた
めに、IPアドレス（INETアドレス）と呼ばれるアドレスを使用しています。そのため
Ethernetに接続された各通信機器は、それぞれ唯一固有の IPアドレスを設定しなけれ
ばなりません。 
IPアドレスは、その通信機器が接続されているネットワークアドレスを表す部分と、
その通信機器のホストアドレス部分で構成されており、ネットワークの大きさによっ
て、クラス A，B，Cの 3種類のネットワーククラスに分類することができます（この
ほかに特殊な目的のためにクラス D、Eがあります）。  
クラス 先頭の 1のオクテット値 ネットワークアドレス部 ホストアドレス部 

クラス A 0～127 xxx.xxx.xxx.xxx Xxx.xxx.xxx.xxx 
クラス B 128～191 xxx.xxx.xxx.xxx Xxx.xxx.xxx.xxx 
クラス C 192～223 xxx.xxx.xxx.xxx Xxx.xxx.xxx.xxx 
（備考：xxx.網かけで示された箇所がそれぞれのアドレス部に対応する部分） 
 
1つのネットワークの中で、そのネットワークに接続されている通信機器の IPアドレ
スは、全て同じネットワークアドレス部となり、ホストアドレス部は重複しない唯一
固有の値となります。 
FL-netの IPアドレスのデフォルト値は、192.168.250.N（Nはノード番号：1～254）で
す。 
IPアドレスはクラス Cを使用し、下位のホスト・アドレスと FL-netプロトコルのノー
ド番号を一致させることを推奨しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

● FL-netのサブネットマスク 

FL-netのサブネットマスクは 255.255.255.0固定としています。FL-net設定ツールのシ
ステム設定（CPU高機能ユニットエリアシステム設定エリア）でサブネットマスクを
255.255.255.0に設定してください。 
この値はクラス Cの本来のネットワークアドレス部とホストアドレス部の区分と同じ
となります。 

1 0 X ネットワークアドレス ホストアドレス 

20
27 28 227

230 229 228 

固定 
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● TCP/IP、UDP/IP通信プロトコル 

TCP、UDP、IPはいずれも、いわゆる Ethernetで使用される主要なプロトコルです。 
IPは通信プロトコルのネットワーク層に位置して、通信データの流れを制御していま
す。 
TCPと UDPはトランスポート層に位置して、いずれも IPをネットワーク層として利
用していますが、サービス内容に大きな違いがあります。 
TCPは、上位層に対してデータの区切りを意識させない信頼性のあるサービスを提供
します。一方、UDPは IPからのデータのかたまり（データダイアグラム）をそのまま
上位層へ伝送するために機能し、データが送信先に到達したかどうかの保証は行いま
せん。データの受信確認・再送などの処理はさらに上位の層に任せています。 
UDP自体は TCPに比べて信頼性がないかわりに、オーバーヘッドの小さい通信サービ
スを提供することができます。 
FL-netでは、UDPを使用しています。これは TCPの凝ったデータ確認再送の手続きが
FL-netに対して冗長であることによります。この手続きを省き、かわりに上位の FL-net
プロトコル層で、トークンによる送信権の管理、複数フレームの分割・合成などの処
理を行うことで、高速なデータ交換を提供します。 
 

● FL-netのポート番号 

FL-netではトランスポート層の上位に位置する FL-netプロトコル層でサービスを実現
するために次のポート番号が予め定められています。ただし FL-netのユーザは、パラ
メータ等にこれらのポート番号を設定する必要はありません。  
番号 名称 ポート番号 

1 サイクリック伝送用ポート番号 55000（固定） 
2 メッセージ通信用ポート番号 55001（固定） 
3 参加要求フレーム用ポート番号 55002（固定） 
4 送信用ポート番号 55003（固定） 

 

● FL-netのデータフォーマット 

・ FL-netのデータフォーマット概要 

FL-netで送受信されるデータは、通信プロトコルの各層で以下のようにカプセル化さ
れています。 

　１０２４byte 以内

　　　14　　　　　20　　　　　　8

Ethernet フレーム

FL-net データUDP ヘッダIP ヘッダEther ﾍｯﾀﾞ トレーラー

FL-net データUDP ヘッダIP ヘッダ

FL-net データUDP ヘッダ

ユーザ・データFL-net ﾍｯﾀﾞ

ユーザ・データ

UDP セグメント

IP データグラム

 
以下に通信回線上で観測できる FL-netデータ（1フレーム分）を示します。例では、
128バイトのサイクリックデータが転送されています。 
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ADDR  HEX                                                ASCII

0000  FF FF FF FF FF FF 08 00  19 10 00 07 08 00 45 00  ..............E.

0010  00 E4 EB 59 00 00 80 11  D8 52 C0 A8 FA 0B C0 A8  ...Y.....R......

0020  FA FF D6 DB D6 D8 00 D0  00 00 46 41 43 4E 00 00  ..........FACN..

0030  00 C8 00 01 00 0B 00 01  00 01 00 07 07 00 00 00  ................

0040  00 00 01 00 00 00 80 00  00 00 00 00 00 00 0A 00  ................

0050  00 00 FD E8 00 00 00 28  00 04 02 80 00 40 00 00  .......(.....@..

0060  80 00 01 01 00 C8 61 32  00 02 5B 91 00 00 00 00  ......a2..[.....

0070  00 00 5B 91 00 00 00 00  00 00 00 00 00 00 00 00  ..[.............

0080  00 00 00 00 00 00 00 00  00 00 00 00 00 00 00 00  ................

0090  00 00 00 00 00 00 00 00  00 00 00 00 00 00 00 00  ................

00A0  00 00 00 00 00 00 00 00  00 00 00 00 00 00 00 00  ................

00B0  00 00 00 00 00 00 00 00  00 00 00 00 00 00 00 00  ................

00C0  00 00 00 00 00 00 00 00  00 00 00 00 00 00 00 00  ................

00D0  00 00 00 00 00 00 00 00  00 00 00 00 00 00 00 00  ................

00E0  00 00 00 00 00 00 00 00  00 00 00 00 00 00 00 00  ................

00F0  00 00                                             ..

Ethernetヘッダ

UDPヘッダ

IPヘッダ

FL-netヘッダ

ユーザデータ
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・ FL-netのヘッダーフォーマット 

FL-netヘッダは、64から 96バイトの大きさを持っています。 

FL-net ヘッダ サイクリック／メッセージデータ

FA リンクデータ下位層ヘッダー

64～96byte 1024byte以内

1500byte以内
 

FL-netヘッダは FL-netプロトコルにおけるすべてのフレームの先頭につけられます。 
 

● FL-netのトランザクションコード 

FL-netではメッセージ伝送において次のサービスを実現しています。  
本ユニットのサポート 

FL-netのメッセージ伝送サービス 
クライアント サーバ 

1 バイト・ブロック・データのリード × × 
2 バイト・ブロック・データのライト × × 
3 ワード・ブロック・データのリード ○ ○ 
4 ワード・ブロック・データのライト ○ ○ 
5 ネットワーク・パラメータのリード × ○ 
6 ネットワーク・パラメータのライト × × 
7 停止指令 × × 
8 運転指令 × × 
9 プロファイルのリード × ○ 
10 ログ・データのリード × ○ 
11 ログ・データのクリア × ○ 
13 メッセージ折り返し △ ○ 
14 透過型 ○ ○ 
15 ベンダ固有メッセージ ○ ○  
備考：○は実装、×は非実装、△は「ノード間テスト」機能として実装。 
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それぞれのメッセージには、そのヘッダに要求用のトランザクション・コードまたは
応答用のトランザクション・コードがあり、メッセージ・フレームを識別します。  
トランザクションコード 適 用 

0～9999 リザーブ 
10000～59999 透過型のメッセージ 
60000～64999 リザーブ 
65000 トークン・ヘッダ 
65001 サイクリック・ヘッダ 
65002 参加要求フレーム・ヘッダ 
65003 バイト・ブロック・データのリード（要求） 
65004 バイト・ブロック・データのライト（要求） 
65005 ワード・ブロック・データのリード（要求） 
65006 ワード・ブロック・データのライト（要求） 
65007 ネットワーク・パラメータのリード（要求） 
65008 ネットワーク・パラメータのライト（要求） 
65009 停止指令（要求） 
65010 運転指令（要求） 
65011 プロファイルのリード（要求） 
65012 トリガ・ヘッダ 
65013 ログのリード（要求） 
65014 ログのクリア（要求） 
65015 メッセージ折り返し試験用（要求） 
65016 ベンダ固有メッセージ（要求） 
65017～65202 リザーブ（将来の拡張用） 
65203 バイト・ブロック・データのリード（応答） 
65204 バイト・ブロック・データのライト（応答） 
65205 ワード・ブロック・データのリード（応答） 
65206 ワード・ブロック・データのライト（応答） 
65207 ネットワーク・パラメータのリード（応答） 
65208 ネットワーク・パラメータのライト（応答） 
65209 停止指令（応答） 
65210 運転指令（応答） 
65211 プロファイルのリード（応答） 
65212 リザーブ 
65213 ログ・データのリード（応答） 
65214 ログ・データのクリア（応答） 
65215 メッセージ折り返し試験用（応答） 
65216 ベンダ固有メッセージ（応答） 
65217～65399 リザーブ（将来の拡張用） 
65400～65535 リザーブ 
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付-2 FL-netのネットワーク管理 
 

■ FL-netのトークン管理 

● トークン 

ノードが送信を行えるのは、基本的にそのノードがトークンを保持しているときです。 
トークンを保持していないときに送信できるのは、トークン監視時間のアップによる
トークン再発行とネットワーク未加入時の参加要求フレームの 2つのみです。 
 
①FL-netネットは、1つのトークンをノード間で回します。 
②各ノードは、このトークンを受け取ってから、次のノードにトークンを引き渡すま
で、ネットワークに対する送信権を保持します。 
③トークンは、FL-netに参加するすべてのノードを巡回します。 
④トークンは、サイクリック・データを伴って送信することができます。 
⑤トークンは、データを付けずにトークンのみをまわすことも可能です。 
⑥トークンは、タイマによって監視され一定時間ネットワークに流れないと自動的に
再発行されます。 
⑦トークンがネットワーク上に 2つ以上あるとき、1つに統一する機能を持ちます。 
 

● トークンの流れ 

トークンは、基本的にネットワークに 1つだけが存在します。 
ネットワークに 2つ以上のトークンが存在した場合、ノードは宛先ノード番号が小さ
い方を優先し、他方を破棄します。 
トークンを含むフレーム（トークン・フレーム）には、トークンの宛先ノード番号と
トークン送出ノード番号を持ちます。 
各ノードは、受信したトークン・フレームのトークンの宛先ノード番号と一致した場
合にトークン保持ノードとなります。 
トークンのローテーションの順番は、ノード番号によって決定されます。 
各ノードは参加ノード管理テーブルに登録されているノードの中の昇順でトークンの
ローテーションを行います。 
最大ノード番号のノードは、最小ノード番号のノードにトークンを渡します。  

次のノードへトークンを渡す 

最小ノード番号のノードへトークンを渡す 

ノード 1 

ノード 2 ノード 3 ノード N－1 

ノード N 
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● トークンとデータ 

トークンを送信するときに伴うデータのパターンは、次の 6つの種類があります。  
No. 項目 内容 

伴うデータがないとき トークンのみを送信します。 

1  
トークン 

 
サイクリック・データだけのとき サイクリック・データを送信後、トークンを送信

します。 
2 

サイクリックデータ トークン
 

サイクリック・データのみで、サイク
リック・データを分割して送るとき 

サイクリック・データを何回かに分割し送信し、
最後にトークンを送信します。 

3  
サイクリックデータ トークン サイクリックデータ

 
メッセージ・データだけのとき メッセージ・データ送信した後トークンを送信し

ます。 
4 

メッセージデータ トークン
 

サイクリック・データとメッセージ・
データのとき 

メッセージ・データ、サイクリック・データを送
信後、トークンを送信します。 

5  
メッセージデータ サイクリックデータ トークン 

 
サイクリック・データとメッセージ・
データで、サイクリック・データを分
割して送るとき 

メッセージ・データを送信後、サイクリック・デ
ータを何回かに分割し送信し、最後にトークンを
送信します。 

6 

メッセージデータ サイクリックデータ トークンサイクリックデータ 
 

 

● フレームの間隔（最小許容フレーム間隔） 

フレームの間隔とは、他ノードからトークンを受けて自ノードがフレームを出すまで
の時間をフレーム間隔と呼びます。 
このとき、各ノードが最低限フレームを出すまで待たなければならない時間を最小許
容フレーム間隔と呼びます。 
FL-netでは、この最小許容フレーム間隔をネットワークで共有します。 
各ノードは、ネットワークに参加しているノードが設定している最小許容フレーム間
隔の最大値をノードの参加・離脱がある度に計算し更新します。 
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■ FL-netの加入・離脱 

● FL-netへの加入 

各ノードは、立ち上がり時、それぞれ加入トークン検出時間がアップするまで回線を
監視します。この時、トークンを受信しなかった場合は、ネットワーク立ち上がり時
と判定しネットワークへ新規参加します。また、トークンを受信した場合は、途中参
加状態と判定しネットワークへ途中参加します。 
 

・ 新規参加 

加入トークン検出時間を経過しても、トークンを受信しない場合は、トリガの送信準
備を行い（ノード番号/8）の余り×4ms後に送信します。トリガの送信前にトリガを受
信した場合はトリガを送信しません。トリガを受信した時点から参加要求フレーム受
信待ち時間（1200ms）の間、ノード番号、アドレス等の重複チェック、参加ノード管
理テーブルの更新を行いながら、全ノードが参加要求フレームを送信するのを待ちま
す。トリガを受信した時点から参加要求フレーム送信待ち時間（ノード番号×4ms）経
過後に、参加要求フレームを送信します。このとき、他ノードの参加要求フレームに
よってアドレスの重複を認識したノードは、領域 1と 2のコモンメモリ先頭アドレス、
コモンメモリサイズを 0にし、サイクリックデータは送信しません。アドレスの重複
を認識したノードは、アドレス重複フラグをセットし、コモンメモリ・データ有効通
知フラグをリセットします。参加要求フレーム受信待ち時間が終了した時点でノード
番号が 1番小さいノードが参加ノード管理テーブルに従い、最初にトークンを送信し
ます。ノード番号の重複を認識したノードは、すべての送受信を行いません。  

ノードの監視開始

（電源投入後、

リセット解除時）

加入トークン検出時間（３秒）

トリガ

ﾉｰﾄﾞ 1

ﾉｰﾄﾞ２

ﾉｰﾄﾞ３

ﾉｰﾄﾞ 254

参加要求ﾌﾚｰﾑ受信待ち時間（1,2 秒）

参加要求ﾌﾚｰﾑ トークン

参加要求ﾌﾚｰﾑ送信待ち時間(ノード番号×4ms)
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・ 途中参加 

加入トークン検出時間内にトークンを受信すると既にリンクが確立していると認識し、
トークンが 3周するまで参加要求フレームの送信を待ちます。その間受信したフレー
ムによって、ノード番号、アドレス等の重複チェックを行い、参加ノード管理テーブ
ルの更新を行ないます。このとき、アドレスの重複を検出した場合領域 1と 2のコモ
ンメモリ先頭アドレス、コモンメモリサイズを 0にし、サイクリックデータは送信し
ません。アドレスの重複を認識したノードは、アドレス多重化のフラグをセットし、
コモンメモリ・データ有効通知フラグをリセットする。ノード番号に異常がなかった
場合、ノードは参加要求フレーム送信待ち時間経過後、参加要求フレームを送信しま
す。参加要求フレームは、トークンの保持とは無関係に送信されます。ノード番号の
重複を認識したノードは、参加要求フレームの送信を行わずにネットワークに参加し
ません。 
 
＜備考＞ 
加入トークン検出時間：ネットワークが稼動状態かチェックをおこなうための時間で
す。周回：周回の基準は、1番小さいノード番号宛てトークンを受信したときを基準
とします。参加要求フレーム送信待ち時間：参加要求フレームの送出は、新規に参加
する他ノードと重ならないように（自ノード番号×4ms）経過後に送信します。 

 

3→4 4→5 Ｎ→1

ノードの監視開始 
（電源投入後、 
リセット解除時）

1→2 Ｎ→1 1→2 Ｎ→1 1→2 Ｎ→1

1周期目 ２周期目 ３周期目 

加入トークン検出時間

トークン検出中止 

Ｎ→1

参加要求フレーム送信待ち時間 

（自ノード番号×4ms） 

参加要求フレーム送信 

 
 

● FL-netからの離脱 

各ノードは、トークン・フレーム受信ごとにノード番号をチェックし、3回連続して
あるノードからのトークンフレームを受信しなければ、離脱したものとします（トー
クン保持ノードがトークン監視時間経過後もトークンを送出しない場合も含む）。 
上記のようにノードがネットワークから離脱した判断したとき、管理テーブルからそ
のノードの情報を削除します。 
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■ ノードの状態管理 

ノードの状態管理は、自ノード管理テーブル、参加ノード管理テーブル、ネットワー
ク管理テーブルからなります。概要を下記に示します。  

名称 内容 

自ノード管理テーブル 自ノードの設定について管理します。 
参加ノード管理テーブル ネットワークに加入しているノードに関する情報を管理します。 
ネットワーク管理テーブル ネットワークに共通する情報を管理します。 

 

■ FL-netの自ノード管理テーブル 

● 基本機能 

自ノードの設定に関するデータを管理します。概要を下記に示します。 
①参加要求フレームや、ネットワーク・パラメータのリードに使用されます。 
②管理データは、ノードの立ち上げ時に FL-net上位層から設定されます。 
③ノード名及び、コモンメモリにおける送信領域の先頭アドレスとサイズを PLCに接
続した FL-net設定ツール CX-FLnetから設定可能です。 

 

・ 管理データ  
項 目 バイト長 内 容 

ノード番号 （1byte） 1～254 
コモンメモリにおける 
領域 1・データ先頭アドレス 

（2byte） ワード・アドレス（0～0x1ff） 

コモンメモリにおける 
領域 1・データサイズ 

（2byte） サイズ（0～0x200）※注 

コモンメモリにおける 
領域 2・データ先頭アドレス 

（2byte） ワード・アドレス（0～0x1fff） 

コモンメモリにおける 
領域 2・データサイズ 

（2byte） サイズ（0～0x2000） ※注 

上位層の状態 （2byte） RUN/STOP /ALARM/WARNING/NORMAL 
トークン監視時間 （1byte） 1ms単位 
最小許容フレーム間隔 （1byte） 100μs単位 
ベンダ名 （10byte） ベンダの名称 
メーカ型式 （10byte） メーカの型式、デバイスの名称 
ノード名（設備名） （10byte） ユーザ設定によるノードの名称 
プロトコル・バージョン （1byte） 0x80固定 
FAリンクの状態 （1byte） 参加／離脱など 
自ノードの状態 （1byte） ノード番号重複検知など  
注：本ユニットにおける制限値については、P.3-2「FL-netユニット使用上のご注意」を参照し
てください。 



付-2 FL-netのネットワーク管理 

付-13 

付 

付
録 

■ FL-netの参加ノード管理テーブル 

● 基本機能 

ネットワークに参加しているノード状態は、各ノードが保持している参加ノード管理
テーブルによって監視されます。ネットワークに加入するノードに関してノード単位
で管理するデータを扱います。概要を下記に示します。 
 
①立ち上がり時トークン・フレームを受信し参加ノード管理テーブル、ネットワーク
管理テーブルを更新します。 
②トークン・フレームの受信ごとに各ノードは参加ノード管理テーブルを更新します。 
③新規参加の参加要求フレームを受信すると参加ノード管理テーブルを更新します。 
④各ノードのトークン・フレームの非受信またはタイムアウトを連続 3回検出するこ
とにより該当ノードをテーブルから削除します。 

 

● 管理データ 

各ノードのトークンを常時監視し参加ノード管理テーブルを作成し管理します。  
項 目 バイト長 内 容 

ノード番号 （1バイト） 1～254 
上位層の状態 （2バイト） RUN/STOP/ALARM/WARNING/NORMAL 
コモンメモリにおける 
  領域 1・データ先頭アドレス 

（2バイト） ワード・アドレス（0～0x1ff） 

コモンメモリにおける 
  領域 1・データサイズ 

（2バイト） サイズ（0～0x1ff） 

コモンメモリにおける 
  領域 2・データ先頭アドレス 

（2バイト） ワード・アドレス（0～0x1fff）  

コモンメモリにおける 
  領域 2・データサイズ 

（2バイト） サイズ（0～0x1fff）  

リフレッシュ・サイクル許容時間 （2バイト） 1ms単位 
トークン監視時間 （1バイト） 1ms単位 
最小許容フレーム間隔 （1バイト） 100μs単位 
リンクの状態 （1バイト） 参加／離脱情報など  
＊：「0x1fff」は、16進数（1FFF Hex）を示します。 
（備考）受信するトークン・フレームに含まれています。 
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■ FL-netのネットワーク管理テーブル 

● 基本機能 

ネットワークの状態に関する共通なパラメータを管理します。 
 

● 管理データ 
項 目 バイト長 内 容 

トークン保持ノード番号 （1byte） 現在トークンを保持しているノード 
最小許容フレーム間隔 （1byte） 100μs単位 
リフレッシュ・サイクル 
   許容時間 

（2byte） 1ms単位 

リフレッシュ・サイクル 
   測定時間（現在値） 

（2byte） 1ms単位 

リフレッシュ・サイクル 
   測定時間（最大値） 

（2byte） 1ms単位 

リフレッシュ・サイクル 
   測定時間（最小値） 

（2byte） 1ms単位 

 

■ FL-netのメッセージ通番管理 

● 基本機能 

メッセージ伝送における通番と通番バージョン番号を管理します。 
 

● 送信用管理データ 
項 目 バイト長 内 容 

通番バージョン番号 （4byte） 送信メッセージ伝送の通番バージョン 
通番（1：N送信） （4byte） 0x1～0xffffffff 
通番（1：1送信） （4byte）×256 0x1～0xffffffff  
＊：「0xffffffff」は、16進数（FFFFFFFF Hex）を示します。 

 
● 受信用管理データ 

項 目 バイト長 内 容 

通番バージョン番号 （4byte） 0x1～0xffffffff 
通番（1：1受信） （4byte） 0x1～0xffffffff 
通番（1：N受信） （4byte） 0x1～0xffffffff  
＊：「0xffffffff」は、16進数（FFFFFFFF Hex）を示します。 
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付-3 FL-netのプロファイル 
 

● 機器通信情報の分類 

ネットワークに接続される機器の通信に関わる情報は下図の 3種類に分類されます。  

装置・機器

A：ネットワークパラメータ 
 （伝送するための設定情報） 
＜ＦＡリンクプロトコル仕様書にて規定＞ 
B：システムパラメータ 

1）共通パラメータ 
2）デバイス固有パラメータ 

 

C：デバイス通信入出力情報 

ノード 
（通信機能）

 
 
①ネットワークパラメータ（A）は伝送に必要な設定情報です。 
②システムパラメータ（B）はネットワーク上にどのような機器（デバイス）が接続さ
れているかを識別するための管理情報で静的なパラメータであり、共通パラメータ
とデバイス固有パラメータに分けます。 
③デバイス通信入出力情報（C）はネットワーク上の他の機器からアプリケーションの
必要に応じてアクセスすることができ、アプリケーション動作や機器状態によって
その内容が変化する動的な情報を含みます。 
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・ システムパラメータで使用可能なデータタイプ 

システムパラメータとして使用可能なデータタイプは、UNIVERSAL TAGの内、下表
のとおりとします。  
タグ番号（16進） タイプ 使用可否（注 1） 備考 

00 （予約） ×  
01 BOOLEAN ○  
02 INTEGER ○  
03 BIT STRING ○  
04 OCTET STRING ○  
05 NULL ○  
06 OBJECT IDENTIFIER ×  
07 ObjectDescriptor ×  
08 EXTERNAL ×  
09 REAL ×  
0A ENUMERATED ×  

0B~0F （予約） ×  
10 SEQUENCEと SEQUENCE OF ○ （注 2） 
11 SETと SET OF ×  
12 NumericString ×  
13 PrintableString ○  
14 TeletexString ×  
15 VideotexString ×  
16 IA5String ×  
17 UTCTime ×  
18 GeneralizedTime ×  
19 GraphicString ×  
1A VisibleString ×  
1B GeneralString ×  
1C CharacterString ×  

1D～1E （予約） ×  
○：使用可、×：使用不可 

注：構造型は SEQUENCEと SEQUENCE OFのみ使用可。 
 

● システムパラメータ 

メッセージ伝送のサービス 
システムパラメータのアクセスのため、下記のサービスを使用します。  

TCD サービス名 機能 

65011 プロファイルのリード（要求） システムパラメータの一括読出しの要求 
（本ユニットではサポートしていません） 

65211 プロファイルのリード（応答） システムパラメータの一括読出しの応答 
応答データ部のサイズは最大 1024バイト 

 

● パラメータ構成 

システムパラメータは下記内容・順番で構成されています。  
パラメータ名称 備考 

共通パラメータ 全デバイスに共通に規定されたパラメータ 

デバイス固有のパラメータ ベンダがデバイス毎に自由に規定するパラメータ（オプション） 
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● 共通パラメータ詳細 

下記を必須とします。  

パラメータ名称 
名称文字 

［PrintableString型］
（長さ）、（文字）

データタイプ
［型］ 

パラメータ内容 
（長さ[10進]）、 
（内容）［□はスペースを表
す］ 

デバイスプロファイル
共通仕様バージョン 

6,”COMVER” INTEGER 1,1 

システムパラメータ識
別文字 

2,”ID” PrintableString 7,”SYSPARA” 

システムパラメータ改
変番号 

3,”REV” INTEGER 1,0 

システムパラメータ変
更日付 

7,”REVDATE” [INTEGER],2,
（0001-9999）,
[INTEGER],1,
（01-12）,  
[INTEGER],1,
（01-31） 

2,1999 
1,06 
1,30 

デバイス種別 10,”DVCATEGORY” PrintableString 3,”PLC”  （注） 
ベンダ名 6,”VENDOR” PrintableString 9,”OMRON□Co.” 
製品型名 7,”DVMODEL” PrintableString 21,”CS1□FL-net□Unit□

V1.00” 
または 
21,”CJ1□FL-net□Unit□
V1.00”  

（注）デバイス種別のパラメータ内容は下記の種別とする。 
"PC"または"PLC"…プログラマブルコントローラ 
"NC"または"CNC"…数値制御装置 
"RC"または"ROBOT"…ロボットコントローラ 
"COMPUTER"…パソコン、パネコン、ワークステーション、表示器などのコンピュータ 
"SP-＊‥＊"…Vender Specificとしてベンダが指定（＊‥＊は半角英数字） 
"OTHER"…その他 

 
転送構文では、システムパラメータ全体、共通パラメータ全体、システムパラメータ
変更日付、デバイス固有パラメータ全体（オプション）で SEQUENCE構造型とする
（デバイス固有パラメータ内の構造化は任意）。 
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・ デバイス固有パラメータ詳細 

パラメータ名称 
名称文字 

［PrintableString型］
（長さ）、（文字）

データタイプ［型］

パラメータ内容 
（長さ[10進]）、 
（内容）［□はスペースを
表す］ 

デバイス固有パラ
メータ識別文字 

2,”ID” PrintableString 7,”DEVPARA” 

デバイスタイプ 7,”DEVTYPE” PrintableString 10,”CS1W-FLN22”または 
10,”CJ1W-FLN22” 

ユニットリヴィジ
ョン 

7,”UNITREV” PrintableString 1,＊ 
（ユニットプロファイルと
同値） 

PCBリヴィジョン 6,”PCBREV” PrintableString 3,＊＊＊ 
（ユニットプロファイルと
同値） 

ソフトリヴィジョ
ン 

7,”SOFTREV” PrintableString 2,＊＊ 
（ユニットプロファイルと
同値） 

ロット No. 5,”LOTNO” PrintableString 6,＊＊＊＊＊＊ 
（ユニットプロファイルと
同値） 

ワークエリア 8,”WORKAREA” PrintableString 1,10 
（ユニットプロファイルと
同値） 

シリアル No. 8,”SERIALNO” PrintableString 1,＊＊＊＊ 
（ユニットプロファイルと
同値） 

 

・ 抽象構文 
＜型定義＞ 
PlcmRecord ::= SEQUENCE 
  { 
  syspara  SysparaType, 
  plcmpara  PlcmType 
  } 
SysparaType::= SEQUENCE  
  { 
  nameCOMVER  NameType, 
  paraCOMVER  INTEGER, 
  nameID   NameType, 
  paraID   NameType, 
  nameREV   NameType, 
  paraREV   INTEGER, 
  nameREVDATE  NameType, 
  paraREVDATE  DateType, 
  nameDVCATEGORY  NameType, 
  paraDVCATEGORY  NameType, 
  nameVENDOR  NameType, 
  paraVENDOR  NameType, 
  nameDVMODEL  NameType, 
  paraDVMODEL  NameType 
  } 
PlcmType::= SEQUENCE 
  { 
  nameID   NameType, 
  paraID   NameType, 
  parameter   SEQUENCE OF ParaInfo 
     DEFAULT { } 
  } 
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NameType::= PrintableString 
DateType::= SEQUENCE 
  { 
  year   INTEGER, 
  month   INTEGER, 
  day   INTEGER 
  } 
ParaInfo::=  SEQUENCE 
  { 
  namePARAMETER  NameType, 
  paraPARAMETER  NameType 
  } 
 
 
＜値定義＞ 
 
{ 
  nameCOMVER “COMVER”, 
  paraCOMVER 1, 
  nameID  “ID”, 
  paraID  “SYSPARA”, 
  nameREV  “REV”, 
  paraREV  0, 
  nameREVDATE “REVDATE”, 
  paraREVDATE { year 1999, 
     month 6,day 30 }, 
  nameDVCATEGORY “DVCATEGORY”, 
  paraDVCATEGORY “PLC”, 
  nameVENDOR “VENDOR”, 
  paraVENDOR “OMRON□Co.”, 
  nameDVMODEL “DVMODEL”, 
  paraDVMODEL “CS1□FL-net□Unit□V1.00”（CJ用ユニットの場合 
     は“CJ1□FL-net□Unit□V1.00”） 
  } 
plcmpara  { 
  nameID  “ID”, 
  paraID  “DEVPARA”, 
  parameter   
    { 
    namePARAMETER “DEVTYPE”, 
    paraPARAMETER  “CS1W-FLN22”,（CJ用ユニットの場合は
         “CJ1W-FLN22”） 
    namePARAMETER “UNITREV”, 
    paraPARAMETER  “1”, 
    namePARAMETER “PCBREV”, 
    paraPARAMETER  “***”,（可変） 
    namePARAMETER “SOFTREV”, 
    paraPARAMETER  “**”, （可変） 
    namePARAMETER “LOTNO”, 
    paraPARAMETER  “******”, （可変） 
    namePARAMETER “WORKAREA”, 
    paraPARAMETER  “*”, （可変） 
    namePARAMETER “SERIALNO”, 
    paraPARAMETER  “****”, （可変） 
    } 
  } 
} 
 

 
 

{ 
syspara 
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・ 転送構文データ配列（符号化） 
 
識別子 内容 長さ 
$30 $81 $F2 
$30  $79 
 $13 $06 “COMVER” 
 $02 $01 1 
 $13 $02 “ID” 
 $13 $07 “SYSPARA” 
 $13 $03 “REV” 
 $02 $01 0 
 $13 $07 “REVDATE” 
$30  $0A 
 $02 $02 $07CF 
 $02 $01 $06 
 $02 $01 $1E 
 $13 $0A “DVCATEGORY” 
 $13 $03 “PLC” 
 $13 $06 “VENDOR” 
 $13 $09 “OMRON□Co.” 
 $13 $07 “DVMODEL” 
 $13 $15 “CS1□FL-net□Unit□V1.00”  
   CJ用ユニットの場合は“CJ1□FL-net□Unit□V1.00”） 
 
$30 $81 $74 
 $13 $02 “ID” 
 $13 $07 “DEVPARA” 
 $13 $07 “DEVTYPE” 
 $13 $0A “CS1W-FLN22”（CJ用ユニットの場合は“CJ1W-FLN22”） 
 $13 $07 “UNITREV” 
 $13 $01 1 
 $13 $06 “PCBREV” 
 $13 $03 ＊＊＊（可変） 
 $13 $07 “SOFTREV” 
 $13 $02 ＊（可変） 
 $13 $05 “LOTNO” 
 $13 $06 ＊＊＊＊＊＊（可変） 
 $13 $08 “WORKAREA” 
 $13 $01 ＊（可変） 
 $13 $08 “SERIALNO” 
 $13 $04 ＊＊＊＊（可変） 
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● 回線上のデータ並び 

以下に回線上に送信されるデータの順序を示します。 
下表で、相対アドレス 00欄の最初のアドレス 0のデータからバイト毎に横矢印方向の
順序で送信されます。相対アドレス 00欄の次は相対アドレス 10欄になり、以下同様
に相対アドレスの順序で送信されます。 
ただし、“*”は可変データを示します。 
 

・ データ（16進表示）（例）  
相対ア
ドレス 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 

00 30 81 F2 30 79 13 06 “C” “O” “M” “V” “E” “R” 02 01 01 
10 13 02 “I” “D” 13 07 “S” “Y” “S” “P” “A” “R” “A” 13 03 “R”
20 “E” “V” 02 01 00 13 07 “R” “E” “V” “D” “A” “T” “E” 30 0A 
30 02 02 07 CF 02 01 06 02 01 1E 13 0A “D” “V” “C” “A”
40 “T” “E” “G” “O” “R” “Y” 13 03 “P” “L” “C” 13 06 “V” “E” “N”
50 “D” “O” “R” 13 09 “O” “M” “R” “O” “N” “ ” “C” “o” “.“ 13 07 
60 “D” “V” “M” “O” “D” “E” “L” 13 15 “C” “S” “1” “ “ “F” “L” “-“ 
70 “n” “e” “t” “ ” “U” “N” “i” “t” “ ” “V” “1” “.” “0” “0” 30 81 
80 74 13 02 “I” “D” 13 07 “D” “E” ”V” “P” “A” ”R” “A” 13 07 
90 “D” “E” “V” “T” “Y” “P” “E” 13 0A “C” “S” “1” “W” “-“ “F” “L”
A0 “N” “0” “2” 13 07 “U” “N” “I” “T” “R” “E” “V” 13 01 “*” 13 
B0 06 “P” “C” “B” “R” “E” “V” 13 03 “*” “*” “*” 13 07 “S” “O”
C0 “F” “T” “R” “E” “V” 13 02 “*” “*” 13 05 “L” “O” “T” “N” “O”
D0 13 06 “*” “*” “*” “*” “*” “*” 13 08 “W” “O” “R” “K” “A” “R”
E0 “E” “A” 13 01 “*” 13 08 “S” “E” “R” “I” “A” “L” “N” “O” 13 
F0 04 “*” “*” “*” “*”            
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● デバイス通信入出力情報 

・ デバイス通信入出力情報のリソース 

レジスタ・データメモリ等で呼ばれている各機器固有のリソース。プログラム領域も
リソースの 1つに含めますが、ここでのプログラムはあくまでプログラムを格納する
領域としての意味であり、プログラムとしての一塊に対するアクセスに関して言及す
るものではありません。  
エリア名称 R/W種別 開始アドレス  終了アドレス サイズ（CH）

DM R/W 0x0002 0000 ～ 0x0002 7FFF 32768 
TIM R/W 0x0009 0000 ～ 0x0009 0FFF 4095 
CNT R/W 0x000A 0000 ～ 0x000A 0FFF 4095 
EM0 R/W 0x0020 0000 ～ 0x0020 7FFF 32768 
EM1 R/W 0x0021 0000 ～ 0x0021 7FFF 32768 
EM2 R/W 0x0022 0000 ～ 0x0022 7FFF 32768 
EM3 R/W 0x0023 0000 ～ 0x0023 7FFF 32768 
EM4 R/W 0x0024 0000 ～ 0x0024 7FFF 32768 
EM5 R/W 0x0025 0000 ～ 0x0025 7FFF 32768 
EM6 R/W 0x0026 0000 ～ 0x0026 7FFF 32768 
EM7 R/W 0x0027 0000 ～ 0x0027 7FFF 32768 
EM8 R/W 0x0028 0000 ～ 0x0028 7FFF 32768 
EM9 R/W 0x0029 0000 ～ 0x0029 7FFF 32768 
EMa R/W 0x002A 0000 ～ 0x002A 7FFF 32768 
EMb R/W 0x002B 0000 ～ 0x002B 7FFF 32768 
EMc R/W 0x002C 0000 ～ 0x002C 7FFF 32768 
CIO R/W 0x0030 0000 ～ 0x0030 17FF 6144 
WR R/W 0x0031 0000 ～ 0x0031 01FF 512 
HR R/W 0x0032 0000 ～ 0x0032 01FF 512 
AR R 0x0033 0000 ～ 0x0033 03BF 960 
AR W 0x0033 01C0 ～ 0x0033 03BF 512 

 
※アクセス単位 WORD 

CHがワードブロック 1ワードに対応 
     MSB             LSB

   

※データの並び 
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・ ステータス/モード 

ステータス/モードに関する情報を明示します。  
項  目 説  明 

ステータスの種類 正常状態 
異常状態（運転継続） 
異常状態（運転停止） 

ステータスのアクセス
方法 

Read：参加ノードステータスの読み出し（FINS 0603） 

モードの種類 下記の組み合わせから動作モードを選択できる （  がデフォルト設
定） 
FAリンクテーブル格納方式選択：PLC内蔵方式／ユニット内蔵方式 
FAリンク起動方式選択：自動加入方式／手動加入方式 
ブロードキャスト形式選択：クラス Cブロードキャスト／固定 
IPアドレス指定方式選択： 
192.168.250.+ノード番号／システム設定エリア 

モード情報のアクセス
方法 

Read：コントローラ情報の読み出し（FINS 0501） 
Write：設定ツールより設定する 

FAリンクヘッダ内の
ULSとの対応 

運転中：RUN 
運転停止：STOP 
正常状態：NORMAL 
異常状態（運転継続）：WARNING 
異常状態（運転停止）：ALARM 

 

・ メッセージサービスの実装 

各メッセージサービスに関して、実装/非実装を示します。  
項  目 クライアント サーバ 

バイト・ブロック・データのリード × × 
バイト・ブロック・データのライト × × 
ワード・ブロック・データのリード ○ ○ 
ワード・ブロック・データのライト ○ ○ 
ネットワーク・パラメータのリード × ○ 
ネットワーク・パラメータのライト × × 
停止指令 × × 
運転指令 × × 
プロファイルのリード × ○ 
透過型 ○ ○ 
ログデータのリード × ○ 
ログデータのクリア × ○ 
メッセージの折り返し △ ○ 
ベンダ固有メッセージ ○ ○  
備考：○は実装、×は非実装、△は「ノード間テスト」機能として実装。 
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● プロファイルに関する補足 

・ ASN.1転送構文形式要約 

ISO/IEC 8825 ASN.1（Abstract Syntax Notation One）基本符号化ルールのうち本仕様書に

関係する部分の要約を示します。 
 
①単純型 ASN.1タイプ 
 
 
 
②構造型 ASN.1タイプの符号化例 
 
 
 
 
 
③タイプフィールド 
・構造（1オクテット型） 

構造型フラグ：  0 Primitve タイプ 
 1 Constructed タイプ 

C  C F 

8 7 6 5 4 3 2 1

タグクラス：  00 UNIVERSAL TAG 
 01 APPLICATION TAG 
 10 CONTEXT-SPECIFIC TAG 
 11 PRIVATE TAG 

 

タグ番号

 
・タグ番号（UNIVERSAL TAG）  

タグ番号（16進） タイプ タグ番号（16進） タイプ 

00 （予約） 11 SETと SET OF 
01 BOOLEAN 12 NumericString 
02 INTEGER 13 PrintableString 
03 BIT STRING 14 TeletexString 
04 OCTET STRING 15 VideotexString 
05 NULL 16 IA5String 
06 OBJECT IDENTIFIER 17 UTCTime 
07 ObjectDescriptor 18 GeneralizedTime 
08 EXTERNAL 19 GraphicString 
09 REAL 1A VisibleString 
0A ENUMERATED 1B GeneralString 
0B~0F （予約） 1C CharacterString 
10 SEQUENCEと 

SEQUENCE OF 
1D～1E （予約） 

 

タイプ 長さ 値 

タイプ 長さ 値 
タイプ 長さ 

値 

タイプ 長さ 値
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・各データタイプと構造型フラグ  

ASN.1タイプ Primitive Constructed

BOOLEAN, INTEGER, OBJECT IDENTIFIER, 
REAL, ENUMERATED 

〇 － 

BIT STRING 〇 〇 
OCTET STRING, NumericStringなどの文字列タイプ 〇 〇 
NULL（値フィールドなし） 〇 － 
SEQUENCE, SEQUENCE OF, SET, SET OF － 〇 
EXTERNAL － 〇 
CHOICE 〇 〇 
ANY 〇 〇 
タグ付タイプ 〇 〇 

〇：対応可 

・Printable string  
名称 文字 コード（16進） 

Capital letters A, B, …, Z 41, 42, …, 5A 
Small letters a, b, …, z 61, 62, …, 7A 
Digits 0, 1, …, 9 30, 31, …, 39 
Space （space） 20 
Apostrophe ‘ 27 
Left Parenthesis （ 28 
Right Parenthesis ） 29 
Plus sign + 2B 
Comma , 2C 
Hyphen - 2D 
Full stop . 2E 
Solidus / 2F 
Colon : 3A 
Equal sign = 3D 
Question mark ? 3F 

 
 
④長さフィールド 
・固定長ショートフォーマット  

 

8 7 6 5 4 3 2 1

L L L L L L L

長さ：1～127 
 

 
・固定長ロングフォーマット  

 N N N N N N N L L L L L L L L L L L L L L L L…

長さを表すオクテット数：1～126 長さ 
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・データ送信順序 
データ送信順序は、データの最上位オクテットを最初に送信するビッグエンディア
ン型です。 

 
・プロファイルの参考文献 
・大鐘久生，”TCP/IPと OSIネットワーク管理”，1993，（株）ソフト・リサーチ・
センター  

・ISO/IEC 8824 Information technology – Open Systems Interconnection - Specification of 
Abstract Syntax Notation One （ASN.1）, 1990 Second edition, （ISO/IEC 8824-1 1995, 
ISO/IEC 8824-2 1995, ISO/IEC 8824-3 1995, ISO/IEC 8824-4 1995）  

・ISO/IEC 8825 Information technology – Open Systems Interconnection - Specification of 
Basic Encoding Rules for Abstract Syntax Notation One （ASN.1）, 1990 Second edition, 
（ISO/IEC 8825-1 1995, ISO/IEC 8825-2 1996） 
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・ ログデータのリードサービスで読み出される各項目の実装   

ログデータのリードサービスで読み出される各選択項目について実装/非実装を示し
ます。（○は実装、×は非実装）  

項  目 実装 備考 

通算ソケット部送信回数 ○  
通算ソケット部送信エラー回数 ○  
Ethernet送信エラー回数 ×  
通算受信回数 ○  
通算受信エラー回数 ○  

送受信 

Ethernet受信エラー回数 ×  
トークン送信回数 ×  
サイクリックフレーム送信回数 ×  
1:1メッセージ送信回数 ×  
1:Nメッセージ送信回数 ×  
トークン受信回数 ×  
サイクリックフレーム受信回数 ×  
1：1メッセージ受信回数 ×  

フレームの種類 

1:Nメッセージ受信回数 ×  
サイクリック伝送受信エラー回数 ○  
サイクリックアドレスサイズエラー回数 ×  
サイクリック CBNエラー回数 ×  
サイクリック TBNエラー回数 ×  

サイクリック伝送 

サイクリック BSIZEエラー回数 ×  
メッセージ伝送再送回数 ○  
メッセージ伝送再送オーバ回数 ○  
メッセージ伝送受信エラー回数 ○  
メッセージ伝送通番バージョンエラー回
数 

× 
 

メッセージ伝送 

メッセージ通番再送認識回数 ×  
ACKエラー回数 ○  
ACK通番バージョンエラー回数 ×  
ACK通番番号エラー回数 ×  
ACKノード番号エラー回数 ×  

ACK関連 

ACK TCDエラー回数 ×  
トークン多重化認識回数 ○  
トークン破棄回数 ○  
トークン再発行回数 ○  
トークン保持タイムアウト回数 ×  

トークン関連 

トークン監視タイムアウト回数 ×  
通算稼動時間 ×  
フレーム待ち状態回数 ○  
加入回数 ○  
自己離脱回数 ○  
スキップによる離脱回数 ○  

状態 1 

他ノード離脱認識回数 ○  
状態 2 参加認識ノード一覧 ×  
実装者定義可能領域 （定義なし）   
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付-4 FL-net設定ツール Ver.1.6の操作 
 

FL-net設定ツールとは 
FL-net設定ツールは、Windows 7（32ビット版, 64ビット版），Vista（32ビット版, 64
ビット版），XP（32ビット版）が動作するパーソナルコンピュータ（以下パソコン）
にインストールし、オムロン製 FL-netユニットを装着した PLCに接続して、FL-net
ユニットの設定を行います。  

FL-net （Ethernetベース制御ネットワーク） 

PLC パネコン CNC RCPLC PLC

OMRON FL-net設定ツール、インストール済パソコン 
 

 

参 考 

 

・FL-net設定ツールは、オムロン製の FL-netユニット専用の設定ツールです。 
・他社製の FL-netノードの設定は、各メーカに問い合わせてください。 
・本サポートソフトには、Windowsは付属していません。別途お買い求めください。

 

● 動作環境 
項 目 条 件 

OS 
日本語Windows 7（32ビット版, 64ビット版） 
／Vista（32ビット版, 64ビット版） 
／XP（32ビット版） 

固定ディスク 1Mバイト以上の空き領域 
フロッピーディスクドライブ 1台以上 
ディスプレイ 解像度 1024×768ピクセル以上 
その他 CPU・メモリ等の制限 OSの推奨基準以上であること 

 

お願い 

 

・インストールは、Administrator権限を持つユーザにて行ってください。 
・形 CS1W-FLN22、形 CJ1W-FLN22の設定を行う場合は、FL-net設定ツール Ver.1.60
以降を使用してください。Ver.1.51以前の設定ツールでは以下の設定が行えません。

     ・通信速度設定 
     ・データリンクデータの上位/下位バイト入替設定 
・FL-net設定ツール Ver.1.51以前の設定ツールで形 CS1W-FLN22、形 CJ1W-FLN22
へ設定書き込みを行うと、通信速度は「10Mビット/s固定」、データリンクデータの
上位/下位バイト入替設定は「順方向指定」（形 CS1W-FLN02/形 CS1W-FLN12と同
じ）に設定されます。 
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● 機能一覧 
機能名 機能 

ファイル機能【初期化】 システム設定と通信設定をデフォルトに戻します。 
ファイル機能【開く】 保存された設定データを読み込みます。（CSV形式の

み） 
ファイル機能【保存［日本語］】 編集された設定データを CSV形式にて保存します。
ファイル機能【保存［英語］】 編集された設定データを CSV形式にて保存します。

英語版の FL-net設定ツールで読み込むときに使用し
てください。 

通信設定 パソコンと PLCを接続するための通信設定、および
ユニットを指定するための設定を行います。 

システム設定 
【CPU高機能ユニットシステム設定エリ
ア設定】 

PLCの CPU高機能ユニットシステム設定エリアに保
存される、FL-netユニットの基本的な情報について設
定します。 

システム設定【自ノード設定】 FL-netユニットの自ノードのサイクリックデータに
関する設定を行います。 

システム設定【他ノード設定】 FL-netユニットの他ノードのサイクリックデータに
関する設定を行います。 

ユニットエリア設定 FL-netユニットのユニットエリアに関する設定・表示
を行います。 

モニタ機能【ユニットステータス】 ユニットステータスを表示します。 
モニタ機能【ネットワークステータス】 ネットワークステータスを表示します。 
モニタ機能【ノードステータス】 ノードステータスを表示します。 
モニタ機能【データリンクステータス】 データリンクステータスを表示します。 
モニタ機能【参加ノードステータス】 参加ノードステータスを表示します。 
モニタ機能【メッセージ通番ステータス】 メッセージ通番ステータスを表示します。 
モニタ機能【FAネットワークステータス】 FAネットワークステータスを表示します。 
オプション【通信設定】 FL-netネットワーク経由で他ノードの FL-netユニッ

トの設定を行う場合に設定します。 
オプション【拡張設定】 データリンクデータのデータ並び設定を行う場合に

選択します。 
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● 使用手順 

 
FL-net設定ツールのインストール（次節参照） 

↓ 

通信設定の設定 

↓ユニット設定の場合   ↓モニタリングの場合 

システム設定 
【CPU高機能ユニットシステム設定エリア
設定】の設定 

 モニタ機能選択 

↓  ↓ 

システム設定 
【自ノード設定】の設定 

 開始ボタン押下 

↓  ↓ 

システム設定 
【他ノード設定】の設定 

 各モニタ画面表示 

↓  ↓ 

ユニットエリア設定 
（必要な場合） 

 表示内容を確認 

↓  ↓ 

設定内容の送信  各モニタ画面を閉じる 

↓  ↓ 

PLCの電源OFF→ON、または FL-netユニッ
トをリスタート 

 FL-net設定ツールを終了 

↓   

FL-netユニットの動作開始   

↓   

正常動作することを確認し、設定内容を保存   

↓   

FL-net設定ツールを終了   

 

参 考 

 

・PLCの電源 OFF→ON、または FL-netユニットのリスタートにより、設定の内容が
有効となります。 

・通信設定については、ご使用の環境にて正しい設定となるように、確認してくださ
い。 
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インストール 
この章では、FL-netユニットの動作パラメータを設定するソフトウェアのインストー
ル方法について説明します。 
 

■ インストールの手順 

ここでは、FL-net設定ツールのインストール方法について説明します。 
設定ツール専用のインストーラを実行して、ソフトウェアのインストールを行います。 
 

お願い 

 

インストールは、Administrator権限を持つユーザにて行ってください。 

 

参 考 

 

・ご使用のWindowsによって、操作や画面表示が少し異なります。 
・FL-net設定ツールのセットアップファイルは以下の４つのファイルからなります。
①SETUP.EXE ②SETUP.LST ③FL_NET1.CAB ④FL_NET2.CAB 
フロッピーディスクでセットアップする場合はファイル①～③を 1枚目（セットア
ップディスク 1）に、ファイル④を 2枚目（セットアップディスク 2）に格納してく
ださい。ハードディスクやコンパクトフラッシュメモリ等でセットアップする場合
は、任意のフォルダに①～④のファイルを格納してください。 

 

1 実行中のアプリケーションをすべて終了させます。 

2 設定ツールの「セットアップディスク 1」をドライブにセットします。セットアッ
プファイルをハードディスク等にコピーしている場合、この操作は不要です。 

3 「スタート」ボタンを押し、「ファイル名を指定して実行」を選択します。 

4 メディアをセットしたドライブの「¥Setup.exe」を指定して（下図）、「OK」ボ
タンをクリックします。「参照」を押して、メディアをセットしたドライブの
「¥Setup.exe」を選択することもできます。 

 

5 お手持ちのWindowsシステムによっては、セットアップに一部のシステムファイ
ルを更新し、Windowsの再起動が必要な場合があります。 
以下のメッセージが表示された場合は、「OK」ボタンをクリックします。 
このメッセージが表示されない場合は、手順 7に進んでください。 
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6 “はい（Y）”を選択し、コンピュータを再起動後、もう一度 setup.exeを実行す
るとセットアップが始まります。 

 

7 インストールが開始され、インストーラがインストール準備を開始します。次のデ
ィスクへの交換が求められた場合は、「セットアップディスク 2」をドライブにセ
ットします。 

8 以下のウインドウが表示されますので、「OK」ボタンをクリックします。 

 

9 インストール先ディレクトリを指定します。 
表示されているディレクトリのままで良い場合は、そのまま「アイコン」ボタンを
クリックします。 
他のディレクトリにインストールする場合は、「ディレクトリ変更」ボタンを押し
て、格納場所を指定してから、「アイコン」ボタンをクリックします。存在しない
ディレクトリを指定すると、自動的に作成されます。 

 

10 インストールが実行され、全て終わると下図のウインドウが表示されます。「OK」
ボタンをクリックすると、セットアップが完了します。 

 

11 以上で、各ソフトウェアのインストールは完了です。 
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パソコンと PLCの接続 
FL-net設定ツールをインストールしたパソコンを、PLCに接続する方法について説明
します。PLC機種や、PLCに装着される上位リンクユニットの種別によって、接続に
使うケーブルが異なります。パソコンと PLCを接続するときは、「パソコンと PLC
との接続例」を参考にして、接続してください。 
 

● 通信設定一覧 

FL-net設定ツールが使用する通信ポートの設定仕様（動作時の使用設定値）  
仕 様 備 考 

通信方式 ツールバス  
伝送速度 9600,19200,38400bps 初期値：9600 
通信方式 調歩同期、ビットシリアル転送  
フレーﾑ構成 データ 8bit、1Stop、パリティなし  
伝送コード バイナリ  
応答方式 全二重  
Xon/Xoff なし  
RS/CS制御 あり  

 

お願い 

 

FL-net設定ツールはCX-ProgrammerやCX-Netと同時にオンライン接続することはで

きません。同時にオンライン接続しようとした場合は以下のエラーが表示されます。

 
 

参 考 

 

・上記仕様は、FL-net設定ツールがパソコンのシリアルポート接続時にツール内部で
自動的に設定・使用される値です。 

・CS/CJ CPUユニットのディップスイッチの設定を「CX-Programmer（ツールバス）
通信速度自動認識」に設定すると、上記通信設定の詳細を意識せず手軽に接続する
ことができます。詳細は CS/CJ CPUユニットのユーザーズマニュアルを参照してく
ださい。 

・OS上でのシリアルポートの設定には依存しません。使用時にWindowsの設定を変
更する必要はありません。 

・通信設定を全て手動で行う場合、PLC側にて PLCシステム設定エリアの設定が必要
になる場合があります。 
詳細は CS/CJ CPUユニットのユーザーズマニュアル セットアップ編（CSシリーズ
ユーザーズマニュアル セットアップ編 Man.No.SBCA-301、CJシリーズ ユーザー
ズマニュアル セットアップ編 Man.No.SBCA-312）を参照してください。 
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● パソコンと PLCとの接続例  
パソコン 接続ケーブル PLC機種 

ペリフェラルポート用接続ケーブル
 

←RS-232C ペリフェラルポート→

CS/CJシリーズ 
 
 
 
 

ディップスイッチ 4OFFにて 
ツールバス速度自動認識接続可能 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
RS-232Cポート用接続ケーブル 

 
←RS-232C RS-232Cポート→ 

CS/CJシリーズ 
 
 
 
 

ディップスイッチ 5ONにて 
ツールバス速度自動認識接続可能 

 

・ ペリフェラルポート用接続ケーブル 

・パソコンの RS-232Cポートが D-SUB 9Pの場合は、形 CS1W-CN226/626を使用して
ください。 
・パソコンの RS-232Cポートが D-SUB 25Pの場合は、形 CS1W-CN225/625を使用し
てください。 
・パソコンの RS-232Cポートがハーフピッチ 14ピンの場合は、形 CS1W-CN227/627
を使用してください。 

 

・ RS-232Cポート用接続ケーブル 

・パソコンの RS-232Cポートが D-SUB 9Pの場合は、形 XW2Z-200S/500S-CVを使用
します。 

 

■ FL-netネットワーク経由での PLCとの接続 

FL-net設定ツール Ver.1.60では以下の 2通りの設定方法があります。 
 

● 設定する FL-netユニットが装着されている PLCに直接接続する方法  
 

    
ノード 1 ノード 2 ノード 3 

FL-netユニット 

ユニット番号：0 1PLCずつ繋ぎ変えて各ノードに

設定します。 

 
 
FL-net設定ツール、メイン画面で［通信設定］の［CPU高機能ユニット ユニット番号］
に FL-netユニットのユニット番号を指定します。 

 
 



付-4 FL-net設定ツール Ver.1.6の操作 

付-35 

付 

付
録 

● FL-netネットワーク経由で接続する方法  

 

    
ノード 1 ノード 2 ノード 3 

FL-netユニット 

ユニット番号：0 

FL-netネットワーク経由で設定します。 

FL-netユニット 

ユニット番号：3 

FL-netユニット 

ユニット番号：5 

 
FL-net設定ツール、メイン画面のツールバーより、［オプション ］| ［通信設定］で
接続先の PLCのネットワークアドレスとノードアドレスを指定します。［通信設定］
の［CPU高機能ユニット ユニット番号］に FL-netユニットのユニット番号を指定し
ます。 
 

1 FL-net設定ツールメイン画面の［オプション | 通信設定］を選択すると、「接続
先ネットワーク設定」ダイアログボックスが開きます。 

 

2 ［接続先ノードアドレス］から接続したいノードを選択（この場合は 1）して OK
ボタンを押します。 

 

3 FL-net設定ツール、メイン画面で［通信設定］の［CPU高機能ユニット ユニッ
ト番号］に FL-netユニットのユニット番号（この場合は 0）を指定します。ステ
ータスバーに現在指定されている宛先のアドレスが表示されます。 
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FL-netネットワーク経由で接続する場合は、相手ノードの FL-netユニットのユニット
番号を指定することが必要です。上記の構成例の場合、「接続先ネットワーク設定」
ダイアログボックスで接続先のノードアドレスを指定した後に、ノード 2の場合はユ
ニット番号 3、ノード 3の場合はユニット番号 5に合わせて設定します。 
・ノード 2（FL-netユニットのユニット番号は 3）を指定する場合 

 
 
・ノード 3（FL-netユニットのユニット番号は 5）を指定する場合 

 
 
 

お願い 

 

・FL-netネットワーク経由での接続は、FL-net設定ツール Ver.1.60以降でのみ行えま
す。（Ver.1.51以前のツールでは行えません。） 

・FL-netネットワーク経由で接続する場合は、相手ノードの FL-netユニットのユニッ
ト番号を指定することが必要です。 

・CX-Programmerや CX-Netなどのツールと同時に使用（オンライン状態で通信）す
ることはできません。 
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ツール機能の使用方法 

■ 基本操作 

● 起動 

1 スタートボタンを押します。 

2 「プログラム」－「メニュー」－「OMRON」の順でカーソルを遷移させてメニュ
ーを表示させます。 

3 「FL-net設定ツール」をシングルクリックし、実行開始すると、以下の画面が表
示されます。 

 

・ メイン画面 

 
 
メニュー 内容 手順 

初期化 システム設定と通信設定がデフォルト値に
初期化されます。 

「ファイル（F）」－「初期化（I）」
を選択します。 

開く ファイルを選択することにより、以前に設
定した内容を読み込むことができます。 

「ファイル（F）」－「開く（O）」を
選択します。 

保存 ファイル名を指定することにより、設定し
た内容を保存することができます。 

「ファイル（F）」－「保存（S）」を
選択します。 

終了 FL-net設定ツールが終了します。 
 

「ファイル（F）」－「終了（X）」を
選択します。 
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■ 通信設定 

① ② 

③ ④ 

 
 

番号 項目 内容 

① ユニット番号 
（デフォルト値 0） 
 

ユニット番号（0～F）を設定します。 
FL-netユニットの前面にあるロータリースイッチ
の値に合わせます。 

② 通信監視時間 
（デフォルト値 3000ms）
 

レスポンスが返ってくるまでの監視時間（1～65535 
ms）を設定します。 
小さな値にすると、通信できないことがあります。
伝送速度に合わせて値を考慮しますが、通常は変更
する必要はありません。 

③ シリアルポート No. 
（デフォルト値 1） 

パソコン側で使用（ケーブルを接続）するシリアル
ポートの No.を設定します。 

④ 伝送速度 
（デフォルト値 9600bps）
 

PLCと接続する伝送速度（9600・19200・38400bps）
を設定します。 
PLCのポート設定における伝送速度と一致させて
ください。 
PLC側の通信ポートの設定が「通信速度自動認識設
定」の場合は、いづれの設定伝送速度でも接続が可
能です。伝送速度は PLCが自動認識して接続を行
います。 
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■ システム設定－CPU高機能ユニットシステム設定エリア 

システムによって、いくつかの異なった動作パラメータが選択できますが、ここでは
簡易に動作させる条件で説明します。  
 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 
 
⑩ 

⑨ 

 
番号 項目 内容 

① FAリンク割付テーブル格納方式
（デフォルト値 PLC内蔵方式）

FAリンク割付テーブルを格納する方式（PLC内蔵方
式・ユニット内蔵方式）を選択します。 
通常はデフォルト値を選択してください。 

② FAリンク起動方式 
（デフォルト値 自動加入方式） 

FAリンク起動を起動する方式（自動加入方式・手動
加入方式）を選択します。 
通常はデフォルト値を選択してください。 

③ メッセージ手順確認 
（デフォルト値 確認あり） 

メッセージ使用時の手順（確認あり・確認なし）を選
択します。 
オムロン FL-netユニットのみのネットワークでは「確
認あり」を選択してください。 
他社製ユニットが接続されるネットワークでは、「確
認なし」に設定してください。 

④ ブロードキャスト形式 
（デフォルト値 ***.***.***.255）

ブロードキャスト形式の形式（***.***.***.255，
255.255.255.255）を選択します。 
 通常はデフォルト値を選択してください。 

⑤ IPアドレス設定方式 
（デフォルト値 192.168.250＋ノ
ード番号） 

IPアドレスの設定方式（192.168.250＋ノード番号，ユ
ニット裏面ロータリーSW，ユニット裏面ロータリー 
SW＋ノード番号，システム設定エリア）を選択しま
す。 
通常はデフォルト値を選択してください。 
形 CS1W-FLN22、形 CJ1W-FLN22の場合は、
「192.168.250＋ノード番号」または「システム設定エ
リア」のいづれかの設定を選択してください。 

⑥ サブネットマスク 
（デフォルト値 255.255.255.0） 

サブネットマスク（ユーザ任意値）を設定します。 
 通常はデフォルト値を選択してください。 

⑦ IPアドレス 
（デフォルト値 なし） 

IPアドレス（ユーザ任意値）を設定します。 
IPアドレス設定方式が「システム設定エリア」以外の
場合は設定の必要がありません。 

⑧ FAリンク構成ノード数 
（デフォルト値 なし） 

FAリンクを構成するノード数（ユーザ任意値）が表
示されます。 
設定することはできません。 
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番号 項目 内容 

⑨ 通信速度 
（デフォルト値 10M固定）

FL-netの通信速度を設定します。100Mビット/sで通信する
場合は「自動認識」を選択してください。接続されたハブと
オートネゴシエーション機能により通信速度が決定します。

⑩ データ表示 データ表示を 10進数で行うか、16進数で行うかを選択しま
す。 

⑪ 送信ボタン 指定したユニットのシステム設定エリアへ書き込みます。 
⑫ 受信ボタン 指定したユニットのシステム設定エリアの内容を FL-net設

定ツールへ読込みます。 
⑬ OKボタン 変更した設定データ内容を有効として、ウィンドウを閉じま

す。 
次回システム設定ウィンドウを開いた時には、変更した設定
データが表示されます。 

⑭ キャンセルボタン 変更した設定データ内容を無効として、ウィンドウを閉じま
す。 
次回システム設定ウィンドウを開いた時には、変更を行う前
の設定データが表示されます。 

 

参 考 

 

・ネットワークに接続されたノード間でトークンを巡回させるには、「IPアドレス」
の上位 3桁、「サブネットマスク」、「ブロードキャスト形式」を他の接続ノード
と一致させてください。 

・IPアドレス設定方式において、形 CS1W-FLN22/形 CJ1W-FLN22に対して「ユニッ
ト裏面ロータリスイッチ」または「ユニット裏面ロータリスイッチ＋ノード番号」
を選択した場合は、設定エラー（HER LED点灯）になります。「192.168.250＋ノ
ード番号（デフォルト）」または「システム設定エリア」のいずれかを選択してく
ださい。 

・通信速度設定は、形 CS1W-FLN22/形 CJ1W-FLN22でのみ有効です。 
形 CS1W-FLN02/12に対しての設定は行えません。常に 10Mビット/sで動作します。
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■ システム設定の前に（データリンクの概念） 

システム設定の自ノード設定領域及び他ノード設定領域の設定を行う前に、データリ
ンクの概念を明確に理解する必要があります。 
 
次ページ以降に、以下に示す自ノードを 10とした場合の設定例を示します。 

（例） 
<コモンメモリ 領域 1> <システム設定 領域 1> <PLCエリア> 

        DM 

50     100 
      
      
      
 

 
ノード：10 
送信データ 

  

 
ノード：10 
書込データ 

  

 
ノード：10 
書込データ 

 

250     300 
   

ノード：11 
読込データ   

ノード：11 
読込データ  

 

ノード：11 
送信データ 

  不 要   320 

280   オフセット    

     

ノード：123 
読込データ 

 

     360 
 

ノード：23 
送信データ 

  

ノード：23 
読込データ 

   

340   オフセット   

ノード：6 
読込データ 

 

     400 
      

ノード：123 
読込データ 

ノード：23 
読込データ 

 

 
ノード：123 
送信データ 

  

不 要 

  

ノード：108 

 
440 

400     読込データ  

         
 

ノード：6 
送信データ 

ノード：6 
読込データ 

440 空き 

  
不 要 

      

500   オフセット       

         
 

ノード：108 
送信データ 

  
ノード：108 
読込データ       

 

530               

 
 

～ ～ 

～ ～ 

～ ～ 



付-4 FL-net設定ツール Ver.1.6の操作 

付-42 

付 

付
録 

■ システム設定－自ノード設定領域 

自ノード設定領域を設定することで、PLCの任意エリアのデータを自ノードの送信デ
ータとすることができるようになります。  

① ③ 

② 

④ 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑤ 
 

番号 項目 内容 

① 領域 1（領域 2）エリア種別 
（デフォルト値 DM） 

自ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域
2）が格納される PLC上のエリア（CIO・WR・
HR・DM・EM0～EMC）を設定します。 

② 領域 1（領域 2）先頭チャネル 
（デフォルト値 0） 

自ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域
2）が格納される PLC上のエリアの先頭チャネル
を設定します。 

③ 領域 1（領域 2）サイズ 
（デフォルト値 0） 

サイクリックデータの領域 1（領域 2）が格納さ
れる PLC上のエリアのサイズを設定します。 
この値は同時に、コモンメモリの自ノード割付サ
イズも示しています。 

④ 領域 1（領域 2）コモンメモリ割付先
頭アドレス（デフォルト値 0） 

領域 1（領域 2）を割り付けるコモンメモリ上の
割付先頭アドレスを設定します。 

⑤ データ表示 データ表示を 10進数で行うか、16進数で行うか
を選択します。 

⑥ 送信ボタン 設定データを指定したユニットのシステム設定
エリアへ書き込みます。 

⑦ 受信ボタン 指定したユニットのシステム設定エリアの内容
を FL-net設定ツールへ読込みます。 

⑧ OKボタン 変更した設定データ内容を有効として、ウィンド
ウを閉じます。 
次回システム設定ウィンドウを開いた時には、変
更した設定データが表示されます。 

⑨ キャンセルボタン 変更した設定データ内容を無効として、ウィンド
ウを閉じます。 
次回システム設定ウィンドウを開いた時には、変
更を行う前の設定データが表示されます。 
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■ システム設定－他ノード設定領域 

他ノード設定領域を設定することで、他ノードのコモンメモリを、自 PLCのエリア内
に読み込むことができるようになります。  
 

① ② 

③ 

⑤ 

⑥ 

④ 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
 

番号 項目 内容 

① 領域 1（領域 2）エリア種
別（デフォルト値 DM）

他ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域 2）が格
納される PLC上のエリア（CIO・WR・HR・DM・EM0～
EMC）を設定します。 

② 領域 1（領域 2）先頭チャ
ネル（デフォルト値 0）

他ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域 2）が格
納される PLC上のエリアの先頭チャネルを設定します。 

③ 割付エリアテーブル 他ノード用のサイクリックデータの領域 1（領域 2）が格
納される PLC上のエリアのオフセット・サイズ及び割り付
けられるノード番号を設定します。 

④ オールクリア ボタン 割付エリアテーブルを全てクリアします。 
⑤ 行コピーボタン カーソル位置の行の内容をコピーし、新しい行として追加

します。 
⑥ 削除 ボタン カーソル位置の行の内容を削除します。カーソル位置以降

に設定がある場合は、前詰めに移動されます。 
⑦ データ表示 データ表示を 10進数で行うか、16進数で行うかを選択し

ます。 
⑧ 送信ボタン 設定データを指定したユニットのシステム設定エリアへ

書き込みます。 
⑨ 受信ボタン 指定したユニットのシステム設定エリアの内容を FL-net

設定ツールへ読込みます。 
⑩ OKボタン 変更した設定データ内容を有効として、ウィンドウを閉じ

ます。次回システム設定ウィンドウを開いた時には、変更
した設定データが表示されます。 

⑪ キャンセルボタン 変更した設定データ内容を無効として、ウィンドウを閉じ
ます。次回システム設定ウィンドウを開いた時には、変更
を行う前の設定データが表示されます。 

 

お願い 

 

・③の割付エリアテーブル領域に自ノードを割り付けないでください。 
・自ノードの領域に該当するエリアについては、「ノード番号」に 0を入力し、「サ
イズ」に自ノード設定領域のサイズを入力してください。 

・領域 1（領域 2）のみに設定がある場合は、領域 2（領域 1）のオフセットおよびサ
イズに 0を設定してください。 
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参 考 

 

オフセット機能とは、あるノードが送信したデータの「先頭のどこ（何チャネル目）

から何チャネル分を受信する」といった指定をすることです。 

先頭から「何チャネル目」までを「オフセット」と呼びます。 

オフセット機能により、あるノードの送信データすべてを受信しないで済むことを利

用し、データリンクのメモリエリアを無駄なく有効に使用することができます。 

 

■ ユニットエリア設定 

ユニットの情報表示とノード名を設定します。 

 

①

②

③

⑤ ⑥

④

⑦ ⑧

 
番号 項目 内容 

① 最小許容フレーム間隔 
（デフォルト値 1（100μs））

現在の最小許容フレーム間隔を設定します。本エリアでの設定値を
有効にするためには、「有効」ラジオボタンを選択した上で送信す
る必要があります。 
通信エラー等が発生する場合は、この値を大きく設定してくださ
い。なお、最大許容フレーム間隔はネットワーク内で最も大きな値
がネットワーク全体で使用されます。現在ネットワークで有効な値
は「モニタ機能」－「ネットワークステータス（FAリンク）」で
確認することができます。通信速度を 100Mビット/sで通信する場
合は、1ms以上に設定してください。 

② トークン監視タイムアウト時
間（デフォルト値 50ms） 

各ノード間のトークンパッシングを監視する時間です。通常はデフ
ォルト値を使用してください。 

③ 最小許容フレーム間隔Wait時
間（デフォルト値 0） 

設定された値を①の最小許容フレーム間隔に加算します。ネットワ
ーク全体では使用されず、当該ノードでのみ有効な数値です。 

④ ノード名 ノード名を設定します。本エリアでの設定値を有効にするために
は、「有効」ラジオボタンを選択した上で送信する必要があります。

⑤ 送信ボタン 設定データを指定したユニットのユニットエリア設定エリアへ書
き込みます。 

⑥ 受信ボタン 指定したユニットのユニットエリア設定エリアの内容を FL-net設
定ツールへ読込みます。 

⑦ OKボタン 変更した設定データ内容を有効として、ウィンドウを閉じます。 
次回ユニットエリア設定ウィンドウを開いた時には、変更した設定
データが表示されます。 

⑧ キャンセルボタン 変更した設定データ内容を無効として、ウィンドウを閉じます。 
次回ユニットエリア設定ウィンドウを開いた時には、変更を行う前
の設定データが表示されます。 
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■ モニタ機能－モニタ機能について 

FL-net設定ツールでは、様々なネットワーク状態・設定内容をモニタリングすること
ができます。 
また、複数の種類のステータスを同時に表示できるため、ネットワークの状態を的確
に把握することができます。 
 

・ モニタ機能の選択 

モニタするデータを選択した後、「開始」ボタンをクリックします。 

 
 

参 考 

 

モニタリング機能は、定期的に FL-netユニットまたは、PLCからデータを読み出すた

め、データリンク動作やメッセージ通信に影響をあたえることがあります。 

必要な場合のみ、モニタリング機能を使用してください。また、複数の種類のステー

タスを同時表示した場合には、この影響が大きくなりますので、ご注意ください。 

モニタリング機能を動作中は、パソコン－PLC間の通信ケーブルを抜いたり、パソコ

ンや PLCの電源を切らないでください。 
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● モニタ機能－ユニットステータス 

FL-netユニットのステータスを表示します。 
本ステータスの内容は、リレーエリアに反映されるユニットステータスの内容と同様
のものです。  

 
 

・ FAリンク動作中 

FAリンクが正常に動作している場合に点灯します。 

・ 受信メッセージ 有 

透過型メッセージの受信メッセージがあった場合に点灯します。 

・ P/S供給中 

トランシーバ供給電源が正常に供給されている場合に点灯します。（FLN02/12で
のみ有効） 

・ FAリンクエリア割付異常 

FAリンクエリア割付が不正な場合に点灯します。設定内容を再度確認してくださ
い。 

・ トークン監視時間設定異常 

ネットワーク中のトークンを監視するための時間が不正な場合に点灯します。 
本異常は、ネットワーク構成等の理由により、発生する場合が有り得ます。 
ユニットをリセットすることで回復します。 

・ IPアドレス設定異常 

IPアドレス設定が不正な場合に点灯します。設定内容を再度確認してください。 

・ EEPROM異常 

EEPROMに異常が発生した場合に点灯します。 
異常なネットワーク構成にてユニット内のエラーが頻発する場合にも、発生し得ま
す。 
設定内容を再度確認してください。 
設定内容を再度確認後、本異常が頻発する場合には、ユニットを交換してください。 
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● モニタ機能－ネットワークステータス 

FL-netユニットのネットワークステータスを表示します。本ステータスの内容は、リ
レーエリアに反映されるネットワークステータスの内容と同様のものです。  

 
 

・ ノード番号多重 

ノード番号の多重が発生した場合に点灯します。ユニット及び設定内容を再度確認
してください。 

・ 上位層動作信号エラー 

ユニットと PLCとの間で異常が発生した場合に点灯します。ユニットをリセット
することで回復します。 

・ コモンメモリデータ有効 

コモンメモリのデータが有効となった時に点灯します。 
設定が正常であれば、ユニットリスタート後に点灯します。 

・ コモンメモリ設定完了 

コモンメモリの設定が完了となった時に点灯します。 
設定が正常であれば、ユニットリスタート後に点灯します。 

・ アドレス多重 

自ノードのコモンメモリアドレスとの重複が発生した場合に点灯します。 
ユニット及び設定内容を再度確認してください。 
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● モニタ機能－ノードステータス 

FL-netネットワークへ加入している、他ノードのステータスを表示します。 
本ステータスの内容は、DMエリアに反映されるノードステータスの内容と同様のも
のです。  

 
 

・ エリア割付異常 

ネットワークのデータが正常に PLCエリアに反映されない設定であることを通知
します。 
設定内容を再度確認してください。 

・ ネットワーク加入中 

ネットワークの加入状態が格納されます。 
未加入状態での運転状態、異常状態の情報は無効です。（加入→離脱に変化した時
の「上位層の状態」は保持されます。） 

・ 異常（上位層） 

ノードの装着されたアプリケーションの異常状態（異常あり／異常なし）が格納さ
れます。 

・ 運転状態（上位層） 

ノードの装着されたアプリケーションの動作状態（運転中／停止中）が格納されま
す。 
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● モニタ機能－データリンクステータス 

FL-netネットワークへ加入している、他ノードのデータリンクステータスを表示しま
す。 
本ステータスの内容は、リレーエリアに反映される接続ノード情報の内容と同様のも
のです。  

 
 

● モニタ機能－参加ノードステータス 

FL-netネットワークへ加入している、他ノードのステータスを表示します。他ノード
割付されていないノードの情報も表示することができます。  
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・ ノード番号 

ステータスを読み込みたいノードのノード番号を設定します。 

・ 自ノードの状態（自ノード指定時のみ） 

ノード番号にて設定されたノードが自ノードである場合、自ノードの状態を表示し
ます。 
FL-net規格のフラグ名称とは以下のように対応しています。  

FL-net設定ツール FL-net規格のフラグ名 

コモンメモリ設定範囲異常 初期化エラーフラグ 
ノード番号多重 ノード番号重複フラグ 
トークン監視タイムアウト時間エラー トークン監視時間エラーフラグ 
フレーム待ち異常 受信待ち状態フラグ 

 

・ ノードの状態 

ノードの離脱／加入状況を示します。 

・ FAリンクの状態 

ノード番号にて設定されたノードのネットワークステータスを表示します。 

・ 上位層の状態 

上位層の状態を表します。  
ERR_CODE 意味 

0 正常 
1 CPUユニットサービス停止  

＊：他社製 FL-netノードの ERR_CODEは、それぞれのマニュアルを参照してください。 

・ リフレッシュサイクル許容時間／トークン監視タイムアウト時間／最小許容フレー
ム間隔 

ノード番号にて設定されたノードの、リフレッシュサイクル許容時間・トークン監
視タイムアウト時間・最小許容フレーム間隔を表示します。 
 

● モニタ機能－メッセージ通番ステータス 

メッセージ通番ステータスを表示します。  
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● モニタ機能－ネットワークステータス（FAリンク） 

ネットワークステータスを表示します。  

 
 

・ トークン保持ノード番号 

「読込み」ボタン押下時にトークンを保持しているノードのノード番号を表示しま
す。 

・ 最小許容フレーム間隔 

指定されたユニットが加入しているネットワークの最小許容フレーム間隔が表示
されます。 

・ リフレッシュサイクル許容時間 

指定されたユニットの、リフレッシュサイクル許容時間が表示されます。 

・ 測定時間 

指定されたユニットの、リフレッシュサイクル時間を実測した現在値・最大値・最
小値を表示します。 
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● バージョン情報 

メニューの[ヘルプ（H）]－[バージョン情報（A）]を選択することにより、FL-net設
定ツールのバージョン情報を表示させることができます。 
ツールに関してお問い合わせの際は、必ず本設定ツールのバージョンを確認してくだ
さい。  
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付-5 SI単位系 
 
SI単位系には、基本単位、補助単位、組立単位の種別があります。 
基本単位は、歴史的にも技術的にも使い慣れたものであり、他の量を定義するために
基本として用いられてきたもので、長さを表す「m（メートル）」、質量を表す「kg
（キログラム）」、時間を表す「s（秒）」、電流を表す「A（アンペア）」、熱力学
温度を表す「K（ケルビン）」、物質量を表す「mol（モル）」、光度を表す「カンデ
ラ（cd）」の 7つがあります。 
 

・ SI単位系の基本単位とその定義 

 
一方、「平方メートル（m2）」や「メートル毎秒（m／s）」のように、基本単位を用
いて乗除算方式で表わす単位を組立単位といいます。組立単位には、組立に使用され
る基本単位が多いと表現が複雑になることから、固有名詞を持つものもあります。周
波数を表す「ヘルツ（Hz）＝1／s」や、力を表す「ニュートン（N）＝kg・m／s2」な
どがそれに当たります。 
「ニュートン（N）」は、1kgの質量のものに 1m／s2の加速度を与える力を表してい
ます。同様に圧力の SI単位が「パスカル（Pa）」です。重量キログラム毎平方メート
ル（kgf／m2）や水柱メートル（mH2O）、水銀柱メートル（mHg）は「パスカル（Pa）」
で表されるようになります。 
 
さらに SI単位においては、新しい概念として、基本単位に次ぐものとして補助単位を
定めています。 
平面角「ラジアン（rad）」と立体角「ステラジアン（sr）」がそれです。これらは組
立単位の一つと考えることもできますが、数学など特定の分野で用いられる際、あた
かも基本単位のように作用するため、世界度量衡協会により「補助単位を基本単位に
次ぐもの」と位置付けられました。ただし、これらを補助単位とするか組立単位とす 
るかは現在も各国の裁量に任されており、我が国の計量法においては組立単位と定義
されています。 
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・ SI単位系の補助単位とその定義 

 
 

・ SI単位系の固有名詞を持つ組立単位 

 
 
また、これらの単位の 10の整数乗倍であることを示すため、SI単位系では下表のよう
な接頭語を定めています。天気予報などで耳にするようになった「ヘクト・パスカル
（hPa）」は、1パスカルに 102倍したことを意味する接頭語「ヘクト（h）」をつけた
ものです。現在 SI単位系では、1024から 10-24まで、合計 20の接頭語を定めています。 
なお、実用上の重要性から、時間における「分」「時」「日」、平面角における「度」
「分」「秒」、体積における「リットル」、質量における「トン」は、これからも併
用されていきます。 
 

・ SI単位系の接頭語 
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SI単位系換算表 
量 単位の名称 記号 SIへの換算率 SI単位の名称 SI単位 

角度 
度 
分 
秒 

° 
′ 
″ 

π／180 
π／10800 
π／648000 

ラジアン rad 

長さ 

メートル 
ミクロン 
ナノ 
オングストローム 
海里 

M 
μ 
n 
Å 
mile 

1 
10-6 
10-9 
10-10 
1852 

メートル m 

面積 
平方メートル 
アール 
ヘクタール 

m2 
a 
ha 

1 
102 
104 

平方メートル m2 

体積 
立方メートル 
リットル 

m3 
l 

1 
10-3 

立方メートル m3 

質量 
キログラム 
トン 
原子質量単位 

Kg 
t 
u 

1 
103 
1.66057×10-7 

キログラム Kg 

時間 

秒 
分 
時 
日 

s 
min 
h 
d 

1 
60 
3600 
86400 

秒 s 

速さ 
メートル毎秒 
ノット 

m/s 
kn 

1 
1852/3600 

メートル毎秒 m/s 

周波数、振動数 サイクル S-1 1 ヘルツ Hz 
回転数 回毎分 rpm 1/60 毎秒 S-1 
角速度 ラジアン毎秒 rad/s 1 ラジアン毎秒 rad/s 

加速度 
メートル毎秒 
ジー 

m/s 
G 

1 
9.80665 

メートル毎秒 m/s2 

力 
重量キログラム 
重量トン 
ダイン 

Kgf 
tf 
dyn 

9.80665 
9806.65 
10-5 

ニュートン N 

力のモーメント 重量キログラムメートル kgf・m 9.80665 ニュートンメートル N・m 

応力、圧力 
重量キログラム毎平方メートル 
重量キログラム毎平方センチメートル 
重量キログラム毎平方ミリメートル 

kgf/m2 
kgf/cm2 
kgf/mm2 

9.80665 
9.80665×104 
9.80665×106 

パスカル Pa 

圧力 

水柱メートル 
水銀柱ミリメートル 
トル 
気圧 
バール 

mH2 O 
 mmHg 
Torr 
Atm 
bar 

9.80665 
101325/760 
101325/760 
101325 
105 

パスカル Pa 

エネルギ 

エルグ 
I．T．カロリー 
重量キログラムメートル 
キロワット時 
仏馬力時 
電子ボルト 

erg 
calIT 
kgf・m 
kW・h 
PS・h 
eV 

10-7 
4.1868 
9.80665 
3.600×106 
2.64779×106 
1.60219×10-19 

ジュール J 

仕事率、動力 
ワット 
仏馬力時 
重量キログラムメートル毎秒 

W 
PS・h 
kgf・m/s 

1 
735.5 
9.80665 

ワット W 

粘度 
ポアズ 
センチポアズ 
重量キログラム秒毎平方メートル 

P 
cP 
kgf・s/m2 

10-1 
10-3 
9.80665 

パスカル秒 Pa・s 

動粘度 
ストークス 
センチストークス 

St 
cSt 

10-4 
10-6 

動粘度平方メートル
毎秒 

m2/s 
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●コード表 

16進 10進変換表  
 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F

0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

10 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

20 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 

30 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 

40 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 

50 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 

60 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 

70 112 113 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 

80 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143 

90 144 145 146 147 148 149 150 151 152 153 154 155 156 157 158 159 

A0 160 161 162 163 164 165 166 167 168 169 170 171 172 173 174 175 

B0 176 177 178 179 180 181 182 183 184 185 186 187 188 189 190 191 

C0 192 193 194 195 196 197 198 199 200 201 202 203 204 205 206 207 

D0 208 209 210 211 212 213 214 215 216 217 218 219 220 221 222 223 

E0 224 225 226 227 228 229 230 231 232 233 234 235 236 237 238 239 

F0 240 241 242 243 244 245 246 247 248 249 250 251 252 253 254 255 

 

ASCIIコード表  
 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F

0 nul soh stx etx eot enq ack bel bs ht lf vt ff cr so si 
10 dle dc1 dc2 dc3 dc4 nak syn etb can em sub esc fs gs rs us 
20 sp ! " # $ % & ' （ ） * + , - . / 
30 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; < = > ? 
40 @ A B C D E F G H I J K L M N O 
50 P Q R S T U V W X Y Z [ ¥ ] ^ _ 
60 ` a b c d e f g h i j k l m n o 
70 p q r s t u v w x y z { | } ~ del
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